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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 
１ 現況 
（１）高等専門学校名 
   福島工業高等専門学校 
（２）所在地 
   福島県いわき市 
（３）学科等の構成 

学科：機械工学科，電気工学科，物質工学科， 
建設環境工学科，コミュニケーション情 
報学科 

専攻科：機械・電気システム工学専攻，物質・環 
境システム工学専攻，ビジネスコミュニ 
ケーション学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成19年5月１日現在） 
学生数                   単位：人 

準学士課程   1 2 3 4 5 合計 
機械工学科     42 43 44 38 35 202 
電気工学科 44 40 44 40 38 206 
物質工学科 43 40 44 39 40 206 

建設環境工学科 43 40 41 39 32 195 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 42 42 39 41 38 202 

計 214 205 212 197 183 1,011
 

専攻科課程 1 2 合計 
機械・電気システム工学専攻 12 8 20 
物質・環境システム工学専攻 8 8 16 
ビｼﾞﾈｽコﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻 8 4 12 

計 28 20 48 

教員数                   単位：人 
区分 教授 准教授 講師 助教 合計 

一般教科 9 8 7 0 24 
機械工学科 4 4 1 2 11 
電気工学科 4 3 2 1 10 
物質工学科 4 4 3 2 13 

建設環境工学科 4 3 1 2 10 
コﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 4 1 4 1 10 

計 29 23 18 8 78 

２ 特徴 
福島工業高等専門学校（以下，「本校」という。）は，昭

和36年６月の高専制度創設に伴い，高専の第一期校とし

て昭和37年４月に当初「平工業高等専門学校」の校名で

設立された。その後，昭和41年に当時の平市を含む近隣

市町村の大同合併による新たな「いわき市」の誕生に伴い，

昭和42年６月にその校名が「福島工業高等専門学校」に

改称され，現在に至っている。本校は，これまで４0数年

間にわたり，福島県内における唯一の国立の工学系高等教

育機関として実践的な技術者の育成に貢献し，平成19年    

４月現在で6, 074名の卒業生（準学士課程）及び49 
名の修了生（専攻科課程）を社会に送り出してきた。 

本校は，昭和37年の設立当初は機械工学科，電気工学 
科及び工業化学科の３学科であったが，昭和 41 年４月

土木技術者の早期育成を目的として土木工学科が新設

され，さらに平成６年４月情報技術を活用したコミュニ

ケーション科学と技術に関する教育と研究を行う新し

い学科のコミュニケーション情報学科が設置され，５学

科体制となった。また，平成７年から８年にかけては，

科学技術の進展と時代の要請に合わせ，土木工学科が建

設環境工学科に，また工業化学科が物質工学科へとそれ

ぞれ改組された。本校はその後平成 15 年度まで５学科

体制であったが，平成 16 年４月、新たに「機械・電気

システム工学専攻」，「物質・環境システム工学専攻」及

び「ビジネスコミュニケーション学専攻」の３専攻から

成る専攻科が設置された。本校はそれ以後，工学系４学

科とビジネス系１学科から成る準学士課程と上記３専

攻から成る専攻科課程を併せ持つ５学科１専攻科体制

の高等教育機関として現在に至っている。 
本校はこれまで，「広く豊かな教養と人間力の育成」，

「科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成」及

び「固有の才能の展開と国際的視野及びコミュニケーシ

ョン能力の育成」を教育理念とし，工学系４学科では「①

十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時

代に対応できる技術者，②モノづくりと環境保全の調和

に配慮できる技術者，③外国語能力を備え，ビジネス系

の知識も獲得した実践的技術者」の育成，またコミュニ

ケーション情報学科では「①管理能力を持ったビジネス

系の実践的職業人，②国際社会に対応したビジネスコミ

ュニケーション能力を持った職業人，③情報技術を備え，

工学的知識も獲得した実践的職業人」の育成に当たって

きた。特に準学士課程ではモノづくりのための実験・実

習を重視した早期実践教育を行っており，また専攻科課

程では，本校の特徴である工学系及びビジネス系の専攻

を併せ持つ利点を生かし，他高専では実現が困難と思わ

れる従来の専門分野の枠を越えた工学系・ビジネス系融

合のシナジー教育のカリキュラムの下で「経営のわかる

実践的技術プロフェッショナル」及び「技術のわかる実

践的ビジネスプロフェッショナル」の育成を目指した創

造的な教育を行っており，教育研究のさらなる充実と高

度化に努めている。 
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Ⅱ 目的 

１．福島工業高等専門学校の目的と使命 

福島工業高等専門学校（本校）は「教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成する」ことを目的とし，また，本校専攻科は「高等専門学校における教育の基礎の上に，

精深な程度において学際的領域や広い視野に目を向けた高度な専門的学術を教授研究し，もって豊かな教養

と人格を備え，広く産業の発展に寄与する人材を育成する｣ことを目的として，「地球的視野から人や社会及

び環境に配慮できる人間性豊かで国際的に通用する実践的且つ創造的な技術者及び職業人を育成する」こと

を使命としている。本校では，その目的及び使命を達成するため，以下のような教育理念，学習・教育目標，

養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を定め，その実現に努力している。 

 

２．教育理念 

本校では，独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条に定められた高専機構の目的に沿い，教育理念と

して次の３項目を掲げている。 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

３．学習・教育目標 
１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理･教養を身につける。 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識創造の時代に 

柔軟に対応できる能力を身につける。 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら工夫して新し

い産業技術を創造できる能力を身につける。 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力を身につける。 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身につける。 

６）情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力を身

につける。 

 
４．養成する人材像 
  本校の準学士課程は工学系４学科及びビジネス系１学科，また専攻科課程は工学系２専攻及びビジネス系１

専攻から構成されており，「工学－ビジネス」の融合したシナジー教育が特色である。以下に，本校で養成す

る人材像を列記する。 

Ａ．工学系の学科と専攻 

１）十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

２）モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

３）外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 

Ｂ．ビジネス系の学科と専攻 

１）管理能力を持ったビジネス系職業人 

２）国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

３）情報技術を備え，工学的知識も獲得した実践的職業人  
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準学士課程の各学科で養成する人材像 

学 科  目標と養成する人材像  
機械工学科  機械工業のみならず一般産業を含めた広い分野において科学技術の進展に対処できる機械技術

者の育成  
電気工学科  電気・電子・情報技術を中心として産業界の分野で活躍できる技術者の育成  
物質工学科  時代のニーズに即した種々の機能性材料を開発，生産する化学，医薬品，食品工業をはじめ，機

械，電気，電子工業などの素材技術者の育成  
建設環境工学科  建設技術の基礎の上に，自然環境に配慮しながら持続可能な開発や社会基盤施設の建設に対応で

きるシビルエンジニアの育成  
コミュニケーション

情報学科  
「ビジネス」，「英語」，「情報」に重点を置いたコミュニケーション科学に関する教育・研究

により，ビジネス社会の現場で活躍できる人材の育成  
 

専攻科課程の各専攻で養成する人材像 

専 攻 目標と養成する人材像 

機械・電気システム 

工学専攻 

準学士課程の機械工学科，電気工学科のそれぞれの専門的な基礎の上に，機械設計関連，システ

ム制御関連，電子物性関連及び情報関連分野に関する高度で応用性の高い専門科目を履修する。

さらに高度な環境工学関連の科目を履修する。さらにビジネス系科目を履修することにより，自

己の専門領域を超え，環境への影響を考慮しつつ先端に柔軟に対応できるスキルを身に付けた

「実践的技術プロフェッショナル」の養成をめざす。 

物質・環境システム 

工学専攻 

準学士課程の物質工学科，建設環境工学科のそれぞれの専門分野の基礎学力を充実させ，その応

用性や専門性を深めさせ，さらに，技術経営論やベンチャービジネス論などのビジネス系科目を

履修することにより，境界領域分野ヤ高度情報化社会における先端技術の開発や技術移転にも対

応できる「実践的技術プロフェッショナル」の養成をめざす。 

ビジネスコミュニケ

ーション学専攻 

準学士課程のコミュニケーション情報学科の英語，情報，コミュニケーション科学を中心とした

社会科学の基礎の上に，経営管理系科目，生産管理系科目，ベンチャー・地域計画学の専門科目

を履修する。さらに工学系科目を履修することにより，工学的知識を獲得し，利用できるスキル，

国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力，モノづくりの生産ラインに係わるマーケ

ットリサーチ，企画，開発，生産，流通管理，販売の実務能力を併せ持ち，地域に根ざしたグロ

ーバルな視点を持つ「実践的ビジネスプロフェッショナル」の養成をめざす。 

 

５．卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 
Ａ．卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力（準学士課程） 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し，柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

 Ｂ．修了時に身に付けるべき学力や資質・能力（専攻科課程） 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識創造の時代に  

柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら工夫して新

しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力 



福島工業高等専門学校 基準１ 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として、高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は，準学士課程及び専攻科課程について，学則に定めている（資料１－１－①－１）。

また，準学士課程及び専攻科課程の教育理念，学習・教育目標，養成する人材像も具体的に定めてい

る。特に本校では工学系とビジネス系の２つの教育体系を有しており，それぞれの学科と各専攻を通

じての養成する人材像を分かりやすく説明し（資料１－１－①－２），また図示している（資料１－

１－①－３）。さらに，準学士課程の各学科及び専攻科課程の各専攻についても養成する人材像を明

確に定めると共に（資料１－１－①－４），卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力につ

いても，準学士課程及び専攻科課程で具体的に示している（資料１－１－①－５）。 

 

資料１－１－①－１

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第１章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に 

必要な能力を育成することを目的とする。 

 

第２９条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において学際

的領域や広い視野に目を向けた高度な専門的学術を教授研究し，もって豊かな教養と人

格を備え，広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

 

（出典：福島工業高等専門学校学則）

 

資料１－１－①－２

教育理念、学習・教育目標、養成する人材像 

１．教育理念 

国立高専機構法第３条の高専機構の目的は「機構は，高専を設置すること等により，職業に

必要な専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成すると共に，我が国の高等教育の水

準の向上と均衡ある発展を図ることを目的とする。」である。 

 

福島工業高等専門学校（本校）の教育理念は，この機構の目的に沿って下記の３項目を設定

した。 
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１）広く豊かな教養と人間力の育成 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

２．学習・教育目標 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理･教養を身につけ

る。 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し，知

識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って

自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける。 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能

力を身につける。 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身につける。 

６）情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 

 

３．養成する人材像 

本校の準学士課程は，工学系４学科とビジネス系１学科，専攻科課程は工学系２専攻と

ビジネス系１専攻から構成されており，「工学系－ビジネス系」の融合したシナジー教育

がその特色である。そのため，本校で育てる人材像を以下に列記する。 

１）工学系の学科と専攻 

①十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 

２）ビジネス系の学科と専攻 

①管理能力を持ったビジネス系職業人 

②国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③情報技術を備え，工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

 

（出典：平成 12 年度～Ｈ17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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資料１－１－①－３

福島高専の養成する人材像

　　　　　ビジネス
コミュニケーション学専攻

機械・電気システム工学専攻

物質・環境システム工学専攻

専　攻　科　教　育

技術経営論・産業技術特論 I（機械・電気）・産業技術特論 II（物質・環境）

ビジネス英語 ・経営管理論・生産管理論・ベンチャービジネス論

安全工学特論・情報工学特論・環境解析評価論

工学系-ビジネス系のシナジー科目

　実践的ビジネス
プロフェッショナル

　　実践的技術
プロフェッショナル

学部レベルで初めてのＭＯＴ（技術経営）教育

①管理能力を持ったビジネス系職業人
②国際社会に対応したビジネスコミュニ
　　ケーション能力を持った職業人
③情報技術を備え、工学的知識も獲得し
　　た実践的職業人

①十分な基礎学力の上に専門知識を修得
　　し、知識創造の時代に柔軟に対応できる　
　　技術者
②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる
　　技術者
③外国語能力を備え、ビジネス系の知識も獲
　　得した実践的技術者

 モノづくりを重視した
創造的実践力の育成

実 践 的 技 術 者 実践的ビジネスマン

工学系-ビジネス系の
　　シナジー教育

本　科　教　育

物質工学科・建設環境工学科
コミュニケーション情報学科

　 機械工学科・電気工学科

複眼的な視野で課題探究し、創造的実践力を身に付ける教育

 

 

図 1-1 工学系-ビジネス系シナジー教育で養成する人材像 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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資料１－１－①－４

準学士課程の各学科及び専攻科課程の各専攻で養成する人材像 

 

表１.１-１ 準学士課程の各学科の養成する人材像 

学 科 目標と養成する人材像 

機械工学科 
機械工業のみならず一般産業を含めた広い分野において科学技
術の進展に対処できる機械技術者の育成 

電気工学科 
電気・電子・情報技術を中心として産業界のさまざまな分野で
活躍できる技術者の育成 

物質工学科 
時代のニーズに即した種々の機能性材料を開発、生産する化
学，医薬品，食品工業をはじめ，機械，電気，電子工業などの
素材技術者の育成 

建設環境工学科 
建設技術の基礎の上に，自然環境に配慮しながら持続可能な開
発や社会基盤施設の建設に対応できるシビルエンジニアの育成 

コミュニケーション

情報学科 

「ビジネス」，｢英語」，｢情報｣に重点を置いたコミュニケーシ
ョン科学に関する教育・研究により，ビジネス社会の現場で活
躍できる人材の育成 

 

表１.１-２ 専攻科課程の各専攻の養成する人材像 

専 攻 目標と養成する人材像 

機械・電気システム
工学専攻 

準学士課程の機械工学科、電気工学科のそれぞれの専門的
な基礎の上に，機械設計関連，システム制御関連，電子物性
関連および情報関連分野に関するより高度で応用性の高い専
門科目を履修する。さらに，技術経営論，ベンチャービジネ
ス論などのビジネス系科目を履修することにより，境界領域
分野や高度情報化社会における先端技術の開発や技術移転等
にも対応できる「実践的技術プロフェッショナル」の養成を
めざす。 

物質・環境システム
工学専攻 

準学士課程の物質工学科、建設環境工学科のそれぞれの専
門分野の基礎学力を充実させ，その応用性や専門性を深めさ
せ，さらに高度な環境工学関連の科目を履修する。さらに，
ビジネス系科目を履修することにより，自己の専門領域を超
え、環境への影響に配慮しつつ先端技術に柔軟に対応できる
スキルを身につけた「実践的技術プロフェッショナル」の養
成をめざす。 

ビジネスコミュニ 
ケーション学専攻 

準学士課程のコミュニケーション情報学科の英語，情報，
コミュニケーション科学を中心にした社会科学の基礎の上
に，経営管理系科目，生産管理系科目，ベンチャー・地域計
画学の専門科目を履修する。さらに，工学系科目を履修する
ことにより，工学的知識を獲得し利用できるスキル，国際社
会に対応したビジネスコミュニケーション能力，モノづくり
の生産ラインに係わるマーケットリサーチ，企画，開発，生
産，流通管理，販売の実務能力を併せ持ち，地域に根ざした
グローバルな視点を持つ「実践的ビジネスプロフェッショナ
ル」の養成をめざす。 

 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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資料１－１－①－５

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し，柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識

創造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自

ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーシ

ョン能力 

（出典： 運営会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校は，社会に対して担う基本的な役割として準学士課程と専攻科課程の目的を定めている。また，

学校としての教育理念や学習・教育目標，課程ごとの養成すべき人材像を工学系とビジネス系の各学

科及び各専攻についても具体的に定めているほか，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能

力を準学士課程と専攻科課程で定め，達成しようとしている基本的な成果等を明確にしている。 

以上のことから，本校は，高等専門学校としてその目的を明確に定めている。 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第 70 条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的（前述資料１－１－①－１学則（抜粋））は，高等専門学校創設の趣旨である「実践的

技術者を養成する高等教育機関」としての責務及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策

定されたものである。また，学校教育法第 70 条の２には「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成する」という２つの具体的な目的があるが，本校の養成する人材像及び卒業（修了）時に

身に付けるべき学力や資質・能力は，これらとの関連を明確にして策定されている。 

 

 「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成する」に対応 

 

 

準

学

士

課

程 

 

卒業時に身に付けるべき学力や資質・

能力のうち 

１）人や社会や環境に配慮できる能力

を養うための倫理・教養」 

２）工学及びビジネスの幅広い基礎知

識を修得し，柔軟に対応する能力 

卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力のうち 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術

を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発

し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実

践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力と

コミュニケーション能力 

 

 

専

攻

科

課

程 

修了時に身に付けるべき学力や資質・

能力のうち 

１）地球的視野から人や社会や環境に

配慮できる能力を養うための倫理・

教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎

知識の上に，融合・複合的な専門知

識を修得し，知識創造の時代に柔軟

に対応できる能力 

 

 

修了時に身に付けるべき学力や資質・能力のうち 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジ

ー）効果により，複眼的な視野を持って自ら工夫

し、新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発

し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした

創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュ

ニケーション能力及びプレゼンテーション能力 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的は，高等専門学校創設の趣旨及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策定さ

れている。また，養成する人材像や卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力は，学校教育

法上の高等専門学校の目的との対応を明確にした上で策定されている。 

以上のことから，本校の目的は，学校教育法第 70 条の２に規定された，高等専門学校一般に求め

られる目的からはずれるものでない。 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的はウェブサイトに掲載されているほか（資料１－２－①－１），学生便覧にも掲載され

ている（資料１－２－①－２）。 

 教育理念，学習・教育目標，養成する人材像，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力

は，学生便覧に掲載するほか（資料１－２－①－３），常に学生や教職員の目に触れるように各教室

やゼミ室及び会議室等に掲示して（資料１－２－①－４），その周知徹底を図っている。 

 

資料１－２－①－１ 

 

 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料１－２－①－２

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的とする。 

 

第 29 条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において学際的領域や

広い視野に目を向けた高度な専門的学術を教授研究し，もって豊かな教養と人格を備え，

広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

（出典：福島工業高等専門学校学則）

 

資料１－２－①－３

 

教育理念，学習・教育目標，養成する人材像 

 

１．教育理念 

国立高専機構法第３条の高専機構の目的は「機構は，高専を設置すること等により，職業に必要

な専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成すると共に，我が国の高等教育の水準の向

上と均衡ある発展を図ることを目的とする。」である。 

 

福島工業高等専門学校（本校）の教育理念は，この機構の目的に沿って下記の３項目を設定

した。 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

２．学習・教育目標 

高専機構の目的及び本校の教育理念に基づき，下記の「学習・教育目標」を６項目設定した。 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理･教養を身につける。

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し，知識創

造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら

工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける。 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力を

身につける。 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身につける。 

６）情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーショ

ン能力を身につける。 
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３．養成する人材像 

 本校の準学士課程は工学系４学科及びビジネス系１学科，専攻科課程は工学系２専攻及びビジ

ネス系１専攻から構成されており，「工学－ビジネス」の融合したシナジー教育が特色である。

そのため，本校の養成する人材像を以下に列記する。 
 

１）工学系の学科と専攻 

① 十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

② モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③ 外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 
 

２）ビジネス系の学科と専攻 

①管理能力を持ったビジネス系職業人 

②国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③情報技術を備え，工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

４．卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し，柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識創

造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら

工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーショ

ン能力 

 

（出典：福島工業高等専門学校平成 19 年度学生便覧） 
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資料１－２－①－４

 

「教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒業（修了）時に 

身に付けるべき学力や資質・能力」の教室掲示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（出典：各教室への掲示）

 

本校では，平成 19 年４月下旬に，準学士課程や専攻科課程の全学生及び全教職員に対して，本校

の教育理念，学習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能

力等の周知状況についてのアンケート調査（資料１－２－①－６～８）を実施した。その結果によれ

ば、学生については約 90％以上、教職員については約 70％以上が「知っている」と回答している。

なお，このアンケート調査において「あまり知らない」及び「全く知らない」と回答した教職員につ

いては，その後研修をを実施してその周知徹底を図る体制を作っている。 

 

 

 

 

学習・教育目標 

 
１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために、倫理・教養を身につ

ける。 

 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し、知

識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。 

 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により、複眼的な視野を持って

自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける。 

 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決のみならず課題探究する能

力を身につける。 

 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより、創造的実践力を身につける。

 

６）情報技術を活用して、国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 

 

教育理念 
 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

養成する人材像 

１）工学系の学科と専攻 

①分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者

②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 

２）ビジネス系の学科と専攻 

① 理能力を持ったビジネス系職業人 

② 国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③ 情報技術を備え、工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し、柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し、新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し、

知識創造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により、複眼的な視野を持っ

て自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決のみならず課題探究する

能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した、国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテ

ーション能力 
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資料１－２－①－６

教職員に対するアンケート調査 
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［質問１］ 所属学科・課

12%

9%

7%

7%

7%

18%

17%

11%

12% 機械

電気

物質

建設

コミ

一般

総務課

学生課

技術部

 

［質問２－１］ 教育理念

36%

53%

9%

1%

1%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

 

 

 

［質問２－２］ 学習・教育目標

34%

53%

11%
2%

0%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－３］ 養成する人材像（工学系学科および専攻科）

21%

53%

22%

2%

2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

 

 

［質問２－４］ 養成する人材像（ビジネス系学科および専攻科）

17%

48%

26%

7% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－５］ 養成する人材像（準学士課程各学科）

15%

66%

15%

2% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他
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［質問２－６］ 養成する人材像（専攻科課程各専攻）

12%

64%

20%

2% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－７］ 卒業時の学力・資質・能力（準学士課程）

27%

55%

14%

3%
1%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－８］ 専攻科修了時に身に付けるべ
き学力や資質・能力

22%

55%

17%

4% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成
する人材像、卒業（修了）時に身に付ける

べき学力や資質・能力の確認

32
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（出典：認証評価委員会資料） 
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資料１－２－①－７

準学士課程の学生に対するアンケート調査 
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［質問１］ 所属学年

22%

20%

22%

20%

16%
0%

1年

2年

3年

4年

5年

その他

 

［質問２］ 所属学科

20%

19%

22%

19%

20%

0%

機械

電気

物質

建設

コミ

その他

 

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力の周知

89%

10% 1%

ある

ない

その他

 

 

［質問４］ 教育理念等をどこで見たり、聞いたりしたか

298

362
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（出典：認証評価委員会資料）
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資料１－２－①－８

専攻科課程の学生に対するアンケート調査 
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［質問１］ 所属学年

60%

40%

専1年

専2年

［質問２］ 所属専攻

40%

34%

26%

機械・電気

物質・環境

ビジコミ

  

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
修了時に身に付けるべき学力や資質・能力の周知

100%

0%

ある

ない

 

［質問４］ 教育理念等をどこで見たり、聞いたりしたか

38
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（出典：認証評価委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的や教育理念，学習・教育目標等を掲載した学校要覧や学生便覧等を教職員及び学生に配

布し説明するほか，各教室内に掲示してその周知を図っている。また，教員に対しては種々の会議や

研修等の機会に説明することにより周知徹底を図っている。平成 19 年度初めに学生や教職員の周知

状況を把握するため行ったアンケート調査の結果では，学生の約 90％以上及び教職員の約 70％以上

が「知っている」との回答結果が得られている。 

以上のことから，本校ではその目的，教育理念等が，学校の構成員に概ね周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，その教育理念や学習・目標等をウェブサイト（資料１－２－①－１）に掲載することに

より，社会に対して公表している。また，本校の学校要覧（資料１－２－②－１）や夏休み期間に実

施する一日体験入学や中学校や高校へ出向いての学校説明会などを通して，学校の目的や教育理念等

を説明している。また，平成 16 年 10 月から平成 19 年 3 月まで 30 回に亘って連載された地元新聞

記事「福島高専の挑戦」（資料１－２－②－２～３）等を通しても，広く社会に公表している。 

 

資料１－２－②－１

福島工業高等専門学校の教育理念，学習・教育目標及び養成する人材像 

（出典：国立福島工業高等専門学校要覧 2007） 
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資料１－２－②－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：「いわき民報」新聞掲載記事） 
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資料１－２－②－３

 

（出典：「いわき民報」新聞掲載記事）

 

本校の平成 16～18 年度卒業（修了）生及び本校卒業生の就職企業等学外者に対しても，平成 19 年

４月下旬から５月初めにかけて，本校の教育理念や学習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修

了）時に身に付けるべき学力や資質・能力等の周知状況に関するアンケート調査（資料１－２－②－

４～５）を実施した。その結果によれば，卒業（修了）生については回答者の約 80％以上，また企

業等学外者については回答者の約 70％以上が「知っている」と回答している。 

以上のことから，本校の目的や教育理念等が社会に対して広く公表され，周知されている。 
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資料１－２－②－４

卒業（修了）生に対するアンケート調査
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［質問１］ 卒業（修了）学科（専攻）
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科
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学
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人
数
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人
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［質問２］ 年齢層

100%

0%0%0%0%0%0%0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳～

［質問４］ 企業の業種・分野

0%4% 0%
7%

14%

7%

0%

7%

4%
0%4%0%

25%

4%

7%

4%

11%
0%0%4%

機械

輸送用機械　

金属

電気機器

精密機器

化学

繊維

医薬品

食品

電気・ガス

運輸

通信

建設

卸売・小売

金融

情報

官公庁等

大学等教育機関

研究機関

その他

［質問５］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を

見たり聞いたりしたことがあるか

81%

19%

ある

ない

［質問６］ どこで知ったか

25%

18%

10%

34%

2%

1%

10% 本校関係者による説明

学校要覧等の刊行物

本校ホームページ

本校校内の掲示

いわき民報記事「福島
高専の挑戦」

その他

無回答

（出典：認証評価委員会資料）

 



福島工業高等専門学校 基準１ 

  28

資料１－２－②－５

 

企業等学外者に対するアンケート調査 
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［質問１］ 業種・分野
機械

輸送用機械　

金属

電気機器
精密機器

化学

繊維

医薬品

食品

電気・ガス
運輸

通信

建設

卸売・小売

金融

情報

官公庁等
大学等教育機関

研究機関

その他  

［質問２］ 採用学科（準学士課程）

26%

24%
21%

14%

9%

6%
機械工学科

電気工学科

物質工学科（旧工業化学
科）

建設環境工学科（旧土木
工学科）

コミュニケーション情報学
科

無回答

 

 

［質問２］ 採用学科（専攻科課程）

36%

46%

18%

機械・電気システム工学専
攻

物質・環境システム工学専
攻

ビジネスコミュニケーション
学専攻

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒業
（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を見たり、

聞いたりしたことがあるか

73%

25%

2%

ある

ない

その他

 

［質問４］ どこで知ったか

11

9

31
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（出典：認証評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

ウェブサイトに本校の目的等を掲載しているほか，「学校要覧」等にも本校の目的，教育理念，学

習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力等を記載して

おり，一日体験入学や中学校訪問時においても積極的に説明している。また，地元新聞に「福島高専

の挑戦」と題する記事を長期にわたって掲載し，広く社会への周知を図っている。さらに，卒業（修

了）生や企業等学外者への学校の目的や教育理念等の周知度に関するアンケート調査を行い，その結

果では回答者の約７割以上が「知っている」との回答を得ている。 

以上のことから、本校の目的は，社会に対して広く公表されている。 

 

  

（２）優れた点および改善を要する点 

【優れた点】 

・教職員、学生に加えて卒業（修了）生や企業等学外者に対しても積極的にアンケート調査を実施

し，その周知状況を把握している。 

・学校の目的や教育理念等をウェブサイトや学生便覧，学校要覧等に掲載しているほか，教室等に

も掲示して学生や教職員に対してその周知を図っている。また，教育理念等を含む学校の紹介記

事を地元の新聞紙上に長期に亘って連載するとともに，さらにそのパンフレットを印刷配布して，

広く社会に公表している。 

【改善を要する点】 

・該当なし 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校では，学校創立時に「学校の目的」を定め，その後「教育理念」や「学習・教育目標」等が設

定されて現在に至っている。また，準学士課程や専攻科課程及び各学科や各専攻ごとに「養成する人

材像」を定めると共に，さらに「卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力」を定めること

により，学生が本校で学修する際の具体的指針を示している。 

 本校では，「学校の目的」を高等専門学校設置の趣旨及び学校教育法に定める高等専門学校の目的

を踏まえて定めており，「教育理念」や「学習・教育目標」については，学校教育法に定める高等専

門学校の目的との関連を意識して策定していることから，本校の目的は学校教育法の規定からはずれ

るものではない。 

 本校では，先に行ったアンケート調査の結果から，教職員や学生等の構成員，また卒業（修了）生

や企業等学外者に対しても，本校の目的，教育理念，学習・教育目標等が概ね周知されていることが

明らかになっているが，さらに学生に対しては校内掲示や授業及びホームルーム等，また教職員に対

しては研修等を通じてその周知徹底を図る取り組みも行っている。 

また，本校の目的や教育理念，養成する人材像等は，学校のホームページや「学校要覧」等の配付

資料及び地元新聞の連載記事にも掲載され，広く社会に公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程は，学校教育法第 70 条の２に規定されている高等専門学校の目的に沿って，社会人・

職業人として必要な教養及び専門分野の理論や技術の修得に必要な基礎力の育成，また実社会で役立

つ実践的技術者・職業人の育成のため，機械工学科，電気工学科，物質工学科及び建設環境工学科か

ら成る工学系４学科とビジネス系のコミュニケーション情報学科の全５学科で構成している（資料２

－１―①―１）。 

各学科は，本校の教育理念である「広く豊かな教養と人間力の育成」，「科学技術の基礎的素養と

創造性及び実践性の育成」及び「固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育

成」に基づいて，その学科の目標と養成する人材像を明確に定めている（資料１－１―①―４）。 

 

資料２－１―①―１

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第７条 学科、学級数および入学定員は、次のとおりである。 

 

学   科 学 級 数 入 学 定 員 

機 械 工 学 科 1 ４０人 

電 気 工 学 科 1 ４０人 

物 質 工 学 科 1 ４０人 

建 設 環 境 工 学科 1 ４０人 

コミュニケーション情報学科 1 ４０人 

（出典：福島工業高等専門学校平成 19 年度学生便覧）

 

（分析結果とその根拠理由） 

各学科は，本校の教育理念，学習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべ

き学力や資質・能力等にしたがって構成され，またこれに基づく教育を実施しており，その目的に照

らして学科構成は適切なものとなっている。 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適

切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

専攻科課程は，より高度で専門的な知識と技術を修得すると共に，広く豊かな教養と人間力を備え，

広く産業の発展に貢献する人材の育成を目的として，機械・電気システム工学専攻，物質・環境シス

テム工学専攻及びビジネスコミュニケーション学専攻の３専攻を設置している（資料２－１―②―
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１）。特に，ビジネスコミュニケーション学専攻は，国内で唯一のビジネス系の専攻である。 

本校の教育理念等に基づいて，専攻科課程の各専攻についても，それぞれ養成する人材像を明確に

定めている（資料１－１―①―４）。 

 

資料２－１―②―１

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第３０条 専攻科の専攻および入学定員は、次のとおりである。 

 

専  攻 入学定員 

機械・電気システム工学専攻 ８ 

物質・環境システム工学専攻 ８ 

ビジネスコミュニケーション学専攻 ４ 

 

（出典：福島工業高等専門学校平成 19 年度学生便覧）

 

（分析結果とその根拠理由） 

各専攻は，本校の教育理念，学習・教育目標、養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべ

き学力及び資質・能力等にしたがって構成され，またこれに基づく教育を実施しており，その目的に

照らして専攻構成は適切なものとなっている。 

 

 
 

観点２－１－③－１： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成

する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 教育の目的を達成するための全学的なセンターとして情報処理教育センター，地域環境テクノセン

ターを設置している。 

 

１）情報処理教育センター 

 情報処理教育センターは，低学年のコンピュータリテラシーについての情報処理基礎教育，専門学

科高学年の情報処理応用教育あるいは専攻科課程の教育・研究を行うための全学科共通の施設である

と共に，校内 LAN 環境を管理する重要な役割を担っている（資料２－１－③－１）。 

本センターでは、学生全員に ID 及びパスワードを付与しており、学生は学内のどのパーソナルコ

ンピュータからもインターネットを通して各種の情報を得ることができ，さらに各種レポート等の作

成や就職活動，進学情報の収集等にも活用している（資料２－１－③－２）。 
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資料２－１―③―１

福島工業高等専門学校情報処理教育センター規則 
（昭和６２年３月７日）

（規  則  第 13 号）

（最終改正  平成 18 年 3 月 30 日規則第 45 号）

 （趣旨）                                     

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則(昭和 62 年規則第 11 号)第１１条第２項の規定に基づき、福島工業高等専

門学校情報処理教育センター（以下「センター」という。）の管理運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （業務） 

第２条 センターにおいては、次の各号に掲げる業務を行う。 

  （１）情報処理の教育に関すること。 

 （２）情報処理教育の研究に関すること。 

 （３）電子計算機の利用、運転及び保守に関すること。 

   (４) 校内ＬＡＮに関すること。      

 （５）その他センター長が認めた業務 

 （センター長等） 

第３条 センターに、センター長及びセンター員を置く。 

２ センター長は、センターの管理運営に関することを掌理する。 

３ センター長は、教授又び助教授をもって充て、校長が命ずる。 

４ センター員は、センター長の職務を助ける。 

５ センター員は、教員のうちから、校長が命ずる。 

６ センター長及びセンタ一員の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

７ センターの業務に従事するため職員を置く。 

 （利用者の範囲） 

第４条 センターを利用できるものは、次の各号に掲げる者とする。 

 （１）教職員 

 （２) 学生 

 （３）その他センター長が承認した者 

 （利用の手続） 

第５条 センターの利用手続は、別に定める「センタ一利用の手引き」による。 

 （運営委員会） 

第６条 センターにセンター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く 

 （審議事項） 

第７条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

 （１）情報処理教育と研究に関すること。 

 （２）センターの利用及び運営に関すること。 

   (３) 校内ＬＡＮに関すること。  

 （４）その他委員長が必要と認めたこと。 

 （組織） 

第８条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （１）センター長及びセンター員 

 （２) 各学科の教員のうちから校長が命じた者 

  (３) 会計課長及び会計課長が指名した者  

２ 前項第２号に掲げる委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

 （委員長） 

第９条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ センター長に事故あるときは、校長の命じた者がその職務を代理する。 

 （構成員以外の出席） 

第１０条 委員長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

 （報告）  

第１１条 委員長は、委員会で審議した事項を校長に報告するものとする。 

 （庶務）               

第１２条 委員会の庶務は、会計課において処理する。 

 （雑則） 

第１３条 この規則に規定するもののほか、運営に関し必要な事項は、センター長が定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、昭和 62 年 4 月 から施行する。 

２ 福島工業高等専門学校電子計算機室設置規程（昭和 48 年 3 月 26 日規則第 6 号）及び 

 福島工業高等専門学校電子計算機室管理運営委員会規則（昭和 48 年 3 月 26 日規則第 7 号）は、廃止する。 

   附 則（平成 9 年３月 31 日規則第 11 号) 

 この規則は、平成９年４月 1 日から施行する。 

   附 則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 49 号) 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 18 年 3 月 30 日規則第 45 号) 

 この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料２－１―③―２

情報処理教育センターの利用状況 

 

 8:40～10:10 10:30～12:10 13:00～14:40 14:50～16:30 
月 ①１物：情報基礎  ②１コ：情報基礎 ①５コ：知的所有権 

火 ①１建：情報基礎 

②２電：情報工学基礎 

②３電：情報工学応用 ①３建：情報処理  

水 ②３コ：情報コミ演習 ②５コ：広告・広情報 ①５電：通信工学Ⅰ  

木 ①１機：情報基礎 

②２機：情報処理基礎 

①３機：情報処理 ①１電：情報基礎  

金  ①２物：情報処理 

②４機：情報処理 

 ②５建：応用情報処理 

 

①情報基礎演習室  ②情報応用演習室 

（出典：認証評価小委員会資料）

 

２）地域環境テクノセンター 

地域環境テクノセンター（資料２－１－③－３）は，従前の環境科学教育センターと地域交流セン

ターの両機能を統合し，その充実と効率化によって新しい全学科共通の教育・研究施設としての展開

を図ることを目標に，平成 18 年度に新しく開設された。本センターは，教育・研究面で特に環境工

学関連の実験・実習，卒業研究及び特別研究等の実施に十分活用されている。本センターの利用状況

（資料２－１―③―４）と研究成果の状況（資料２－１―③―５）は，以下のとおりである。 

 

資料２－１―③―３
福島工業高等専門学校地域環境テクノセンター規則 

（昭和１８年３月３０日）

（規  則  第  46 号）

 （趣旨）                                          

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則(昭和 62 年規則第 11 号)第１１条の２第２項の規定に基づき、福島工業高

等専門学校地域環境テクノセンター（以下「センター」という。）の業務、組織及び運営について定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 センターは、本校における産学官民交流の拠点とし、かつ、地域の活性化を図るとともに人材の養成に資することを目

的とする。 

 （部門） 

第３条 センターに、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる部門を置く。 

 （１）運営管理部門 

 （２）リエゾン部門 

 （３）技術支援部門 

 （４）教育支援部門 

 （業務） 

第４条 運営管理部門は、次の業務を行う。 

 （１）センターの運営、管理に関すること。 

 （２）前条各号に定める部門（以下「部門」という。）間の連絡調整に関すること。 

 （３）センターが編集する研究論文集、シーズ集、報告集、広報等の情報管理に関すること。 

 （３）その他センターに関する事項 

２ リエゾン部門は、次の各号に掲げる業務を行う。 

 （１）地域や他機関等との交流、連携に関すること。 

 （２）本校に対する支援団体との協力、連携に関すること。 

 （３）その他地域との交流、連携に関すること。 

３ 技術支援部門は、次に掲げる業務を行う。 

 （１）他機関との研究協力、研究支援に関すること。 

 （２）技術相談、技術指導に関すること。 

 （３）産学官民との連携に関すること。 
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 （４）知的財産に関すること。 

 （５）その他技術支援に関すること。 

４ 教育支援部門は、次に掲げる業務を行う。 

 （１）出前授業・実験に関すること。 

 （２）学校開放事業に関すること。 

 （３）セミナー、公開講座等に関すること。 

 （４）小・中学生の教育支援に関すること。 

 （５）その他教育の支援に関すること。 

 （組織） 

第５条 センターに、次に掲げる者を置く。 

 （１）センター長 

 （２）副センター長 

 （３）センター員 

 （４）部門の業務を処理する教員 

 （５）学外有識者 

 （６）その他必要な教職員 

 （センタ一長） 

第６条 センタ一長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

２ センタ一長は、センターを統括する。 

 （副センタ一長） 

第７条 副センタ一長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

２ 副センター長は、センター長の職務を助ける。 

 （センター員） 

第８条 センタ一員は、教員のうちから、校長が命ずる。 

２ センタ一員は、センターの業務を処理する。この場合において、部門に定める業務のみを処理することを妨げるものでは

ない。 

 （学外有識者） 

第９条 センタ一に、必要に応じ学外有識者を置くことができる。 

２ 学外有識者は、各部門の業務に関し助言を行い、また共同で企画立案を行う。 

３ 学外有識者は、必要に応じ、その都度校長が委嘱する。 

 （任期） 

第１０条 第５条第１項から第４項に掲げる者の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 前項の者に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （運営委員会） 

第１１条 センターの運営に関する重要事項を審議するため、福島工業高等専門学校地域環境テクノセンター運営委員会（以下

「委員会」という。）を置く。                

 （組織） 

第１２条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 （１）センター長及び副センター長 

 （２）センター員 

 （３）各学科の教員のうちから校長が命じた者（第１号及び第２号に掲げる者を除く。） 

 （４）情報処理教育センターから教員１名 

 （３）会計課長及び会計課所属の事務職員  

２ 第９条に定めるが学外有識者は、運営委員会に出席し、意見を述べることができる。 

 

 

 （委員長） 

第１３条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、副センター長がその職務を代行する。 

 （構成員以外の出席） 

第１４条 委員長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

 （報告） 

第１５条 委員長は、運営委員会での審議事項を校長に報告するものとする。 

 （庶務）                

第１６条 委員会の庶務は、会計課において処理する。 

 （雑則） 

第１７条 この規則に規定するもののほか、運営に関し必要な事項は、センタ一長が定め る。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 福島工業高等専門学校地域交流センター規則（平成 15 年 2 月 19 日規則第 9 号）及び福島工業高等専門学校環境科学教育

研究センター規則（昭和 62 年 3 月 7 日規則第 14 号）は、廃止する。 

 

（出典：地域環境テクノセンター規則）
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資料２－１―③―４

地域環境テクノセンターの利用状況（実験科目） 

 

下表の数字は、教職員（２名）と物質工学科及び専攻科（物質・環境システム工学専攻）の

学生についての利用状況です。 
  

 

 8:40-10:10 10:30-12:10 13:00-14:40 14:50-16:30  

月 ６ ２ ２ ２１＋９  

火 ２ ２ ２１＋９ ２１＋９  

水 ２ ２１ ２１＋９ ２１＋９  

木 ２ ２ ２１＋９ ２１＋９  

金 ２ ２１＋９ ２ ２  

（注）使用時間帯で人数に変動あり→８～30 人（常時利用者：職員２名＋卒研生６名） 

 

（出典：地域環境テクノセンター報告書）

 

資料２－１―③―５

地域環境テクノセンター利用の卒業研究及び特別研究一覧 

 

平成 18 年度 卒業研究一覧（準学士課程） 

学科名 学生氏名 研 究 課 題 

伊藤  正泰 摩擦撹拌接合による 1100/5083 アルミニウム合金の組織と機械的 

性質に関する研究 

宮地  律明 摩擦撹拌接合による 5083 アルミニウム合金の結晶粒径制御と強度 

特性に関する研究 

若林   徹 高反発型 W/Ti-6Al-4V 複合材料の開発と強度特性に関する研究 

飯塚  丈方 

渡邉  良平 

音による工具寿命の判定に関する研究 

機械工学科 

鈴木  隼雄 

鈴木  良太 

低周波音によるマスキング特性に関する研究 

小松  香織 [Si-C≡C]単位を有する含ケイ素ポリマーの加水分解 

古内  有希 [Si-C≡C]単位を有する含ケイ素ポリマーの加水分解 

大林   洵 高等植物由来 D-アミノ酸オキシダーゼおよび D-アスパラギン酸 

オキシダーゼ 

大関  太之 トリメチルアンモニオ基を導入した新規有機２次非線形光学材料 

の合成 

鎌田  信之 トリメチルアンモニオ基を導入した新規有機２次非線形光学材料 

の合成と評価 

高原   健 π共役を拡張したスチルバゾリウム誘導体の合成と２次非線形光学

特性 

赤坂  匡史 新規完全縮環型ポルフィセンの合成と性質 

小澤  翔太 
コバルトポルフィリンを用いたヘム異常代謝反応の中間体に関する

研究 

物質工学科 

小松  みゆき 新規トリフルオロメチル基を有するポルフィリンの合成 
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佐藤  令奈 α,β-二重連結ジピロメタンを有するポルフィリンおよびポルフィリン

類似化合物の合成 

山下 和香奈 賢沼の水質調査及び改善 

猪狩  麻衣 微量フッ化物イオンの均一液液抽出に基づく 簡易計測法 
小泉    圭 微量有害物質の回収法の基礎的検討 
栗城  貴也 均一液液抽出法を用いるアミノ酸の新規分離法の開発 
篠原  祐喜 アセトアルデヒド高感度計測法の開発 
大平  剛志 側鎖にエステル結合を有するポリイミンの合成 
石見  勇樹 低温イミド化によるエステル基を含む新規芳香族ポリイミドの合成

伊藤  友里 新規芳香族ポリアミドの合成と感光性の評価 

 

中川  若菜 新規芳香族アゾポリマーの合成 
酒井  正和 フレッシュコンクリート中における鉄筋のさびに関する研究 

鈴木  幹奈 コンクリート中における鉄筋の錆と不動態膜生成に関する研究 

建設環境工学科 

堀江  尚子 水処理用接触材の材質の違いと処理効率との関連に関する検討 

 

平成 18 年度 特別研究一覧（専攻科課程） 

専攻名 学生氏名 研 究 課 題 

五十嵐雄大 摩擦撹拌接合による 1055/5083 アルミニウム合金の組織と機械的 

性質に関する研究 

渡辺   剛 高弾性・高反発型ゴルフクラブの開発 

遠藤  由弥 切削音による工具寿命の判定に関する研究 

機械・電気システム

工学専攻 

国井  一寿 低周波音のマスキング効果と聴覚特性に関する研究 

伊藤 健太郎 超臨界二酸化炭素を用いた乾燥・抽出プロセスの開発 

倉持  祥子 塩化マグネシウム系乾燥剤の吸湿メカニズム 

仲西   涼 三成分系均一液液抽出法における選択性の発現 

宮原   亮 ２次非線形光学用高性能結晶の探索と評価 

五十嵐 雅俊 酸化チタン微粒子を用いた色素増感太陽電池の高性能化 

佐々木 誉幸 含ケイ素耐熱高分子材料の合成 

鈴木  大地 高耐酸化性含ケイ素炭素材料の合成 

高橋  寛生 有機塩素化合物分解菌の探索 

物質・環境システム

工学専攻 

田村  夏樹 
ヘム異常代謝反応の中間体モデル－N-アルキルコバルトポルフィ 

リンを有する再構成ミオグロビンの構造と反応－ 

 

  （出典：地域環境テクノセンター運営委員会会議録）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 全学科共通の教育研究施設として，情報処理教育センターと地域環境テクノセンターの二つを設置

している。情報処理教育センターは，低学年における情報処理基礎教育及び高学年における情報処理

応用教育の充実のために十分に活用され，また地域環境テクノセンター，工学系４学科と専攻科の学

生に対する実験・実習及び教育・研究の場として有効に機能している。したがって，これら二つのセ

ンターの設置は，本校の学習・教育目標「3．工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・

複合的な専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける」を達成する上で

必要且つ適切なものとなっている。 
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観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するなど

の必要な活動を行っているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，準学士課程の教務全般に関する事項を検討するため教務委員会が設置されており，一方，

専攻科には専攻科委員会が設けられている。準学士課程及び専攻科課程の教育課程の整備等に関わる

重要事項は，これら二つの委員会からの提案等を受け，最終的に運営会議での議を経て校長が決定す

ることとなる（資料２－２―①―１）。 

 

資料２－２―①―１

教育課程等の検討・運営体制図（抜粋） 

 

 

      企画会 

 

 

  教員会議  教務委員会 
校長 

 

運営会議 

 専攻科会議  専攻科委員会

 

（出典：総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程全体を企画調整し且つ新たな展開を図るための検討・運営体制が整備され，必要な活動を

行っている。 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

 一般科目（理数系科目及び人文社会系科目）の担当教員と専門科目の担当教員との話し合いが定期

的に行われ，教員間の連携を図っている。数学や物理等の理数系科目の内容やその進度が専門科目を

履修する上で適切であるか，また問題がないかどうかなどを検討している（資料２－２―②―１）。

また，国語や英語等の人文社会系科目の内容が文章作成能力や英語論文の講読及びプレゼンテーショ

ン能力を身に付ける上で適切で且つ有効に生かされているかどうかなどについても検討する体制が整

備されている（資料２－２―②―２）。 
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資料２－２―②―１

 

平成１８年度 工学系学科と数学・物理科の話し合い議事録 
 

 

日 時：平成１８年１１月８日（水）１５：３０～１６：５０ 
場 所：インフォメーションサロン（管理棟３階） 
出席者：根本，鈴木(三)，新井，根岸(建設)，高橋(章)（機械），三浦(電気)，井上(物質)， 

道上，井川，島袋（記録） 
 
議 題： 
 

（１） 来年度以降の数学・物理・化学の標準試験実施方法について 
以下のような意見が出た。 
 
 数学は2年の終わりに微積分のまとめの意味もあるので基礎学力（標準）試験を行いたい。 
 物理は3年次に教科内容がひと段落するので基礎学力試験を行いたい。 
 化学は2年終了時、または３年の初旬に一般化学の試験を行いたい。健康診断の時などはどうか。 
 今年度の到達度試験（数学）は日付が変則だが、来年度（数学、物理）は既に決まっている。 
 基礎学力試験を2年に行うのであれば，3年の到達度試験と同日が良い。 
 教務では基礎学力試験の日程を補講日にしてはどうかという意見がある。 
 物質科では一般化学試験（高校化学）を２，３，４年に，専門基礎試験を３，４，５年にそれぞれ行って 
いる。 
 電気科では２，３，４，５年に専門基礎試験を行っており，2年は基礎学力標準試験などの関係で無くす
予定。 
 建設科では３，４年に専門基礎試験を行っている。 
 機械科では３，４，５年に専門基礎試験を行っている。 
 これら専門基礎試験と基礎学力試験を合理化していくべきである。 
 数学は2年の終わりに微積分のまとめの意味もあるので基礎学力（標準）試験を行いたい。 
 基礎学力標準試験について物理は3年次9月、数学は2年次（3年の）到達度試験と同時期、化学は３
年次4月に行うことを教務へ公式に申し入れする。 

 

（２） 数学・物理についての要望事項について 

 数学科から専門学科への依頼として，工学系教科書で使われている数学的内容を具体的に教えて 
欲しい。例えば，教科書で数学が使われている部分のコピーなど。 

 

（３）その他 

 これまでの工学系学科と数学・物理との話し合いで得られた成果の一例： 
・1，2年対象の補習が学力向上に役立っている。 

 ・高専で使用されている教科書を図書館に設置。 
 

 

（出典：工学系学科と数学・物理科の話し合い議事録）
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資料２－２―②―２

教 科 連 絡 会 記 録 
 

記録者 一般教科  中山悟視 

日  時 平成 18 年 11 月 22 日 16:00～17:30 

教科担当者 西山，鳥居，宮澤，坂内，中山 出席者 

学科代表者 篠木(機械)，小泉(電気)，青柳(物質)，根岸(建設)，鈴木(敬)(コミ) 

検討内容： 

１）TOEIC を成績に加味していることについて具体的に確認したい。（小泉） 

TOEIC 未受験者への対応は？（小泉） 
     →鳥居から詳細に説明した。 

２）卒研について，英語科で可能であるならば，卒研の開設を願いたいという申し出あり。  
     →西山から，希望する教員がいれば可能であると、回答。 

３）工業英検の担当者について質問があった。（篠木） 
→松尾（機械科）から小泉（電気科）へ引き継がれる。 

４）専門教員から英語を勉強するように声をかけても，なかなか努力している様子が伺えない。
英語力がないにも関わらず，勉強しているようでもない。どうすればよいか。（根岸） 

     →西山から TOEIC を点数化した経緯の説明。 
     →評価方法などをさらに工夫する事も考えられるが，種々の外部評価を含め，現状の評価

方法・基準を大きく変えるのは相当の覚悟が必要である。 
５）５年生の英語の授業で IP テストの点数を利用することになったが，実施日が４月初めであ

り，それが逆に IP テスト後の学生のモチベーションを下げていないかとの指摘があった。
（篠木）→英語科教員を含め，様々な意見が出され，カリキュラムの話題にまで発展。 

   ５年生での英語の授業は，もっとあってもよいかもしれない。（青柳） 
６）その他，英語力，TOEIC，などについて様々な意見が提出されたが，カリキュラムや中期目

標など，根幹に関わる問題であるため，意見をまとめるまでには至らなかった。 

（出典：教科連絡会議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 一般科目と専門科目を担当する教員間の話し合いや連絡会等が定期的且つ組織的に行われ，それら

の話し合いの結果が日常的な学生の教育指導に有効に反映されている。 

 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 準学士課程では，一般教科教員が低学年（１～２学年）の学級担任を担当し，一方，専門学科教員

が高学年（３～５学年）の学級担任を担当して，担当クラスの学級運営や学習指導及び生活指導等を

行っている。低学年次の担任教員は，２年間の担任終了後当該クラスの顧問となり，高学年次担任の

専門学科教員を補佐する体制をとっている。（資料２－２―③―１）。 学級担任連絡会議は，年に

２回（前期と後期），３主事と全学級担任が出席して開催され，クラス運営や学生の教育及び生活指

導上の諸問題を解決するための討議と情報交換の場として設けてある（資料２－２―③―２～３）。

また，１学年から５学年まで必要に応じ，学年主任が主催する学年毎の担任会議も開かれ，当該学年

のクラスに共通の問題についての対応を協議している。一方，専攻科課程においては，各専攻長が担

任業務を兼任し，個々の学生の進路指導や生活指導を行っている。さらに，非常勤講師との連携協力

と情報交換を図るため，定期的な懇談会も企画開催している（資料２－２―③―４）。 
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一方，学校において編成された教育課程を実施展開するため，学生課図書係，学生課教務係，技術

部等を置き，必要な事務職員及び技術職員を配置している。その業務内容を，以下にまとめて示す

（資料２－２―③―４）。 

 

資料２－２―③―１

表１.４-２ 学級担任一覧表 

○印は学年主任 

学年及び学科 H12 H13 H14 H15 H16 H17 

機 械 工 学 科 ○鳥居孝栄 笠井 哲 鈴木三男 秋山秀博 根本昌樹 ○宮澤泰彦

電 気 工 学 科 石原万里 髙橋宏宣 新井 広 井川 治 ○鳥居孝栄 笠井 哲 

物 質 工 学 科 坂内昌徳 ○渡辺洋太郎 ○西山公紀 木原 淳 道上達広 髙橋宏宣 

建 設 環 境 工 学 科 根本昌樹 宮澤泰彦 髙野克宏 末竹千博 西浦孝治 吉村忠晴 

１
学
年 

コミュニケーション情報学科 藤澤宏樹 吉村忠晴 川﨑俊郎 ○山野和一 坂内昌徳 中山悟視 

機 械 工 学 科 ○亀井宣男 ○鳥居孝栄 笠井 哲 鈴木三男 ○秋山秀博 根本昌樹 

電 気 工 学 科 山野和一 石原万里 髙橋宏宣 新井 広 井川 治 ○鳥居孝栄

物 質 工 学 科 井川 治 坂内昌徳 ○渡辺洋太郎 ○西山公紀 木原 淳 道上達広 

建 設 環 境 工 学 科 秋山秀博 根本昌樹 宮澤泰彦 髙野克宏 末竹千博 西浦孝治 

２
学
年 

コミュニケーション情報学科 大森房子 藤澤宏樹 吉村忠晴 川﨑俊郎 石原万里 坂内昌徳 

機 械 工 学 科 一色誠太 松本匡以 松尾忠利 髙橋 章 石垣義尚 ○永井康友

電 気 工 学 科 山本敏和 ○春日 健 ○奈良和久 濱﨑真一 ○渡辺 博 伊藤 淳 

物 質 工 学 科 鴨下祐也 青木寿博 伊藤正義 ○井上和人 押手茂克 内田修司 

建 設 環 境 工 学 科 ○佐藤恭輔 緑川猛彦 橋本孝一 山ノ内正司 森田年一 齊藤充弘 

３
学
年 

コミュニケーション情報学科 中野良樹 内山昭代 芥川一則 加藤惠吉 鈴木敬了 内山昭代 

機 械 工 学 科 石垣義尚 一色誠太 松本匡以 松尾忠利 髙橋 章 ○石垣義尚

電 気 工 学 科 ○永木猛弘 山本敏和 ○春日 健 ○奈良和久 濱﨑真一 鈴木晴彦 

物 質 工 学 科 天野仁司 鴨下祐也 青木寿博 伊藤正義 ○井上和人 押手茂克 

建 設 環 境 工 学 科 原田正光 ○佐藤恭輔 緑川猛彦 橋本孝一 山ノ内正司 森田年一 

４
学
年 

コミュニケーション情報学科 森川 治 中野良樹 内山昭代 芥川一則 加藤惠吉 鈴木敬了 

機 械 工 学 科 ○佐東信司 石垣義尚 渡辺敏夫 松本匡以 松尾忠利 髙橋 章 

電 気 工 学 科 大槻正伸 ○永木猛弘 山本敏和 ○春日 健 ○奈良和久 濱﨑真一 

物 質 工 学 科 青柳克弘 天野仁司 鴨下祐也 青木寿博 伊藤正義 ○井上和人

建 設 環 境 工 学 科 高橋邦雄 原田正光 ○佐藤恭輔 緑川猛彦 橋本孝一 山ノ内正司

５
学
年 

コミュニケーション情報学科 島村 浩 森川 治 森川 治 内山昭代 芥川一則 渡部順一 

（注）3 学年以上の高学年クラスには、２学年までの担任を顧問として配置している。 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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資料２－２―③―２

福島工業高等専門学校学級担任連絡会議 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）

 

資料２－２―③―３

平成 18 年度 第２回学級担任連絡会議議事録 

 

日 時：平成１８年１２月１日（金）１６:４０～１７:３０ 

場 所：大会議室 

出席者：教務主事，寮務主事，下記担任を除く１～５年担任 

欠席者：西山，鈴木(三)，高橋(宏)，渡部(順)，押手 

議事内容：以下の通り 

１．主事よりアンケート依頼 

・クラス概況調査のためのアンケート用紙(別紙１)を配布し，１２月８日(金)までに調査 

結果の回収と教務係への提出を依頼した。 

２．教室整備について主事より依頼 

（１）年末の教室整備および施錠について 



福島工業高等専門学校 基準２ 

 44

 ・主事から，「冬休み前日の１２月２２日（金）に大掃除の実施と教室整備を徹底してほしい」 

及び「工学系４学科の３学年のクラスについては，冬休み明けの１月１１日（木）に高専機構 

主催の学習到達度試験があるので，特に念入りに教室整備を行ってほしい」旨の依頼があった。

（２）入学試験に伴う教室整備について 

 ・主事から，「１月１５日（月）と２月１６日（金）の両日は，それぞれ推薦入試及び学力入試 

に向けて事前の教室整備をきちんと行ってほしい」旨の依頼があった。 

（３）学年末の教室整備および施錠について 

 ・主事から，「３月７日（水）の放課後に教室施錠を行うので，その前までに学年末の教室整備 

をきちんと終えてほしい」旨の依頼があった。 

・また「毎週水曜日に行っている大掃除では，今後必要に応じて各教室の清掃状況を教務委員会 

が点検し，特に清掃状況が良くない教室については清掃のやり直しをしてもらうこともあり得 

るので注意してほしい」との説明と指導依頼があった。 

・３月の学年末休業期間中に，昨年度と同様，業者による教室及び廊下等の床清掃（ワックス 

掛け）を実施する予定である旨説明があった。 

＜質問・要望等＞ 

Ｑ：試験期間中の大掃除の実施とその取扱いについてはどうすればよいか 

Ａ：原則として教室は毎日掃除，水曜日は全区域大掃除となっている。試験期間中は，試験終了 

後や試験最終日に適宜担任が判断して掃除を実施してほしい。 

Ｑ：教室のロッカー等が狭いので解消できないか考えてほしい。 

Ａ：今後予算措置等を考え，改善を検討したい。 

３．遅刻過多者の指導について 

（１）１０月２５日（水）の遅刻過多者の指導結果について 

  ・主事から，１０月２５日（水）に行った教務委員会による前期遅刻過多者の特別指導の結果に 

ついて報告があった。（別紙２）引き続き，各担任から担当クラスの遅刻過多者の指導状況に 

ついて説明があった。 

 

（出典：学級担任連絡会議議事録） 

 

資料２－２―③―４

平成 19 年度 非常勤講師との教育懇談会会議録 

 

日 時：平成 19 年度 5 月 2 日（水）15:20〜16:30 

場 所：大会議室 

出 席 者： 

（非常勤講師） 

     桜井（機械），小泉（電気），山内（電気），大口（電気），大表（物質），鈴木（物質）， 

大内（物質），関口（物質），中西（物質），佐藤（建設），矢内（建設），南（コミ）， 

蛭田（一般），中野（一般），櫛田（一般），坂本（一般），飯間（一般），大平（一般）， 

渡辺（一般），キャサリン（一般），橋本（一般），永井（一般） 
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（本校教職員） 

奈良校長，根岸教務主事，佐東専攻科長，青柳 JABEE 委員長，西山一般教科長，石垣機械工学科

長，春日電気工学科長，金子建設環境工学科長，内山コミュニケーション情報学科長代理，内田教

務主事補，川﨑教務主事補，緑川教務主事補，佐藤学生課長 

 

配付資料：平成 19 年度教育懇談会パワーポイント資料 

 ・JABEE 認定について 

 ・試験問題等の提出および授業実施時間数について（ご依頼） 

 

議 事： 

１． 校長挨拶 

２． 教務関係（教育理念，学習・教育目標，シラバス成績入力，再試験）の説明(根岸教務主事) 

３． JABEE 関係（JABEE 認定，教育プログラム，修了要件，エビデンスの提出）の説明(青柳 JABEE 委員長)

４． 教育懇談 

（質問）今，工場が見頃である。秋の学年行事日等を利用して工場見学を実施してほしい。 

（回答）検討したい。 

 

（質問）就職に関して，今まで電気工学科からのみ採用していたが，今後は機械工学科からの採用も 

行いたいので是非受験していただきたい。大卒枠と高卒枠の 2 種類の区分しかないので，でき 

れば専攻科から大卒枠への受験が望ましい。 

（回答）何度か受験しているが失敗している。専攻科は人数が少ない上大学院への進学を考えている 

学生もいる。本科の就職希望者は 15 名程度であるが，500 社余りからの求人がある状況で 

ある。なかなか期待に添えないが前向きに考えたい。 

（質問）中間試験 50%と期末試験 50%で総合成績をつけている。この場合，再試験の範囲はどのように 

考えればよいか。また，エビデンスの一覧表をどのように作ればよいか。 

（回答）再試験の範囲は科目全体と考えていただきたい。成績一覧には，再試験の枠を追加していだけ

れば良い。 

（質問）今まで，JABEE のエビデンスの綴じ込みを教務委員の先生にお願いしていた。資料では本人が

行うことになっているが。 

（回答）原則本人に行っていただくが，これに関しては今まで通り教務委員が行う。 

（質問）JABEE ファイルの綴じ込みの順番について，高専によっては成績順としているが，福島高専の

順番はどのようにしているのか。 

（回答）学生の名簿順でお願いする。 

（意見）非常勤の先生方においても，担当されている科目の範囲だけでなく，学校を良くする方策など

の案があれば，どんどん意見を頂きたい。 

（質問）定期試験のレベルはどのように考えればよいか。平均点が 90 点でも良いのか。目安があれば 

参考にしたい。 

（回答）シラバスに書かれた本校の到達目標をクリアするレベルであれば良い。JABEE では世界で通用

するレベルと言うことになっており，本校においては国家公務員 2 種レベルとしている。その
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レベルの試験問題で平均点 90 点ということは，あり得ないことではない。 

（質問）平成 16 年度から授業への参加状況を成績に加味することができなくなった。その理由は何か。

（回答）高専は高等教育機関であるため，授業へ参加することは当たり前と考えている。また，授業へ

の参加状況を明確に判定することが難しいため，成績に加味しないこととしている。今後低学

年の成績評価について検討して行きたい。 

（質問）昨年度も学生による授業評価や理解度評価を実施したのか。結果は参考になるのでお知らせ 

願いたい。 

（回答）実施している。昨年度の結果については纏まり次第お知らせしたい。今まで 5 年間同じ方法で

実施して傾向を把握してきた。一区切り付いたので今年度から新しい方法を検討している所で

ある。 

                                （出典：教務委員会資料）

 

資料２－２―③―５

図書係、教務係、技術部による教育支援の業務内容 

 
担当部署 業 務 内 容 

学生課図書係 ①図書館資料の受入，整理，保存 
②図書館資料の閲覧及び貸出 
③文献の収集及び交換 
④視聴覚教育資料及び機器に関すること 

学生課教務係 ①入学，退学，休学，復学，卒業に関すること 
②教育計画，行事予定の立案作成 
③教育課程の編成，時間割りの編成 
④諸試験に関すること 
⑤成績表，学籍簿，指導要録について 
⑥教務に関する証明について 
⑦教室，教具材料の整理について 
⑧教務委員会について 

技術部 
（技術第 1 班） 
（技術第 2 班） 
（技術第 3 班） 

①学生実験・実習の補助及び卒業研究等の技術指導に関すること 
②教員の教育・研究支援に関すること 
③実験実習機器の管理保全に関すること 
④実験室・実習工場等の安全管理に関すること 
⑤技術職員の研修に関すること 
⑥技術の継承及び保全に関すること 
⑦その他技術部長が必要と認めた事項 

 

（出典：運営会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学級担任制度が整備され，学級担任連絡会議や非常勤講師との懇談会が定期的に開催されているほ

か，教育支援の図書係，教務係，技術部等が適切に設置されており，教育活動を円滑に実施するため

の支援体制が整備され，十分に機能している。 

 

 

 

 



福島工業高等専門学校 基準２ 

 47

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

・全学科共通の教育研究施設として情報処理教育センターと地域環境テクノセンターの二つが設置

され，それらが教育目的の達成のために十分に活用され有効に機能している。  

【改善を要する点】 

 ・該当なし 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

  準学士課程の５学科（機械工学科，電気工学科，物質工学科，建設環境工学科，コミュニケーシ

ョン情報学科）及び専攻科課程の３専攻（機械・電気システム工学専攻，物質・環境システム工学専

攻，ビジネスコミュニケーション学専攻）は，「広く豊かな教養と人間力を備え，科学技術の基礎的

素養と創造性及び実践性に富み，国際的な視野及びコミュニケーション能力を身に付けた実践的且つ

創造的な人材を育成する。」という教育目的に沿った編成になっている。さらに，本校の学習・教育

目標の一つである「3. 工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修

得し、知識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。」を達成するための全学科共通の教育

施設である情報処理教育センター，地域との連携に係る共同研究や技術開発及び学生の技術指導や教

育研究支援を行う地域環境テクノセンターを設置しているが，これらは本校の教育目的を達成する上

で十分に機能し且つ適切なものとなっている。 

教育活動の展開や教育課程全体の企画調整のための委員会として教務委員会や専攻科委員会が設け

られ，重要事項については運営会議での議を経て校長が決定するシステムが採られているが，これら

が相互且つ有効に機能し活動している。また，教育指導面では，学級担任制度が制度化され，学級担

任連絡会議，学科間及び教科間の連絡会，非常勤講師との懇談会等が定期的に開催され，教員間の連

携を図っている。さらに，教育活動を有効且つ円滑に運営するために，学生課事務職員と技術部技術

職員が教員と相互且つ緊密に連携し，学生の教育指導を支援する体制が整備されている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 

（観点に係る状況） 

本校には一般科目担当教員として専任教員 24 人，非常勤講師 18 人の合計 42 人が配置されており，

専任教員 24 人すべてが講師以上である（資料３－１－①－１）。 

教科ごとの人員配置をみると，専任教員が数学６人，英語６人，国語３人，物理３人，社会４人，

体育２人，非常勤講師が数学２人，英語（第二外国語を含む）７人，国語２人，物理（生物を含む）

２人，体育２人，芸術１人，留学生特設科目２人となっている。なお，専任教員のうち数学２人と物

理２人は，組織上機械工学科に所属し，応用数学，応用物理を担当することとなっているが，それら

の科目以外にも一般科目の数学，物理の授業を担当しているので，一般科目担当教員として扱った。 

このような人員配置は，「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」のうち，主に一般科目が担

っている「人や社会や環境に配慮できる能力を養うための，倫理・教養」，「情報技術を活用したプ

レゼンテーション能力とコミュニケーション能力」を達成するために必要な授業科目構成に合致させ

たものである。特に「コミュニケーション能力」を養成するために英語科の専任教員に加え，外国人

のネイティブ・スピーカー４人を非常勤講師として配置している。また，本校にはビジネス系の学科

であるコミュニケーション情報学科が設置されていることから，人文・社会系科目を担当する専任教

員が多く配置されている。 

また，理数系科目担当専任教員９人中６人（67％）が博士の学位を，文科系科目担当専任教員 15

人中１人が博士の学位を，12 人（合わせて 87％）が修士の学位を取得しており，高等専門学校にふ

さわしい高度な基礎教育が可能となっている。この数値は国立高等専門学校機構の中期計画に記され

ている「教員の学位取得者の割合」に関する目標（理数系では 70％以上が博士，文科系では 80％以

上が修士以上の取得者）に近い数字となっている。なお，一般科目担当教員については，各自の専門

分野に対応した授業科目をそれぞれ担当している（資料３－１－①－２）。 

 

資料３－１－①－１ 

一般科目担当専任教員配置表（平成 19 年４月１日現在） 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－①－２ 

一般科目担当専任教員及び非常勤講師担当授業科目表（平成 19 年度） 

 

専任教員 
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非常勤講師 

 

（出典：総務課・学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

高等専門学校設置基準第６条第２項には，「高等専門学校では，入学定員５学級を編制する場合，

一般科目を担当する教員の数は 22 人を下ってはならない。」とあるが，本校では一般科目担当の専

任教員数は 24 人ですべて講師以上であり，設置基準を満たしている。また，一般科目担当の専任教

員及び非常勤講師は，本校の「学習・教育目標」，「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」に

沿った教育課程の授業科目構成に合わせて各教科にバランスよく配置され，さらに各自の専門分野に

対応した授業をそれぞれ担当している。以上の理由から，本校の一般科目担当教員は適切に配置され

ている。 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料３－１－②－１に示すように，専門科目担当教員として専任教員 54 人，非常勤講師 23 人の合

計 77 人が配置されている。学科ごとの人員配置（かっこ内は非常勤講師の人数で外数）は，機械工

学科 11 人（３人），電気工学科 10 人（５人），物質工学科 13 人（７人），建設環境工学科 10 人

（３人），コミュニケーション情報学科 10 人（５人）となっている。なお，工学に関する４つの学

科（機械工学科，電気工学科，物質工学科，建設環境工学科）では，専任教員 44 人中 16 人が教授，

14 人が准教授，７人が講師，７人が助教である。なお，物質工学科は４年次以降で物質コースと生

物コースの分かれるコース制を敷いているため，他の学科に比べて教員の配置数が多くなっている。

さらに，１人は組織上一般教科に所属し，一般化学を担当することとなっているが，他にも物質工学

科の専門科目の授業を担当しているので，専門科目担当教員として扱った。 

また，「工学に関する学科以外の学科」であるコミュニケーション情報学科では，専任教員 10 人

中４人が教授，１人が准教授，４人が講師，１人が助教である。 

なお，専任教員 54 人中 43 人（80％）が博士の学位を取得しており，高等専門学校にふさわしい高

度な専門教育が可能となっている。この数値は国立高等専門学校機構の中期計画にある「教員の学位

取得者の割合」に関する目標（専門学科では 70％以上が博士の取得者）を上回っている。 

さらに，専門科目を担当する専任教員は，各々の専門分野に対応した授業科目をそれぞれ担当して

いる（資料３－１－②－２）。また，「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」として挙げてい

る「モノづくりやデザイン能力を生かした，創造的実践力」ならびに本校が「養成する人材像」とし

ている「実践的技術者」（工学系学科），「実践的ビジネスマン」（ビジネス系学科）に対応して，

企業での実務経験をもつ専任教員が各学科に複数人配置され，さらに工学系学科には技術士の資格を

もつ専任教員も２人，ビジネス系学科には税理士の資格をもつ専任教員も１人配置されている（資料

３－１－②－３）。 

 

資料３－１－②－１ 

専門科目担当専任教員配置表（平成 19 年４月１日現在） 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－②－２ 

専門科目担当専任教員及び非常勤講師担当授業科目表（平成 19 年度） 

専任教員 
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福島工業高等専門学校 基準３ 

 54
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非常勤講師 

 

（出典：総務課・学生課資料） 
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資料３－１－②－３ 

専門科目担当専任教員の実務経験（平成 19 年４月１日現在） 

 

（出典：総務課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

高等専門学校設置基準第６条第３項及び第４項（第３項の定めを準用）には，「教員のうち，専門

科目を担当する専任者の数は，当該学校に５の学科を置くときは，36 人の専任教員（助手を除く）

下ってはならない。」と定められているが，本校では，専門科目担当の専任教員数は 54 人ですべて

助教以上であり，設置基準を満たしている。また，高等専門学校設置基準第８条には，「専門科目を

担当する専任の教授及び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員数と専門科目を担当する専任教

員数との合計数の２分の１を下ってはならない。」と記されているが，一般科目を担当する専任教員

22 人，専門科目を担当する専任教員 36 人，合計 58 人という必要人数に対して，本校では専門科目

を担当する教授及び准教授の数は 35 人であり，設置基準を満たしている。さらに，専門科目担当教

員はそれぞれ各自の専門分野に対応した授業科目を担当するようになっている。また，本校の「学習

・教育目標」や「卒業時に身につけるべき学力や資質・能力」，「養成する人材像」に対応して企業

での実務経験者を各学科に複数人配置し，学科によっては技術士や税理士の資格を有する専任教員も

配置している。以上の理由から，本校の専門科目担当教員は適切に配置されている。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

本校には，機械・電気システム工学専攻，物質・環境システム工学専攻，ビジネスコミュニケーシ

ョン学専攻の３専攻が設置されており，工学系とビジネス系とのシナジー教育が実現でき，他高専で

は実現困難とされる大学学部レベルでの技術経営（MOT）教育が可能となっている。このような特徴

ある実践教育を行うことにより，より高度で専門的な学術を修得するとともに，豊かな教養と人格を

備え，広く産業の発展に寄与する人材としての「経営のわかる実践的技術プロフェッショナル」（工

学系２専攻）もしくは「技術のわかる実践的ビジネスプロフェッショナル」（ビジネス系専攻）を養

成することを本校専攻科課程の目標としている。その達成のために，専攻科担当教員は「福島工業高

等専門学校専攻科を担当する教員に関する要項」（資料３－１－③－１）にしたがって選考され配置

されている。 
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資料３－１－③－１ 

福島工業高等専門学校専攻科を担当する教員に関する要項 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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専攻科課程の一般科目では，より深い一般基礎知識を教授するために，博士または修士の学位を

取得している教員が各自の専門分野に対応した授業科目を担当するように適切に配置されている（資

料３－１－③－２）。特に「専攻科修了時に身につけるべき学力や資質・能力」として挙げている

「国際社会で必要なコミュニケーション能力」や「地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力

（技術者倫理）」に対応して，「英語学」や「倫理学」を専門分野とする専任教員をそれぞれ配置し

ている（資料３－１－③－２）。 

 

資料３－１－③－２ 

専攻科一般科目担当教員の授業科目表（平成 19 年度） 

 

（出典：総務課・学生課資料） 

 

専攻科の専門科目及び専門関連科目についても，博士の学位を有し且つ研究実績の十分な教員が，

各自の専門分野に対応した授業科目を担当するように配置されている（資料３－１－③－３）。また，

「専攻科課程修了時に身につけるべき学力や資質・能力」として挙げている「モノづくりやシステム

デザイン能力を生かした，創造的実践力」や「養成する人材像」としている「経営のわかる実践的技

術プロフェッショナル」（工学系２専攻）もしくは「技術のわかる実践的ビジネスプロフェッショナ

ル」（ビジネス系専攻）に対応して，企業での実務経験のある専任教員が複数人配置されており，工

学系専攻には技術士の資格をもつ専任教員も２人，またビジネス系専攻には税理士の資格をもつ専任

教員も１人配置されている。さらに，本校専攻科の特色であるシナジー教育や技術経営(MOT)教育に

も配慮して，「生産管理」や「技術経営」を専門とする専任教員も配置されている。 
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資料３－１－③－３ 

専攻科専門科目及び専門関連科目担当教員の授業科目表（平成 19 年度） 

専任教員 
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非常勤講師 

 

（出典：総務課・学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の専攻科担当教員は「福島工業高等専門学校専攻科を担当する教員に関する要項」に従って選

考され，「専攻科修了時に身につけるべき学力や資質・能力」に合致するように，各教員は各自の専

門分野に対応した授業科目をそれぞれ担当している。また，専攻科担当教員は，十分な研究実績をも

つ博士の学位取得者を中心に配置されており，本校専攻科課程の「専攻科修了時に身につけるべき学

力や資質・能力」，「養成する人材像」に対応して，企業での実務経験者や技術士，税理士の資格も

有する専任教員も複数人配置するとともに，さらに本校の特色である「シナジー教育」や「技術経営

(MOT)教育」に適任の専任教員を配置している。以上の理由から，専攻科の教育の目的に照らして教

員の専門分野と担当授業科目を対応させ，専攻科の授業科目担当教員を適切に配置している。 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 

専任教員の採用は，教員の年齢構成や性別構成を考慮して行っている。本校での専任教員の年齢

構成は，20 代が６人，30 代が 23 人，40 代が 28 人，50 代が 15 人，60 代が６人であり，特定の年齢

に著しく偏ってはいない（資料３－１－④－１）。また，本校では，現在５人の女性の専任教員が在

籍しており，女性教員の採用にも努めている。 

なお，教員採用においては，年齢，性別のみならず企業での実務経験，教育経歴や技術士等の資

格の取得状況も考慮している（資料３－１－④－２）。教員採用は原則として公募制で行っているが，

教員採用に関する規定等については，次の観点３－２－①において詳しく述べる。 

 

資料３－１－④－１ 

専任教員年齢階級別・性別集計表（平成 19 年４月１日現在） 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－２ 

過去５年間の教員採用実績表 

 

（出典：総務課資料） 
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また，本校では専任教員の在職中における学位取得を積極的に支援しており，過去５年間において

延べ９人の教員が博士の学位を，また１人の教員が修士の学位を取得している（資料３－１－④－

３）。さらに，現在４人の教員が大学院に在籍もしくは単位取得退学をしており，今後の博士学位取

得に向け努力している。 

なお，本校では「福島工業高等専門学校教育功労者等の表彰の実施について」の規則に基づき，教

育活動等で功績のあった教職員を表彰する制度があり（資料３－１－④－４），毎年数名の教職員に

対して表彰を実施している（資料３－１－④－５）。 

 

資料３－１－④－３ 

専任教員在職中の学位取得支援状況 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－４ 

福島工業高等専門学校教育功労者等の表彰の実施について 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料３－１－④－５ 

福島工業高等専門学校教育功労者等一覧 

 

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，在職中の専任教員に対して博士の学位取得を積極的に支援しており，また，教育活動面

で特に功績のあった教職員を表彰する制度を設け，毎年表彰を実施している。さらに,新たな教員の

採用に当たっては，教員組織の活動をより活発化するために，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴

や実務経験への配慮等を講じている。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，教員の採用・昇任については高等専門学校設置基準のほか，教員の採用・昇任に係る選

考基準として「福島工業高等専門学校教員選考基準」（資料３－２－①－１）及び「福島工業高等専

門学校教員選考内規」（資料３－２－①－２）が定められている。また，専攻科担当教員は「福島工

業高等専門学校専攻科を担当する教員に関する要項」（資料３－１－③－１）により選考されている。

教員の採用にあたっては，公募制を導入し，教育実績及び業務実績，学位取得状況等を勘案すること

としている。また，昇任にあたっては，教育業績（教育上の能力），研究業績，校務分掌での経歴及

び学位取得状況等の基準を満たすことを条件としている。 
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資料３－２－①－１ 

福島工業高等専門学校教員選考基準 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料３－２－①－２ 

福島工業高等専門学校教員選考内規 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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専任教員の採用に係る選考の手続きは，「福島工業高等専門学校における教員採用選考の取扱につ

いて」（資料３－２－①－３）に定められている。教員の採用にあたっては，校長の諮問に応じるた

めに，校長以下，当該学科長等で構成される選考会議を置くこととしている。採用候補者の募集は，

特別の理由がない限り公募で行い，応募のあった者について当該学科長が書類審査により複数名の面

接選考候補者を選考し，校長に報告する（資料３－２－①－４）。校長は，当該学科長等の同席のも

と面接選考候補者に対して面接選考を行う。さらに面接選考候補者は，実際に当該学科の学生を対象

として模擬授業を行うことになっている。校長は，書類選考及び面接選考の結果に基づき，選考会議

の意見を求め，採用候補者を決定する。 

また，非常勤講師の採用に関する規則については，「福島工業高等専門学校教員選考基準」（資料

３－２－①－１）第４条第２項に定められており，専任講師の基準を準用することとしている。 
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資料３－２－①－３ 

福島工業高等専門学校における教員採用選考の取扱について 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料３－２－①－４ 

教員公募通知文 

 

 
 

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，教員の採用や昇任に関する規定が明確かつ適切に定められ，規定に則ってチェック機構

を備えた適切な運用がなされており，高等専門学校の使命，福島高専の学習・教育目標及び各学科の

掲げる教育目的に沿った教員組織編成の基本的な方針を反映させることのできるシステムなっている。

教員の採用・昇任については，高等専門学校設置基準のほかに「福島工業高等専門学校教員選考基

準」，「福島工業高等専門学校教員選考内規」が定められており，その運用に関しても「福島工業高

等専門学校における教員採用選考の取扱について」が定められ，それに基づく選考がなされている。

以上の理由から，教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用がな

されている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校において，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施する組織として，教育活動全般

について担当する点検及び評価に関する検討委員会と，主に教員の授業に関する資質と能力の向上を

担当する FD 委員会の２つが設置されている（資料３－２－②－１～２）。なお，授業評価アンケー

トを含む FD 委員会の種々の活動に関しては，基準９において詳しく述べる。 
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資料３－２－②－１ 

福島工業高等専門学校点検及び評価に関する規則 
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（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料３－２－②－２ 

福島工業高等専門学校 FD 委員会規則 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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本校の教育活動に関する定期的な評価システムには，教員による自己評価，教員による相互評価，

学生による教員の評価の３項目から構成されている「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」に基づく

評価と，「福島工業高等専門学校における教員業績評価システム」に基づく評価の２つがある。 

「福島工業高等専門学校における教員業績評価システム」は，「国立高等専門学校教員顕彰実施要

項」に基づく評価の３項目に加え，教育，学生指導，研究，地域貢献，管理運営の５つに係る自己採

点と教育，学生指導，研究，地域貢献，入学者対策，管理運営，その他の６つに係る自己申告をもと

に教員の業績を評価するものである。この結果は，校長戦略経費等の競争的研究費の配分に適用する

とともに，「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」に基づく国立高等専門学校機構の教員顕彰制度へ

の推薦にも適用されている（資料３－２－①－３）。 

なお，平成 18 年度に本校機械工学科教授が「創造的実践モノづくり教育への功績」の顕彰題目で

長年にわたる高専教育面での顕著な功績が認められ，「国立高等専門学校教員顕彰」の最高賞である

「文部科学大臣賞」を受賞した（資料３－２－①－４）。 
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資料３－２－②－３ 

福島工業高等専門学校における教員業績評価システムについて 
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（出典：総務課資料） 



福島工業高等専門学校 基準３ 

 79

資料３－２－①－４ 

本校教員の「国立高等専門学校教員顕彰・文部科学大臣賞」受賞について 

 

（出典：「福島民友」新聞掲載記事（平成 19 年４月１日）） 
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（分析結果とその根拠理由） 

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施する組織として，点検及び評価に関する検討

委員会と FD 委員会の２つが設置されている。また，「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」及び

「福島工業高等専門学校における教員業績評価システムについて」に基づいて，毎年定期的に教員の

教育活動に関する評価を行っている。以上の理由から，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切

に実施するための体制が整備され，実際に評価が行われており，その結果把握された事項に対して適

切な取組がなされている 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 
 

（観点に係る状況） 

本校において編成された教育課程を展開するために，学生課教務係，学生課図書係，技術部が置か

れている（資料３－３－①－１～５）。学生課教務係には係長１人，係員２人（図書係と兼務）が，

学生課図書係には係長１人（教務係長と兼務），司書１人，再雇用職員２人がそれぞれ配置されてい

る。また，技術部には技術部長（教授と兼務）以下，第１班に班長１人と技術職員４人，第２班に班

長１人と技術職員３人，第３班に班長１人と技術専門職員３人，技術職員１人が配置されている。技

術職員は，技術部規則（資料３－３－①－６）に定める実験，実習，卒業研究等の補助、指導を行う

ほか，テータベースを活用した「シラバス作成支援システム」などのウェブ環境を用いた独自のソフ

トウェアの開発と運用に携わるなど（資料３－３－①－７），有効な教育支援を行っている。なお，

技術部への実験・実習以外の教育支援の依頼は，正式な依頼申請書（資料３－３－①－８）を提出し

て行うこととしている。 

 

資料３－３－①－１ 

事 務 分 掌 図 

 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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資料３－３－①－２ 

 

福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則 

（第 10 条第３項及び第４項） 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

 



福島工業高等専門学校 基準３ 

 82

資料３－３－①－３ 

 

福島工業高等専門学校技術部規則 
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（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料３－３－①－４ 

 

技術部の概要 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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資料３－３－①－５ 

技術部組織図 

 

 
 

（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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資料３－３－①－６ 

技術職員一覧 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 



福島工業高等専門学校 基準３ 

 87

資料３－３－①－７ 

 

 
 

（出典：論文集「高専教育」第 28 号） 
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資料３－３－①－８ 

技術部への依頼申請書 

 

（出典：技術部資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

「福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則」及び「福島工業高等専門学校技術部規

則」により，事務職員及び技術職員の教育支援に関する組織と支援内容が明確に定められており、そ

れに基づいて，実際に教育課程を実施展開するのに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者が適切

に配置され，有効な教育支援を行っている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」，「福島工業高等専門学校における教員業績評価システム

について」に基づいた評価結果を，競争的研究費の配分や国立高等専門学校機構の教員顕彰制度へ

の推薦に適用している。 

・技術職員が，学生の実験，実習，卒業研究等の補助、指導を行うほか，テータベースを活用した

「シラバス作成支援システム」などのウェブ環境を用いた独自のソフトウェアの開発と運用に携わ

るなど，有効な教育支援を行っている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

一般科目担当の専任教員及び専門科目担当の専任教員の数は，いずれも高等専門学校設置基準を

満たしている。一般科目担当の教員は，「福島高専の学習・教育目標」等に沿った教育課程の授業科

目構成に合わせて，各教科にバランスよく配置されている。また，専門科目担当の教員は，各自の専

門分野に対応した科目を担当するようになっているほか，企業での実務経験者や技術士や税理士の資

格を有する専任教員も配置している。専攻科担当教員は「福島工業高等専門学校専攻科を担当する教

員に関する要項」により選考され，十分な研究実績をもつ博士の学位取得者を中心に配置されており，

また，本校の特色であるシナジー教育や技術経営教育に適任の専任教員を配置している。 

専任教員の採用に当たっては，年齢，性別のみならず企業での実務経験，教育経歴や技術士等の

資格の取得状況も考慮し，教員組織の活動の活発化を図るとともに，専任教員の在職中における学位

取得の積極的な支援や教育活動等で功績のあった教職員の表彰も行っている。 

教員の採用・昇任については，高等専門学校設置基準のほか「福島工業高等専門学校教員選考基

準」，「福島工業高等専門学校教員選考内規」，「福島工業高等専門学校における教員採用選考の取

扱について」等に基づいて適切に行っており，採用には公募制を導入している。また，昇任にあたっ

ては，教育業績（教育上の能力），研究業績，校務分掌での経歴及び学位取得状況等の基準を満たす

ことを条件としている。 

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施する組織として，点検及び評価検討委員会と

FD 委員会の２つが設置されており，「国立高等専門学校教員顕彰実施要項」，「福島工業高等専門

学校における教員業績評価システムについて」に基づいて評価が行われている。この結果は，競争的

研究費の配分と国立高等専門学校機構の教員顕彰制度への推薦にも適用している。 

また，編成された教育課程を展開するために，教育支援者として学生課教務係，学生課図書係，技

術部が配置され，学生の教育指導に関して有効な教育支援が行われている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程の入学者選抜に関しては，平成 16 年度に新たに校長を委員長とする入学試験委員会が

設置され，それまで担当していた教務委員会に代わって，入学者選抜に関する業務の分担と責任を明

確にする体制が整備された（資料４－１－①－１）。その入学試験委員会の下で，平成 16 年度には

福島高専の「教育理念」，「学習・教育目標」及び「養成する人材像」にふさわしい資質をもった学

生（編入学生を含む）を入学させるために，本校の求める入学者像を示した「福島工業高等専門学校

の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）」及び各学科の求める入学者像を示した「各学科

の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）」が策定された（資料４－１－①－２）。 

福島工業高等専門学校の入学者受入方針（準学士課程）のうち，「１．創造的な『モノづくり』

に強い興味を持っている人」については，「教育理念」の中の「創造性及び実践性の育成」や「学習

教育・目標」の（Ｅ）「モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身に

つける。」に対応したものである。また，２．～５．は１．の「モノづくり」にとって必要となる能

力，素養，姿勢，意欲等を列挙した。「２．基礎的学習内容を十分に理解し，自ら学ぼうとする人」

は，「教育理念」の中の「広く豊かな教養」，「科学技術の基礎的素養」ならびに「学習教育・目

標」の（Ａ），（Ｂ）に対応したものである。「３．自ら目標を立て，達成に向けて粘り強く努力す

る人」は，「教育理念」のなかの「人間力の育成」，「学習・教育目標」の（Ｄ）の中の「自己学習

を通して常に自己を啓発」や（Ｅ）の中の「実践力」に対応したものである。「４．あらゆる物事に

関心を持ち，深く探求する人」は，「学習教育・目標」の（Ｃ）の中の「複眼的視野」や（Ｄ）の中

の「課題探求能力」に対応したものである。「５．しっかりしたモラルを持ち，まわりの人たちを尊

重する人」は，「教育理念」の中の「人間力の育成」，「学習・教育目標」の（Ａ）の中の「地球的

視野から人や社会に配慮できる能力を養うために，倫理・教養を身につける。」に対応したもので，

「技術者倫理」を念頭に置いたものである。 

準学士課程の入学者受入方針は，本校の構成員に対しては教員会議での資料配布や説明，及び

「学校要覧」等の配布で周知を図っている（資料４－１－①－３）。なお，教職員対象に実施した準

学士課程の入学者受入方針周知度調査の結果（資料４－１－①－４～５）を見ると，「福島工業高

等専門学校の入学者受入方針」については教職員の 85％が「よく知っている」もしくは「だいた

い知っている」と回答しており，「各学科の入学者受入方針」については教職員の 74％が「よく

知っている」もしくは「だいたい知っている」と回答している。全体的には，教員に比べて職員    

への周知度がやや低く，また，「福島工業高等専門学校の入学者受入方針」に比べて「各学科の

入学者受入方針」の周知度が低い傾向にある。これらの結果を踏まえ，今後は資料配布や研修

等を行ってさらに周知の徹底を図っていく必要がある。 
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資料４－１－①－１ 

福島工業高等専門学校入学試験委員会規則 
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（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料４－１－①－２ 

 

福島工業高等専門学校の入学者受入方針及び各学科の入学者受入方針 

 

○福島工業高等専門学校の入学者受入方針 

１．創造的な「モノづくり」に強い興味を持っている人 

２．基礎的学習内容を十分に理解し，自ら学ぼうとする人 

３．自ら目標を立て，達成に向けて粘り強く努力する人 

４．あらゆる物事に関心を持ち，深く探求する人 

５．しっかりしたモラルを持ち，まわりの人たちを尊重する人 

 

○各学科の入学者受入方針 

機械工学科 

① ロボットや自動車などの機械のモノづくりに強い興味を持っている人 

② 機械の仕組みや関連する技術について深く勉強したい人 

③ 人のために役立つ環境に優しい技術に関心のある人 

電気工学科 

① 電気・電子に関する実験や製作に協調性をもって取り組める人 

② 創意工夫して電子回路やコンピュータプログラムを作り，動かしてみたい人 

③ 電力，通信，IT など社会基盤を作る技術者になりたい人 

物質工学科 

① 物質を分子・原子レベルで自在に操る技術者になりたい人 

② 新素材やバイオテクノロジーに強い興味を持っている人 

③ 化学の知識・技術を応用して環境問題解決に貢献したい人 

建設環境工学科 

① 道路・橋・港・ライフライン等の建設技術に興味を持っている人 

② 自然環境と調和したまちづくりを大切にしていきたいと考えている人 

③ 建設技術を通じて地域社会の発展に貢献したい人 

コミュニケーション情報学科 

① 社会・経済のしくみや動きに広く関心のある人 

② 外国語能力を高めて，国際的に活躍したい人 

③ 情報技術を身につけて，産業社会に貢献したい人 

 

（出典：平成 19 年度入学者募集要項） 
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資料４－１－①－３ 

入学者受入方針の周知への取組状況 

 

（出典：教員会議会議録） 
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資料４－１－①－４ 

教職員対象の入学者受入方針周知度調査 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料４－１－①－５ 

教職員対象の入学者受入方針周知度調査の結果 
 

「福島工業高等専門学校の入学者受入方針」について 

 
よく 

知っている 

だいたい 

知っている 

あまり 

知らない 

全く 

知らない 
無回答 

教員（78 人） 39 人（50％） 38 人（48％）  1 人（ 1％）  0 人（ 0％）  1 人（ 1％）

職員（45 人）  3 人（ 7％） 26 人（58％） 16 人（35％）  0 人（ 0％）  0 人（ 0％）

計 （123 人） 42 人（34％） 64 人（51％） 17 人（14％）  0 人（ 0％）  1 人（ 1％）

 

「各学科の入学者受入方針」について 

 
よく 

知っている 

だいたい 

知っている 

あまり 

知らない 

全く 

知らない 
無回答 

教員（78 人） 26 人（33％） 41 人（52％） 11 人（14％）  0 人（ 0％）  1 人（ 1％）

職員（45 人）  2 人（ 4％） 23 人（51％） 20 人（45％）  0 人（ 0％）  0 人（ 0％）

計 （123 人） 28 人（23％） 64 人（51％） 31 人（25％）  0 人（ 0％）  1 人（ 1％）

 

（出典：認証評価委員会資料） 

 

また，将来の学生を含む社会に対する準学士課程の入学者受入方針の公表・周知は，入学試験委

員会の下部組織である入学者対策専門部会を中心に行われている。具体的には「入学者募集要項」，

「学校要覧」等刊行物や学校紹介DVDの配布及び本校ホームページ内の入試情報ページへの掲載，新

聞記事（いわき民報「福島高専の挑戦（平成17年11月分）」）のほか，保護者・中学生対象の学校説

明会，中学校の先生を対象とした入学者募集に関する説明会，中学校訪問，一日体験入学等入学者対

策活動での説明（配布資料：「平成19年度入学者選抜方法等について」，「中学生の皆さんへ」，

「体験入学のしおり」）により公表され，周知が図られている（資料４－１－①－６～９）。 

なお，準学士課程への編入学の対象となる高等学校の生徒・教職員に対しては，「編入学者募集要

項」等刊行物の配布及び本校ホームページ内への「編入学者募集要項」の掲載のほか，入学者対策専

門部会が行う高等学校訪問及び本校での説明会により公表・周知されている。 

専攻科課程に関しては，専攻科が設置された平成 16 年度に，専攻科委員会において福島高専の

「教育理念」，「学習・教育目標」，「養成する人材像」にふさわしい資質をもった学生を入学させ

るために，福島高専専攻科の求める学生像を示した「福島工業高等専門学校専攻科及び各専攻の入

学者受入方針（アドミッション・ポリシー）」を策定した（資料４－１－①－10～11）。 

なお，専攻科の入学者受入方針の本校の構成員に対する周知は，教員会議及び専攻科会議での説

明や刊行物の配布等で行っている（資料４－１－①－12）。 
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資料４－１－①－６ 

入学者受入方針のウェブサイト掲載 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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資料４－１－①－７ 

平成 19 年度 保護者・中学生対象の学校説明会 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－１－①－８ 

平成 19 年度体験入学実施要項 
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（出典：学生課資料） 
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資料４－１－①－９ 

平成 18 年度における入学者受入方針記載の刊行物配布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

印刷物名 印刷部数 配 布 先 

中学生の皆さんへ 10,000部 福島・茨城・宮城県内の中学校 1,000部 

高校進学説明会等       4,100部 

中学校訪問等         1,000部 

体験入学（入試コーナー含む）  1,000部 

保護者・中学生対象説明会       500部 

入学者募集に関する説明会       150部 

学習塾             30部 

中学生の訪問          80部 

高専祭（入試コーナー）     200部 

その他中学生向け行事       70部 

教職員・その他        1,870部 

体験入学のしおり 1,000部 一日体験入学・教職員等    1,000部 

学校要覧  福島・茨城・宮城県内中学校  700 部 

中学校訪問等         200 部 

体験入学・高専祭(入試ｺｰﾅｰ)  100 部 
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資料４－１－①－10 

福島工業高等専門学校専攻科委員会規則 

 

（出典:福島工業高等専門学校規則集） 
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資料４－１－①－11 

福島工業高等専門学校専攻科の入学者受入方針及び各専攻の入学者受入方針 

○ 福島工業高等専門学校専攻科の入学者受入方針 

１.専門の知識と基礎技術を有し，より高度な実践的かつ創造的技術を修得する意欲のある人 

２.工学と経営の融合した分野に強い興味を持っている人 

３.職業人としての倫理観を身につけ，専門分野で地域及び社会の発展に貢献したい人 

 

○ 各専攻の入学者受入方針 

機械・電気システム工学専攻 

① 機械・電気の専門的な基礎力を有し，創造的なモノづくりに興味を持っている人 

② 技術者としての素養を身につけ，豊かな社会の発展に貢献することに意欲を持って 

いる人 

物質・環境システム工学専攻 

① 研究に打ち込み，先端技術に柔軟に対応する知識とスキルを修得したい人 

② 物質工学と建設環境工学の融合分野である環境工学・材料工学に強い関心を持って 

いる人 

③ 確かな倫理観を持ち，生産活動を通して工学の発展及び地域・社会の環境改善に貢献 

したい人 

ビジネスコミュニケーション学専攻 

① ビジネスの基礎的知識を有し，技術経営（MOT）の修得を目指す人 

② ビジネスを実践的に応用し，地域社会に貢献し，国際的に活動したい人 

 

（出典：教員会議配布資料） 
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資料４－１－①－12 

専攻科入学者受入方針の周知取組状況 

 

 

（出典：専攻科会議会議録） 
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なお，教職員対象に実施した専攻科課程の入学者受入方針の周知度調査の結果（資料４－１－①

－13～14）を見ると，「福島工業高等専門学校専攻科の入学者受入方針」については教職員の

73％が「よく知っている」もしくは「だいたい知っている」と回答しており，「各専攻の入学者受

入方針」については教職員の 69％が「よく知っている」もしくは「だいたい知っている」と回答

している。全体的には教員に比べて職員への周知度がやや低く，また，「福島工業高等専門学校専

攻科の入学者受入方針」に比べて「各専攻の入学者受入方針」の周知度が低い傾向にある。ただ

し，専攻科担当教員に関してはいずれの場合もその 93％が「よく知っている」もしくは「だいた

い知っている」と回答しており，専攻科担当教員には概ね周知されている。これらの結果を踏ま

え，今後は，特に周知度の低い教職員に対してより一層の周知徹底を図っていく必要がある。 

また，将来の学生を含めた社会に対しては，「専攻科学生募集要項」等刊行物の配布及び本校ホ

ームページへの「専攻科学生募集要項」の掲載により，公表及び周知を図っている。さらに，これに

加えて本校準学士課程の２年生以上の学生全員を対象とした専攻科説明会も実施している（資料４－

１－①－15）。 

 

 

資料４－１－①－13 

教職員対象の専攻科入学者受入方針の周知度調査 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料４－１－①－14 

教職員対象の専攻科入学者受入方針の周知度調査結果 

 

「福島工業高等専門学校専攻科の入学者受入方針」について 

 
よく 

知っている 

だいたい 

知っている 

あまり 

知らない 

全く 

知らない 
無回答 

教員（78 人） 23 人（29％） 41 人（52％） 11 人（14％）  1 人（ 1％）  3 人（ 4％）

専攻科担当 

（43 人） 
18 人（42％） 22 人（51％）  2 人（ 5％）  0 人（ 0％）  1 人（ 2％）

職員（45 人）  3 人（ 7％） 23 人（51％） 14 人（31％）  5 人（11％）  0 人（ 0％）

計（123 人） 26 人（21％） 64 人（52％） 25 人（20％）  6 人（ 5％）  3 人（ 2％）

 

「各専攻の入学者受入方針」について 

 
よく 

知っている 

だいたい 

知っている 

あまり 

知らない 

全く 

知らない 
無回答 

教員（78 人） 16 人（20％） 44 人（56％） 15 人（19％）  1 人（ 1％）  3 人（ 4％）

専攻科担当 

（43 人） 
11 人（26％） 29 人（67％）  2 人（ 5％）  0 人（ 0％）  1 人（ 2％）

職員（45 人）  2 人（ 4％） 23 人（51％） 18 人（40％）  2 人（ 4％）  0 人（ 0％）

計（123 人） 18 人（15％） 67 人（54％） 33 人（27％）  3 人（ 2％）  3 人（ 2％）

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料４－１－①－15 

専攻科説明会プレゼンテーション資料 

 

 

 

（出典：専攻科委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程（編入学生を含む）では入学試験委員会により，専攻科課程では専攻科委員会により，

本校の「教育理念」，「学習・教育目標」及び「養成する人材像」に沿って「福島工業高等専門学校

及び各学科の入学者受入方針」，「福島工業高等専門学校専攻科及び各専攻の入学者受入方針」が明

確に定められている。本校の構成員に対しては，教員会議や専攻科会議での説明や刊行物の配布，本

校ホームページへの掲載等により周知を図っており，教職員対象に行った入学者受入方針の周知度調

査の結果でも高い周知度が得られている。また，将来の学生を含め社会に対しては，刊行物の配布，

本校ホームページへの掲載及び各種説明会により公表し周知されている。 

以上の理由により，教育の目的に沿って入学者受入方針が明確に定められ，学校の教職員に周知さ

れており，また，将来の学生を含め社会に公表されている。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程の入学者選抜に関しては，入学試験委員会において「福島工業高等専門学校の入学者

受入方針」，「学科別入学者受入方針」等に沿った選抜方法が検討され，平成17年度実施の入学試

験（平成18年度入学者選抜）から導入・実施されている。準学士課程の入学者選抜は「推薦による選

抜」と「学力検査による選抜」の２つの方法により実施されている（資料４－２－①－１～４）。 

「推薦による選抜」における出願資格は，入学者受入方針の「２．基礎的学習内容を十分に理解

し，自ら学ぼうとする人」に対応して，「中学校１年次，２年次，３年次１学期及び２学期における

国語，社会，数学，理科，英語の５教科の評定の合計が84以上で且つ音楽，美術，保健体育，技術家

庭の４教科の評定の合計が60以上であること」としている。また，入学者受入方針の「１．創造的

な「モノづくり」に強い興味を持っている人」に合致する受検生を選抜するために，調査書に「モノ

づくりに関する顕著な成果」の記入欄を設け，それを積極的に評価することとしている。さらに，推

薦選抜では，面接での質問事項をその入学者受入方針に沿って学科毎に作成し，面接結果は点数化

して選抜に利用している。なお，推薦選抜の面接の実施にあたっては，入学試験委員及び質問作成担

当教員，面接担当教員が参加する模擬面接を行い，評価について教員間の意思統一を図っている。 

一方，中学校から提出された調査書は，中学校１年次から３年次までの９教科の評定を合計し，そ

れを内申点として活用している。このうち，国語，社会，数学，理科，英語の５教科については，評

定を２倍にして計算している。入学者の選抜に当たっては，面接点と調査書の内申点を合計し，合計

点の上位の者から順に選抜することとしている。 

「学力検査による選抜」は，全国統一の試験問題による学力検査の成績と出身中学校長から提出さ

れた調査書の内容を総合して行っている。学力検査では，入学者受入方針の「２．基礎的学習内容

を十分に理解し，自ら学ぼうとする人」，及び本校の特色である工学系学科とビジネス系学科による

シナジー教育を踏まえて，理科，英語，数学，国語，社会の５科目全てを受検科目とし，傾斜配点は

行っていない。さらに，１科目でも基準点（算出には平均点と分散を用いている）を下回る科目があ

る場合には選抜しないこととしている。選抜に当たっては，学力検査の点数と調査書の内申点（推薦

選抜と同様の計算方法）を合計し，学科ごと合計点の上位の者から順に選抜することとしている。 
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なお，準学士課程の入学者選抜は，「推薦による選抜」，「学力検査による選抜」のいずれについ

ても，入学試験委員会で選抜基準に基づいた原案を作成し，全教員参加の入学者選抜会議（教員会

議）の結果を基に校長が決定している。 

一方，高等学校を卒業もしくは卒業見込みの生徒を対象とした準学士課程への編入学者選抜は，こ

れまで専門教育を主とする学科出身の高校生を対象とした「特別編入学」と高等学校での所属学科を

問わない「一般編入学」の２つを実施していたが，平成20年度編入学試験から「推薦による選抜」と

「学力検査による選抜」との２つの選抜方法に変更した（資料４－２－①－５～７）。 

「推薦による選抜」では，準学士課程４・５年次での勉学に支障のない学力を有する学生を選抜す

るために，出願資格を「各教科の評定平均が4.5以上であり，かつ学科（クラス）内席次が上位10％

以内である者」とした。さらに面接（専門科目に関する口頭試問を含む）を課し，専門分野に関する

基礎学力に加えて目的意識・学習意欲を十分に備えた人物を選抜することにしている。一方，「学力

検査による選抜」では学力検査を課し，合格基準点（３科目合計150点，各科目35点）に満たない者

は選抜しないこととしている。さらに面接を実施し，志願者の人物と各専門学科への適性を評価して

いる。以上のように，準学士課程への編入学者選抜においても本校の入学者受入方針に合致した学

生の選抜に努めている。 

編入学者の選抜においては，「推薦による選抜」の場合は面接（専門科目に関する口頭試問を含

む）の点数，入学願書の記載内容，在籍学校長から提出された推薦書及び調査書の内容等を総合して，

また，「学力による選抜」の場合は学力検査の成績，調査書の内容等及び面接の結果を総合して，入

学試験委員会が選抜基準に基づいた原案を作成し，全教員参加の編入学者選抜会議（教員会議）の結

果をもとに校長が決定している。
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                                   資料４－２－①－１ 
 

平成19年度入学者募集要項 
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（出典：平成19年度入学者募集要項） 
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資料４－２－①－２ 

平成 19 年度入学者選抜方法等について 

（入学者募集に関する説明会配布資料及び学校ホームページ掲載） 

 

（出典：入学試験委員会資料） 
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資料４－２－①－３ 

平成 19 年度入学者選抜要項（面接要項等含む） 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：入学試験委員会資料） 

 

資料４－２－①－４ 

入学試験（面接含む）問題 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－２－①－５ 

平成20年度編入学者募集要項 
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（出典：平成20年度編入学者募集要項） 
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資料４－２－①－６ 

平成 20 年度編入学者選抜要項（面接要項等含む） 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：入学試験委員会資料） 

 

資料４－２－①－７ 

編入学試験（面接含む）問題 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：学生課資料） 

 

専攻科課程の入学者選抜は，本校準学士課程の卒業生，他高専及び短大の卒業生，社会人等を対象

に実施している。各専攻の入学定員は，機械・電気システム工学専攻と物質・環境システム工学専攻

がそれぞれ８人，ビジネスコミュニケーション学専攻が４人となっている。入学者選抜には「高等専

門学校長の推薦による選抜」，「学力試験による選抜」及び「社会人特別選抜」の３つがある（資料

４－２－①－８～10）。 

「高等専門学校長の推薦による選抜」では，高等専門学校長の推薦を得た者を対象とし，面接（専

門科目に関する口頭試問を含む）の点数と学校長からの推薦書及び調査書の内容（準学士課程４年次

の席次と内申点の平均点）を総合判定して選抜している。「学力試験による選抜」では，高等専門学

校を卒業（見込み）の者及び短大卒業（見込み）の者及び専修学校卒業（見込み）の者を対象とし，

工学系２専攻では英語（90 分），数学（90 分），専門科目（120 分）の試験及び面接を，ビジネス

コミュニケーション学専攻では英語（90 分），小論文（90 分），専門科目（120 分）の学力試験及

び面接を実施している。なお，TOEIC において 400 点以上の点数を有する者については，英語の試験

を免除している。入学者の選抜は，学力試験，調査書及び面接の内容を総合判定して行っている。

「社会人特別選抜」では，企業の在籍期間が１年以上ある者を対象とし，面接（専門科目に関する口

頭試問を含む）と所属長から提出された推薦書及び調査書の内容を総合判定して選抜している。 

以上のように，専攻科においては全ての選抜で面接を実施し，志願者の人物を評価するとともに，

口頭試問により各専攻への適性を評価し，入学者受入方針に合った学生の選抜を行っている。なお，

専攻科課程の入学者選抜の実施に関する審議は，専攻科委員会及び専攻科会議で行い，入学者の選抜

は専攻科委員会及び専攻科会議の議を経て校長が決定している。 
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資料４－２－①－８ 

平成 20 年度専攻科学生募集要項 

 

 



福島工業高等専門学校 基準４ 

 118
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（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項） 
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資料４－２－①－９ 

平成 20 年度専攻科入学者選抜要項（面接要項等含む） 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：専攻科委員会資料） 

 

資料４－２－①－10 

専攻科課程入学試験（面接含む）問題 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程の入学者選抜（編入学を含む）に関する業務は入学試験委員会が，専攻科課程の入学者

選抜の実施に関する業務は専攻科委員会が，それぞれ選抜要項にしたがって行っており，入学者受

入方針に沿って適切に入学者選抜を実施する体制が整えられている。準学士課程と専攻科課程のい

ずれにおいても，入学者受入方針に沿った適切な学生の受入方法が採用されており，実際の入学者選

抜が適切に実施されている。 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程における入学者選抜の検証と改善は，入学試験委員会で行っている。入学試験委員会の

下部組織である入学者選抜方法等研究専門部会が入学者に関するデータ分析と入学者選抜方法に関す

る研究を行い，その結果を基に入学者選抜に関する改善案を入学試験委員会に提案し，入学試験委員

会がその改善案の審議を行っている（資料４－１－①－１）。 

本校においては，入学者の追跡調査を行うために，平成 12 年度入学生から入学試験に関するデー

タと入学後の学業成績に関するデータとの統合及びデータベース化を行っており，入学者の追跡調査

が継続的に行える体制が整えられている。このデータベースを利用した分析結果（例えば「現行の推

薦選抜方法の有効性」，「学力検査の科目別点数と入学後の成績の相関」，「内申点及び学力検査の

点数と入学後の成績の相関」，「第１志望合格者及び第２志望合格者の入学後の成績」）は，その後

入学者選抜方法等の改善に活用されている。なお，「学力検査の科目別点数と入学後の成績の相関」

の結果，学力検査における特定の科目の点数と入学後の成績に明確な相関が見られなかったため，本

校では学力検査において傾斜配点を採用していない。 

また，平成 12 年度入学生から継続的に，学科別・入学形態（「推薦による選抜」，「学力検査に

よる選抜」）別に入学後の学業成績の分析を行い，実際に入学した学生が入学者受入方針に合致して

いるかの確認を行っている。さらに，入学者受入方針に沿って新たに導入された選抜方法についての

検証のため，「平成 18 年度から導入された新しい推薦選抜方法（面接結果の点数化）に関する検

証」を行った。さらに，「学力選抜における学科間の比較」や「入学後不適応者（原級留置者・退学
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者）に関する分析」も行って，今後の入学者選抜における改善点の抽出に努めている（資料４－２－

②－１～３）。 

一方，高等学校からの編入学生についても，平成 10 年度編入学生から，編入学試験における成績

と編入学後の学業成績に関するデータベースが構築されており，その後の編入学者選抜方法の検討・

改善に役立てられている。 

 

資料４－２－②－１ 

準学士課程における入学試験と入学後の学業成績に関する分析結果 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：入学試験委員会資料） 

 

資料４－２－②－２ 

準学士課程における入学者選抜の改善についての検討 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：入学者選抜方法等研究専門部会議事録） 

 

資料４－２－②－３ 

準学士課程における入学者選抜に関する改善例 

（訪問調査閲覧資料） 

（出典：入学者選抜方法等研究専門部会資料） 

 

専攻科課程の入学者選抜の検証と改善は，専攻科委員会及び専攻科会議において行っている（資料

４－１－①－８）。入学者受入方針に沿った形としては初めての実施となった平成 18 年度専攻科入

学者選抜では，出願書類に志望調査書を追加するとともに，学力試験科目及び出題範囲の見直しを行

った。平成 19 年度入学者選抜からは，各専攻の入学者受入方針に沿った入学者選抜を実施している。

また，「高等専門学校長の推薦による選抜」においては，「面接（専門科目に関する口頭試問を含

む）」の結果を点数化し，選抜基準を明確化した。このようにして平成 18 年度専攻科入学者選抜の

検証結果を入学者選抜の改善に有効に反映させている（資料４－２－②－４）。 
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資料４－２－②－４ 

専攻科課程における入学者選抜の改善検討 

 

（出典：専攻科委員会会議録） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程では，入学者選抜方法等研究専門部会において行っているデータベースを利用した分析

結果を基に入学試験委員会で入学者選抜の継続的な改善を進めている。また，専攻科課程では，専攻

科委員会及び専攻科会議において入学者選抜の改善と検証を継続的に行っている。準学士課程と専攻

科課程のいずれにおいても，入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検

証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程の入学者対策活動は，入学試験委員会の下部組織である入学者対策専門部会を中心に行

っている（資料４－１－①－１）。中学卒業生人口の減少により，準学士課程の志願者は平成16年度

入学生までは減少傾向であったものの，本校ではこれまで毎年度入学定員の1.6倍以上の志願者を集

めていた。平成16年度からは従来実施してきた中学校訪問や体験入学の充実に加えて，中学生や保護

者に対しての学校説明会の実施や学習塾訪問，広報資料の充実と増刷配布等の活動を通じて，志願者

確保に努めてきた（資料４－３－①－１）。その結果，平成17年度入学生から志願者数の減少に歯止

めがかかり，平成19年度の入学志願者の倍率は1.7倍を維持している（資料４－３－①－２）。 

準学士課程の実入学者数に関しては，入学後の教育効果を考慮して入学定員を大きく上回ること

がないように入学者選抜で配慮している。したがって，これまでの実入学者数は入学定員の 1.05 倍

以内で推移しており，入学定員と比較しても適正な数となっている。さらに，平成 19 年度入学者選

抜の学力検査による選抜からは，これまでの学力点と内申点の合計点を基にした５点刻みのグループ

分けや同一グループ内の同一条件選抜の方法を改め，合計点の上位のものから選抜する方法に採用し

した。これによりボーダーラインでの選抜が明確になり，これまで以上に入学定員と実入学者数との

関係の適正化が可能となった。 

なお，本校では合格発表後の入学辞退者が過去７年間で５人と非常に少なく，合格者のほぼ全員

が入学する状況が続いており，過去に実入学者数が入学定員を下回ったことはなく，補欠合格の措置

は採られていない。このことは，各中学校や中学生に対して本校の入学者受入方針の説明が十分なさ

れており，理解されている結果といえる。 

 

資料４－３－①－１ 

入学者対策活動 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－３－①－２ 

準学士課程入学者状況 

 

 

（出典：学生課資料） 

 



福島工業高等専門学校 基準４ 

 125

また，準学士課程への編入学選抜による実入学者数の過去７年間における平均は，４人程度となっ

ている。この数は，５学科の定員 200 人の２％程度に相当し，編入学者の受入数としては適切な数で

あると考えられる（資料４－３－①－３）。 

 

資料４－３－①－３ 

準学士課程編入学者状況 

 

（出典：学生課資料） 

 

一方，専攻科課程の実入学者数は，平成 16 年度が 28 名，平成 17 年度が 25 名，平成 18 年度が 22

名，平成 19 年度が 28 名となっており，入学定員 20 名を超えている（資料４－３－①－４）。しか

しながら，これは専攻科課程の充実による学校全体の活性化という目的に基づいて行っているもので

ある。実入学者数は，専攻科担当の専任教員の数に比して過大ではなく，教育・研究の指導面で支障

は出ていない。このことは，本校専攻科の修了生全員が学位授与機構の審査に合格して学士の学位を

授与されており，さらに本校の教育プログラムが JABEE の認定を受けたことからも窺える。 

 

資料４－３－①－４ 

専攻科課程入学者状況 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校においては，これまで準学士課程の実入学者数は入学定員の1.05倍程度で推移しており，一方，

専攻科課程においては，その実入学者数が入学定員の20名を超えてはいるものの，教育・研究の指導

面で特に支障は出ていない。したがって，準学士課程と専攻科課程のいずれにおいても，実入学者数

が入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっておらず，入学定員と実入学者数との関係

の適正化が図られている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・入学試験と入学後の学業成績に関するデータベースを利用して，入学者の追跡調査と分析を行い，

その結果を基に入学者選抜方法等の継続的な改善検討を進めている。 

・入学辞退者数が極めて少なく，実入学者数は入学定員の1.05倍以内で推移しており，入学定員と実

入学者数との関係の適正化が十分図られている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

準学士課程については，入学試験委員会の下で本校の「教育理念」，「学習・教育目標」等に基づ

いて「福島工業高等専門学校の入学者受入方針」及び「各学科の入学者受入方針」が策定され,そ

の周知が教職員や学生等の学校の構成員に対してなされている。また，将来の学生を含む社会に対し

ては，入学者対策専門部会が中心となり，刊行物等の配布，学校ホームページへの掲載，学校説明会

等での説明により公表・周知している。 

専攻科課程に関しては，専攻科委員会の下で「福島工業高等専門学校専攻科及び各専攻の入学者

受入方針」が策定され，その周知が学校の構成員に対しては教員会議及び専攻科会議での説明や刊

行物の配布等でなされている。また，将来の学生を含めた社会に対しては，刊行物の配布及び本校ホ

ームページへの掲載，専攻科説明会等での説明により公表・周知している。 

準学士課程の入学者選抜は，「推薦による選抜」と「学力検査による選抜」の２つの方法で実施

されているが，平成18年度入学者選抜から入学者受入方針に沿った選抜方法が，また，準学士課程

への編入学者選抜では，平成20年度編入学試験から「推薦による選抜」と「学力検査による選抜」と

の２つの選抜方法が導入された。準学士課程における入学者選抜の検証と改善は，入学者選抜方法等

研究専門部会が入学者の追跡調査とデータ分析，入学者選抜方法等に関する研究を継続的に行い，新

たな改善案を入学試験委員会で審議するという体制が採られている。また，専攻科課程では専攻科委

員会及び専攻科会議が入学者選抜の改善と検証を継続的に行っている。 

本校の準学士課程においては，入学試験合格発表後の入学辞退者は非常に少なく，毎年入学定員

の 1.05 倍以内の実入学者数が確保されており，入学定員と実入学者数との適正化が図られている。

また，専攻科課程の実入学者数は，入学定員を超えてはいるが，専攻科担当の専任教員数に比して特

に過大な状況でなく，教育・研究指導面での支障は出ていない。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

 

（観点に係る状況） 

本校準学士課程の教育課程は，学習・教育目標に沿って，低学年次においては基礎学力養成のため

に講義を主とする科目を多く配置し，その後学年の進行と共に専門的な講義科目や実験･実習科目が

多くなる楔形の構成となっている（資料５－１－①－１～２）。また，実践力を育成するための実験

・実習科目及び専門的知識を習得するための講義・演習科目が学年ごとに配置されている（資料５－

１－①－３～９）。 

平成 16 年度には，学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請及び専攻科との一貫性等を考

慮して準学士課程のカリキュラム改訂を行い，平成 17 年度から実施している。この中では，モノづ

くり教育やシナジー教育の導入が図られている。 

さらに，平成 18 年度から全学科の２年生を対象に全教員の指導のもと，自由な発想と創造性を育

むための新たな試みとして「ミニ研究」の科目を導入し実施している。 

なお，準学士課程の目標及び水準は，各担当教員の判断で行われているが，各々の教員の学会活動

や他の研究者との交流，企業等からの非常勤講師との意見交換，学会における調査資料，企業アンケ

ート結果等を踏まえて決定されており，概ね国家公務員Ⅱ種試験レベルとなっている。 

以下に，準学士課程の教育課程の体系性と科目系統図（資料５－１－①－10）及び概要（資料５－

１－①－11）を示す。 
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平成 18 年度 専門科目の授業形態（単位数） 

資料５－１－①－１ 

学　　科 講義 演習 実験・実習 計

機械工学科 47 9 45 101

電気工学科 63 10 28 101

物質工学科 68 3 39 110

建設環境工学科 51 12 35 98

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 16 58 41 115

（出典：認証評価小委員会資料） 

資料５－１－①－２ 

学   科 1年 2年 3年 4年 5年 計 合計

必修 7 8 20 29 24 88

選択 0 0 0 2 11 13

必修 7 8 20 19 15 69

選択 0 0 0 13 19 32

必修 6 8 20 34 21 89

選択 0 0 0 6 15 21

必修 6 8 20 28 12 74

選択 0 0 0 4 20 24

必修 8 9 19 32 42 110

選択 0 0 2 2 1 5
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科

101

101

110

98

115

機械工学科

電気工学科

物質工学科

建設環境工学科

平成 18 年度 必修・選択科目開設位数（専門科目） 

（出典：認証評価小委員会資料） 

平成 18 年度 専門科目の授業形態(単位数) 
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資料５－１－①－３

（出典：平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－①－４

（出典：平成 18 年度シラバス）
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（出典：平成 18 年度シラバス）

資料５－１－①－５
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資料５－１－①－６

（出典：平成 18 年度シラバス） 



福島工業高等専門学校 基準５ 

 133

資料５－１－①－７

（出典：平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－①－８

（出典：平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－①－９

（出典：平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－①－10

（出典：認証評価小委員会資料）
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資料５－１－①－10

（出典：認証評価小委員会資料）
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資料５－１－①－11
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（出典：JABEE 自己点検書）



福島工業高等専門学校 基準５ 

 142

（分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校機構の目的及び本校の教育理念に基づき，本校の学習・教育目標が設定されており，

その目標を達成するために適切な教育課程が編成されている。一般科目と専門科目が楔型に配置され

ており，学年割も学生の年齢と能力を考慮した上で設定されている。 

 以上のことから，本校の準学士課程においては，教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適

切に配置され，教育課程が体系的に編成され，また，授業の内容は国家公務員Ⅱ種レベルなど，社会

の要請水準を考慮し，本校の定める教育目標を達成できるような適切なものとなっている。また，授

業の内容は，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って教育の目的を達成するために，適切なものと

なっている。 

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イ

ンターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考

えられる。）に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成 16 年度に「茨城大学・茨城工業高等専門学校との単位互換協定」（資料５－１－②－１），

「福島県高等教育協議会加盟大学間相互単位互換に関する協定」（資料５－１－②－２）を締結し，

平成 17 年度から準学士課程４，５年生は大学，本校専攻科，他の高専の専攻科における学修につい

て，それらの機関で認められた単位数で単位が認定されている。この制度を利用して平成 18 年度に

は長岡技術科学大学のインターネットを介したｅラーニング授業を，準学士課程４，５年生が受講し

ている（資料５－１－②－３）。 

本校以外の教育施設等における特別学修単位として 10 単位を超えない範囲での単位認定を行って

いる（資料５－１－②－４）。さらに平成 19 年度からは，文部科学大臣が定める特別学修の廃止に

伴い，本校の特別学修の単位認定に関する規定を大幅に見直し，多くの資格検定試験を単位認定の対

象としている（資料５－１－②－５～７）。 

４年次において，工学系では，夏季休業等の長期休業中に企業や官公庁での原則２週間にわたる校

外実習を必修科目と位置づけ，報告書作成と実習報告会での口頭発表またはポスター発表をもとに

「校外実習」として１単位の認定を行っている（資料５－１－①－５～８）。企業や役所における実

習，大学のオープンキャンパス等に工学系４学科ではほぼ全員参加している（資料５－１－②－８）。

一方，コミュニケーション情報学科では，インターンシップを選択科目として，工学系と同様に原則

２週間の研修の後に報告会を行い，「実務研修」１単位の認定を行っている（資料５－１－①－９）。

参加者はクラスの半数程度である（資料５－１－②－８）。 

従来の低学年への基礎学力養成及び英検指導が，高学年への TOEIC 指導へと効果的に結びつくよう

に，３年生以上に対して毎週 LL 教室を使った授業を実施している（資料５－１－②－９）。工学系

準学士課程修了時点で TOEIC スコア 380 点，コミュニケーション情報学科準学士課程及び専攻科課程

修了時点で TOEIC スコア 400 点の数値目標を設定している（資料５－１－②－10）。 

学生が自分のレベルや自分のペースで自主的に学習できるように，LL 教室には，パソコンを利用

した自主学習ソフトを導入し，放課後 LL 教室を開放し，英検準２級以上の取得と TOEIC のスコアア
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ップが実現できるようにしている。 

ミニ研究，モノづくり実習，工学セミナー等は，学年進行の途中段階における創造性教育と位置づ

けている。さらに，卒業研究は準学士課程課程の集大成として，各専門教員の専門分野に直結した領

域での課題を学生自らが設定し，これまでに修得した知識や技術を応用しながら課題を解決する過程

を通して，課題探求及び解決能力，創造的な実践力の育成をめざしている。

資料５－１－②－１

（出典：総務課資料）
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資料５－１－②－２

（出典：総務課資料）
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（出典：学生課資料）

資料５－１－②－３
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資料５－１－②－４ 

（出典：学生便覧）

（出典：学生便覧）

資料５－１－②－５ 
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資料５－１－②－７ 

（出典：学生便覧） 

資料５－１－②－６ 

（出典：学生便覧） 
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資料５－１－②－８

（出典：学生課資料）
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資料５－１－②－９

（出典：平成 19 年度授業時間割表）

学年 学科 科目名 授業日

機械工学科 英語C-1 月３，４校時
電気工学科 英語C-1 火３，４校時
物質工学科 英語C-1 水１，２校時
建設環境工学科 英語C-1 金５，６校時
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 英語C-1 火５，６校時
機械工学科 英語Ⅰ－１ 火７，８校時
電気工学科 英語Ⅰ－１ 木３，４校時
物質工学科 英語Ⅰ－１ 金３，４校時
建設環境工学科 英語Ⅰ－１ 水３，４校時
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 英語 金１，２校時
機械工学科 英語 金７，８校時
電気工学科 英語 木１，２校時
物質工学科 英語 火１，２校時
建設環境工学科 英語 木５，６校時

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 英語 月５，６校時

３年

４年

５年

LL 教室を使用する授業科目 

資料５－１－②－10

（出典：総務課資料）

福島高専の中期計画 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，科学技術の進展や社会の要請及び学生のニーズ等に対応して，その都度教育課程の編成

や改訂を実施してきた。特に，この数年の間に他の教育機関との単位互換協定が締結され，それらの

協定やインターネットを介したｅラーニングの受講生も増加してきている。また，社会的に重要な各

種資格検定試験の合格者に対しては，特別学修として単位を認定する制度の規則整備も行い，数多く

の学生に対して単位の認定を行っている。以上のことから，本校の教育課程は学生のニーズや学術の

発展動向，社会からの要請等に対して十分配慮したものとなっている。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 

本校の教育課程は，学習・教育目標に沿って適切に配置されており，科目の授業形態は，講義，演

習，実験・実習のすべてが採用されている（資料５－２－①－１）。工学系４学科とビジネス系１学

科が養成する人材像に照らし合わせ，授業形態の全講義中に占める演習，実験・実習の比率の平均は

36％となって，実際に体を動かしての授業が多くなっている。 

一方，教材開発の面では，ｅラーニング教材開発グループを組織し，ビデオ・オン・デマンド

（VOD）によるｅラーニング教材作成システムを開発・構築している。登録した学生は，自宅や寮に

おいて利用でき，予習・復習や欠席したときの補習にも利用できる。平成 17 年度においては，１年

次の物理，応用物理の授業も全て教材化するよう取り組んだ。また，コミュニケーション情報学科の

情報関連授業でも，ｅラーニングなど活用した授業を積極的に取り入れ，プレゼンテーションでは問

題解決学習などの工夫を凝らした授業を実施している。なお，これらの取り組みは平成 17 年度の特

別研究経費として採択された（資料５－２－①－２）。 

上記のほかに，本校準学士課程における特徴ある教育として，教員自身の著書による教科書を使用

する等の教具・教材の工夫（資料５－２－①－３），少人数教育，対話・討論型授業，フィールド型

授業，情報機器の活用，基礎学力不足の学生への対応等，学習指導方法の面で多様な工夫が行われて

いる（資料５-２－①－４）。 
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平成 18 年度 教育目標と科目の授業形態 資料５－２－①－１

(出典：認証評価小委員会試料)
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資料５－２－①－２

(出典：平成 12 年度～平成 17 年度における｢自己点検・評価｣報告書)

資料５－２－①－３

(出典：「情報工学基礎」教科書)
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校においては，実践的技術者の教育に主眼をおいているため，講義，演習，実験・実習等の授業

形態のうち，特に演習及び実験・実習科目の割合が36％とかなり高くなっている。したがって，教育

の目的に沿った適切な授業形態となっている。さらに，ｅラーニング教材の開発など，学校全体とし

ての取り組みも行われ，各学科及び各教科のそれぞれにおいて，工夫された学習指導方法が採られて

いる。 

資料５－２－①－４ 

 

(出典：平成 12 年度～平成 17 年度における｢自己点検･評価｣報告書) 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

 

（観点に係る状況） 

工学系４学科ビジネス系１学科の全ての授業について，シラバスが作成され毎年更新されている（資

料５－２－②－１）。さらに，シラバスは印刷物として各クラスに配布するほか，データベース化し

て，本校ホームページ上に公開している。 

また専門学科シラバスにおいては，科目の概要と称して科目系統図が示され（資料５－２－②－

２），各科目のカリキュラム内での位置付けが明確にされている。 

さらに，高学年である４，５年生の科目については，その科目が本校の掲げる学習・教育目標中の

どの教育目標を達成するものであるのかを明確にするために，学習・教育目標関与割合一覧を添付し

た（資料５－２－②－３）。 

科目の該当ページでは，授業概要，到達目標，本校の学習・教育目標との対応，JABEE 基準１(１)

との対応，履修上の注意，授業計画（授業項目，理解すべき内容），使用教科書及び補助教科書，参

考図書，評価方法を示している（資料５－２－②－４）。また，シラバスで紹介している教科書，参

考図書は原則として図書館に配備するように努めている。 

学修単位科目については，シラバスの中で「１単位の授業科目を 45 時間の学修（履修時間及び自

学自習時間の総和）とするもの」と明示し，さらに当該科目の「履修上の注意」の欄に「自学自習の

確認方法」も記している。各教員は授業開始時にシラバスを学生に提示し，そこに掲げた到達目標を

達成すべく授業を行っている。 

教職員対象に行ったアンケート調査結果のうち，シラバスの利用及び活用頻度についての結果を示

す（資料５－２－②－５）。また，準学士課程の学生のシラバスに関するアンケート調査の結果も示

す（資料５－２－②－６）。これらの結果から，教職員，学生ともにシラバスの内容を良く周知して

おり，またその活用頻度も高いことが分かる。 
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資料５－２－②－１

（出典：平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－２

（出典：平成 18 年度シラバス） 
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（出典：平成 18 年度シラバス） 

資料５－２－②－３
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資料５－２－②－４

（出典：平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－②－５

［質問5］シラバス活用の頻度

27%

34%

23%

8%

3%

4%

1%

１週間に３回以上

１週間に１回以上３回未満

１か月に２回以上，１週間に１
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２か月に１回以上，１か月に１
回未満

半年に１回以上，２か月に１
回未満

半年に１回未満

（出典：認証評価委員会資料）

［質問4］シラバスの利用
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資料５－２－②－６

［質問1］学年

22%
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［質問2］所属
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［質問4］シラバスを活用しているか
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［質問6］どのくらいの頻度で活用しているか
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（出典：認証評価委員会資料）

シラバス（準学士課程）
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資料５－２－②－６

シラバス（準学士課程）

［質問3］シラバスの説明をどこで受けたか
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校においては，教育の目的と教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，学生に

配布されている。シラバスの中には，授業概要，到達目標，教育目標との対応，履修上の注意，授業

計画，評価方法等を明示しており，授業科目の受講や学生が自己学習する上での拠り所となっている。

これらのシラバスの周知と利用頻度等に関して行ったアンケート調査の結果によれば，教職員及び学

生のいずれについても，シラバスの利用頻度はかなり高く且つ有効に利用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われ

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

工学系学科の４年次においては，主に長期の夏季休業期間中に企業や官公庁等での原則２週間にわ

たるインターンシップを必修科目と位置づけ，報告書作成と実習報告会での口頭発表またはポスター

発表をもとに「校外実習」として１単位の認定を行っている。このような企業や役所及び大学のオー

プンキャンパス等を利用しての校外実習には，工学系４学科４年の学生がほぼ全員参加している（資

料５－１－②－10）。一方，コミュニケーション情報学科では，インターンシップを選択科目とし，

工学系学科と同様に４年次に原則２週間の研修を行った後，報告会を行い，「実務研修」として１単

位の認定を行っている。参加者はクラスの半数程度である（資料５－１－②－10）。 

本校では，平成 18 年度から，全学科２年生を対象に，全教員の指導のもと，専門分野の枠を超え

た自由な発想・創造性を生かした新たな科目として「ミニ研究」を導入し実施している。研究テーマ

（課題）を考え，調査・分析，実験・解析，モノづくりなどを行い，報告書にまとめるとともに，そ

の成果について発表するポスターセッション形式の「ミニ研究発表会」を実施している（資料５－２

－③－１～２）。また，学科単位の新しい教育的取り組みの事例として，機械工学科では実社会に役

立つプロジェクト課題を学生にグループ単位で与え，その課題を達成するためのアイデア創出，計画

立案，実現等を学生に遂行させる独自の学習・教育方法を実践している。講義，実験・実習を受け身

でなく主体的に学び，設計・製作することの難しさと完成の喜びを実際に体験させるものである。以

下に，このような機械工学科の「総括実習」の実施例（資料５－２－③－３）と，他の学科における

モノづくり教育の実施例（資料５－２－③－４）を示す。 

工学系４学科では４年次に「工学セミナー」，コミュニケーション情報学科では３～４年次に「セ

ミナー」の科目を開設し，各教員の指導の下で専門分野の課題探求・問題解決能力の育成をめざし，

５年次の「卒業研究」を行うための基礎的知識と技術を習得するため，文献の講読や検索，実験や討

論・発表などを行なっている。文章論述やプレゼンテーションなど，コミュニケーション能力の育成

のため，報告会を実施するとともに実施報告書の作成などを行っている。 

５年次の「卒業研究」は，準学士課程の集大成として，各教員の指導の下で専門分野の研究課題を

学生自らが設定し，これまで修得した知識や技術を応用しながら，研究の過程を通して，課題探求及

び解決能力，創造的な実践力の育成をめざしている。 
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資料５－２－③－１

（出典：平成 18 年度シラバス） 

ミニ研究のシラバス 
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資料５－２－③－２

「ミニ研究」の新聞記事

（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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資料５－２－③－３

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における 

「自己点検・評価」報告書）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校においては，「ミニ研究」，「モノづくり教育」，「工学セミナー」等，学年進行に合わせて

創造性を育むための教育が展開され，実施されている。また，インターンシップを必修科目に設定し，

実習報告書の作成や実習報告会の開催等を通して，企業や社会の技術について考えさせ，創造性や実

践性を育む教育を積極的に行っている。以上のことから、創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工

夫やインターンシップの活用が行われている。 

資料５－２－③－４

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

成績評価は，科目ごとに定期試験の成績及び平素の成績の総合評価とし，定期試験を行わない科目

については平素の成績により評価している。定期試験及び平素の成績の各項目における割合について

は，シラバスに明記しており，講義の種類により定期試験の割合を規定している（資料５－３－①－

１）。単位の認定は，科目の成績が 60 点以上の場合に行っており（資料５－３－①－２），また，

再試験の実施に係る規定も整備されている（資料５－３－①－３）。 

これらの成績評価に関する規定は，学生便覧に記載され，全学生に配布される学生便覧に記述され

ている。以下に，準学士課程の学生に対して行った成績評価に関するアンケート調査の結果を示す

（資料５－３－①－４）。その結果によれば，いずれの項目についても良く周知されていることが分

かる。なお，このような成績評価に関する周知指導は，主に学級担任や授業担当教員を通じて行われ

ている。 

担当教員から提出される成績は，Web 上で成績処理プログラム（資料５－３－①－５）により入力

が行われ，コンピュータ処理により単位認定資料の作成が行われる。成績評価やこれらの資料のチェ

ックは教務委員会で作業が行われ（資料５－３－①－６），必要に応じて担当教員に修正を促してい

る（資料５－３－①－７）。また，これらの資料は全教員が参加する課程修了認定会議ならびに卒業

認定会議に資料として提出され（資料５－３－①－８），評価の妥当性に関する確認がなされている。 

教員により評価された成績は，過程修了認定会議後すみやかに学生の保護者に郵送される。もし，

この成績に異議申し立てがある場合には，学生課を通じて教務委員会に連絡され，必要があれば担当

教員の意見を聞き，定期テストのエビデンス資料を基に再検討することとしている。 

課程修了及び卒業の認定は，授業科目の修得単位数，当該学年における特別学修の単位数，特別活

動への参加状況を総合して判定し，教員会議の議を経て校長が認定している。 
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資料５－３－①－１

（出典：教務手帳）

資料５－３－①－２

（出典：教務手帳）

資料５－３－①－３

（出典：教務手帳）
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資料５－３－①－４
準学士課程学生の成績評価方法に関するアンケート結果 

［質問7-1］A科目とB科目の成績評価
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48%
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よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

［質問7-2］C科目の成績評価
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［質問7-3］合格ラインが60点
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［質問7-4］1/4欠課で0点
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22%

8%
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（出典：認証評価委員会資料）
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準学士課程学生の成績評価方法に関するアンケート結果 

［質問7-5］再試験の受験条件

76%

14%

4% 3% 3%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

［質問7-6］再試験の合格点

68%

18%

6%
2% 6%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

［質問7-7］卒業認定総単位数

22%

42%

26%

7%
3%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

［質問7-8］卒業認定単位数の内訳

15%

36%36%

11%
2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他
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準学士課程学生の成績評価方法に関するアンケート結果 

［質問7-9］卒業認定うちの必修科目

45%

37%

12%

4% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

［質問8］成績評価規則の周知
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（出典：認証評価委員会資料）
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資料５－３－①－５

（出典：キャンパスアシスト）
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資料５－３－①－６

（出典：教務委員会資料）

資料５－３－①－７

（出典：教務委員会資料）

成績評価事項の再確認依頼の例
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資料５－３－①－８

（出典：教員会議資料） 



福島工業高等専門学校 基準５ 

 175

（分析結果とその根拠理由） 

 成績評価・単位認定規定及び進級・卒業認定の規定が明確に定められている。また，準学士課程の

学生を対象に行ったアンケート調査結果によれば，成績評価に関する規則等が学生によく周知されて

いる。さらに，成績評価や単位認定及び進級や卒業認定等の資料及びその妥当性については教務委員

会でチェックし，その資料を基に全教員出席の教員会議において確認している。以上のことから，成

績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周知されている。また，

これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施されている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，教育理念に人間力の育成を（資料５－４－①－１），規範意識・遵法精神，協調性・思

いやりの心を育むための人間教育を行っている。 

毎朝８時 30 分から８時 40 分まで全クラスでショートホームルームが実施され，学生と学級担任と

の間の良好なコミュニケーションの構築及び学級運営の円滑化に寄与している（資料５－４－①－

２）。ショートホームルームでは，出席確認，遅刻・欠席の理由のクラス内への周知（資料５－４－

①－３），教室内の清掃，日課の周知等が行われており，その内容は担任の判断に任されている。 

この他，外部講師による学科講演会や実演会，校外実習（インターンシップ）事前指導会，学年行

事日における見学旅行や体験活動，学校周辺の環境美化活動等，種々の特別活動を通して，人間力の

育成を図っている（資料５－４－①－４～５）。 

以下に，特別活動の実施内容（年間計画）を示す（資料５－４－①－６）。教育課程においては，

人間力の育成のため，１～３学年に「特別活動」が週１時間，授業時間割表の中に設定され，年間実

施計画の下で実施されており，学校の教育方針の指導・徹底，学校行事の趣旨の理解，人権教育，防

災・安全教育，環境美化の意識の高揚などにより，職業人としての基礎的人格の育成を図っている。。

資料５－４－①－１ 

（出典：学生便覧） 
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資料５－４－①－４

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における｢自己点検・評価｣報告書） 

資料５－４－①－２

（出典：学生便覧）
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（出典：平成 19 年度出席簿） 

資料５－４－①－３
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資料５－４－①－５

学科 年度 内 　　容 対象学年

H14
講演「原子力技術の開発と利用で学んだこと」
　　　福島県ハイテクプラザ所長　近藤達男

3～5年生

H15
講演「マイクロマシン技術とその概要」
　　　産業技術総合研究所　石川雄一

3～5年生

H16
講演「くるまの開発について-その虚像と実像-」
　　　元いすゞ自動車(株)主管　高木公夫

4～5年生

H17
講演「私の研究バカ人生」
　　　(株)日立製作所フェロー　伊藤清男

4～5年生

H18
講演「プラズマテレビの高性能化を支えるMgO薄膜とその製造技術」
　　　キャノンアネルバ(株)取締役　酒井純男

4～専2年生

H14
講演「電子情報工学の課題と将来-電子から光，さらに分子へ-」
　　　東北大学大学院情報科学研究科教授　樋口龍雄

4～5年生

H15
講演「コンピュータによる音楽信号の処理(自動採譜)」
　　　豊橋技術科学大学情報工学系教授　田所嘉昭

4～5年生

H16
講演「これから羽ばたく若者に捧げる人生訓」
　　　(株)NTTサービス福島代表取締役社長　山田博史

4～5年生

H17
講演「ディベンダブル・コンピューティング-安心・安全な社会の実現を目指して」
　　　東京大学先端科学技術研究センター教授　南谷　崇

4～5年生

H18
講演「FPDテレビの現状と動向-PDPを中心に」
　　　(株)日立製作所ユビキタスグループ製品開発事業部部長　大沢通孝 4～専2年生

H14
講演「米国アイダホ州ポートヌーフ川流域」
　　　アイダホ州立大学　佐藤元志

3～5年生

H15
講演「21世紀に期待される触媒技術」
　　　エヌ・イー・エム・キャット　室井高城

4～5年生

H16
講演「働くということ」
　　　大宏電機　加藤裕美

3～4年生

H17

講演「環境汚染防止と産業廃棄物管理について」
　　　呉羽環境(株)　福田弘之
講演「21世紀は水と二酸化炭素の時代-持続可能な社会の構築に向けて」
　　　東北大学大学院環境科学研究科教授　新井邦夫

3～5年生

H18
講演「超低摩擦・超高強度ゲルの創製」
　　　北海道大学副学長　長田義仁

3～専2年生

H14

講演「日本列島4島を繋ぐ，ヨーロッパ大陸を繋ぐ-過去・現在・未来」
　　　海洋架橋調査会専務理事　駒田敬一
講演「インフラ整備と地盤-堤防の液状化被害軽減との取り組み」
　　　広島大学工学部建設系教授　佐々木康
講演「これからの建設技術者に求められるもの」
　　　八戸高専校長　柳沢英司

3～5年生

H15
講演「循環型社会に対応した環境保全技術」
　　　東北大学大学院教授　野池達也

3～5年生

H16
講演「土地区画整理事業とまちづくり」
　　　地方計画研究所所長　小松好明

3～5年生

H17
講演「土木と私」
　　　元福島高専校長　岩松幸雄

3～5年生

H18
講演「明治期の東北開発とオランダ人技術者」
　　　(株)総合防災システム研究所顧問　上林好之

3～5年生

H14

講演「タカラの商品開発について」
　　　(株)タカラライフカルテャー事業部　梶田政彦
講演「デザインについて」
　　　(株)ギヴコーポレーション代表取締役　興口隆夫
講演「常磐交通自動車の経営について」
　　　常磐交通自動車代表取締役　野﨑俊夫

3～5年生

H15
講演「ITを活用した新たなワークスタイル」
　　　(株)いわきテレワークセンター代表取締役　会田和子

3～4年生

H16
講演「コンピュータ産業の未来について」
　　　(株)東日本計算センター専務取締役最高業務執行責任者　鷲　弘樹

3～4年生

H17
講演「経営工学における最近の話題」
　　　福島大学経済学部助教授　星野珙二

4～5年生

H18
講演「私たちはなぜ生きているのか？-最先端の科学研究から読み解く人生のしくみ-」
　　　福島大学経済経営学類教授　飯田史彦

4～専2年生

コミュ
ニケー
ション
情報
学科

機械
工学科

電気
工学科

物質
工学科

建設
環境

工学科

学科講演会の開催実績

(出典：認証評価小委員会資料)
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資料５－４－①－６

（出典：教務委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，教育理念に掲げた人間力の育成を図るため，教育面で各種の特別教育活動を実施してい

る。１学年～３学年に設けられた「特別活動」は，高等専門学校設置基準に従い，３年間で３単位

（計90時間）実施している。また，毎朝行われる授業前のショートホームルーム，また，各種委員会

の企画による集会やイベント，さらに各学科で企画開催する学科講演会などを通じて，人間の素養の

涵養と人間力の育成に努めている。以上のことから，教育課程の編成において，特別活動の実施など

人間の素養の涵養がなされるよう配慮されている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が

図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況） 

自律的な行動ができる学生の養成を目標に，ルール遵守の徹底，モラルの育成のための生活指導を

学生委員会や学級担任が中心となって行っている（資料５－４－②－１）。学生の安全教育としての 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

資料５－４－②－１
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救急救命講習会や交通安全講習会の実施（資料５－４－②－２），福島県の学校・警察児童生徒健全

育成対策推進制度の活用（学校警察連合の情報交換）による非行の防止，地区生徒指導協会の補導活

動（資料５－４－②－３）や自動車学校の訪問（資料５－４－②－４）等を通じてきめ細かな指導を

心掛けている。 

学生委員会は，生活指導担当，交通指導担当，学生会体育部担当，学生会文化部担当の４体制で，

学生の厚生補導のための活動を行っている。体育部系，文化部系，研究部系の全てのクラブ団体に顧

問教員･職員を配置し（資料５－４－②－５），指導･助言を与え，またコーチを置いている。また，

実践指導が必要なクラブ団体においては，外部コーチ等を依頼･配置しクラブ活動に対する円滑かつ

効率的な指導体制を整えている（資料５－４－②－６）。 

多くの学生が文化部や運動部等のクラブ活動及び愛好会活動に参加し，その活動を通して責任感・

自主性・指導性・協調性を育んでいる。その他の課外活動として，ロボットコンテスト（資料５－４

－②－７）・プログラミングコンテスト（資料５－４－②－８）・デザインコンペティション（資料

５－４－②－９）等の大会や各種グランプリに積極的に参加し，好成績を上げている。 

 

資料５－４－②－２

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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資料５－４－②－３

（出典：学生委員会資料）
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資料５－４－②－４

（出典：学生委員会資料）
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資料５－４－②－５

クラブ指導教員 

（出典：平成 19 年度職員録及び役職・各種委員会名簿）
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資料５－４－②－６

（出典：学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，学生委員会や学級担任等による学生の生活指導及び種々の課外活動等を通じて，人間力の

育成に努めている。全教員による各クラブの指導体制も整っており，「文武両道」の教育方針の下で，

学生のクラブ活動への参加率もかなり高い状況にある。また，ロボットコンテストやプログラミング

コンテスト，さらにデザインコンテスト等の各種コンテストやその他の課外活動へも積極的に参加し，

これらの活動を通じて，人間の素養の涵養を図っている。以上のことから，教育の目的に照らして，

生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 

 

 

 

資料５－４－②－７

年度 テーマ 東北大会結果 全国大会結果
H14 プロジェクトBOX デザイン賞 アイデア倒れ賞
H15 鼎(KANAE) デザイン賞 －
H16 マーズラッシュ アイデア賞 奨励賞
H17 大運動会 優勝 アイデア倒れ賞
H18 ふるさと自慢特急便 技術賞 ベスト４

ロボットコンテスト参加状況 

（出典：認証評価小委員会資料）

資料５－４－②－９

年度 部門 結果
H16 地域交流シンポジウム 優秀賞
H18 構造デザインコンペティション 27/50位

全国高専デザインコンペティションの参加状況 

（出典：認証評価小委員会資料）

回 年度 自由部門 課題部門 競技部門 合計
13 H14 1 1 1 3
14 H15 1 0 0 1
15 H16 1 1 1 3
16 H17 1 0 1 2
17 H18 1 0 1 2

全国高専プログラミングコンテストの参加状況 

（出典：認証評価小委員会資料）

資料５－４－②－８
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 準学士課程と専攻科課程の関連図及び科目関連表を，以下に示す（資料５－５－①－１～３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械・電気システム工学専攻 

 

専攻の区分 

機械工学  電気電子工学 

物質・環境システム工学専攻

 

専攻の区分 

応用化学  土木工学 

（出典：学生便覧）

資料５－５－①－１ 

JABEE 教育プログラム 

 

福島工業高等専門学校工学系準学士課程・専攻科 

「産業技術システム工学」 

 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ学専攻 
 

専攻の区分 

経営学 

 
専攻科 2 年 

専攻科 1 年 

専攻科 2

専攻科 1 年 

準学士課程 5 年 

準学士課程 4 年 

準学士課程 3 年

準学士課程 2 年

準学士課程 1 年

機械工学科 電気工学科 物質工学科
建設環境

工学科 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

情報学科 

準学士課程 2 年 

準学士課程 1 年 

準学士課程 3 年 

準学士課程 2 年 

準学士課程 1 年 

準学士課程 3 年

準学士課程 2 年

準学士課程 1 年

準学士課程 3 年 

準学士課程 2 年 

準学士課程 1 年 

準学士課程 5 年

準学士課程 4 年

準学士課程 5 年

準学士課程 4 年

準学士課程 5 年 

準学士課程 4 年 

準学士課程 5 年 

準学士課程 4 年 

専攻科 2 年 

専攻科 1 年 

準学士課程 3 年 
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本科と専攻科の科目関連表 

（機械工学科―機械・電気システム工学専攻科目関連表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

資料５－５－①－２

本科と専攻科の科目関連図
機械工学科−機械・電気システム工学専攻の科目関連図（H13～16年度準学士課程入学生）

高専課程「機械工学科」 専攻過程「機械・電気システム工学専攻」

専門科目 専攻専門関連科目

応用数学A ビジネス英語

応用数学Ｂ 経営管理論

応用物理Ⅰ 生産管理論

応用物理Ⅱ ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ論論

機械工学基礎 技術経営論

創作実習 産業技術特論Ⅰ

工作実習 産業技術特論Ⅱ

工作実験 安全工学特論

設計製図 情報工学概論

情報基礎 環境解析評価論

情報処理

力学基礎

機械工作法Ⅰ，Ⅱ

環境工学

工業英語

力学演習Ⅰ，Ⅱ 専攻専門科目
選択 知的所有権 応用解析学Ⅰ

材料力学Ⅰ 応用解析学Ⅱ

材料力学Ⅱ 統計物理学

材料学Ⅰ 振動論

材料学Ⅱ 材料科学
選択 材料デバイス工学 音響工学

生産工学 電子物性工学

設計工学 電気磁気学特論

機構学 制御ｼｽﾃﾑ工学

精密工学 電子回路特論

工業デザイン 機能性材料工学

熱力学 塑性加工学

水力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学

流体力学Ⅰ 熱流体工学

熱工学 ロボット工学

流体力学Ⅱ 機械振動学

エネルギー工学 機械・電気ｼｽﾃﾑ工学実験

流体機械 機械・電気ｼｽﾃﾑ工学セミナー

機械力学Ⅰ 特別研究

制御工学 特別セミナー

メカトロニクスⅠ インターンシップ

電気工学Ⅰ

機械力学Ⅱ

メカトロニクスⅡ

計測工学

電気工学Ⅱ

工学セミナー
工学実験
卒業研究
校外実習

必修

必修

必修

選択

選択

必修

選択

必修

選択

シナジー
科目

選択

工学基礎
科目

専門共通
基礎科目

工学基礎
科目

設計・
生産系

材料系

専門基礎
科目

選択

選択

実験・
研究等

計測・
制御系

 熱・
流体系

熱・流体
系科目

計測・制
御系科目

実験・
研究等

選択
材料系
科目

必修

必修

必修

選択
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 本科と専攻科の科目関連表 

（コミュニケーション情報学科－ビジネスコミュニケーション学専攻科目関連表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書） 

資料５－５－①－３ 

コミュニケーション情報学科−ビジネスコミュニケーション学専攻の科目関連図（H13～16年度準学士課程入学生）

高専課程「コミュニケーション情報学科」 専攻過程「ビジネスコミュニケーション学専攻」

専門科目 専攻専門関連科目
時事問題 ビジネス英語
コミュニケーション論 経営管理論
心理学入門 生産管理論
人間関係論 ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ論論
知的所有権 技術経営論
プレゼンテーション 産業技術特論Ⅰ
国際関係論 産業技術特論Ⅱ
社会調査 安全工学特論

選択 セクレタリー 情報工学概論
情報メディア論 環境解析評価論
情報メディア演習

図学

デザイン

デザイン演習

ビジュアル情報

視聴覚情報概論

広告・広報メディア概論

選択 マルチメディアⅠ，Ⅱ

パブリックスピーキングⅠ，Ⅱ

ビジネスライティングⅠ，Ⅱ 専攻専門科目
第２外国語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ 経営学特論Ⅰ
言語文化 経営学特論Ⅱ
時事英語 データベース論
ビジネス英語Ⅰ，Ⅱ 経済経営数学
情報基礎 数理意思決定論
情報基礎演習 ロジスティックス論
情報処理 製品開発論
情報処理演習 コーポレート・ファイナンス
情報統計 都市経済学
情報コミュニケーション 市場戦略論
情報コミュニケーション演習 広告メディア論
プログラミング言語 財務諸表論
確率統計 経営分析論
情報システム論 特別研究

選択 情報特論Ⅰ，Ⅱ ビジネスセミナー
財務会計 特別セミナー
マクロ・ミクロ経済 企業実務実習
経営学

企業論

国際経済

マーケティング

会計学

国際金融論

貿易実務

ビジネスと法律

卒業研究

セミナー

文献講読
選択 実務研修

必修

必修

必修

専門基礎

デザイ
ン・メ

ディア系

語学系

必修

必修

必修

研究等

生産管理

経営管理
情報系

経営・経
済・ビジ
ネス系

シナジー科目 選択

研究等

必修

選択

選択

選択

必修

専門基礎

数理基礎
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本校においては，準学士課程から専攻科課程ヘ進学する場合，まず準学士課程で各専門知識を習得

し，専攻科課程ではさらに深い専門知識を加え，さらに専攻科課程の専門関連科目の「シナジー科

目」により，工学系ではビジネス系の知識が、一方，ビジネス系では工学系の知識が習得できるカリ

キュラムとなっている。 これらの「シナジー科目」は科学技術やビジネスの両面にわたる教育内容

であり，「学習・教育目標」に掲げた「工学系・ビジネス系のシナジー教育」を実現している。工学

系とビジネス系のいずれの専攻とも，準学士課程の専門科目と専攻科課程の科目との連携が十分に考

慮されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程と専攻科課程で，「シナジー科目」が無理なく習得できるように，科目間の連携が十分

考慮されており，学習・教育目標の「工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，

複眼的な視野を持って．．．産業技術を創造できる能力を身につける」が実現できる教育課程となっ

ている。以上の理由から，準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

 

（観点に係る状況） 

専攻科課程の授業科目は，系列科目ごとに分類され，配置されている（資料５－５－②－１～３）。

準学士課程との関連に考慮したカリキュラムが編成され，教育内容が体系的に組まれている。特に，

専門関連科目に「経営管理論」や「産業技術特論Ⅰ，Ⅱ」等の科目を開設し，工学系－ビジネス系の

シナジー効果の下で，技術経営（MOT）教育を実施している。なお，専攻科課程では，授業科目は準

学士課程の授業科目の内容をより高度化したものであり，修了者が学士号の学位を取得するのに適合

したカリキュラム編成となっている。 
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専攻科教育課程表（一般科目・専門関連共通科目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科教育課程表（機械・電気システム工学専攻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校要覧，学生便覧） 

 

資料５－５－②－２

（出典：学校要覧, 学生便覧）

資料５－５－②－１ 
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専攻科教育課程表（ビジネスコミュニケーション学専攻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

工学系－ビジネス系のシナジー教育，技術経営（MOT）教育を実施しており，専門関連科目等の開

設により，養成する人材像である｢ビジネスの知識も獲得した実践的技術者」及び「工学的知識も獲

得した実践的職業人」を育成するために適切な教育課程が体系的に編成されている。以上のことから，

教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成されている。また，授

業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものに

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－②－３

（出典：学校要覧，学生便覧）
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

専攻科においては，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に迅速に対応できる

ように，定期的なカリキュラムの見直しをを行うとともに，シラバスを毎年改善し更新している。 

一般科目や専門関連科目により，全専攻で科学技術の動向やビジネスの知識を幅広く習得できるよ

うになっており，他専攻の履修も可能となっている。また，他専攻の授業科目履修制度を設けてシナ

ジー教育を充実させ，さらに「福島県高等教育協議会加盟大学間相互単位互換」や「茨城大学・茨城

工業高等専門学校及び福島工業高等専門学校間における単位互換に関する協定」も整備されている。 

特別セミナーでは，他専攻の教員の指導の下，文献調査等を通して他専門分野に関する知識の修得，

を図っている。また，社会からの要請の高い技術経営（MOT）教育を実施するとともに，さらに平成

17 年度からは，全ての専攻で長期（約１ヶ月間）のインターンシップを実施している。これに加え

て，特別研究では，その研究成果を修了時までに一回以上，学会等で発表することを義務づけており

（資料５－５－②－４），学術の発展に対応した研究指導が行われている（資料５－７－①－５～

６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

他専攻における特別セミナー等のシナジー教育の実施，他専攻の科目の履修，他高等教育機関との

単位互換協定の締結，長期インターンシップの導入実施，学会等での発表の義務づけ等により，学生

の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成に配慮している。 
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資料５－５－②－４ 

（出典：学生便覧） 

JABEE プログラム修了要件 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 

必修科目・選択科目単位数及び講義，演習，実験，実習（インターンシップ）の単位数を，以下に

示す（資料５－６－①－１～２）。講義科目を中心に，これらの科目がバランスよく配当されている。

専攻科課程では，その他次のような特徴ある教育を実施している。 

1)専門科目は基本的に１クラス 10 人程度の少人数教育 

2)工学実験は 1 回 6 時間とし，本質を考えさせる充実した内容の指導 

3)１人の教員に数人の学生が指導を受ける工学セミナー，特別セミナー 

4)一般科目「倫理学」でのグループ討議の模擬体験学習 

5)一般科目「倫理学」，「科学技術史」でのビデオ教材 

6)一般科目「現代英語Ⅱ」での CALL システム使用 

7)ビジネス専攻「経営学特論Ⅱ」での客員教授の講義 

 

 
 

必修・選，講義・演習・実験・実習（インターンシップ）の単位数 

（平成 16～18 年度） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門・専門関連科

目 

分類 

専攻・学年 

必修 選択 講義 演習 実験

 

実習 

(インターンシップ)

1 年 10 34 44 2 8 

2 年 14 18 18 2 12 

2 機械・電気システ

ム 

工学専攻 計 24 52 62 4 20 2 

1 年 10 36 46 2 8 

2 年 14 18 18 2 12 

2 物質・環境システ

ム 

工学専攻 計 24 54 64 4 20 2 

1 年 20 20 40 10 0 

2 年 16 12 16 12 0 

2 ビジネスコミュニ 

ケーション学専攻 

計 36 32 56 22 0 2 

資料５－６－①－１

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告） 
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必修・選択，講義・演習・実験・実習（インターンシップ）の単位数 

（平成 19 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の養成する人材像である「実践的技術プロフェッショナル」及び「実践的ビジネスプロフェ

ッショナル」の育成のために，講義，演習，実験及び実習（インターンシップ）の科目のバランスを

考慮し，少人数教育や模擬体験学習等の特徴ある教育を実施するなど，それぞれの教育内容に応じた

適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（PBL など）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

 

（観点に係る状況） 

専攻科では，創造性を育む教育方法(PBL)を取り入れた科目として，ビジネスコミュニケーション

学専攻の「製品開発論」や全ての専攻に開設されている「特別セミナー」や「特別研究」がある。ま

た，インターンシップも十分に活用されている。 

「製品開発論」の科目では，製品開発を行うためのプロセス設計やマネジメント及び製品戦略等を

学び，製品開発の基礎力や創造力を身につけることを目標としている。一方，「特別セミナー」は，

他専攻教員の指導の下，文献購読や課題レポート提出等を通して他専攻の専門分野に関する専門知識

の習得及び創造的思考力の育成を図るシナジー科目である。また，「特別研究」は，担当教員の指導

の下，それぞれの研究課題に取り組むことにより，学生の深い専門能力の伸展を図り，探索的な学習

専門・専門関連科

目 

分類 

専攻・学年 

必修 選択 講義 演習 実験

 

実習 

(インターンシップ)

1 年 17 30 36 2 9 

2 年 23 18 28 2 11 

2 機械・電気システ

ム 

工学専攻 計 40 48 64 4 20 2 

1 年 17 30 36 2 9 

2 年 23 20 30 2 11 

2 物質・環境システ

ム 

工学専攻 計 40 50 66 4 20 2 

1 年 22 22 34 10 0 

2 年 22 12 22 12 0 

2 ビジネスコミュニ 

ケーション学専攻 

計 44 34 56 22 0 2 

資料５－６－①－２ 

（出典：専攻科資料）
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を通じて問題解決能力，研究・探索能力等を育成することを目指している。本校専攻科では，特別研

究での創造的な研究成果を修了時までに一回以上，学協会等で発表することを義務づけており，これ

までの修了生は全てこのような外部での研究発表を実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

創造性を育む教育方法の科目として「製品開発論」や「特別セミナー」，「特別研究」等の科目

を開設しており，これらの科目では問題提起から課題探求，問題解決までの一連の過程を通して，学

生は創造性，実践性を育むことができる。特に「特別研究」では，幅広い専門分野から自分の研究テ

ーマを選定し，そのテーマに沿った目標設定と研究計画を策定し，それを着実に遂行する研究開発能

力を育成することができる。以上のことから，本校専攻科課程では，創造性を育む教育方法の工夫や

インターンシップの活用が十分に行われている。 

 

 

 

平成 18 年度 専攻科インターンシップ先一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－②－１

（出典：専攻科資料） 

平成１８年度　専攻科１年　インターンシップ先等一覧
専攻 氏名 機関名 テーマ 期間

機械・電気 植木　隆公 （株）東洋システム 充放電試験装置の製造実習 8/7～9/22

機械・電気 遠藤　由弥 （株）クレハエンジニアリング 機械設計業務・計装設計業務の実習 8/21～9/15

機械・電気 国井　一寿 （株）クレハ KPS排水処理実験 8/8～9/4

機械・電気 紺野　聖二 （株）アルプス電気 タブレットシートのドット形状測定 8/30～9/27

機械・電気 佐々木修平 （株）会津オリンパス 内視鏡に用いる蛇管の簡易SO機の試作 8/21～9/20

機械・電気 佐藤　秀和 （株）クリナップ キッチン製品の部材加工等プログラム作成 9/4～9/27

機械・電気 鈴木　敦詩 （有）品川通信計装サービス H8マイコンを用いた回路の設計・製作 8/21～9/27

機械・電気 中村　哲也 （株）アルパイン カーナビ・カーオーディオ製品評価の実習 9/5～9/29

機械・電気 二瓶　修一 （株）品川通信計装サービス 歯型ＣＴスキャン画像処理プログラム作成 8/21～9/27

物質・建設 伊藤健太郎 トモエ化学工業(株) 肥料分析・土壌分析法 8/21～9/15

物質・建設 倉持　祥子 ニッソー樹脂(株) ニッソードライM製品のリサイクル技術開発における基礎
的操作技術研修

9/4～9/27

物質・建設 関　　友則 (株)東コンサルタント 建設コンサルタント業務の研修 8/21～9/15

物質・建設 武田　拡志 国土交通省東北地方整備局小名浜 工事現場見学・事務作業補助業務 8/21～9/8

物質・建設 仲西　　涼 クレハ環境(株) 現場作業、産業廃棄物の仕分け・梱包・処理作業 8/28～9/21

物質・建設 根本奈都子 日東電工(株) 健康・生活関連製品開発 8/21～9/15

物質・建設 早矢仕梨江 (財)いわき市公園緑地観光公社フ
ラワーセンター

植生調査 8/21～9/8

物質・建設 宮原　　亮 (株)APIコーポレーション 医薬品製造技術の習得 8/21～9/8

ビジコミ 上田　満 高周波熱錬㈱いわき工場 製造業における生産管理－製品の品質管理と高周波誘導加
熱による熱処理試験

8/21～9/15

ビジコミ 岡崎奈津美 ㈱ｱｲﾗﾝﾄﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ (沖縄) 長寿の国，沖縄で高齢化社会について考える 8/26～9/22

ビジコミ 小川　拓也 いわき市役所都市建設部 いわき市の都市計画とまちづくり 8/21～9/15

ビジコミ 矢澤絵梨奈 いわき市役所企画調整部 地域交通の活性化 8/21～9/15
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習， 

教育方法や内容，達成目標と評価法の明示など内容が適切に整備され，活用されて

いるか。 

 

（観点に係る状況） 

各授業担当教員が，担当科目の授業概要，到達目標，授業計画，評価方法等を明記したシラバス

を作成している（資料５－６－③－１～２）。授業担当者は，学生の多様なニーズ，学術の発展動

向，社会からの要請等を考慮して，毎年シラバスを見直し更新している。シラバスは印刷物として

各クラスに配布されるほか，データベース化して学校ホームページ上に公開している。学生は，シ

ラバスを活用して，受講科目の予習・復習ができるシステムとなっている。教職員及び学生を対

象に「シラバスの活用等に関するアンケート調査」を実施した（資料５－６－③－３～８）。

その結果から，教職員及び学生のいずれも，概ね有効にシラバスを活用していることが明らか

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－③－１

（出典：平成 19 年度シラバス） 
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（分析結果とその根拠理由） 

全ての科目に対してシラバスが作成され，本校で開発された「シラバス作成支援システム」

を利用してデータベース化し，学校ホームページ上に公開している。シラバスには，科目の授業

概要，到達目標，授業計画，評価方法等が明示され，適切に整備・活用されている。シラバスの

活用等に関するアンケート調査により，教職員や学生の活用状況が概ね良好であることが明ら

かになっている。以上の理由により，教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，内容

が適切に整備され，活用されている。 

 

 

 

資料５－６－③－２

（出典：平成 19 年度シラバス）
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資料５－６－③－３ 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料５－６－③－４ 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料５－６－③－５

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料５－６－③－６ 

（出典：認証評価委員会資料） 
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［質問4］シラバスの利用
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資料５－６－③－７教員のシラバス活用に関するアンケート結果

（出典：認証評価委員会資料） 

［質問5］シラバス活用の頻度
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資料５－６－③－８

専攻科学生のシラバス活用に関するアンケート結果 

（出典：認証評価委員会資料）

［質問5］いつシラバスを活用しているか
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［質問6］シラバス活用の頻度
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観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が

行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

 特別研究では，入学時にガイダンスを行い，各専攻科教員が入学生に対して各自の専門とする研究

テーマとその概要について説明している。学生は、その内容を理解した上で，希望する研究テーマと

指導教員（研究室）を選択するが，基本的に学生が希望する研究テーマや指導教員を選べるように配

慮している。特別研究では，学生１名に対し１～２名の指導教員が研究指導するが，学生数が少ない

ため，きめ細かな研究指導ができる状況となっている。また，実験や実験機器の製作が伴うような研

究テーマについては，技術部の技術系職員による十分な支援が得られる体制となっている。専攻科で

は，各専攻ごと，修了までの２年間に中間発表３回と最終発表１回の計４回の発表会を実施し，その

都度専攻科教員による評価を行っている。また，最終発表会の後，研究成果を広く市民に知ってもら

うため，学校外で市民参加による一般公開の発表会も実施している。 

なお，特別研究の成果は，最終的に「専攻科特別研究論文集」の冊子にまとめて公表するほか，学

生全員に修了時までに一回以上の学会等での発表を義務づけている（資料５－７－①－１～３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科では，学生の入学後に特別研究のガイダンスを行い，各専攻科担当教員の研究テーマやそ

の内容を理解した上で，希望の特別研究テーマや指導教員を選択できるように配慮している。特別研

究では，教員一人あたりの学生数が少数であるため，きめ細かな指導ができており，研究テーマによ

っては技術系職員の支援を得られる体制となっている。専攻科では，修了までの２年間に，学内で計

４回の特別研究の中間及び最終発表会を開催し，その都度評価を行うほか，さらに外部での一般公開

の発表会も開催し，学会等での発表も義務づけている。以上の理由から，専攻科で修学するにふさわ

しい研究指導が行われている。 
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専攻科課程の特別研究テーマ一覧 
 

（平成 17 年度１年生） 

専 攻 学生 指導教員 研究テーマ 

機械･電気 五十嵐雄大 佐東 異種材料の摩擦撹拌接合に関する強度特性評価 

機械･電気 大山 智幸 小泉 新しい暗号系の構築に関する研究 

機械･電気 金井 紀綱 一色 風力発電に関する研究 

機械･電気 佐藤 貴是 永井 伸び・縮みフランジ変形を有する U 形断面品のねじれ解析 

機械･電気 白石 裕昭 一色 β型大容量ピンフィンスターリングエンジンの実験的研究 

機械･電気 鈴木 秀司 永井 
U 曲げのスプリングバック変形に及ぼすパンチ・パッド形状の 

影響 

機械･電気 廣川 綾子 佐東 地域伝統芸のじゃんがらロボットの開発 

機械･電気 渡邉   剛 佐東・松尾 高弾性・高反発型ゴルフクラブの開発 

物質･環境 秋元 俊夫 原田・橋本 市街地における雨水の貯留に関する研究 

物質･環境 五十嵐雅俊 伊藤・内田 色素増感太陽電池の高性能化に関する研究 

物質･環境 浦尻 裕樹 原田 里山の景観保全に関する研究 

物質･環境 佐々木誉幸 伊藤 色素増感太陽電池の高性能化に関する研究 

物質･環境 佐藤 拓郎 原田・橋本 土壌を使った汚水の浄化法に関する研究 

物質･環境 鈴木 大地 伊藤 含ケイ素高分子を前駆体とするセラミックス材料 

物質･環境 鈴木 智美 原田・菊地 浮遊砂流における連行係数の算定に関する一考察 

物質･環境 高橋 寛生 天野・鴨下 有機塩素化合物分解菌の探索 

物質･環境 田中 瑞希 井上・梅澤 
有機２次非線形光学用高性能分子種の合成と電場配向ポリマー

の作成評価 

物質･環境 田村 夏樹 青柳 ヘム異常代謝反応の中間体および新規酵素モデルに関する研究

物質･環境 鶴宮 淳平 伊藤・青木 リグニンの環境低負荷処理法の開発 

ビジネス 荒井 千史 
渡部(順) 

渡部(美) 
税法的視点からの企業会計の考察 

ビジネス 大竹 温子 
渡部(順) 

渡部(美) 
時価評価の有用性 

ビジネス 酒井 大樹 渡部(順) 高専のマネジメント 

ビジネス 塚野加奈子 芥川 旅行の多元的価値を考慮した旅行計画の一考察 

ビジネス 比佐   学 芥川 旅行の多元的価値を考慮したサービスの一考察 

ビジネス 吉田真智子 田代 環境保全を考慮した生産システムに関する研究 

 

 

 

 

資料５－７－①－１

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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（平成 17 年度２年生） 

専 攻 学 生 指導教員 研究テーマ 

機械･電気 會田 祐輔 大槻 縦格子と人工ランダムドット平面の立体視に関する研究 

機械･電気 阿部 軌道 一色・篠木 振動場における境界層の挙動と熱輸送機構に関する研究 

機械･電気 石川 智史 永井 曲げ変形の除荷・再負荷過程におけるヤング率の測定 

機械･電気 佐賀 行弘 濱崎 新しい強誘電・強弾性体の誘電的性質に関する研究 

機械･電気 佐藤 朝範 永井 二段 U 曲げ加工に関する研究 

機械･電気 志賀 弘和 永井 
ヤング率のひずみ依存性を考慮した曲げ変形のスプリング

バック解析 

機械･電気 柴田耕一郎 渡辺（敏） 研削音のドレッシング時期の判定に関する研究 

機械･電気 鈴木 浩史 佐東・松尾 ゴルフロボットを用いたゴルフクリニックの開設 

機械･電気 田中  健 大槻 網戸と自然地面の波状立体錯視に関する研究 

機械･電気 諸我 昌哉 佐東 
SiC 系複合材料の繊維プッシュアウトによる界面剪断滑り 

強度の解析 

物質･環境 大和田祐加 森田 地震時に発生する液状化のメカニズムについて 

物質･環境 木下 康之 緑川・斎藤 中心市街地における歩行者の移動特性に関する研究 

物質･環境 小林祐季子 緑川・斎藤 景観の評価基準に関する研究 

物質･環境 佐々木紹好 伊藤・青木 光触媒による CO2の還元反応 

物質･環境 田中美奈子 橋本・原田 木炭等を用いた簡易汚水処理法の検討 

物質･環境 鳥海 耕司 原田 新川上流高野地区におけるホタルのハビタット創出 

物質･環境 西成田 由 山ノ内･斎藤
まちづくりにおけるユニバーサルデザインの実践に関する

研究 

物質･環境 畠山 洋介 伊藤 ケイ素の特性を活用した新しい物質の創製 

物質･環境 松井田 香 青柳 
新規ペルフルオロアルキル基置換ヘムを有する再構成ヘム

蛋白質の合成と性質 

物質･環境 水野谷尚美 原田・押手
環境物質(金属イオン，ビタミン類，アミノ酸等)の高感度

計測法 

物質･環境 
村山  暢 根岸 

一般化高次理論に基づく平板曲げの精密化有限要素法の開

発 

物質･環境 渡邉 法子 井上 新規芳香族ポリアミド合成と微細多孔材料への応用 

ビジネス 金澤 朋子 森川 ハイパーゲームによる競争戦略の分析 

ビジネス 柴田 俊介 芥川 地域メッシュ統計を利用した地域特性に関する研究 

ビジネス 鈴木香菜恵 渡部(順) 意思決定のための会計情報の分析 

ビジネス 関 めぐみ 芥川 QR コードを利用したトレーサビリティに関する一考察 

ビジネス 吉田 幸生 渡部(順) いわき市における産学官連携活動 

 

 

 

資料５－７－①－２

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書） 

専攻科課程の特別研究テーマ一覧 
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専攻科課程の特別研究における学会等発表実績 

 

専攻 専攻科生 指導教員 発表研究名 発表学会 発表日 

機械・ 

電気 
會田 祐輔 

 

大槻 正伸 

 

大規模スケールのランダムドット平面と

縦格子による立体錯視現象 

第 21 回 

日本認知科学会 

H16 年 

7 月 30 日

機械・ 

電気 

會田 祐輔 

 

 

大槻 正伸 

 

 

ランダムドット平面と縦格子による立体

錯視におけるドットの遮蔽パターン解析

第 21 回 

日本認知科学会 

 

H16 年 

7 月 30 日

 

機械・ 

電気 

會田 祐輔 

 

 

大槻 正伸 

 

 

縦格子とそれに平行なドット平面による

立体錯視現象におけるドット遮蔽と遠近

感に関する基礎研究 

第 22 回 

日本認知科学会 

 

H17 年 

7 月 30 日

 

機械・ 

電気 

阿部 軌道 

 

一色 誠太 

篠木 政利 

短径流露内における往復振動境界層の挙

動 

第８回スターリング

サイクルシンポジウム 

H16 年 

10 月 22 日

機械・ 

電気 
坂本 道人 渡辺 敏夫 

低周波音のマスキング聴覚特性 

に関する研究 

日本機械学会 

東北学生会 

H17 年 

3 月 5 日

機械・ 

電気 

鈴木 浩史 

 

佐東 信司 

松尾 忠利 

ゴルフロボットを用いたゴルフ 

クリニックの解説 

日本機械学会 

東北学生会 

H17 年 

3 月 5 日

機械・ 

電気 
田中  健 

 

大槻 正伸 

 

縦格子と自然地面による波状立体 

錯視現象の測定と解析 

第 22 回 

日本認知科学会 

H17 年 

7 月 30 日

物質・ 

環境 

大和田 祐加 

 
森田 年一 沿岸地域を対象とした地震時挙動解析 

土木学会東北支部 

技術研究発表会 

H17 年 

3 月 11 日

物質・ 

環境 

 

木下 康之 

緑川 猛彦 

斎藤 充弘 

歴史・風土からみた小名浜港のまちづく

り資産について 

第16回いわき地域 

環境科学会発表会 

H17年 

1月29日

物質・ 

環境 

田中 美菜子 原田 正光 

橋本 孝一 

木炭の水処理への適応可能性の 

検討 

土木学会東北支部 

技術研究発表会 

H17年 

3月11日

物質・ 

環境 

 

鳥海 耕司 

 

原田 正光 

新川上流高野地区における蛍の生育環境

調査 

土木学会東北支部 

技術研究発表会 

H17 年 

3月11日

物質・ 

環境 

西成田 由 山ノ内正司 

斎藤 充弘 

まちを探索すると見えてくるユニバーサ

ルデザイン～いわき市本町通りを対象と

して～ 

全国高等専門学校 

デザインコンペティ 

ション2004 

H16年 

9月3日 

  ～5日

物質・ 

環境 

畠山 洋介 伊藤 正義 [Ｓｉ（Ｈ）－Ｃ≡Ｃ]単位を有する含ケ

イ素ポリマーの加水分解 

第7回化学工学 

学生発表会 

H17年 

3月5日 

物質・ 

環境 

松井田 香 青柳 克弘 メソ位にトリフルオロメチル基を有する

新規ポルフィリン，ヘム及び再構成ミオ

グロビンの合成と性質                  

化学系学協会 

東北大会 

H16年9月

 

 

物質・ 

環境 

松井田 香 青柳 克弘 新規メソ位ベルフルオロアルキル基置換

ポルフィリン，ヘムおよび再構成ミオグ

ロビンの合成と性質 

第10回 

高専シンポジウム 

H16年1月

物質・ 

環境 

村山   暢 

 

根岸 嘉和 

 

一般化高次平板理論に基づく有限要素解

析における３次修正の効果 

土木学会東北支部 

技術研究発表会 

H17 年 

 3 月 11 日

物質・ 

環境 
水野谷 尚美 

原田 正光 

押手 茂克 

均一液液抽出におけるペルフルオロオク

タン酸の分離回収 

日本化学会 85 

春季年会 

H17 年 

 3 月 26 日

ビジネス 柴田 俊介 

 

 

芥川 一則 

 

 

地域メッシュ統計を利用した地域分析 

 

日本経営工学学会東

北支部卒業論文･修

士論文発表会 

H17 年 

 2 月 19 日

 

ビジネス 関 めぐみ 

 

 

芥川 一則 

 

 

QR コードを利用したトレーサビリティに

関する一考察 

 

日本経営工学学会東

北支部卒業論文･修

士論文発表会 

H17 年 

 2 月 19 日

 

  

資料５－７－①－３ 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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             （平成 18 年度２年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科課程の特別研究テーマ一覧 
資料５－７－①―４ 

（出典：平成 18 年度専攻科特別研究論文集） 
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専攻科学生の学会発表実績 

資料５－７－①―５ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 18 年度専攻科特別研究論文集） 

(平成 18 年度修了生) 
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資料５－７－①―６ 

専攻学生の学会発表実績 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：平成 18 年度専攻科特別研究論文集）

(平成 18 年度修了生) 
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資料５－７－①―７ 

専攻学生の学会発表実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：平成 18 年度専攻科特別研究論文集） 

(平成 18 年度修了生) 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。またこれらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切

に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

単位認定規定及び修了規定は学内規定で定められ，学生便覧に記載され，学生に周知されている。

成績評価方法はシラバスに記載され，それに基づいて学期の初めに授業担当者がそれぞれ説明を行う

ことで学生に周知されている。 

成績評価は，科目ごとに，定期試験の成績及び平素の成績（小テスト，レポート等）を総合して行

っている。講義科目では，原則 100 分の定期試験を実施し，答案は採点後学生に返却され，学生に採

点結果を確認させる。また，成績評価では，定期試験の割合を 70％以上として，シラバスに記載さ

れた基準で行われる。特別研究においては，中間発表会（３回）及び最終発表会での発表内容を，そ

の指導教員と専攻科教員が評価し，それらの評価結果と最終論文の評価結果を総合して成績評価され

る。 

 講義科目と同様，工学実験などの実験科目でも，レポートは教員が採点し，学生に返却される。そ

の結果から，学生は自分で科目の評価結果を算出し確認できる。講義科目では，期末試験の後に最後

（15 回目）の授業があり，そこで期末試験の答案が返却が，その答案返却時も含めて，学生にはそ

の後の成績評価結果に対して，異議申し立ての機会が与えられている。 

単位認定は，専攻科会議の議を経て校長が認定する。各科目は，成績評価が 60 点以上の場合に単

位が認定される。また，他の高等教育機関等で取得した特別学修による単位も 20 単位を限度として

単位認定される。授業形態がＡまたはＢの科目（Ａ：講義を主とする科目，Ｂ：講義と実技，実習等

をあわせて行う科目）については，学年成績が 60 点未満の科目がある場合は，学生が申請すれば単

位追認試験を 1 回だけ受験できる。この単位追認試験の結果が 60 点以上となった場合，この科目の

最終評価は 60 点に再評価され，単位が追認される。 

修了認定基準は，学内規定で定められている。所定の単位を取得し，学位授与機構の認定試験に合

格した学生に対しては，「学士」の学位が授与され，専攻科会議の議を経て校長が「修了」を認定す

る。 

 成績評価・単位認定規定や修了認定規定の内容が学生にどの程度周知されているかについて，アン

ケート調査を実施した（資料５－８－①－１～２）。その結果によれば，成績評価・単位認定及び修

了認定規定の内容については，ほぼ 100％に近い学生が「よく知っている」または「だいたいよく知

っている」と回答しており，十分周知されていることが確認された。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が学内規定で定められ，学内便覧や授業担当者等を通じ

て学生に周知され，また学生アンケートによってその周知が十分なされていることが確認されている。

これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施され，これまでの修了生全員が

学位授与機構の認定試験に合格して「学士」の学位を授与されている。 
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資料５－８－①―１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料５－８－①―２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科学生の成績評価規則に関するアンケート調査結果 

（出典：認証評価委員会資料） 

［質問8］成績評価規則についての周知
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（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

＜準学士課程＞ 

・平成 18 年度から，全学科２年生を対象に，全教員の指導のもと，専門分野の枠を超えた自由な

発想・創造性を生かした新たな科目として「ミニ研究」を導入し実施している。 

・学外の教育施設等における特別学修の単位認定規定を見直し，各種の資格検定試験の受験を積極

的に奨励するとともに，これらの資格検定試験合格者に対して特別学修単位としての単位認定を

行っている。 

＜専攻科課程＞ 

・準学士課程との関連に考慮したカリキュラムが編成され，教育内容が体系的に組まれている。特

に，専門関連科目に「経営管理論」や「産業技術特論Ⅰ，Ⅱ」等の科目を開設し，工学系－ビジ

ネス系のシナジー効果の下で，技術経営（MOT）教育を実施している。 

・創造性を育む教育方法の科目として「製品開発論」や「特別セミナー」，「特別研究」等の科目

を開設し，問題提起から課題探求，問題解決までの一連の学習過程を通して，創造性，実践性の

育成を図っている。 

・特別研究では，専攻科教員一人当たり１～２名程度の少人数の学生に対し，きめ細かい指導を実

施している。また，特別研究の成果を修了時までに一回以上，学協会等で発表することを義務づ

けており，学術の発展に対応した研究指導が行われている 

 

【改善を要する点】 

  ・今後，特別研究等の充実のため，外部企業との共同研究の強化や COOP 教育の導入を検討実施し

ていく必要がある。 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

本校の学習・教育目標に沿って学科毎に授業科目が適切に配置され且つ学年間の関連を考慮した教

育課程となっており，教育内容の体系性が確保されている。また，各授業科目に対応して，その授業

概要，到達目標，授業計画，評価方法等を記載したシラバスを，本校で開発された「シラバス作成支

援システム」を利用して各教員が作成し，ホームページ上でも公開している。各授業科目は，それぞ

れの到達目標を十分実現できるように，講義，演習，実験・実習等が組み合わされた適切な授業形態

となっている。本校では，平成 18 年度から，全学科２年生を対象に，全教員の指導のもと，専門分

野の枠を超えた自由な発想・創造性を生かした科目として「ミニ研究」を開設し，ポスターセッショ

ン形式の「ミニ研究発表会」を実施するなどの新しい試みも行っている。 

成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が明確に定められ，学生に周知されている。また，

これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施されている。 

教育課程の編成において，１学年～３学年に「特別活動」を実施するとともに，毎朝行われるショ

ートホームルームや各種委員会の企画による集会やイベント，さらに各学科で開催する学科講演会な

どを通じて，人間の素養の涵養と人間力の育成に努めている。また，全教員による各クラブの指導体

制も整っており，「文武両道」の教育方針の下で，多くの学生が積極的にクラブ活動に参加している。 
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＜専攻科課程＞ 

教育課程は準学士課程との連携を考慮して編成されており，授業科目は本校の学習・教育目標に照

らして適切に配置され，体系化されている。講義，実験，実習等の科目がバランスよく配置され，ま

た，「製品開発論」等の講義科目のほか，「インターンシップ」や「特別セミナー」，「特別研究」

等の実施を通じて実践力や課題探求・問題解決能力を養い，創造性を育む（PBL）教育を実践してい

る。 

シラバスも適切に作成され公開されており，講義の内容や進度の確認及び学生の自主的な学習等に，

有効に利用されている。他の高等教育機関（茨城高専，茨城大学，福島県内の他の高等教育機関）と

の単位互換協定も締結され，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応できる

教育システムとなっている。 

「特別研究」の指導は，学生数が教員一人当たり１～２人と少人数なためきめ細かい指導がなされ

ており，学内での発表会のほか一般市民を対象とする公開発表会も実施しており，さらに，学生全員

に修了時までに一回以上の学協会等での発表を義務づけている。 

成績評価・単位認定規定，修了認定規定が策定され，その内容が学生に周知されており，成績評価，

単位認定及び修了認定が適切に実施されている。 

 



福島工業高等専門学校 基準６ 

 219

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，目的に沿って学生が卒業(修了)時に身に付けるべき学力や資質・能力を明確に定め，

それに対応させて授業科目を配置しており，その達成状況の把握については，教務委員会（資料６

－１－①－１）及び専攻科委員会（資料６－１－①－２）において，卒業（修了）時に身に付ける

べき学力や資質・能力ごとに達成要件（準学士過程の卒業要件（資料６－１－①－３）及び専攻科

課程の修了要件（資料６－１－①－４））を定めることにより，その達成状況の把握方法を明確に

し，これに基づいて，学生が卒業(修了)時に身に付けるべき学力や資質・能力，養成する人材像等

について，その達成状況を把握・評価する取組を行っている。 

学生個人の学習・教育目標の達成度評価は，学習・教育目標に対する科目の関与割合（資料６－

１－①－５）を加味した総合評価を基に実施している（資料６－１－①－６）。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）

資料６－１－①－１
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資料６－１－①－２

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料６－１－①－３

一般科目 専門科目

A

化学，国語，人文・社会科学基礎ⅠA，人文・社会
科学基礎ⅠB，保健・体育，人文・社会科学概論
A，人文・社会科学概論B，社会科学調査法，地
理，文学，社会科学特講Ⅰ，体育，人間科学特講
を修得すること

環境工学　を修得すること

B
基礎数学A-1，基礎数学A-2，基礎数学B，物理，化
学，線形代数，微積分１，微積分２，微積分A，微
積分B　を修得すること

機械製図，情報基礎，機械製図Ⅱ，機械工作法
Ⅰ，情報処理基礎，設計製図，応用物理Ⅰ，力学
基礎，機械工作法Ⅱ，情報処理，材料学Ⅰ，材料
力学Ⅰ，機構学，応用数学A，応用数学B，応用物
理Ⅱ，材料学Ⅱ，材料力学Ⅱ，機械力学Ⅰ，メカ
トロニクスⅠ，電気工学Ⅰ，力学演習Ⅰ，力学演
習Ⅱ，熱力学，水力学，メカトロニクスⅡ，流体
力学Ⅰ，設計工学，熱工学，制御工学，生産工学
を修得すること

C
社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ　を修得するこ
と

工業英語，生産工学　を修得すること

D
基礎数学A-1，基礎数学A-2，社会科学調査法，地
理　を修得すること

機械製図，情報基礎，機械製図Ⅱ，情報処理基
礎，設計製図，情報処理，工学実験，工学セミ
ナー，校外実習，卒業研究　を修得すること

E ミニ研究　を修得すること

機械製図，モノづくり基礎，情報基礎，機械製図
Ⅱ，モノづくり実習，機械工作法Ⅰ，情報処理基
礎Ⅱ，設計製図，工作実習，環境工学，機械工作
法Ⅱ，情報処理，工学実験，工学セミナー，卒業
研究，設計工学，制御工学，生産工学　を修得す
ること

F
英語A，英語B，英会話Ⅰ，社会科学調査法，地
理，英語　を修得すること

工学実験，工学セミナー，校外実習，卒業研究，
工業英語　を修得すること

単位修得要件卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

機械工学科 
卒 業 要 件 

一般科目 専門科目

A

化学，国語，人文・社会科学基礎ⅠA，人文・社会
科学基礎ⅠB，保健・体育，人文・社会科学概論
A，人文・社会科学概論B，社会科学調査法，地
理，文学，社会科学特講Ⅰ，体育，人間科学特講
を修得すること

B
基礎数学A-1，基礎数学A-2，基礎数学B，物理，化
学，線形代数，微積分１，微積分２，微積分A，微
積分B　を修得すること

情報基礎，電気工学基礎，電気製図，情報工学基
礎，電気工学基礎，電気回路Ⅰ，情報工学応用，
電気磁気学，電気回路Ⅰ，電子工学Ⅰ，電子回
路，電気電子計測Ⅰ，電気機器Ⅰ，機械工学概
論，応用物理Ⅰ，ディジタル回路，応用数学A，応
用数学B，応用物理Ⅱ，制御工学　を修得すること

C
社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ　を修得するこ
と

工業英語　を修得すること

D
基礎数学A-1，基礎数学A-2，社会科学調査法，地
理　を修得すること

電気電子工学実験，情報基礎，電気工学基礎，電
気工学基礎，電気磁気学，電気電子計測Ⅰ，工学
セミナー，校外実習，卒業研究　を修得すること

E ミニ研究　を修得すること

電気電子工学実験，電気製図，情報工学基礎，情
報工学応用，電気電子計測Ⅰ，ディジタル回路，
工学セミナー，卒業研究，制御工学　を修得する
こと

F
英語A，英語B，英会話Ⅰ，社会科学調査法，地
理，英語　を修得すること

電気電子工学実験，情報基礎，電気工学基礎，電
気工学基礎，電気電子計測Ⅰ，工学セミナー，校
外実習，卒業研究，工業英語　を修得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件

電気工学科 
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物質工学科 

卒 業 要 件 

一般科目 専門科目

A

化学，国語，人文・社会科学基礎ⅠA，人文・社会
科学基礎ⅠB，保健・体育，人文・社会科学概論
A，人文・社会科学概論B，社会科学調査法，地
理，文学，社会科学特講Ⅰ，体育，人間科学特講
を修得すること

環境工学　を修得すること

B
基礎数学A-1，基礎数学A-2，基礎数学B，物理，化
学，線形代数，微積分１，微積分２，微積分A，微
積分B　を修得すること

化学製図，情報基礎，基礎生物学，情報処理，分
析化学，基礎化学演習，応用物理Ⅰ，化学工学
Ⅰ，生化学，物理化学Ⅰ，無機化学，有機化学
Ⅱ，創作実習，材料工学，応用数学A，応用数学
B，応用物理Ⅱ，化学工学Ⅱ，機器分析，物理化学
Ⅱ，無機材料化学，物質合成化学，微生物工学，
生物有機化学，環境工学，高分子化学，物理化学
演習，細胞遺伝子工学，有機材料化学，化学プロ
セス工学，有機材料化学，生物反応工学，機能材
料化学，生物物理化学　を修得すること

C
社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ　を修得するこ
と

化学工学Ⅰ，化学工学Ⅱ　を修得すること

D
基礎数学A-1，基礎数学A-2，社会科学調査法，地
理　を修得すること

情報基礎，情報処理，基礎化学実験，分析化学実
験，物質工学実験，創作実習，校外実習，材料化
学実験Ⅰ，生物工学実験Ⅰ，工学セミナー，材料
化学実験Ⅱ，生物工学実験Ⅱ，卒業研究，化学工
学実験，機器分析実験　を修得すること

E ミニ研究　を修得すること

化学製図，情報処理，基礎化学実験，分析化学実
験，化学工学Ⅰ，物質工学実験，創作実習，化学
工学Ⅱ，材料化学実験Ⅰ，生物工学実験Ⅰ，工学
セミナー，材料化学実験Ⅱ，生物工学実験Ⅱ，卒
業研究，化学工学実験，化学プロセス工学，生物
反応工学，機器分析実験　を修得すること

F
英語A，英語B，英会話Ⅰ，社会科学調査法，地
理，英語　を修得すること

情報基礎，基礎化学実験，分析化学実験，物質工
学実験，校外実習，材料化学実験Ⅰ，生物工学実
験Ⅰ，工学セミナー，材料化学実験Ⅱ，生物工学
実験Ⅱ，卒業研究，化学工学実験，機器分析実験
を修得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件
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建設環境工学科 

 

卒 業 要 件 

一般科目 専門科目

A

化学，国語，人文・社会科学基礎ⅠA，人文・社会
科学基礎ⅠB，保健・体育，人文・社会科学概論
A，人文・社会科学概論B，社会科学調査法，地
理，文学，社会科学特講Ⅰ，体育，人間科学特講
を修得すること

環境科学，環境工学Ⅰ　を修得すること

B
基礎数学A-1，基礎数学A-2，基礎数学B，物理，化
学，線形代数，微積分１，微積分２，微積分A，微
積分B　を修得すること

情報基礎，材料学，工学実験・演習，情報処理，
測量，測量実習，力学基礎，応用物理，構造力
学，土質力学，水理学，コンクリート構造設計演
習，環境科学，応用数学A，応用数学B，構造解析
学，コンクリート構造工学，鋼構造工学，環境工
学Ⅰ，水処理工学，施工法，システム工学，地域
計画，鋼構造工学演習　を修得すること

C
社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ　を修得するこ
と

システム工学　を修得すること

D
基礎数学A-1，基礎数学A-2，社会科学調査法，地
理　を修得すること

工学実験，情報基礎，情報処理，工学基礎実験・
演習，工学基礎実験・演習，工学セミナー，校外
実習，応用光学実験・演習，卒業研究　を修得す
ること

E ミニ研究　を修得すること

工学実験，製図法，工学実験・演習，情報処理，
測量実習，創作実習，工学基礎実験・演習，コン
クリート構造設計演習，工学基礎実験・演習，水
処理工学，工学セミナー，応用工学実験・演習，
卒業研究，鋼構造工学演習　を修得すること

F
英語A，英語B，英会話Ⅰ，社会科学調査法，地
理，英語　を修得すること

情報基礎，工学実験・演習，工学基礎実験・演
習，工学セミナー，校外実習，応用工学実験・演
習，卒業研究　を修得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件
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（出典：教務委員会資料）

コミュニケーション情報学科 

卒 業 要 件 

一般科目 専門科目

A

人文・社会科学基礎ⅠA，人文・社会科学基礎Ⅰ
B，人文・社会科学基礎ⅡA，人文・社会科学基礎
ⅡB，保健・体育，人文・社会科学概論A，人文・
社会科学概論B，近代経済史，社会科学調査法，地
理，文学，法学，経済学，体育，人間科学特講
を修得すること

情報メディア論，心理学入門，人間関係論，情報
メディア演習　を修得すること

B 数学，理科，生物　を修得すること

ビジネス事情Ⅰ，情報基礎，経営情報入門，ビジ
ネス事情Ⅱ，セミナー，情報コミュニケーショ
ン，情報コミュニケーション演習，マクロ・ミク
ロ経済，経営学，卒業研究，企業論，国際経済
を修得すること

C 経済学　を修得すること

ビジネス事情Ⅱ，情報コミュニケーション，情報
コミュニケーション演習，財務会計，マクロ・ミ
クロ経済，経営学，知的所有権，マーケティン
グ，企業論，国際経済，視聴覚情報概論　を修得
すること

D 社会科学調査法，地理　を修得すること

情報基礎，情報基礎演習，コミュニケーション
論，ビジュアル情報演習，情報統計，情報コミュ
ニケーション，情報メディア論，財務会計，ビ
ジュアル情報，心理学入門，人間関係論，知的所
有権，プレゼンテーション，マーケティング，言
語文化，国際経済，情報メディア演習　を修得す
ること

E ミニ研究　を修得すること
ビジュアル情報基礎，経営情報入門，ビジュアル
情報演習，情報コミュニケーション，ビジュアル
情報，視聴覚情報概論　を修得すること

F

英語A，英語B，英会話A-1，英会話A-2，日本語
１，日本語２，英会話B，社会科学調査法，英会
話，英語特論，日本語特論Ⅰ，地理，英語，日本
語特論Ⅱ　を修得すること

情報基礎，コミュニケーション論入門，情報コ
ミュニケーション，コミュニケーション論，パブ
リック・スピーキングⅠ，ビジネス・ライティン
グⅠ，第2外国語Ⅰ，第2外国語Ⅱ，パブリック・
スピーキングⅡ，ビジネス・ライティングⅡ，情
報メディア演習，第2外国語Ⅲ，第2外国語Ⅳ　を
修得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件
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資料６－１－①－４

機械・電気システム工学専攻 

修 了 要 件 

一般科目 専門科目

A 倫理学，科学技術史　を修得すること

B

応用解析学Ⅰ，統計物理学，振動論，機械振動
学，電子物性工学，ロボット工学，機能性材料工
学，電気磁気学概論，制御システム工学，応用解
析学Ⅱ，材料科学，エネルギー変換工学，電子回
路特論，音響工学，塑性加工学，熱流体工学　の
中から9科目以上修得すること

C
機械・電気システム工学セミナー，特別セミナー
を修得すること

D
機械・電気システム工学実験，機械・電気システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

E
機械・電気システム工学実験，機械・電気システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

F
機械・電気システム工学実験，機械・電気システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件

物質・環境システム工学専攻 

一般科目 専門科目

A 倫理学，科学技術史　を修得すること

B

応用解析学Ⅰ，統計物理学，振動論，反応工学特
論，合成化学特論，物質循環工学，材料強度学，
環境地盤工学，計画数理，応用解析学Ⅱ，生体分
子工学，生態工学，生体機能化学，連続体力学，
複合構造工学，高分子材料特論，材料科学　の中
から9科目以上修得すること

C
物質・環境システム工学セミナー，特別セミナー
を修得すること

D
物質・環境システム工学実験，物質・環境システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

E
物質・環境システム工学実験，物質・環境システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

F
物質・環境システム工学実験，物質・環境システ
ム工学セミナー，特別研究，特別セミナー　を修
得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件
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（出典：専攻科委員会資料）

ビジネスコミュニケーション学専攻 

修 了 要 件 

一般科目 専門科目

A 倫理学，科学技術史　を修得すること

B
ビジネスセミナー，特別研究，企業実務実習，
データベース論　を修得すること

C
経営管理論，技術経営論，ベンチャービジネス論
を修得すること

データベース論，経営学特論Ⅰ，特別セミナー
を修得すること

D
データベース論，経営学特論Ⅱ，特別セミナー
を修得すること

E データベース論，特別セミナー　を修得すること

F 経営学特論Ⅱ，特別セミナー　を修得すること

卒業時に身に付
けるべき学力や

資質・能力

単位修得要件
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（出典：平成１８年度シラバス）

資料６－１－①－５
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資料６－１－①－６

（出典：JABEE 自己点検書）
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校においては，学習・教育目標ごとに設定した卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能

力及び養成する人材像等についての達成状況を，学習・教育目標に対する各授業科目の関与割合を加

味して総合的に把握・評価する独自の取組を行っている。したがって，高等専門学校として，その目

的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人

材像等について，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，学生が卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力の項目ごとに設定された達成

要件の達成状況を加味して，卒業（修了）の認定を行っている。準学士過程では教務委員会が「卒業

認定資料（資料６－１－②－１）」を，専攻科過程では専攻科委員会が「修了認定資料（資料６－１

－②－２）」を作成し，それぞれの要件を満たしているかどうかについて確認をした上で，卒業（修

了）認定会議で卒業（修了）の認定を行っている。 

準学士課程における在学者状況（資料６－１－②－３），原級留置者の状況（資料６－１－②－

４），退学者の状況（資料６－１－②－５）を，以下に示す。在学者数はおおよそ 1000 人，進級率

は３，４年生では過去５年間の平均が 92％以上，それ以外の１，２，５年生では，97％以上となっ

ている。 

本校学生の各種資格の取得状況を示す（資料６－１－②－６）。各学科とも実用英語検定，工業英

語検定の合格者数はかなり多く，一定以上のレベルを保っている。また，平成 14 年度からラジオ音

響技能検定，ディジタル技術検定，秘書技能検定合格者の増加が著しい。団体及び個人の表彰を多数

獲得した例を，新聞記事で示す（資料６－１－②－７～８）。 

準学士課程卒業時及び専攻科課程修了時に，卒業研究や特別研究の成果を学生が学会等で発表す

ることを奨励している。それらの学会発表の実績を以下に示す（資料６－１－②－９～10）。これ

らの実績は，それらの研究内容が十分に学会で要求するレベルに達していることを示しており，ま

た，本校で目安としている国家公務員Ⅱ種レベルを満足するものと考えられる。 
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資料６－１－②－１

（出典：卒業認定会議資料）
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（出典：修了認定会議資料）

資料６－１－②－２
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資料６－１－②－３

（出典：教員会議資料）

資料６－１－②－４

原級留置者の割合 

（出典：認証評価小委員会資料）

資料６－１－②－５
退学者の割合 

（出典：認証評価小委員会資料）
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資料６－１－②－６

資格取得状況 

（出典：教務委員会資料）
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資料６－１－②－７

（出典：「いわき民報」新聞記事）
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資料６－１－②－８

（出典：「いわき民報」新聞記事）
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資料６－１－②－９

（出典：認証評価小委員会資料）
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資料６－１－②－10
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，毎年90％以上の学生が上位の学年に進級し，特に５年生は97％以上が卒業要件を満たし

て卒業する状況になっている。また，近年多くの学生が各種資格検定試験にチャレンジし，合格また

は資格取得後に，本校が定める特別学修として単位認定を受けている。この様な学生は年々増えてお

り，本校学生の学力や資質・能力が着実に向上していることを示している。さらに，卒業研究や特別

研究については、その成果を学会等で発表する学生が多くなり，その発表件数の増加とともに発表内

容も年々向上している。以上のことから，各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学

力や資質・能力について，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，特別研究などの内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

［準学士課程］ 

「進路別学習」の時間を授業時間割表に組み込み，学生の就職や進学等の進路に関する支援を組織

的に実施している。大学編入学希望者に対しては，教務委員会による自主編纂の問題集（資料６－１

－③－１）により「英語」，「数学」，「国語」の指導を（資料６－１－③－２），また就職希望者

に対しては，就職試験対策としてエントリーシートの記入や面接の個別指導を実施している。 

進路に関する早期の指導や方針等は，進路対策委員会が統括している。個別の指導は所属の専門学科

で実施し，早期から進路指導をスタートさせている。個々の学生のニーズに応じた指導を実施してお

り，毎年，就職・進学率ほぼ 100%を達成している（資料６－１－③－３）。 

資料６－１－③－１

（出典：進路対策委員会資料） 
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資料６－１－③－２

（出典：進路対策委員会資料） 
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準学士課程の卒業生の進路（就職及び進学）に関しては，就職率（就職者数／希望者数）及び進

学率（進学者数／希望者数）ともに，毎年ほぼ 100％を達成している（資料６－１－③－３）。企業

アンケートの「本校卒業生に対する評価」（資料６－１－⑤－15）でも概ね良好な結果を得ているこ

とから判断して，本校での教育の成果や効果が十分に上がっている。 

【就職に関して】 

平成12年度以降，求人数は年々上昇し，就職率も従来どおり100％を維持している。この様な状況

から，実践的職業人の育成という点において，教育の効果や成果は上がっている。 

 

【進学に関して】 

平成 14 年度までの大学等への進学率は 20～30％台であったが，現在はそれが約 50％に達している。

複数の大学の編入学試験（学力試験）を受験し，複数合格する者も増加している。このことは，学生

の基礎的な学力や資質・能力が向上して，さらに高度な教育に対応できる人材の育成がなされている

結果とも考えられる。過去５年間の準学士課程卒業生の就職及び進学状況を，以下に示す（資料６－

１－③－４～５）。 

 

 

資料６－１－③－３ 

H14 H15 H16 H17 H18
卒業者数(人) 183 178 192 187 196
就職者数(人) 106 95 97 88 102
進学者数(人) 68 81 95 99 94
その他(人) 9 2 0 0 0

求人数(人) 800 942 1159 1223 1830
求人倍率(%) 7.5 9.9 11.9 13.9 17.9
就職者数(人) 106 95 97 85 98
就職率(%) 100 100 100 96 96

大学編入学者数(人) 57 61 55 70 53
高専専攻科入学者数(人 3 13 30 22 30
専門学校入学者数(人) 4 4 10 2 8
進学者数(人) 64 78 95 94 91
未定者(人) 4 3 0 5 3
進学率（対希望者）(%) 84 96 100 95 97
進学率（対卒業者）(%) 35 44 49 50 46

準学士課程の就職・進学状況 

（出典：進路対策委員会資料） 
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資料６－１－③－４

H14 H15 H16 H17 H18
183 178 192 187 196
60 74 85 92 83
106 95 97 85 102
8 11 6 8 9

食品・たばこ 0 0 5 4 2
繊維製品 1 0 0 1 1
出版印刷等 0 0 0 1 2
化学工業 9 9 11 14 13
石油・石炭製品 1 2 0 4 0
鉄鋼業 0 0 0 1 2
非鉄金属製品 0 0 4 1 0
一般機械器具 6 3 5 2 0
電気機械器具 7 3 5 12 13
輸送機械器具 4 2 3 3 4
精密機械器具 3 4 6 1 4
その他 17 22 10 1 2
小計 48 45 49 45 43

0 5 2 5 9
運輸 2 2 2 1 3
通信 0 0 1 0 1

0 0 0 0 1
0 0 0 1 1
1 1 0 2 1
0 0 0 0 0

情報 17 13 0 0 0
その他 15 12 29 14 21
国家事務 5 1 2 3 3
地方事務 10 5 6 3 4

0 0 0 1 2
0 0 0 0 0
17 9 10 10 11

小売業
金融・保険業
商社

卒業者数
進学者数
就職者数
建設業

公団
自営業
その他

製造業

運輸通信業

サービス業

公務

電気・ガス・水道

卸売業

準学士課程卒業生の進路状況 

（出典：進路対策委員会資料）
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資料６－１－③－５

H14 H15 H16 H17 H18
福島高専専攻科 13 24 21 29
仙台電波高専専攻科 1
東京高専専攻科 1
木更津高専専攻科 1
長野高専専攻科 1
大阪府立高専専攻科 1
北海道大学 1 2
室蘭工業大学 1
弘前大学 1 1
岩手大学 3 2 1 3 1
東北大学 3 6 7 7 4
秋田大学 1
山形大学 3 1
福島大学 1 2
茨城大学 6 6 8 10 7
筑波大学 1 1 2 1
宇都宮大学 4 3 3 8 2
群馬大学 1 1 1
埼玉大学 1 3 2 3 2
長岡技術科学大学 19 14 5 6 8
千葉大学 3 1 1 4 2
東京大学 1
東京工業大学 2 1 1
東京農工大学 1 4 4 5
東京海洋大学 1
電気通信大学 1 1 1 3
新潟大学 3 2 2 1
富山大学
信州大学 1 1 1
山梨大学 2 2 1
静岡大学 1 2
金沢大学 1
豊橋技術科学大学 3 8 6 7 3
名古屋大学
京都大学 1
神戸大学 1 3 4 1 1
三重大学 2
岡山大学 1
愛媛大学 1
九州大学 1
九州工業大学
琉球大学 1
前橋工科大学 1 1 2
愛知県立大学 1
長岡造形大学 1
桜美林大学 1
津田塾大学 1
東京工科大学
東京理科大学 1
多摩美術大学
立教大学 1
上智大学 2 1 1
拓殖大学
東海大学 1
立命館大学 1
同志社大学 1
創価大学 1
大阪電気通信大学 1
工学院大学 1
いわき短期大学 1
ディジタルハリウッド大学 1
合計 60 74 85 92 83

専
攻
科

国
立
大
学

私
立
大
学

準学士課程卒業生の進学状況 

（出典：進路対策委員会資料）
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［専攻科課程］ 

 本校専攻科第１回及び第２回修了生の進路状況を，以下に示す（資料６－１－③－６～７）。平成

18 年度の第 2 回修了生についての進学者及び就職者の割合は，それぞれ 17％及び 78％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－③－６ 

（出典：平成 17 年度修了証書授与式次第） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，進路対策委員会を中心に，学生の就職及び進学等の進路指導を実施し，就職及び進学希

望者に関して毎年ほぼ 100％の就職及び進学率を達成している。準学士課程の卒業生及び専攻科課程

の修了生ともに，そのほとんどが専門分野が関連する業種や企業への就職，また大学や大学院への進

学である（資料６－１－③－４～５）。企業アンケートでも，「本校卒業生に対する評価」で概ね良

好な結果を得ている（資料６－１－⑤－15）。以上のことから，教育の目的において意図している養

成しようとする人材像等について，就職や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果

から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

 

（出典：平成 18 年度修了証書授与式次第）

資料６－１－③－７
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，個々の学生が自分の学習達成度を確認してその後の学習に反映させることができるよう，

以下のような方策を具体的に実施している。 

① ＦＤ委員会による授業アンケート調査の実施 

学生の授業科目に対する理解度は，ＦＤ委員会が毎年実施する授業評価に関するアンケートの中の

質問項目として把握し，その都度教育の成果や効果を検証してきた（資料６－１－④－１）。この質

問事項に関する学生の自己評価点の平均値は，平成 14，15，16 年度に行ったアンケート調査の結果

では 100 点満点中 60 点以上を示しており（資料６－１－④－２），学生の授業内容に対する理解度

は概ね良好であると評価できる。この結果は，年度当初に教員会議で報告され，各教員には個人結果

及び全教員の評価スコア分布が配布され（資料６－１－④－３），また，アンケート結果の抜粋が各

クラスの教室に掲示され，学生に公表されている。このような授業アンケートは，平成 17 年度以降

もＦＤ委員会により全学的に毎年実施されており，その結果が公表されている。学生はこれらのアン

ケート結果を基に，クラスの平均的な達成度と自分の達成度とを比較・点検することができる。 
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資料６－１－④－１

（出典：FD 委員会資料） 
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資料６－１－④－２

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書） 
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（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

資料６－１－④－３
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②FD 委員会による学習・教育目標の達成度評価 

 平成 17 年度からは，JABEE 委員会と FD 委員会により「学生自身による学習・教育目標の達成度評

価」を実施している（資料６－１－④－４）。この評価システムは，(a)学生自身による授業科目の

理解度調査，(b)学習・教育目標の細目の達成度評価，(c)学習・教育目標の総合的な達成度評価の大

きく 3 つから構成されている（資料６－１－④－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【(a)学生自身による授業科目の理解度調査】 

本校の学習・教育目標は A～F の 6 項目に分かれており，さらに項目毎に 4～6 の細目が設けられて

いる。この細目にはあらかじめ具体的な授業科目群が設定してあるため，学生はその授業科目群の理

解度を参考に細目の達成度を評価できる。各授業科目の理解度評価は，シラバスの内容を四半期に区

切った内容（定期試験ごと）について，学生自身の理解度を 10 段階で自己評価するものである（資

料６－１－④－６）。 

 

資料６－１－④－４

（出典：教員会議資料）
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【(b)学習・教育目標の細目の達成度評価】 

学習・教育目標の細目には，数個の授業科目が割り当てられている。各授業科目については，四半

期毎に自己採点した授業科目の理解度調査の総合評価が実施済のため，それを参考に細目の達成度評

価ができる（資料６－１－④－７）。これは学年末の全ての授業評価が終了したところで実施してい

る。 

【(c)学習・教育目標の総合的な達成度評価】 

上記(a)，(b)の評価完了後，細目の達成度をもとに学習・教育目標を評価する。その結果は学習等

達成度記録簿（資料６－１－④－８）に記入され，入学時から卒業時までの学習・教育目標の達成度

の推移を点検できる。学習等達成度記録簿は，5 年間（あるいは 7 年間）の長い学校生活で見失いが

ちな学習や生活の目標を定期的に点検するものである。 

以上の自己点検を，ＦＤ委員会が主体となって毎年全学生対象に実施することにより，学習・教育

目標に対する学生自身の達成度を継続的に点検させ，学習に反映できるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学　哲学　心理学　法学
倫理学

地域文化論

倫理学　環境解析評価論　科学技術史
文学　ドイツ語　哲学　地域文化論　法学
倫理学　科学技術史

地域文化論

倫理学　科学技術史　環境解析評価論
哲学　法学
倫理学　科学技術史

細目群
学習・教育

目標

A-4

A

A-1

A-2

A-3

科目群

A-5

学習・教育目標とその細目群および科目群の例 

授業科目の
理解度評価

細目の
達成度評価

教育目標の総合
的な達成度評価

科目群 細目群 目標群

達成度評価の概念図

資料６－１－④－５

 

（出典：JABEE 委員会資料） 
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資料６－１－④－６

 

（出典：FD 委員会資料）



福島工業高等専門学校 基準６ 

 253

資料６－１－④－７

（出典：FD 委員会資料）
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（観点に係る状況） 

［専攻科課程］ 

資料６－１－④－８

（出典：FD 委員会資料） 
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専攻科課程でも，学生自身による達成度評価を準学士課程と同様に 3 つの段階に分けて行っている

（資料６－１－④－９～11）。これにより，教員が学生の授業科目に対する理解度の状況を把握する

だけではなく，それと連動して学習・教育目標に対する学生自身の達成度を学生に継続的に点検させ，

学生の自習的学習に反映させることができる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，準学士課程と専攻科課程のいずれについても，FD 委員会による授業アンケート調査及

び学習・教育目標の達成度評価を実施し，毎年学生の意見を聴取している。これらの結果によれば，

学生自身の学習・教育目標に対する達成度は概ね良好である。以上の理由から，学生が行う学習達

成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 
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資料６－１－④－９

（出典：FD 委員会資料） 
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福島高専の学習・教育目標の達成度評価票 

 

 

資料６－１－④－10 

（出典：平成 12 年度～17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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学習等達成度記録簿（一部のみ掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－④－11 

（出典：FD 委員会資料）
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に

付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取り組みを実施してい

るか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校が行った学外関係者からの意見聴取の取り組みとしては，本校の教育理念，学習・教育目標，

教育内容に関する評価のために，平成 16 年度に JABEE 委員会が卒業生及び企業対象に実施したアン

ケート調査があげられる。その結果によれば，回答した多くの卒業生から，「本校で受けた教育が社

会に出てから役に立っている」との回答が得られ，本校での教育の成果や効果が上がっていることが

確認された（資料６－１－⑤－１～３）。これらの調査と分析の結果は，その後教員会議に報告され，

全教員に対して資料配布も行われた。 

資料６－１－⑤－１

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

資料６－１－⑤－２

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

資料６－１－⑤－３
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 上記のアンケート調査以外の学外関係者からの意見聴取の取り組みとしては，春季と秋季の年２回

開催している学級担任と保護者との学級懇談会（資料６－１－⑤－４）及び平成17年度から実施して

いる保護者等を対象とした公開授業（資料６－１－⑤－５）がある。これらの保護者からの意見聴取

の結果も，その後の教員会議で報告され，資料配布により教員への周知が図られている。 

さらに，平成 19 年４月～５月には認証評価小委員会が主体となり，卒業生及び企業等学外者対象

のアンケート調査を実施した。その結果も教員への周知がなされている（資料６－１－⑤－６～15）。 

資料６－１－⑤－４

（出典：教員会議資料）
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資料６－１－⑤－５

（出典：教員会議資料）
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資料６－１－⑤－６ 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料６－１－⑤－７ 

(出典：認証評価委員会資料) 

資料６－１－⑤－７ 
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資料６－１－⑤－８ 

(出典：認証評価委員会資料) 
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資料６－１－⑤－９ 

(出典：認証評価委員会資料） 
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資料６－１－⑤－１０ 

(出典：認証評価委員会資料) 
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資料６－１－⑤－11 

(出典：認証評価委員会資料) 
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資料６－１－⑤－12 

(出典：認証評価委員会資料) 
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卒業生に対するアンケート結果（１） 資料６－１－⑤－13

（出典：認証評価委員会資料）

［質問2］年齢層

100%

0%0%0%0%0%0%0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳～

［ 質 問 1 ］ 卒 業 （ 修 了 ） 学 科 （ 専 攻 ）

7

1 0

7

1 3

8 8

9

1

0

2

4

6

8

1 0

1 2

1 4

機械
工学

科

電気
工学
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工学

科（
旧工

業化
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）
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工学
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旧土
木工

学科
）

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン情
報学

科

機械
・電
気シ

ステ
ム工

学専
攻

物質
・環
境シス

テム
工学

専攻

ビジ
ネス

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン学
専攻

人数
（人

）

［質問11］教育内容の満足度

11%

66%

19%

2%

2%

十分に満足できる

ある程度満足できる

少し不満である

全く不満である

その他
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卒業生に対するアンケート結果（２） 
資料６－１－⑤－14

（出典：認証評価委員会資料） 

［質問9］カリキュラムのレベル

14

6

6

7
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27

23

17

26

32

18

19

10

19

11

8

6

5

6

9

5

4

0

1
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2

4
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1
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学
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教
養
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会
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情
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連

科
目
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分
野
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験
・実

習

卒
業

研
究

（特
別

研
究

）

十分に満足できる

ある程度満足できる

少し不満である

全く不満である

無回答

［質問10］身についた程度

4

3

7

12

3

7

5

7

8

7

13

1

13

29

32

30

33

19

28

28

22

30

22

22

13

24

15

14

9

5

21

12

15

20

8

17

13

26

10

2

0

5

1

7

2

4

2

5

4

4
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3

4

2
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3

4

1
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1

3

1
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2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般教養

基礎学力

科学技術の基礎的素養

専門分野に関する知識　

システムデザイン能力

問題解決能力

課題探求能力

コミュニケーション能力　

技術者倫理

自己表現力

コンピュータ利用技術

外国語（英語）能力

プレゼンテーション能力

十分に身についた

ある程度身についた

あまり身についてい
ない

全く身についていな
い

無回答
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企業等学外者に対するアンケート結果 資料６－１－⑤－15 

（出典：認証評価委員会資料） 

［質問2］採用学科（準学士課程）

26%

24%
21%

14%

9%

6%
機械工学科

電気工学科

物質工学科（旧工業化学
科）

建設環境工学科（旧土木
工学科）

コミュニケーション情報学
科

無回答

［質問2］採用学科（専攻科課程）

36%

46%

18%

機械・電気システム工学専
攻

物質・環境システム工学専
攻

ビジネスコミュニケーション
学専攻

［質問10］本校卒業生に対する評価

26%

66%

8% 0%

十分に満足できる

ある程度満足できる

少し不満である

全く不満である

［ 質 問 7 ］ 卒 業 生 の 能 力 評 価

1 3

1 5

6

1 0

2

7

7

9

4

7

6

0

3

2 4

2 5

3 2

2 7

3 0

3 1

2 9

2 7

3 2

2 8

3 0

2 5
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4

1

2

3

6

3

4

4
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5
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1 1
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0

0

0
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1
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3
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0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %
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シ ス テ ム デ ザ イ ン 能 力

問 題 解 決 能 力

課 題 探 求 能 力

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 　

技 術 者 倫 理

自 己 表 現 力

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 技 術

外 国 語 （ 英 語 ） 能 力

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力

十 分 に 満 足 で き る

あ る 程 度 満 足 で き る

少 し 不 満 で あ る

全 く 不 満 で あ る



福島工業高等専門学校 基準６ 

 273

（分析結果とその根拠理由） 

卒業（修了）生及び企業等学外関係者対象のアンケート調査を実施し，卒業（修了）生の学習及び

研究の内容，学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取り組みを行っている。その結果によれば，

多くの卒業（修了）生から「本校で受けた教育に満足している。また，社会に出てから役に立ってい

る。」との回答があり，一方，企業等学外関係者の多くから，「本校の卒業（修了）生に対する評価

として，満足している。」との回答を得ている。以上のことから，卒業（修了）生や進路先などの関

係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの

取り組みを実際に行っており，また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

・準学士課程及び専攻科課程の卒業（修了）生については，毎年ほぼ 100％の学生が進学，就職を

達成している。 

・準学士課程及び専攻科課程で，学生が自ら理解度評価や達成度評価を実施し，さらに達成度記録

簿による成果等の把握を３段階で実施している。 

・専攻科課程の「特別研究」の実施に当たっては，全ての学生が修了時までに一回以上の学会等で

の発表を行っている。 

 

【改善を要する点】 

 該当なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 本校では，学習・教育目標ごとに設定した卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力及び

養成する人材像等についての達成状況を，学習・教育目標に対する各授業科目の関与割合を加味して

総合的に把握・評価する独自の取組を行っている。準学士課程においては，毎年90％以上の学生が上

位の学年に進級し，特に５年生は97％以上が卒業要件を満たして卒業する状況になっている。また，

近年多くの学生が各種資格検定試験にチャレンジし，合格または資格取得後に，本校が定める特別学

修として単位認定を受けている。さらに，卒業研究や特別研究については、その成果を学会等で発表

する学生が多くなり，その発表件数の増加とともに発表内容も年々向上している。 

本校では，準学士課程と専攻科課程のいずれについても，FD 委員会による授業アンケート調査及

び学習・教育目標の達成度評価を実施し，毎年学生の意見を聴取している。これらの結果によれば，

学生自身の学習・教育目標に対する達成度は概ね良好である。 

卒業（修了）生及び企業等学外関係者対象のアンケート調査を実施し，卒業（修了）生の学習及び

研究の内容，学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取り組みを行っている。その結果によれば，

多くの卒業（修了）生から「本校で受けた教育に満足している。また，社会に出てから役に立ってい

る。」，一方，企業等学外関係者の多くから「本校の卒業（修了）生に満足している。」との回答を

得ており，それらの結果から本校における教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
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基準７ 学生支援等 

（1）観点ごとの分析  

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。 

また，学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，

機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

各科目の授業概要，到達目標，授業計画及び評価方法等を明示したシラバスの冊子を全クラスに配

布し，個々の学生が授業の中でいつ何を学ぶのかが分かるようにしている（資料７－１－①－1）。 

シラバスについては，さらに学校のホームページにも掲載して，学生が自宅からいつでも内容を確認

できるようにしている（資料７－１－①－２）。また，教員は各科目の最初の授業の時に，必ず授業

概要や到達目標，授業計画及び評価方法等を学生に説明している。 

本校では，全教員がオフィスアワーを設定し，学生の勉強に関する疑問や質問，その他の相談を受

け付け，学生の学習面及び生活面での支援を行っている（資料７－１－①－３)。 

準学士課程においては，入学時のガイダンス・オリエンテーションや，３年次初めの個別面談など

を，学級担任が中心となり行っている（資料７－１－①－４）。学級担任は，１年次から２年次までは

一般教科の教員が，３年次から５年次までは専門教科の教員が担当し，学生に対してきめ細かな指導

を行っている。なお各学科においては，ガイダンスに関して特徴ある取り組みがなされている（資料

７－１－①－５）。 

一方，専攻科では，年度初めに入学した１年生に対して，各専攻の特徴，講義科目，工学実験，特

別セミナー，特別研究等についての詳細なガイダンスを行っている。専攻科の学生は，１年次から研

究室に配属され，各指導教員から直接指導を受けながら，特別研究を実施している。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

毎年度シラバスが作成され，その冊子が全クラスに配布されるとともに，学校のホームページに公

開されている。各教員は，シラバスに基づき，各科目の授業開始時に学生に授業概要，到達目標，授

業計画，評価方法等を説明している。準学士課程及び専攻科課程においては，それぞれ入学時に入学

ガイダンスを実施し，その後，各学科においてもそれぞれ特色のあるガイダンスを行っている。 

教員全員がそれぞれオフィスアワーを設定し，希望の学生に学習指導を実施している。また，各ク

ラスには学級担任が配置され，学生一人一人に対して学習面や生活面に関して細やかな指導・助言を

行っている。以上のように，学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されている。

また，学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 
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資料７－１－①－１ 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校シラバス） 
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資料７－１－①－２ 

 

 

 
（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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資料７－１－①－３ 

 

（出典：教務委員会資料



福島工業高等専門学校 基準 7 

278 

資料７－１－①－４ 

 

（出典：教員会議資料）
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資料７－１－①－５ 
  

ガイダンスに関する各学科ごとの特徴ある取り組み 

学 科 各学科の特徴ある取り組み 

機械工学科 

研究室配属に関するガイダンス(4 年生)，工学実験ガイダンス(4,5 年生)などを実施している。

特に研究室配属ガイダンスでは，1～3 年次の成績に応じて，希望する研究室を選択できるよう

なシステムにし，機械系学科目の学習意欲向上に役立てる工夫をしている。 

電気工学科 

講義で行う内容の復習あるいは予習を実験でできるようにしている。実験の班編成は，学年末の

成績を考慮してほぼ成績順にしており，成績の向上が必要な学生の班においては，補習的な役割

を果たしている。実験前には予備レポートの提出を設け，実験後にはレポートの仮提出を設け，

技術が身に付くように工夫している。 

物質工学科 

新入生ガイダンス（特活の時間），本学科出身の教員の講話（1,2年生），選択科目等の履修ガイ

ダンス（3 年以上），コース選択に関するガイダンス（3 年生），研究室配属に関するガイダンス

（4年生）を実施している。それぞれの学年で複数の教員からなる学習・生活・進路指導を行う

グループを構成し，担任だけではなく複数の教員が連携してその学年の学習などの相談・助言を

行う体制をとっている。 

建設環境 

工学科 

1年生の建設環境工学基礎（前期1単位）において土木・環境工学の内容の紹介・解説等の専門

導入教育を実施している。同科目の序盤の数回は学科教員（授業担当者除く）が1時間ずつ各自

の専門の分野と科目に関わるガイダンスを行っている。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

情報学科 

進路に応じて系統だった選択科目の履修を実現するために，学年全体のガイダンスを前年度末に

実施している。 

 

（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 

 

 

観点７−１−②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及

び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備さ

れ，効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

自学自習システムをLL教室に導入し，授業で活用するとともに，放課後は19時まで学生に開放して

いる（資料７－１－②－１）。自主学習の場として図書館が設置されている。開館時間は8時30分から

20時15分，土曜日は9時から16時までである。閲覧室には50名の座席，蔵書検索用のコンピュータ，コ

ピー機，検索用コンピュータを３台設置している。また，各教員から学生の学習用にと推薦された図

書を図書館運営委員会で検討し購入している。その他必要図書に対する学生からの要望は，図書館の

閲覧室内に設けられたリクエストボックスを通して集めている。 

図書の購入に当たっては，科学技術系の分野だけでなく，他の分野も含めた出来るだけ広い分野の

情報を提供できるように心掛けている。また，各種資格検定試験の参考書なども購入・設置し，資格

取得に必要な情報を学生に提供している。各年度ごとの図書館の利用者数と貸出冊数，土曜開館の入

館者数と貸出冊数，及び入館者数と貸出冊数の一日平均を，以下に示す（資料７－１－②－２～３）。 

情報処理教育センター内には情報基礎演習室があり，放課後（17時15分から19時15分まで）や土曜

日（9時から16時まで）も開放して，学生の自学自習の場として利用されている。また，電気工学科棟
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及びコミュニケーション情報工学科棟に設置された２つの情報応用演習室も，授業時以外は開放して

学生の便宜を図っている（資料７－１－②－４～５)。学生の自主学習の場として，各教員の研究室前

にコモンスペースを確保し提供している。コモンスペースも，放課後等の時間に多くの学生に利用さ

れている。校内には，福利厚生施設として，食堂，売店，保健室などが入った「磐陽会館」があるが，

休憩時間等の学生の憩いの場所となっている。また，寮に隣接して合宿センターも設けられており，

クラブ活動の合宿等に利用されている。その利用状況を以下に示す（資料７－１－②－６）。 

 

資料７－１－②－１ 

 

    平成 16年度LL教室授業時間外利用者数    （人） 

月 1年 2年 3年 4年 5年 専攻科 不明 合計 

4 0 0 2 2 0 0 0 4 

5 0 0 23 2 19 0 2 46 

6 0 1 74 29 28 0 0 132 

7 0 2 60 79 20 2 2 165 

8 0 0 0 0 0 0 0 0 

9 1 3 113 13 3 0 0 133 

10 2 19 43 7 1 26 0 98 

11 0 11 31 18 1 20 1 82 

12 0 0 28 6 0 3 0 37 

1 0 17 25 5 1 3 0 51 

2 0 0 29 12 0 32 0 73 

3 0 0 0 0 0 0   0 0 

合計 3 53 428 173 73 86 5 821 

 

（出典：英語科資料） 
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資料７－１－②－２ 

図書館利用者数と貸出冊数 

年度 入館者数（人） 夜間入館者数（冊） 貸出冊数（冊） 夜間貸出冊数（冊） 

H12 54,038 4,622 6,865 1,598 

H13 61,171 3,672 7,138 1,508 

H14 55,870 2,750 8,322 1,791 

H15 46,240 2,480 9,023 1,727 

H16 49,841 2,454 8,737 1,984 

   ※夜間開館時間は 17:15～20:15 

 

土曜開館の入館者数と貸出冊数 

年度 土曜入館者数（人） 土曜貸出冊数（冊）

H12 2,650 423 

H13 1,904 340 

H14 1,865 515 

H15 1,577 596 

 

H16 1,130 678 

 

 ※土曜開館時間は 9:00～16:00  

 

入館者数と貸出冊数の一日平均 

 年度 開館日数（日） 一日平均入館者数（人） 貸出冊数１日平均（冊） 

 H12 242 223 28.4 

 H13 240 255 29.7 

 H14 237 236 35.1 

H15 252 183 35.8 
 

H16 252 198 34.7 

 

 

（出典：図書館資料） 
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資料７－１－②－３ 

図書館利用者数と貸出冊数 
（出典：図書館資料） 

 

 

資料７－１－②－４ 

情報センター情報基礎演習室の火曜，木曜使用状況 

 

 

（出典：情報処理教育センター資料） 
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資料７－１－②－５ 

情報センター情報基礎演習室の土曜日使用状況 

（出典：情報処理教育センター資料） 

 

 

資料７－１－②－６ 
 
 

        合宿センター利用状況       （人） 

年度 文化部 体育部 研究部 卒業研究・その他 合計 

H13 5 62 6 12 85 

H14 10 106 9 24 149 

H15 2 24 0 2 28 

H16 4 19 0 1 24 

H17 8 65 4 12 89 

 

（出典：学生支援係資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

厚生施設，コミュニケーションスペースとして，磐陽会館，合宿センターが設置されている。また，

自主的学習を支援するため，LL教室，図書館，情報処理教育センター演習室，コモンスペース等が設

けられており，授業時以外も開放され，学生の自主的学習に有効に活用されている。以上のことから，

自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備さ

れ，効果的に利用されている。 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国

留学等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程においては，３年次の初めに担任が個人面談を実施し，またその後もホームルームや特

別活動等を通じて，学習支援に関する学生のニーズの把握に努めている。４年次においては，進路に

対する希望調査と状況把握を主とした個人面談を実施する中で，学習支援のニーズを把握している。

各種資格取得のための支援については，学科毎に学生ニーズの把握に関して，特徴ある取り組みを行

っている（資料７－１－③－１）。 

専攻科では，特別研究の指導教員が，1年次から研究室配属の学生と緊密にコミュニケーションを

取り，学生ニーズの適切な把握に努めている。 

外国留学等に関しては，国際交流委員会が，国際交流推進計画の一環として外国に留学を希望する

日本人学生の相談窓口となり，活動している。 

この他，学級委員長との懇談会を毎年6月に開催し，学生支援に関する学生のニーズの把握を行い，

その後の学習環境の改善に役立てている（資料７－１－③－２）。 

 

資料７－１－③－１ 
 

学生のニーズの把握に関する各学科毎の特徴ある取り組み 
 

学科 特徴ある取り組み 

機械工学科 
各種資格試験や検定試験については，「各種の資格・検定試験案内」にもとづき学

級担任を中心とした教員が個別に相談・指導している。 

電気工学科 

資格試験取得を積極的に奨励しており，資格担当教員を配置して，学生の相談や指

導に当たっている。受験した学生に勉強時間や使用した問題集，勉強方法，今後受

けたい資格や学科に望むことなどの項目を設けたアンケートに答えてもらってい

る。そのアンケート結果を反映させ，実験テーマの見直しや補習の実施などを行な

っている。 

物質工学科 

各種の資格・検定試験案内を学生に配布し，社会における実力評価および将来にお

ける価値について説明を行い，資格の取得を勧めている。 

特に，公害防止管理者（大気，水質），環境計量士（濃度関係），Ｘ線取扱者資格，

放射線取扱者の受験を推奨している。 

建設環境 

工学科 

学生及び保護者より希望の多かった，編入学の実績と成績の関係について資料を作

成し，配布している。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情

報学科 

学生の進路希望に応じた各種検定試験の奨励をおこなっている。各種の資格試験の

受験を各担当の教員を通じて各学年で奨励している。学科の教員が公務員，編入試

験希望者に対する課外授業を春，夏の長期休業中に実施し，学生の学習支援を行っ

ている。 

 

（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 
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資料７－１－③－２ 

 

（出典：教務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学級担任，各学科教員，専攻科特別研究指導教員，国際交流委員等が中心になり，学習支援や外国

留学等に関するの学生のニーズの把握に努めている。また，毎年定期的に開催される学級委員長との

懇談会での学生の要望事項や提案等については関係委員会等で検討の上，その後の改善に役立ててい

る。以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されている。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

学生のTOEIC受験に対応するために学内にTOEIC委員会が設置され，全学生対象のIPテストを団体受

験により毎年計画的に実施している（資料７－１－④－１）。学生のTOEIC受験のために，LL教室に学

習支援ソフトを導入し，授業で活用するとともに，放課後は19時まで学生に開放している。平成16年

度からは，学生の学習意欲の喚起を図るため，TOEICテストのスコア上位者の表彰を行っている。 

 

資料７－１－④－１ 

 

 

 

（出典：TOEIC委員会資料） 
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外国に留学を希望する日本人学生のために，国際交流委員会が中心となり，相談窓口を設けて

いる。また，学生の各種資格検定試験と資格取得の奨励のため，各学科や専攻では，受検を奨励

する各種資格検定名を学生に提示し，その取得支援に関して特徴ある取り組みを行っている（（資

料７－１－④－２）。準学士課程では，学校が指定する資格検定試験に合格した場合に「特別学

修」として単位認定を行っている。教務委員会では，そのための資格・検定試験の一覧表を作成

し，学生便覧に掲載している（資料７－１－④－３）。このような学校全体としての取り組みの

成果が，各種資格検定試験での学生の合格者数及び資格取得者の増加となって現れ，また一部の

資格検定試験では，本校学生が成績優秀により「文部科学大臣奨励賞」を受賞するなどのケース

も出てきている（資料７－１－④－４～６）。  

 

資料７－１－④－２ 

 

資格試験や検定試験のための支援体制に関する各学科・専攻科毎の特徴ある取り組み  
学科 特徴ある取り組み 

機械工学科 

本校単位に認定される各種資格試験・検定試験の受験を積極的に促し，現行の卒

業要件である 171 単位の「保険」になるように指導している。平成 15 年度には

工業英検の文部大臣奨励賞(個人)を受賞するなど成果も上がってきている。また

平成 17 年度よりは機械工学科で工業英検の学校代表窓口業務を引き受け，全校

学生の受験利便に貢献している。 

電気工学科 

資格受験カレンダー，図書類，パンフレット，資料などをまとめた資格コーナー

を設け，学生が自由に閲覧できる環境を整備している。実技を伴う資格に関して

は，放課後補講するなどの指導を行なっている。ラジオ音響技能検定において，

団体優秀賞・文部科学大臣奨励賞（団体）を２年連続で受賞するなど，成果も着

実に上がっている． 

物質工学科 
危険物取扱者資格（甲種，乙種）の受験手続き（団体受験）を補助して資格取得

をサポートしている。物質工学科の学生に限らず，全学科の受験希望者向けのサ

ービスを年２回提供している。 

建設環境 
工学科 

在学中に取得可能な資格・検定試験について一覧表を作成し，試験日カレンダー

とともに学生，保護者双方に配布・案内をしている。各授業において資格試験，

公務員試験対策の問題・演習を実施している。4 年生の工学セミナーにおいて外

国語文献の講読を義務付け，英語力の増進に務めている。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
情報学科 

各種資格試験や検定試験の補習を必要に応じて実施している。外国でのインター

ンシップ希望者や留学希望者にたいしては，担任と学科内の担当教員の連携のも

と適切な情報を提供している。 

一般教科 

英語科では，実用英語検定試験，TOEIC 公開テストの本会場として，実施担当を

引き受けている。さらに，これらの検定試験の学内の受験手続き（団体受験）を

補助し，資格取得をサポートしている。実用英語検定で平成 16 年度は文部科学

大臣奨励賞（団体）を受賞している。また平成 16 年度まで，英語科で担当して

いた工業英検では文部科学大臣奨励賞（個人）を 5 年連続受賞している。 

専攻科 
学生のJABEE教育プログラムの修了要件としてTOEIC試験で400点以上の成績を

おさめる事を目指している。 

 

（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 
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資料７－１－④－３ 

 

（出典：福島工業高等専門学校後援会資料） 
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資料７－１－④－４ 
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（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－５ 

 

（出典：「いわき民報」掲載記事） 
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資料７－１－④－６ 

 
 

（出典：「福島民友」掲載記事） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各学科，専攻科，TOEIC委員会，国際交流委員会等が中心になり，資格検定試験や外国留学等の学

生の支援に取り組んでいる。また，資格検定試験の受験と各種資格の取得を奨励するため、学校が指

定する資格を取得した場合には単位認定するなどの教育的な措置も講じており，その成果も上がって

きている。以上のことから，資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，

機能している。 
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観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，

社会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備され

ているか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

外国人留学生の編入学後の学習支援に関しては，「外国人留学生規則」を策定し，国際交流委員会

がその対応に当たっている。３年次編入の外国人留学生に対しては，それぞれ通学生１名と寮生１名

の計２名のチューターをつけ，学習面や学校生活面で留学生が早期に適応できるよう支援体制を構築

している。留学生指導教員（主に学級担任）やチューターの配置（資料７－１－⑤－１）及び留学生

の卒業後の進路（資料７－１－⑤－２）を以下に示す。 

 

資料７－１－⑤－１ 

留学生指導教員やチューターの配置 
学年 学 科 留学生氏名 学級担任 寮チューター クラスチューター 

 

平成14年度 
3年 電気工学科 MOHD NOR RASHID BIN JANI 奈良和久 一条洋和 久恒正紀 

3年 物質工学科 JIRAPA BOONPANYA 伊藤正義 鈴木 瞳 中村祐子 

3年 物質工学科 JEFFREY ONG SHANG JIE 伊藤正義 小野木匡了 田村夏樹 

4年 機械工学科 JONAS ADITYA PRAMUDITA 松本匡以 大竹伸幸 野村聡志 

4年 建設環境工学科 LAY SOVANNRITH 緑川猛彦 遠藤俊之 佐藤孝一 

 

平成15年度 
3年 電気工学科 BATSUURI GANSUKH 濱崎真一 飯塚昭人 中戸川武 

3年 電気工学科 KHOO TSE YI 濱崎真一 狭川なつみ 小針未由紀 

4年 電気工学科 MOHD NOR RASHID BIN JANI 奈良和久 一条洋和 久恒正紀 

4年 物質工学科 JIRAPA BOONPANYA 伊藤正義 鈴木 瞳 中村祐子 

 

平成16年度 
3年 電気工学科 NGUYEN TUAN ANH 渡辺 博 菊地秀治 石井 聡 

3年 物質工学科 CHEE JUN NIAN 押手茂克 高原 健 野口 修 

4年 電気工学科 BATSUURI GANSUKH 濱崎真一 飯塚昭人 中戸川武 

4年 電気工学科 KHOO TSE YI 濱崎真一 狭川なつみ 小針未幸紀 

 

平成17年度 
3年 機械工学科 TJOENG SURYONO 永井康友 酒井宏典 蛭田翔太 

3年 機械工学科 SYAHRIL RAFIEQ BIN ABD MANAB 永井康友 武田光玄 高田義人 

3年 物質工学科 ILI DALIELA MD RAZARI 内田修司 加藤さくらこ 木幡瑠美 

3年 物質工学科 CHIN SZE TING 内田修司 高橋和泉 阿部夢乃 

4年 電気工学科 NGUYEN TUAN ANH 渡辺 博 菊地秀治 石井 聡 

4年 物質工学科 CHEE JUN NIAN 押手茂克 高原 健 野口 修 

 

平成18年度 
３年 機械工学科 BERUTU SERI PAULUS 渡辺敏夫 郡司資孝 小松 綾 

３年 機械工学科 Azizol bin ahmad 渡辺敏夫 坂本敦志 國分太喜 

３年 電気工学科 Farah Hanim binti Mukhtar 小泉康一 鈴木 望 鈴木友理枝 

３年 物質工学科 Aimi Suhaily binti Saaidin 酒巻健司 田中愛里 大友友里絵 

３年 建設環境工学科 ONEK OBEDI DENIS 根岸嘉和 高村亮一 越戸仁一 

４年 機械工学科 TJOENG SURYONO 永井康友 酒井宏典 蛭田翔太 

４年 機械工学科 SYAHRIL RAFIEQ BIN ABD MANAB 永井康友 武田光玄 高田義人 

４年 物質工学科 ILI DALIELA MD RAZARI 内田修司 加藤さくらこ 木幡瑠美 

４年 物質工学科 CHIN SZE TING 内田修司 高橋和泉 阿部夢乃 

 

（出典：国際交流委員会資料） 
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資料７－１－⑤－２ 

留学生卒業後の進路 

年 度 卒業生数 卒業後の進路 

H14 2人 長岡技術科学大学進学 

H15 2人 長岡技術科学大学進学 東京工業大学進学

H16 2人 弘前大学進学 東京農工大学進学 

H17 2人 筑波大学進学  就職 

H18 2人 電気通信大学進学 東京農工大学進学 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－１－⑤－３ 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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留学生への学習支援としては，「外国人留学生規則の実施に関する申合わせ」によって３年次及び

４年次の外国人留学生の履修科目の一部を免除し，それに代わる特設科目を設定している。３年次の

特設科目は，日本語（４単位），数学基礎（１単位），物理基礎（１単位），専門基礎（２単位）の合計

８単位，４年次は日本語（２単位），日本事情（１単位）の合計３単位である。これらの特設科目は，

留学生専用の教室（中ゼミ室）で授業を行っている。本校での学習支援の特徴としては，３年次と４

年次の２年間にわたって日本語教育を行って実用的な日本語能力の向上を図り，出身国によって履修

状況や進度が異なる専門科目の基礎学力を，個々の実情に合わせて，補習する配慮がなされている。 

一方，高等学校等からの準学士課程４年次への編入学生に対しては，編入学前に基礎学力の充実と

入学への心構えについての事前教育を行い，編入学後は必要に応じて個別指導を実施している。学校

生活に早く慣れさせ，授業に専念できるようにするために，生活指導担当教員と学習指導担当教員に

よる指導体制を採っており(資料７－１－⑤－３)，また，これらの指導担当教員と編入学生との個別

面談を実施し，その結果をその後の効果的な指導のために役立てている (資料７－１－⑤－４)。 

専攻科学生については，高専を卒業し企業等に就職した後に再度専攻科に入学した学生の例も見ら

れるが，ほとんどの学生が高専生活を一度体験しているため，留学生や編入学生のような特別な学習

支援は行っていない。専攻科学生は，１年次から「特別研究」を実施するため，入学後すぐに研究室

に配属され，指導教員の下で特別研究やその他の学習面で十分な支援や指導を受けている。また，そ

の他の学習支援も容易に受けられるよう，準学士課程に対するのと同様，全教員がオフィスアワーの

時間を設定し，学生に公表している。 

 
（分析結果とその根拠理由） 

国際交流委員，学級担任，留学生チューターが中心となり，留学生の学習支援を行っている。また，

科目の履修や学習環境についても配慮がなされ，多くの留学生が大学へ編入学するなど，優秀な成績

を修めて卒業している。日本人の編入学生に対しては，学習指導担当教員と生活指導担当教員の２人

による指導体制で学習面及び生活面の支援等を行っている。以上のことから，特別な支援を行うこと

が必要と考えられる者への学習支援体制が整備され，また，必要に応じて学習支援が行われてい

る。なお，本校では，過去に準学士課程における社会人学生，障害を持つ学生等を受け入れた実績が

ないことから，社会人学生，障害のある学生等への支援体制の整備については，今後さらなる検討が

必要である。 
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資料７－１－⑤－４ 

 

（出典：教務委員会資料） 
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能

しているか。 

 

（観点に係る状況） 

体育部系，文化部系，研究部系，全てのクラブ団体にそれぞれ顧問教員･職員を配置し，指導･助言

を与えている。また，実践指導が必要なクラブ団体においては，外部コーチ等を依頼･配置し，クラブ

活動に対する円滑かつ効率的な指導体制を整えている（資料５－４－②－３）。本校では，多くの学生

が，文化部や運動部のクラブ活動や愛好会活動に参加し，その活動を通して責任感・自主性・指導性・

協調性等を育んでいる（資料７－１－⑥－１）。クラブ活動予算は，学生から徴収する学生会費によっ

て編成されるが，大会等の参加のための遠征費は一部，後援会からの支援経費により賄われている。 

課外活動の成果発表の場として，高専体育大会や各種のスポーツの大会，ロボット・プログラミン

グ・デザインコンペティション等の各種コンテスト，さらに全日本学生ソーラー＆FCカーチャンピオ

ンシップ等の各種グランプリにも積極的に参加し，好成績を残している（資料７－１－⑥－２）。なお，

本校には寮生等の課外活動支援のために合宿センターが設置されており，閉寮期間中の寮生のクラブ

活動や卒業研究，特別学習等のために利用されている。 
学生会が企画する学内外の活動については，学生主事と担当学生主事補が連携して指導と助言に当

たっている。（資料７－１－⑥－３～４）。学生会の予算は，すべて学生から徴収する学生会費によっ

て編成されている（資料７―１－⑥－５）。なお，クラブ活動については，学生準則ならびに学生会規

約に規則が定められており，それに則った運営がなされている（資料７―１－⑥－６）。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

全てのクラブ団体に顧問教員･職員を配置し，連携して学生のクラブ活動の支援と指導に当たって

おり，予算や施設面での支援も適切になされている。その結果，多くの学生が運動部や文化部のクラ

ブ活動及び愛好会の活動等に参加し，各種の大会やコンテスト，グランプリ等に出場して好成績を残

している。また，学生会活動に対しては，学生主事と担当学生主事補が中心となり指導や助言を行い，

自主的で活発な運営がなされている。以上のことから，学生のクラブ活動や課外活動，また学生会活

動等への支援体制が整備され，有効に機能している。 
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資料７－１－⑥－１ 

クラブ活動の主な記録 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－２ 
ロボットコンテストの結果状況 

年度 テーマ 
参加チーム数 

(東北地区大会)
東北大会結果 全国大会結果 

H14 プロジェクトBOX  14 
デザイン賞 

（全国大会出場）
アイデア倒れ賞 

H15 鼎（KANAE） 14 デザイン賞  

H16 マーズラッシュ 14 
アイデア賞 

（全国大会出場）

3回戦敗退  

奨励賞 

H17 大運動会 14 
優勝 

（全国大会出場）
アイデア倒れ賞 

H18 ふるさと自慢特急便 14 
技術賞 

（全国大会出場）
準決勝進出 

 
全国高専プログラミングコンテストの参加状況（件） 

回 年度 自由部門 課題部門 競技部門 計 

13 平成14 1 1 1 3 

14 平成15 1 0 0 1 

15 平成16 1 1 1 3 

16 平成17 1 0 1 2 

17 平成18 1 0 1 2 

 

全国高専デザインコンペティションの結果状況 

年度 部門 テーマ 発表内容 結果 

H16 

ワークショップ部門 

「地域交流シンポジウム」 

セッション 

「まちづくりへの

チャレンジ」 

まちを探索すると見えてくるユ

ニバーサルデザイン 

優秀賞

H17 不参加    

H18 

構造デザインコンペティショ

ン 

「単弦トランスド

ランガー桁橋」の

作成・発表 

定められた条件の中で行われる

ブリッジの設計・製作を通しての

「構造デザイン」の可能性の追求 

第 27 位

（50 チ

ーム） 

 

（出典：学生支援係資料）
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資料７－１－⑥－３ 

 

（出典：学生委員会資料） 
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資料７－１－⑥－４  

学生会組織 

役員 定員（人） 役員 定員（人）

学生会長 1 体育部副部長 1 

学生会副会長 1 文化部長 1 

書記 3 文化部副部長 1 

会計 2 研究部長 1 

監査 3 研究部副部長 1 

体育部長 1 新聞局 3 

 

 

学生会の活動状況（平成12～18年度） 

月 活   動 

4 
・各クラブに予算要求書を配付し，学生主事補・学生係でとりまとめ学生総会において承認の決

定を行う。 

7 
・「全国高専交流会（八戸市）に学生会役員３名が参加。服装・学生会活動・クラブ活動などを

論議し，東北地区高専の交流をはかっている。 

10 ・「校内体育大会」を体育部が中心となり，開催。 

11 
・「クラブ愛好会等対抗駅伝大会」をいわき陸上競技場周辺を借用し開催している。体育教員・

陸上部に協力してもらい，学生会体育部が中心に開催。 

1 

・選挙管理委員会が中心となり，選挙を告示し，執り行う。選挙結果を作成し，公示する。 

・学生係で各クラブの決算書を作成し，2月に行われる「学生総会」で報告。 

・「クラブ愛好会等対抗駅伝大会」を学生会体育部が中心に開催。 

2 ・「学生総会」において，新役員の発表し，「決算報告書」を配付する。 

 

（出典：学生委員会・参与会資料） 
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資料７－１－⑥－５ 
 

          学生会決算報告        （円） 

 H13 H14 H15 H16 H17 

収入 15,546,406 16,234,667 16,452,055 16,526,796 17,673,261 

繰越金 

会費等 

6,736,644 

8,809,762 

7,385,106

8,849,561

7,669,970

8,782,085

7,380,209

9,146,587

8,267,667 

9,405,594 

支出 8,161,300 8,564,697 9,071,846 8,259,129 7,604,618 

特別会計

一般会計

3,656,238 

4,505,062 

4,430,242

4,134,455

4,262,236

4,809,610

3,464,167

4,794,962

2,712,161 

4,892,457 

差引残高 7,385,106 7,669,970 7,380,209 8,267,667 10,068,643 

 

       平成 16年度学生会決算報告       （円） 
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（出典：学生委員会・学生会資料） 
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資料７－１－⑥－６ 
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（出典：学生便覧） 
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観点７−２−①： 学生の生活や経済面に係る指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程１学年から５学年までの全クラスで８時30分から10分間のショートホームルームを実

施している（資料５－４－①－２）。また，全学年一斉に行う学年行事日でのクラス毎の見学や体験

活動，全校清掃日等での学校周辺の環境美化活動，また，その他の特別活動等を通して，人間性の素

養の涵養と人間力の育成を図っている（資料７－２－①－１）。また，自律的な行動ができる学生を育

てるため，ルール遵守の徹底，モラルの育成のための生活指導を学生委員会や学級担任が中心となっ

て行っている（資料７－２－①－２）。 

学生の安全教育としての救急救命講習会や交通安全講習会の実施等のきめ細かな指導も行ってい

る。学生委員会は，生活指導担当，交通指導担当，学生会体育部担当，学生会文化部担当の４体制で，

学生の厚生補導のための活動を行っている（資料７－１－⑥－３，資料７－２－①－３）。 

学生の生活指導は，学生委員会の生活指導担当委員が中心となり，教職員が一丸となって実施して

いる。その内容は，「規律ある学校生活」と「プライドを持った学外の行動」を２本の柱としている（資

料７－２－①－４）。 

学生の交通指導は，交通安全と交通ルールに従った通学を基本として指導が行われている。それら

の視点から，運転免許の取得，車両通学，事故・違反の3つの区分に分けて指導を行っている（資料

７－２－①－５）。交通指導の平成16年度年間行事予定（資料７－２－①－６），および自転車登録者

の推移，車両通学者と免許取得者の推移を，以下に示す（資料７－２－①－７）。 

 

資料７－２－①－１ 

人間性の素養の涵養と人間力の育成のための活動等一覧 

活 動 の 名 称 等 関係委員会・学科等 

校内体育大会（9月） 学生委員会 

生活指導教室（5月） 学生委員会 

救急救命講習会（10月） 学生委員会 

ショートホームルーム（毎朝） 教務委員会 

大掃除（毎週水曜日） 教務委員会 

全校清掃日（6月，11月） 教務委員会 

始業式，終業式，集会（夏季休業前，夏季休業後） 教務委員会 

校外実習（インターンシップ）事前指導会（7月） 教務委員会 

学年行事日（10月） 学科，教務委員会 

高専祭（H14.11月，H17.11月） 教務，学生委員会，全校 

 

（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 
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資料７－２－①－２ 

 
（出典：教員会議資料） 
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資料７－２－①－３ 

 

（出典：学生委員会資料） 
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資料７－２－①－４ 

 

生活指導内容の詳細 

生活指導の目標 生活指導項目 生活指導内容の詳細 

服装 

3年生以下は男女とも制服（正常寸法）を着用する。

4，5年生は異装を認めるが，校外研修・儀式など学

内における重要な行事の場合には，制服もしくはス

ーツを着用する。 

過度の装飾 
ピアスなど不要な装飾品を身につけない。清楚。清

潔であることとし，頭髪の変色は禁止する。 

携帯電話の使用 
携帯電話は8：30～16：35の間，電源を切り一切使

用（他者が見える状態に）しない。 

盗難 
他者・共有の金品を盗む行為を絶対にしてはならな

い。 

喫煙・飲酒 学生（成人者も含む）は，学内では禁止。 

いじめ・暴力行為 
他者を肉体的・精神的に傷つけ，人権を侵す行為は

決して許されない。 

試験の不正行為 

真面目な学習を踏みにじり，教員と学生ならびに学

生同士の信頼関係を崩すカンニングは絶対にやって

はならない。 

規律ある学校生活 

施設設備の使用 器物損壊は絶対に許されない。 

アルバイト 
3年生以下全面禁止。4，5年も学級担任と学校の許

可を得る。 

万引・占有離脱物横領，

暴力行為 

万引・放置自転車の使用は犯罪である。暴力行為は

絶対に許されない。 

麻雀・パチンコ・競輪等

のギャンブル，カラオケ

等の遊技場 

不健全な交友につながり，金銭・時間の浪費となっ

て，学生生活を崩壊に導く恐れがあるのでやらない。

プライドを持った 

学外の行動 

風俗営業，薬物乱用 
風俗営業には関与しない。薬物乱用は人生を破滅さ

せる。決して近づかない。 

 

（出典：学生委員会資料） 
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資料７－２－①－５ 

 

交通指導の3つの指導項目 

1)運転免許の取得 

・3年次の前期までは，運転免許を一切取得してはならない。 

・3年次の後期以降も，学校に取得許可願いを申請して許可を得た後に取得し，免許取得届を提出する。 

2)車両通学 

・3年次以下の車両通学（自動車，原付バイク）は一切禁止する。 

・4，5年次のみ原付自動車ならびに学外に駐車場を確保した自動車に限り許可（単年度申請で許可証公布）する

ことがある。 

・専攻科生に限り条件（学則）を満足すれば車両通学を許可し，学校敷地内の駐車場を開放して研究・学習のしや

すい環境を整えている。 

・学校周辺の店舗駐車場や路上に不法駐車して近隣に迷惑をかけ，学校の評価を落とす者には車両許可を認めない。

車両通学は学校と社会の規則を守る者のみ認められる。 

3) 事故・違反 

・交通規則，マナーを守り，交通安全を心がけ事故に遭わないようにする。 

・違反を起こしたり，事故の当事者や関係者となった場合は，その内容が大小・軽重を問わず直ちに（5日以内）

学級担任を通じて学校に届け出る。 

 

（出典：学生委員会資料） 

 

 

 

資料７－２－①－６ 

 

交通指導の年間行事予定（平成16年度，17年度） 

年月 実施対象学年 実施対象車種 実施内容 

平成16年4月 1年生 自転車 自転車通学における交通安全の注意及び自転車登録 

平成16年5月 2年生，3年生 自転車 自転車通学における交通安全の注意及び自転車登録 

平成16年7月 3年生 自動車 交通安全の注意及び免許取得の手続きの説明 

平成16年12月 
免許取得者 

（4年生以上） 
自動車 

卒業式前及び休み中の交通安全の注意 

平成17年1月 
免許取得者 

（4年生以上） 
自動車 

卒業式前の交通安全の注意，交通安全の講話 

（いわき中央署交通一課交通第一係長：横山誠二） 

平成17年7月 3年生 自動車 交通安全注意及び免許取得手続きの説明 

平成17年 12月 
免許取得者 

（4年生以上） 
自動車 卒業式前及び休み中の交通安全の注意 

 

（出典：学生委員会資料） 
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資料７－２－①－７ 

 

   自転車登録者の推移   （人） 

学年 H12 H13 H14 H15 H16 H17

1 71 107 82 90 89 71

2 0 1 1 34 16 6

3 2 1 2 24 17 5

4 0 1 1 18 27 6

5 0 0 1 22 16 2

専攻科1* - - - - 1 0

専攻科2* - - - - - 0

合計 73 110 87 188 166 90

*平成16年度より専攻科生が在籍 

 

車両通学者と免許取得者の推移  （人） 

車両通学者と免許取得者 H12* H13* H14* H15 H16 H17 

車両通学者（自動車） - - - 50 64 73 

車両通学者（原付バイク） 33 25 38 22 30 43 

免許取得者 - - - 79 97 139 

合計 33 25 38 151 191 255 

＊平成12～14年度は原付通学許可のみで，取得許可届がない。

 

（出典：学生委員会資料） 
 
本校の保健室においては，学校保健法に定められた保健室業務（健康診断，健康相談，救急処置等）

のみではなく，同法施行規則に定められた職員の健康診断，環境衛生検査等も行い，校内の衛生管理

に深く寄与している。また，独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度の給付請求

の事務，学校薬剤師との連携のもと，必要な薬品類の購入等の多岐に渡る業務を実施している。さら

に，就職試験等のための健康診断証明書の発行も行い，学生支援の面で重要な一翼を担っている。 
保健室運営の概要及びその利用状況を以下に示す（資料７－２－①－８～９）。 
 

資料７－２－①－８ 

保健室運営の概要  

項目 内  容 
目的 学生の心身の健康の保持増進を図り，安全な学生生活を送れるよう援助する。 

実務 

 
1．定期健康診断（1回/年 その他必要とするとき） 
2．健康相談（学校医来校 1回/月） 
3．環境検査（薬剤師来校1回/月） 
4．学生相談室関係（臨床心理士来校 1回/週） 
5．災害給付請求（1回/月） 
6．献血の推進（2回/年） 
7．診断書の発行 

（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 
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資料７－２－①－９ 

0

200

400
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800
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年度

相談

けが

病気

相談 71 48 53 52 82

けが 194 179 144 162 148

病気 708 540 477 596 607

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

 

保健室利用状況 
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保健室月別利用状況（平成13～17年度） 

 

（出典：学生支援係資料） 

 

学生相談室では，インテーカー（初回相談担当）の看護師と教員３名からなる相談室員(セクハラ

委員兼務)が，学生の精神面の悩み事や健康状態等に対してカウンセリングを行っている。相談室員は

毎日昼休みと放課後の２回，交代で窓口を担当している。さらに本校では，臨床心理士(非常勤)２人

が毎週月曜と水曜日の午後にカウンセリングを行っており，これに加えて，専門のカウンセラー（精

神科医）１人によるカウセリングも毎月１回実施している（資料７－２－①－９）。 

毎年度，新入生のオリエンテーション時には，学生相談室のガイダンスを行うとともに，広報活動

としてその案内パンフレットを新入生全員に配布している（資料７－２－①－10）。また，２年生以上
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の学生に対しては，教室にポスターを掲示して，その周知徹底を図っている（資料７－２－①－10～

11）。さらに定期健康診断時には，学生全員に身体面と精神面に関する「問診表」を記入・提出させ，

それを学級担任が確認後，相談室に保管している。カウンセラーがそれらの内容をチェックし，気に

懸かる学生に書面でカウンセリングを勧めている。相談実施記録（件数）を以下に示す（資料７－２

－①－12）。毎年７月には，１年生の女子学生全員を対象に，婦人科医師による「心と体の健康」に関

する講演会を開催している（資料７―２－①－13）。また，教員を対象とするカウンセラーの講師に

よる「カウンセリングの傾向と学生への対応」をテーマにした講演会も企画実施している（資料

７－２－①－14）。 

 

資料７－２－①－10 

　　月曜日から金曜日の昼休み、放課後、学生相談室を開放しています。

　　勉強・友人関係・寮生活・クラブ活動等で困っていることはありませんか。

　   専門のカウンセラーが丁寧に相談にのってくれます。話すだけで、気持ちが

　   楽になることもあります。学生相談室員もあなたの話を伺います。

　  もちろん個人のプライバシーは厳守します。気軽に相談してください。　　　　　

　 　　　毎月のカウンセラー ・担当相談室員の在室時間 　　　　

　　　　　昼休み（～12：55）　　　　　   放課後（～17：15）　

　　　　    月　    笠井　哲　　 　熊坂しのぶ （14：00～17：15）

　　　　　火　　松江　俊一　　　　　　　松江　俊一

　　　　　水（第２)　　　　　 那須　匡（14：30～17：30）

　　　　　水　　内山　昭代　　　　　　　内山　昭代　　　　　　　　　　　　　

　　　　　木　　笠井　哲　　　　　　　　笠井　哲

　　　　　金　　山野　和一　　　　　　　山野　和一

　　　月曜日は毎週、午後から熊坂先生（臨床心理士）がカウンセリングを、

　　    第２水曜日はドクターによるカウンセリングを実施、あなたの相談に

　　　応じてくれます。気軽に訪問してください。

　　　予約もできますので、相談室員または看護師に申し出てください。　　　

         　

　　　   ［総合受付］　　　相談室直通　　e-mail（soudan@fukushima-nct.ac.jp）

　　　　［一般教科］室長　笠井　哲　　　e-mail（akasai@fukushima-nct.ac.jp

　　　　［一般教科］　　　山野　和一　　e-mail（yamano@fukushima-nct.ac.jp）

　　　　［コミ情報科］　　内山　昭代　　e-mail（uchiyama@fukushima-nct.ac.jp)

　　　　［コミ情報科］　　松江　俊一　　e-mail（matsue@fukushiam-nct.ac.jp）　　　

　　　　［保健室・看護師］杉山　誠子　　e-mail（sugi@fukushima-nct.ac.jp)                  　　　

　　

　　　　　　

　　　　　　　　

    

         　　　　　・こころの電話　　　　　   024-535-5560（平日）9:00~16:00

　　　　　　　　・福島いのちの電話　　　   024-536-4343（祝日を除く毎日）10:00~20:00

　　　　　　　　・人権相談(人権・困りごと)    024-536-1111（平日）8:30~17:00

　　　　　　　　・いじめ110番　　　　　　 0120-795-110（平日）8:30~17:00

専門のカウンセラーがあなたと一緒に考えます。

●学校以外でも相談できる方法があります●

学生相談室のご案内

 
（出典：学生支援係資料）
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資料７－２－①－11 

 

福島工業高等専門学校

   学生

相談室

学生相談室直通番号  ・0246-46-0864

e-mail：soudan@fukushima-nct.ac.jp

・学校以外でも相談できる方法があります

・こころの電話　　　　　　　024-535-5560（平日）9:00~16:00

・福島いのちの電話　　　　　024-536-4343（祝日を除く毎日）10:00～20:00

・人権相談（人権・困りごと）024-536-1111（平日）8:30～17:00

・いじめ110番　　　　　　　 0120-795-110（平日）8:30～17:00　　　　　

ミーティング

ルーム

 

月曜日の午後に、相談室におります。

どうぞお気軽に声をかけてください。

お待ちしています。　熊坂しのぶ

・

・学校に行く気になれない

・なんとなく毎日が不安

・将来や、進路が決まらない

・教室に入りづらい

・人間関係がうまくいかない

・心配な友達がいる

・最近、身体の調子が良くない

・クラブ活動や勉強に身が入らない

　など・・・

専門のカウンセラーの先生がじっくり

話を聞いて、一緒に考え、適切なアド

バイスをしてくださいます。

・学生相談室員の在室時間・

・昼休み（～13：00）　　・放課後（～17：15）

　月曜日　笠井　哲   ・熊坂しのぶ (14：00～17：15）

　火曜日　松江俊一   　　　松江俊一

　毎月第2水曜日　　 ・ 那須　匡（14：00～17：15）

　水曜日　内山昭代　　　　内山昭代

　木曜日　笠井　哲　　　　笠井　哲

　金曜日　山野和一　　　　山野和一

・月曜日（毎週／4時間）は、専門（臨床心理士）の

　カウンセラーの熊坂先生が、毎月1回、第2水曜日は

　いわき開成病院医院長の那須先生も相談室で、個人

　相談に応じてくれます。希望者は直接相談室を訪問

　して下さい。予約もできます。

　また、相談室員、保健室の看護師さんもカウンセリ

　ングの受け付け窓口になっていますから、遠慮なく

　申し出て下さい。

・メールでも受け付けます

・カウンセリングの予約を希望する人は、直接相談室

　員に申し出るか、メールを送って下さい。

　折り返し、日、曜日、時間をお知らせします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・こんなことで悩んでいませんか？・・学生相談室の役割とは・・・

　高専の学生は15歳で入学し、

20歳までの5年間を、この学校

で過ごします。この時期はちょ

うど思春期にあたり、人生の中

で心理的にも身体的にも最も変

化の激しい時期です。学生生活

を送る中で、さまざまな障害に

出会ったり、問題の壁にぶつか

る事が多い時期です。

　学生相談室では、様々な悩み

や問題を抱えている学生の皆さ

んの心が、少しでも軽くなった

り、悩みが解決できるようにお

手伝いしたいと考えています。

　昼休み、放課後、に相談室を

解放していますので、立ち寄っ

てみてください。

　個人情報の秘密は固く守る事

を約束した上で、親身になって

話を伺います。

初めまして

・連絡先［総合受付］　　相談室直通　・ 0246-46-0864　e-mail（soudan@fukushima-nct.ac.jp）

［相談室長］　　笠井　哲　　・ 0246-46-0764　e-mail（akasai@fukushima-nct.ac.jp）

［相談室員］　　山野　和一　・ 0246-46-0755　e-mail（yamano@fukushima-nct.ac.jp）

［相談室員］　　内山　昭代　・ 0246-46-0846　e-mail（uchiyama@fukushima-nct.ac.jp）

［情報学科］　　松江　俊一　・ 0246-46-0852　e-mail（matsue@fukushima-nct.ac.jp）

［看護師］　　　杉山　誠子　・ 0246-46-0863　e-mail（sugi@fukushima-nct.ac.jp）

いわき開成病院院長、Dr.那須です。

毎月1回水曜日の午後に来ています。

君の悩み聞きましょう！　那須 匡・

 

（出典：学生支援係資料） 
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資料７－２－①－12 

         学生相談室の相談実施記録  （件）  

相談実施記録 H13 H14 H15 H16 H17 

学校生活 1 7 3 14 12

寮生活 0 0 1 2 2

授業・成績 6 1 2 1 7

進路 9 10 5 5 15

人間関係 26 10 4 4 22

心身不安 21 21 27 9 23

その他 11 8 6 9 12

合計 58(39) 42(11) 45(4) 45(18) 83(47)

（ ）内は女子の実施数 

（出典：学生相談室資料） 
 

 

資料７－２－①－13 

学生対象講演会 

年度 内 容 対象 

H14 
講演「自分を知ろう，自分を守ろう」 

菅原延夫(婦人科内科医師，いわき医師会理事) 女女女女 

H15 
講演「自分を知ろう，自分を守ろう」 

菅原延夫(婦人科内科医師，いわき医師会理事) 女女女女 

H16 
講演「自分を知って自分を守ろう」 

阿部雪江（医療法人 あべクリニック 婦人科医師）
女女女女 

H17 
講演「青年期の心と身体の成長」 

熊坂しのぶ（いわき臨床心理士会理事） 
新入寮生 

H17 
講演「身体の健康と心の安心」                 

渡辺洋子（つくだ町産婦人科医師） 
１．３年生女子学生 

H18 
講演「身体の健康・心の健康」                  

阿部雪江（医療法人 あべクリニック 婦人科医師）
1年生の全学生 

（出典：学生相談室資料） 
 

資料７－２－①－14 

教員対象講演会 

年度 内  容 対象 

H13 

講演「学生カウンセリング例から」 
熊坂しのぶ（臨床心理士，スクールカウンセラー，いわき心理士会理事） 

横山美香（臨床心理士，スクールカウンセラー） 

教員 

H18 
講演「最近の学生相談の傾向と対応について」 

熊坂しのぶ（臨床心理士、スクールカウンセラー、いわき心理士会理事） 
教員 

（出典：学生相談室資料） 
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各種の奨学金制度や授業料免除の制度が存在し，経済的に勉学を続けるのが困難な学生を支援して

いる(資料７－２－①－15)。これらの奨学金や授業料免除制度の学生への周知と申請の連絡は，免除

願用紙等の配布日程と併せ，掲示物や放送または学級担任や専攻長を通して行っている。 

 
資料７－２－①－15 

         授業料免除実施状況           （人） 

  H１８ H１７ H1６ H１５ H１４ 

  前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

申請数 131 117 127 104 120 92 105 102 105 100 

学内免除数 56 55 56 56 55 55 53 53 53 53 

超過申請数 64 47 60 37 49 17 43 37 42 40 

超過承認数 50 47 32 35 27 16 33 33 37 40 

免除合計（超過含む） 106 102 88 91 82 71 86 86 90 93 

       入学料免除・入学料徴収猶予実施状況     （人） 

  Ｈ１８ H１７ H1６ H１５ H１４ 

  免除 徴収猶予 免除 徴収猶予 免除 徴収猶予 免除 徴収猶予 免除 

申請者数 0 7 0 3 1 5 0 2 0 

承認数 0 5 0 3 1 5 0 2 0 

   奨学金受給状況       （人） 

  Ｈ１８ H１７ H１６ H１５ H１４      

日本学生支援機構 80 82 79 89 79 ◎その他の奨学生採用実績 

（内訳） １年 14 14 7 18 11  古岡奨学会   

２年 14 5 18 14 20  あしなが育英会  

３年 4 19 14 21 16  郡山市   

４年 20 16 21 19 15  大阪府育英会   

５年 14 22 19 17 17  広野町   

専攻科１年 9 6 0      喜多方市   

専攻科２年 5 0        いわき市   

その他 19 19 17 15 10  （財）戸部育英会  

（内訳）  １年 1 4 4 2 0  （財）朝鮮奨学会  

２年 4 4 4 2 0  福島市   

３年 5 6 3 2 4  （財）渡辺安衛育英会 

４年 6 3 2 6 3  （財）交通遺児育英会 

５年 3 2 4 3 3  川内村   

専攻科１年 0 0 0      福島県  等 

専攻科２年 0 0            

合 計 99 101 96 104 89      

（出典：学生支援係資料） 
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学生指導のための教職員研修会として，毎年度１回，教職員が学生の厚生補導に関して課題を設定

し議論する「教職員厚生補導研究会」を開催し，その成果を報告書にまとめ，学生指導に生かしてい

る（資料７－２－①－16）。 

 

資料７－２－①－16 

教職員厚生補導研究会 

年度 内  容 

H13 

期 日  平成13年8月20日（月）～21日（火） 

場 所  厚生年金「相馬松川浦荘」 

参加者  教職員 24人 

講 演  演 題「家庭裁判所における少年審判事例から見た，最近の非行傾向と背景・問題点」

講 師 福島家庭裁判所いわき支部主任調査官 山岡英男 

研究会  第1研究会：テーマ「学生の生活指導に関する地域との連携」 

第2研究会：テーマ「高専における担任会と各委員会等との連携のあり方」 

H14 

期 日  平成14年 12月 24日（火）～25日（水） 

場 所  厚生年金健康福祉センター「サンピア日立」 

参加者  教職員 25人 

講 演  演 題「大規模な学寮における指導方法及びその問題点について」 

講 師 鶴岡工業高等専門学校 教授 武田弘昭  

研究会  第1研究会：テーマ「本校学生寮の今後の指導方法について」 

第2研究会：テーマ「相談室における寮生の指導内容について」 

H15 

期 日  平成15年 12月 22日（月）～23日（火） 

場 所  厚生年金健康福祉センター「サンピア日立」 

参加者  教職員 31人 

講 演  演 題「独法化後の高専における学生指導について」 

講 師 茨城工業高等専門学校 校長補佐 柴田尚志  

研究会  第1研究会：テーマ「これからの福島高専における学生指導について」 

第2研究会：テーマ「教職員厚生補導研究会の実施要領の改善について」 

H16 

期 日  平成17年3月22日（火）～23日（水） 

場 所  講 演：福島工業高等専門学校 

研究会：茨城厚生年金健康福祉センター「サンピア日立」 

参加者  講 演：教職員 62人   研究会：教職員 31人 

講 演  演 題「教えることから育むことへの転換〈これまでの実践を通して〉」 

講 師 いわき市立平第三中学校 校長 小井戸雅典 

研究会  第1研究会：テーマ「最近の新入生の問題行動の現状と指導対策」 

第2研究会：テーマ「生活指導規則と適切な懲戒指導の検討」 

H17 

期 日  平成１８年３月２２日(水)～２３日(木) 

場 所  講 演：福島工業高等専門学校 

研究会：茨城厚生年金健康福祉センター「サンピア日立」 

参加者  研究会：教職員 26人 

講 演  演 題「高校生を中心とする少年犯罪について」 

講 師 いわき市中央警察署少年課長 丹野明雄 

研究会  第1研究会：テーマ 「生活指導上の問題と今後の課題」 

第2研究会：テーマ 「自ら考えさせる指導」 

 

（出典：学生委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学生委員会や学級担任を中心に，教職員全体が一丸となって，学生の厚生補導，生活指導，交通指

導に取り組み，学生の安全と人間の素養の涵養及び人間力の育成に努めている。学生の厚生補導施設

としての保健室や学生相談室も整備され，学生の健康面及び生活面での支援を行っている。また，各

種の奨学金制度や授業料免除制度も整備され，経済的に就学困難な学生への支援に活用されている。 

以上のことから，学生の生活や経済面に係る指導・相談・助言を行う体制が整備され，有効に

機能している。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のあ

る学生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことのできる状況に

あるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

留学生に関しては，国際交流委員会が中心となり，編入学直後にオリエンテーションを実施すると

ともに，その後の学習面，学校生活面，及び寮生活面の指導をそれぞれ教務委員会，学生委員会，及

び，寮務委員会の各担当主事補が分担・協力しながら行っている（資料７－２－②－１）。３年次及

び４年次の留学生には，通学生１名と寮生１名からなる計２名のチューターを配置し，留学生への支

援体制を構築している（資料７－１－⑤－１）。学生相談室のカウンセリング，健康相談なども，必要

に応じて適宜実施されている。 
一方，寮生活面では，外国人留学生の居室を１人１室とし，留学生を各フロアーに日本人学生と混

在させてお互いの交流が図れるよう配慮している。自習室，談話室，洗濯室などの共用施設に加えて

外国人留学生専用のシャワー室やガス湯沸器，ガステーブルなど調理設備が整った補食室を設け，宗

教上の理由で自炊をする留学生や夏休み等の長期休暇中に寮に滞在する留学生を支援している。 
なお，本校では過去に障害を持つ学生等を受け入れた実績がないため，そのような学生に対する支

援体制がまだ十分に整備されているとは言えない。今後，全ての施設のバリアフリー化の実現等の対

策を急ぐ必要がある。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

国際交流委員会や留学生チューターが中心となり，留学生の生活支援等を行っている。また，留学

生の生活の場である寮での生活環境についても十分な配慮がなされている。以上のことから，留学生

への生活支援体制が十分整備され，その支援が適切に実施されている。なお，障害がある学生への支

援体制についてはまた不十分な面があり，今後整備に向けての実施・検討が必要である。 
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資料７－２－②－１ 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に

機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学寮は「遠隔地からの入学者に対して生活の便を与える」ために設置されている。学寮の費用と寮

生数を以下に示す（資料７－２－③－１）。寮生は，同世代の若者がほとんど経験することのない団

体生活を通じて多くのことを学び成長していく。そこで本校では，この学寮を「教育寮」ととらえ，

寮生活面で様々な支援や指導を行っているが，基本的には寮生及び寮生会を中心に自主的な運営がな

されるように努めている（資料７－２－③－２）。教職員で組織される寮務委員会は，それを側面か

ら支援・指導する立場に立っている（資料７－２－③－３）。寮総務（寮長含む寮生会執行部）との

定期的な会合をもち，寮行事や日常の寮生活が円滑に行くよう指導と支援を行っている（資料７－２

－③－４）。 

平日は，教員２名が当直寮監，及び事務系職員1名が宿直者となり，寮生の人員確認，不時の事故，

病気，相談事など全ての面において援助するシステムが採られている。土・日・休日は，教員１名及

び事務系職員１名の計２名が日直者となり対応している（資料７－２－③－５～６）。平成17年度教

員宿日直(寮監)業務を以下に示す（資料７－２－③－７）。平成17年度からは，新入寮生を対象に入

寮１か月経過後，カウンセラーによる講演会及び「寮生活と心身の発達・成長について」の質疑応答

を実施している（資料７－２－③－８）。 

 

資料７－２－③－１  

               学寮の費用    （円） 

費 目 年 額 月 額 備 考 

寄 宿 料 8,400 700 2人部屋 

食費(3食) 318,500 31,850 10ヶ月 

維 持 費 70,100 7,010 10ヶ月 

暖 房 費 13,200 4,400 3ヶ月 

寮生会費 3,000 年1回 

合  計 413,200  

                 

                寮生数     （人） 

 

（出典：寮務委員会資料）

年 度 総 数 男 女 

H12 177 129 48 

H13 202 144 58 

H14 214 155 59 

H15 219 155 64 

H16 213 150 63 

H17 201 146 55 

H18 206 150 56 

定 員 244 167 77 
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（出典：学生便覧） 



福島工業高等専門学校 基準 7 

321 

 

 

（出典：学生便覧） 
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資料７－２－③－３ 

 

（出典：教員会議資料） 
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（出典：寮務委員会資料） 
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資料７－２－③－５ 
 

平成 19 年 6 月分 
※宿直については、全て午後5 時15 分から翌日午前8 時30 分までの勤

務となります。（土曜日及び休日も同じ。） 

宿         直         者 日  直  者 月日及び

曜日 若 葉 寮 監 室 白 雲 寮 監 室 

月日及び

曜日 若 葉 寮 監 室 

日 曜 氏 名 交 替 者 氏 名 交 替 者 日 曜 氏 名 交 替 者 

1 金 梅澤 洋史   根岸 嘉和   1 金    

2 土 田代 均   大槻 正伸   2 土 緑川 猛彦   

3 日 小泉 康一   渡部 順一   3 日 春日 健   

4 月 山ノ内正司   森川 治   4 月     

5 火 伊藤 正義   松江 俊一   5 火     

6 水 渡辺 敏夫   宮澤 泰彦   6 水     

7 木 秋山 秀博   三浦靖一郎   7 木     

8 金 西浦 孝治   高橋 章   8 金     

9 土 木原 淳   井川 治   9 土 島村 浩   

10 日 緑川 猛彦   梅澤 洋史   10 日 西山 公紀   

11 月 菊地 卓郎   坂内 昌徳   11 月     

12 火 遠原 智文   道上 達広   12 火     

13 水 森田 年一   青柳 克弘   13 水     

14 木 芥川 一則   柴田 公彦   14 木     

15 金 春日 健   齊藤 充弘   15 金     

16 土 高橋 宏宣   押手 茂克   16 土 原田 正光   

17 日 高荒 智子   酒巻 健司   17 日 田代 均   

18 月 山田 貴浩   中山 悟視   18 月     

19 火 渡部美紀子   天野 仁司   19 火     

20 水 島袋 修   松本 匡以   20 水     

21 木 高野 克宏   小泉 康一   21 木     

22 金 石原 万里   山ノ内正司   22 金     

23 土 川崎 俊郎   鈴木 晴彦   23 土 森田 年一   

24 日 三浦靖一郎   濱崎 真一   24 日 菊地 卓郎   

25 月 道上 達広   篠木 政利   25 月     

26 火 齊藤 充弘   原田 正光   26 火     

27 水 鳥居 孝栄   島村 浩   27 水     

28 木 松江 俊一   笠井 哲   28 木     

29 金 坂内 昌徳   秋山 秀博   29 金     

30 土 金子 研一   伊藤 正義   30 土     

 

（出典：教員寄宿舎宿日直勤務命令簿）
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資料７－２－③－６ 

 

（様式１）     

学寮宿日直命令簿 

学寮管理棟宿直者 学寮管理棟日直者 月日及 

び曜日 氏名 交替者 氏名 交替者 

6/1 金 會田 俊       

6/2 土 舟山 義一   山野辺 憲子   

6/3 日 遠藤 歩   薄井 久美子   

6/4 月 千葉 純也       

6/5 火 高木 克久       

6/6 水 芳賀 俊彦       

6/7 木 合津 忠一       

6/8 金 石井 和利       

6/9 土 西村 栄   武井 和代   

6/10 日 馬目 孝男   松本 幸恵   

6/11 月 渡辺 昇       

6/12 火 江尻 勝紀       

6/13 水 吉田 浩二       

6/14 木 遠藤 宗明       

6/15 金 藤原 清       

6/16 土 降矢 司   木村 めぐみ   

6/17 日 小口 高昭   安藤 かお里   

6/18 月 野矢 暁       

6/19 火 安藤 守       

6/20 水 鈴木 一宏       

6/21 木 渡邉 康       

6/22 金 宍戸 一貴       

6/23 土 高橋 喜一   宍戸 里果   

6/24 日 和賀 宗仙   遠藤 礼子   

6/25 月 星 隆良       

6/26 火 松口 義人       

6/27 水 鎌田 晃央       

6/28 木 阿部 倫久       

6/29 金 岡部 雅良       

6/30 土 篠木 さくら   加賀 淳子   

 

（出典：寮務係資料） 
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資料７－２－③－７ 
 

平成17年度教員宿日直(寮監)業務 

No 業 務 内 容 

1 勤務時間 宿直：17時15分～翌日8時30分 日直： 8時30分～17時15分 

2 

勤務の始めに寮事務室でその日の寮の状況，行事等についての打ち合わせを行ってください。当番へ

の鍵の受け渡しについては，男子が当番の場合には白雲寮監室で，女子が当番の場合には若葉寮監室

でお願いします。 

3 
17時 30分頃，寮生が浴室の鍵を受け取りにきますので，これを渡し，浴室を開けたら鍵を返却させ

てください。 

4 
Z指導の寮生がいるときは，日誌にコメントを記入しておいてください。 

21時に受け取りにきますので渡してください。 

5 

21時 25分に，放送当番が点呼の放送のために寮監室にきますので，寮監室から点呼の放送を行わせ

てください。寮庭入口の門も閉めさせてください。 

また，風呂当番が施錠のため浴室の鍵を受け取りに来ますので渡してください（浴室清掃・施錠後，

風呂当番が鍵を持参しますので，これを受け取り，「風呂当番作業 表」の内容を確認してサインし

てください。） 

6 

21時 30分に寮生全員が食堂に集合します（悪天候時は，こずえ棟と若葉棟に限り巡回点呼としても

かまいません）。「点呼」を行ってください。点呼時不在の寮生がいる場合は，点呼カードに「×」

を記入してください。なお，定期試験時は，試験開始の前日から試験終了前日までの間は，夜点呼が

巡回点呼となります。 

7 

22 時から，各棟巡回を行ってください。点呼を受けた者で，巡回時に不在で静粛自習を行っていな

い寮生がいる場合は，点呼カードに「Ö」を記入してください。また，点呼時不在で，かつ，巡回時

に在寮確認ができなかった寮生については，居室ドアに「不在者連絡票」を貼ってください。さらに，

巡回時に浴室の施錠確認を行ってください。月及び木曜日は清掃日ですので，各清掃ヶ所の清掃状況

の点検もお願いします。 

8 23時 30分に不在者の最終確認を行ってください。 

9 

翌朝7時25分に，放送当番が放送のために寮監室にきますので，寮監室から点呼の放送を行わせて

ください。休業日の朝は7時35分にきます。放送当番は，補食コーナーの清掃，寮庭入口の開門，

ゴミ置き場整頓，朝刊の綴込みも行います（「放送当番確認表」の内容を確認してサインしてくださ

い）。 

10 
7時 30分に食堂で点呼を行ってください（定期試験時も同じ）。休業日の朝は，7時40分に白雲寮

監が暁・白雲棟を，若葉寮監がこずえ・若葉・青葉棟を分担して巡回点呼を行ってください。 

11 
8時 20分に，XYZ指導者の登校前報告を受けてください（休業日には登校前報はありません）。Z指

導者は日誌の提出を行いますので，受け取ってください。 

12 
8時 30分に当直日誌，寮監日誌，点呼カード，Z指導者の日誌など（当直用バッグ）を事務室に提出

してください。 

13 

日直者は，若葉寮監室に詰めてください。各棟巡回は，10時と 15時に行ってください。17時 15分

に当直日誌，寮監日誌，点呼カード，Z指導者の日誌など（当直用バッグ）を事務室に提出してくだ

さい。 

 

（出典：寮務委員会資料） 
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資料７－２－③－８ 

 

（出典：寮務委員会資料） 
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寮生会の中には，いくつかの委員会（厚生，管理，行事，園芸，図書・選挙管理，広報など）が組

織され，積極的に活動している。寮務委員会と寮生会は，月一回の割合で定期的な会合を持ち，寮生

会行事や寮生活等について打ち合わせを行っている。「寮総務との話し合い（議事録）」は直ちに寮

生全員に公示され，寮生と教員組織とのスムーズな連携が図られている（資料７－２－③－３）。 

寮生会組織と寮の主な年間スケジュールを，以下に示す（資料７－２－③－９）。 

 

資料７－２－③－９ 

寮生会組織 

役員 定員（人） 役員 定員（人） 

寮長 1 管理委員長 1 

副寮長 2 行事委員長 1 

書記 2 園芸委員長 1 

会計 2 

会計監査 2 

図書委員長・ 

選挙管理委員長 
1 

厚生委員長 1 広報委員長 1 

 

寮の主な年間スケジュール 

月 行  事  等 月 行  事  等 

開寮 9 開寮 

新入寮生歓迎夕食会 10 寮生保護者懇談会 

対面式 11 全寮生防災訓練 

耐久レース 12 閉寮 

4 

新入寮生防災訓練 開寮 

5 寮生保護者懇談会 

1 

餅つきスポーツ大会 

6 交歓会 卒業寮生送別会 

8 夏季閉寮 

3 

学年末閉寮 

 

（出典：寮務委員会資料） 

 

団体生活の基本である，規律ある生活を送らせるために，寮には「日課」が定められている（資料

７－２－③－10）。朝と夜の２回，寮生全員が一堂に会しての集合点呼が食堂で実施される。病気な

どで集合点呼に出られなかった者については，当直寮監（教員）がその後の巡回時に確認し，寮生の

所在確認に万全を期している。集合点呼時に使用する点呼カードを以下に示す（資料７－２－③－11）。 
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資料７－２－③－10 

日課表 

日 課 平  日 休  日 

起   床 7:00 7:30 

点   呼 7:30 7:40 

清   掃 7:40 8:00 

朝   食 7:40～ 8:20 8:00～ 9:00 

登   校 8:20  

昼   食 12:00～12:55 12:00～13:00 

夕   食 17:30～19:30 17:30～19:30 

入  浴 17:30～21:20 17:30～21:20 

自   習 20:00～21:30 20:00～21:30 

点呼･門限 21:30 21:30 

静粛自習 21:30～消灯 21:30～消灯 

消   灯 24:00 24:00 

【週間予定】 

清掃日 月・木 曜日（21:00～21:30） 

 

（出典：寮務委員会資料） 

 

 

資料７－２－③－11 

点呼カード 

点 呼 カ ー ド 
暁  ３  階 日 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 9  

班 部 屋 氏    名 曜 火 水 木 金 土 日 月 火 水  

コ３ 
みやかわ ふみや 

宮川  史也 
      302 右

左 機３ 
さかい ひろのり 

酒井  宏典 
      

電２ 
おおぜき むねのり 

大関  宗則 
      304 右

    左 電２ 
ひきち ひろあき 

引地  裕昭 
      

3-1 

306 個 建４ 
かんの じゅんや 

菅野  淳弥 
      

 

（出典：寮務委員会資料） 



福島工業高等専門学校 基準 7 

330 

本校の寮では，夜の集合点呼（21時 30分）の後から消灯（24時）までは「静粛自習」の時間と決

められているが，その時間帯に「勉強会」と称して，上級生（３～４年生）が下級生（１～２年生）

に勉強を教える制度を平成17年度からスタートさせたが，これに対する下級生からの評判は概ね良好

であった。なお，毎日の寮生活では，各寮生が掃除当番・放送当番・風呂当番などの役割分担をし，

それを何人か共同で果たすことになっている。 

寮の設備は一通りそろっているが，全体的に老朽化している。また，エアコンなどの設置も今後整

備が必要である。自習室及び談話室等の整備状況を，以下に示す（資料７－２－③－12）。 

 

資料７－２－③－12 

自習室・談話室等整備状況 

棟 若葉 青葉 暁 白雲 こずえ・管理棟 食堂・浴室 

定員 女77人 54人 51人 42人 20人    

面積 1,343㎡ 863㎡ 745㎡ 1,057㎡ 524㎡ 671㎡ 

3室 1室 1室 1室     
自習室 

17㎡ 20㎡ 18㎡ 18㎡     

4室 1室 2室 2室 1室    
談話室 

17㎡ 26㎡ 18㎡ 24㎡ 37㎡    

食堂       1室  

浴室 1室(女)       1室(男)

 

（出典：寮務委員会資料） 

 

本校では，毎年度前期と後期に行われる計２回の学級懇談会の日に合わせて，寮生保護者を対象と

する「寮生についての懇談会（全体懇談及び個別面談）」を実施している（資料７－２－③－13）。 

また，寮の紹介のための小冊子「磐陽寮だより」を前期と後期の計２回発行し，寮生保護者に送付し

て連携強化に努めている（資料７－２－③－14）。
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（出典：寮務委員会資料） 
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資料７－２－③－14 

 

（出典：寮務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

寮務委員会と寮務係が中心になり，寮生に対して寮行事や寮生活面での支援を行っている。ほとん

ど全ての教員が寮監として，事務系職員と連携して宿日直業務に当たり，寮生活全般にわたって寮生

を援助・支援するシステムが採られている。さらに，上級生が下級生の勉学等の面倒を見る「勉強会」

の環境もできつつある。施設的には老朽化が目立つ部分があるものの，生活及び学習の場としての環

境は整備されている。以上の理由により，本校においては「教育寮」としての学生寮が整備され，学

生の生活及び勉学の場として有効に機能している。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学級担任が，４年次に学生の進路に関する個人面談を実施する中で，学習支援ニーズを把握してい

る。これらの結果に基づいて，学生の進路希望を就職と進学（編入学）に大別し，進路別教育の時間

を毎週１時間放課後に設定して，４年生と５年生を対象に公務員試験対策や編入学試験対策を実施し

ている。準学士課程の学生に対する進路指導関係の年間スケジュールを，以下に示す（資料７－２－

④－１）。これに加えて，各専門学科では，学級担任，学科長，卒業研究指導教員等が連携して，当該

学科の学生の就職や進学に関する指導・助言を行っている（資料７－２－④－２）。また，進路対策委

員会を中心に「進路の手引き」の冊子も作成して４年生の学生全員に配布し，就職・進学のガイドブ

ックとして活用させている（資料７－２－④－３）。 

一方，専攻科課程の学生への支援は，主として学生の「特別研究」の指導教員と専攻長が連携して

行っている。準学士課程の進路対策委員会，各学科の進路指導教員（５年担任）及び求人や進学の資

料収集・整理などに当たる学生課学生支援係との緊密な連絡の下で，学生指導に当たっている。 
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資料７－２－④－１ 

進路指導関係の年間スケジュール 

月 試  験 指  導 

4 民間企業就職試験開始（一部3月より開始）

【5年生】（4月～8月） 

進路別学習（英語・数学）＜8月まで＞ 

SPI能力検査校内模擬試験＜5月まで＞ 

5 大学編入学試験開始（理工系）  

6 国家Ⅱ種公務員一次試験 進路別学習（国語）＜8月まで＞ 

8 国家Ⅱ種公務員二次試験 公務員校内模擬試験（国家Ⅲ種，地方初級） 

9 

国家Ⅲ種公務員一次試験 

地方初級公務員一次試験＜中旬＞ 

（いわき市，福島県他） 

 

10 

国家Ⅲ種公務員二次試験 

地方初級公務員二次試験 

（いわき市，福島県他） 

大学編入学試験開始（文系） 

【4年生】（10月～1月） 

進路ガイダンス 

SPI能力検査ガイダンス 

進路別学習（英語・数学）＜2月まで＞ 

11  面接等指導講習会 

12  
編入学試験ガイダンス 

就職適性検査 

1  就職実践模擬試験 

 

（出典：進路対策委員会資料） 
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資料７－２－④－２ 

 

（出典：平成19年度機械工学科就職求人一覧） 
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資料７－２－④－３ 

 

（出典：福島工業高等専門学校「進路の手引き」） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校準学士課程では，進路対策委員会が中心になり，進路指導のための年間スケジュールを策定し，

それに沿った指導を行っている。また，４，５年生を対象に進路別教育の時間を毎週放課後に設定し，

就職や進学（大学編入学）の試験対策を実施している。これに加えて，各専門学科では，学級担任，

学科長，卒業研究指導教員等が連携して，当該学科の学生の就職や進学に関する指導・助言を行って

いる。専攻科課程では，主に学生の「特別研究」の指導教員と専攻長が連携して進路指導に当たって

いる。以上のことから，就職や進学などの進路指導体制が整備され，有効に機能している。 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点  

【優れた点】 

・各種資格検定の一覧表を作成して学生に提示し，資格取得の学生には特別学修としての単位認

定を行うなど，各種資格試験や検定試験受講のための支援体制が充実しており，成果を上げて

いる。 

・全教員でクラブ指導に当たるなど課外活動面での支援体制が充実しており，学生が各種の大会

に出場して優勝するなど，その活躍が顕著である。 

・４，５年生を対象とする独自の「進路別教育」を実施しており，毎年ほぼ 100％の就職率や進

学率を達成するなど成果を上げている。 

 

【改善を要する点】 

・障害のある学生への支援体制と設備の対策が必要である。 

・寮の基幹の施設・設備等に関して老朽化している部分があり，早急な対策が必要である。 
 
（３）基準７の自己評価の概要  

基準７－１の学生支援等に関しては，準学士課程及び専攻科課程においてそれぞれ入学時に入学ガ

イダンスを実施しているほか，各学科においてもそれぞれ特色のあるガイダンスを行っている。 

学習支援として，教員全員がそれぞれオフィスアワーを設定し学習指導を実施しており，学生の自

主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され機能している。 

各学科，専攻科，TOEIC委員会，国際交流委員会等が中心になり，資格検定試験や外国留学等の学

生の支援に取り組んでいる。各種資格の取得奨励のため、学校が指定する各種資格検定の一覧表を作

成して学生に提示し，資格取得の学生に対しては特別学修として単位を認定するなどの措置を講じて

おり成果を上げている。国際交流委員会や学級担任を中心として，留学生の学習支援を行っている。

また編入学生に対しては，学習指導担当教員と生活指導担当教員の２人による指導体制を設けて学習

面等の支援に当たっている。なお，本校では，過去に障害を持つ学生等を受け入れた実績がないこと

から，この様な学生等への支援体制の整備については，今後さらなる検討が必要である。 

全てのクラブ団体に顧問教員･職員を配置し，学生のクラブ活動の支援と指導に当たっている。そ

の結果として，多くの学生がクラブ活動や愛好会の活動等に参加し，各種の大会やコンテストに出場

して好成績を残している。 

基準７－２の学生生活支援に関しては，学生委員会や学級担任を中心に，学生の厚生補導，生活指
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導，交通指導に当たっている。学生の厚生補導施設としての保健室や学生相談室も整備され，学生の

健康面及び生活面での支援を行っている。また，各種の奨学金制度や授業料免除制度も整備され，経

済的に就学困難な学生への支援に活用されている。 

寮務委員会と寮務係が中心になり，寮生の生活面での支援を行っている。ほとんど全ての教員が寮

監として宿日直業務に当たり，事務系職員と連携して寮生を援助・支援するシステムが採られている。

施設的には老朽化が目立つ部分があるものの，生活及び学習の場としての寮環境は整備されている。 

本校準学士課程では，進路対策委員会が中心になり，４，５年生を対象に進路別教育を実施し，ま

た専攻科課程では，主に学生の「特別研究」の指導教員と専攻長が連携して進路指導に当たっており，

学生の就職や進学などの進路指導体制が整備され，有効に機能している。 
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基準８ 施設・設備 

（1）観点ごとの分析  

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されているか。

また，施設・設備のバリアフリー化の配慮がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

校地は，市街地から約３km離れた高台に，また緑に包まれた教育にふさわしい環境の中に位置して

いる（資料８－１－①－１）。 

 

資料８－１－①－１ 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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校舎敷地内の建物（資料８－１－①－２）としては，管理棟，講義棟，専門学科棟，専攻科棟，附

属施設（図書館，情報処理教育センター，地域環境テクノセンター，実習工場）が配置され，また学

生の休息等に利用できる福利厚生施設（磐陽会館）には，池，庭園があり学生の憩いの場を確保して

いる。運動施設としては，第一グラウンド（陸上競技トラック，サッカーグラウンド，ラグビーグラ

ウンド），第二グラウンド（野球場，テニスコート），第一体育館，第二体育館，武道館（柔道場，

剣道場），卓球場，プール等があり，放課後のクラブ活動等に活用されている（資料８－１－①－３）。

運動施設は，一般市民にも開放されている。 

新装したLL教室には，学生端末48台を備えたフルデジタルのCALLシステムを導入しており，TOEIC

対策の市販ソフトが備えられている。放課後も開放して学生の英語力向上の意欲に応えている（資料

８－１－①－４）。 

 

資料８－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国立学校実態調査表） 
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資料８－１－①－３ 

 

建物面積等 

建 物 名 延べ面積 主 な 室 名 備   考 

管理棟 3,660 ㎡ 事務部（3 課）、校長室、部長室、会議室（大・

小 2 室）、事務電算室、コモンスペース（2

室）、インフォメーションサロン、物理実験

室（3 室）、ゼミ室、学生ホール、研究室（14

室）他 

 

高学年棟 

（講義Ａ棟） 

  1,468 講義室（8 室）、LL 教室、階段教室、 

ゼミ室（3 室）他 

LL 教室(84 ㎡フルデジタ

ル CALL システムを導入)

低学年棟 

（講義Ｂ棟） 

  1,990 講義室（12 室）、理科実験室（2 室）、研究

室（2 室） 

 

専門学科棟 

（機械工学科

棟） 

  1,729 材料実験室（2 室）、機械工作実験室、機械

力学実験室、流体実験室、精密測定実験室、

自動制御実験室、製図室、実習室、研究室（10

室）他 

材料実験室(74 ㎡ゴルフ

ロボット)、機械力学実験

室（46 ㎡ CNC マシニング

センター） 

（電気工学科

棟） 

  1,656 実験室（3 室）、IC 実験室（2 室）、情報応

用実験室、研究室（11 室）、卒研室（4 室）

他 

情報応用実験室（クライ

アントコンピュータ 47

台他） 

（物質工学科

棟） 

  1,472 物質工学実験室（3 室）、生化学実験室、物

理化学実験室（2 室）、化学工学実験室、分

析化学実験室、有機化学実験室、無機化学実

験室、研究室（6 室）、卒研室（2 室）他 

 

（建設環境工

学科棟） 

  1,730 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造実験室、水理実験室、土質実験室、

環境系実験室、情報処理室、計画系演習室、

構造演習室、リサイクル工学実験室、水環境

実験室、ゼミ室、研究室（9 室）他 

土質実験室（102 ㎡油圧

ｻｰﾎﾞ振動試験器）、水環

境実験室（28 ㎡オートア

ナライザーシステム） 

（コミュニケ

ーション情報

学科棟） 

  

1,851 

講義室（5 室）、マルチメディア演習室、情

報処理演習室、コミュニケーション演習室、

図書資料室、研究室（4 室）他 

コミュニケーション演習

室（102 ㎡パソコン） 

付属施設 

（図書館） 

  

1,689 

書庫、閲覧室、事務室、学生ホール、ゼミ室

（2 室）、視聴覚教室、音楽室他 

書庫(173 ㎡) 

閲覧室(230 ㎡) 

蔵書数（78、988 冊） 

（情報処理教

育センター） 

    

313 

情報基礎演習室、画像処理演習室、サーバﾞ

室、管理室、IT 研究室他 

教育用電子計算機システ

ム情報基礎演習室（97 ㎡

クライアントコンピュー

タ 47 台他） 
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（出典：「自己点検・評価」ワーキンググループ資料） 

建 物 名 延べ面積 主 な 室 名 備   考 

（地域環境テ

ク ノ セ ン タ

ー） 

          

420 

機器室（2 室）、電顕室、大気生物実験室、

水質・廃棄物実験室、騒音実験室、管理室、

技術相談室他 

電顕室（19 ㎡走査型顕微

鏡 SEM） 

機械室(30 ㎡高速液体ク

ロマトグラフ、核磁気共

鳴装置) 

（実習工場）     

772 

機械実習工場、鋳造溶接工場、創造工房他 機械実習工場（245 ㎡ワ

イヤー放電加工機、簡易

NC フライス盤他） 

屋内運動場 

（ 第 一 体 育

館） 

   1,193 体育室、器具庫、トレーニングﾞ室他 体育室(862 ㎡) 

（ 第 二 体 育

館） 

    288 体育室、器具庫、管理室他 体育室(798 ㎡) 

（武道館）     692 剣道場、柔道場、更衣ロッカー室 

他 

剣道場(279 ㎡)、柔道場

（242 ㎡） 

（卓球場）    268 卓球室、更衣室 卓球室(240 ㎡) 

福利厚生施設 

（磐陽会館） 

   698 食堂（厨房含）、売店、保健室、学生相談室、

和室、ミーティングルーム 

他 

 

（合宿研修セ

ンター） 

   356 多目的室（2 室）、捕食室、 

当直室他 

 

寄宿舎 

（ 管 理 棟 ・ 

こずえ寮） 

    524 事務室・応接室、当直室、寮室、（12 室）、

談話室（2 室）、浴室他 

（入寮定員 244 人） 

男子 20 人 

（若葉寮）    1,343 寮監室、当直室、寮室（55 室）、自習室（3

室）、談話室（2 室）、浴室洗濯室他 

女子 77 人 

（青葉寮）     863 寮室（26 室）、自習室（2 室）、談話室（2

室）、洗面洗濯室（3 室）他 

男子 51 人 

（暁寮）     745 寮室（28 室）、自習室、談話室、洗面洗濯室

（3 室）他 

男子 42 人 

（白雲寮）    1,057 寮室（37 室）、自習室、談話室、捕食室、洗

濯室（4 室）寮監室他 

男子 54 人 

（食堂浴室）     671 食堂、厨房、浴室、ボイラー室他  
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資料８－１－①－４ 

 
LL教室授業風景 

（出典：英語科資料） 

 

平成13年度から14年度にかけて，低学年棟の新営と高学年等および管理棟の改修が行われ，車椅子

用スロープ・トイレやエレベータの設置等のバリアフリー化が実施された。その他の建物等のバリア

フリー化に関しては，これまでに障害のある学生の入学がなかったため未整備の状況であるが，学内

の施設整備専門部会で整備計画の策定を行っている（資料８－１－①－５）。また，平成17年度には建

設環境工学科棟の耐震補強工事が実施された。 

 

 (a) 図書館，視聴覚室  

施設は学生ホール，ゼミ室，視聴覚室，音楽室等と併設しており，図書室は専有延床面積が647㎡で

ある。閲覧室には50席の座席，ビデオ閲覧コーナー（座席数２），雑誌閲覧コーナー（座席数10）と

蔵書検索用のコンピュータ１台，ネットワークを利用できる検索用コンピュータ３台，コピー機１台

を設置している。学生ホールは自学自習スペースとして開放されており，グループ学習などに利用さ

れている。3階の視聴覚室には座席数が100席あり，授業や研究発表，講演会の会場としても利用され

ている。近年の学術雑誌の電子ジャーナル化に伴い長岡技術科学大学の高専支援を受けた電子ジャー

ナルコンソーシアム（資料８－１－①－６）の利用が可能である。開館時間は，月曜日～金曜日は８

時30分～20時15分，土曜日は９時～16時である。 
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資料８－１－①－５ 

 

 

 

 

 

（出典：運営会議資料） 



福島工業高等専門学校 基準 8 

 

 345

資料８－１－①－６ 

（出典：長岡技術科学大学ホームページ） 
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(b) 情報処理教育センター 

情報処理教育センターは，情報処理の教育及び研究に資するために設置され，COMPAQ社製のワーク

ステーション，パーソナルコンピュータでLANを構築しており，学内LAN設備として各種サーバ類，

ネットワーク管理機器が設置されている（資料８－１－①－７～８）。 

 

資料８－１－①－７ 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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資料８－１－①－８ 

情報処理教育センターの設備（建物） 

室  名 面  積 室  名 面  積 

情報基礎演習室 97ｍ２ 空調機器室 17ｍ２ 

画像処理演習室 39ｍ２ 

管理室 39ｍ２ 

情報処理教育センター 

建物全体 
313ｍ２ 

サーバ室 33ｍ２ 

IT研究室 25ｍ２ 

情報応用演習室 

（電気工学科棟） 
76ｍ２ 

授業準備室 21ｍ２   

 

情報処理教育センターの主な設備・システム 

設備・システム等 主な機器 

教育用電子計算機システム ・COMPAQ ProLiant ML370(5台) 

・バーテックスリンク WPC-6209E（教員授業用：2台、学生演習用：95台）

・ネットワークプリンタ(4台) 

校内LANシステム ・Extreme Networks Alpine 3808 (1台) 

・Extreme Networks Alpine 3804（2台） 

・Extreme Networks Alpine 3802（8台） 

・校内情報コンセント (250組) 

画像処理システム ・画像処理用サーバ (5台) 

・画像処理用クライアント (5台) 

演習室 

・情報基礎演習室  

・情報応用演習室 

・ユーザ認証用メインサーバ 1台 

(COMPAQ製 ProLiant ML370) 

・ユーザ認証用バックアップサーバ ２台 

 (COMPAQ製 ProLiant ML370) 

・ファイルサーバ１台[兼学生用メールサーバ] 

(COMPAQ製 ProLiant ML370) 

・計算サーバ １台[兼プリントサーバ] 

(COMPAQ製 ProLiant ML370) 

・クライアント 97台 

 (バーテックスリンク社製 WPC-6209E) 

主なソフトウェア ・Microsoft Office 2000 Professional 

・Microsoft Visual Studio 6.0 

・Typing Pro Ver. 1.0 （基礎演習室のみ） 

・AutoCAD LT97 （応用演習室のみ） 

・NORTON Anti Virus Education Suite 

ウィルス対策システム ・ TrendMicro社製 Virus Wall 

・McAfee社製 Asap 

（出典：情報処理教育センター資料）
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演習用端末は，授業時間以外は学生に開放されており，また，公開講座においては一般市民へも開

放している。開放時間は，平日は８時 40 分～19 時（水曜日は 17 時 15 分まで），土曜日は９時～16

時となっている（資料８－１－①－９）。情報処理教育センター内の演習室以外に，電気工学科棟と

コミュニケーション情報学科棟に情報応用演習室があり，１基礎演習室と２情報応用演習室からなる

３演習室体制を採っている。 

 

資料８－１－①－９ 

（出典：情報処理教育センター資料） 

 

 (c) 地域環境テクノセンター  

地域環境テクノセンター（資料８－１－①－10）は，平成18年度に新しく開設された。従前の環境

科学教育研究センターと地域交流センターの両機能を合わせ，かつ効率よく新しい展開を図ることを

目標としている。これまでの研究・教育の成果や試験・分析・教育技術等を活用して，積極的に地域

の産業や文化の発展に貢献することを目的として設置された，産学官民連携推進のための支援機関で

ある。また，環境科学に関する知識，技術の教育・研究を行い，地域社会の産業発展と住民の生活環

境の向上に貢献している。運営は専門５学科と一般教科で構成される運営委員会によって行われ，４

つの部門（管理運営，リエゾン，技術支援，教育支援）に分かれて活動している。また，研究・開発

支援，試験・分析サービス，技術相談，講演会や研究会の実施，技術・教育シーズ集の公開，公開講

座・実習，出前授業等，多岐にわたって地域の企業や小・中学校に対する支援を行っている。 
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資料８－１－①－10 

 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 

 

(d) 体育施設  

校舎敷地内には，第一グラウンド（陸上競技用トラック，サッカーグラウンド，ラグビーグラウン

ド），第一体育館，第二体育館，武道館（柔道場，剣道場），卓球場，プール等を配置し，隣接の団

地内に第二グラウンド（野球場，テニスコート）を有し，体育の授業やクラブ活動等に活用されてい

る。また施設の一般開放も実施しており，教育に支障のない範囲で，地域住民の生涯教育施設として

の機能も果たしている。 
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（分析結果とその根拠理由） 

校地は，市街地からも近く，緑に包まれた環境の中に位置している。校舎敷地内には，管理棟，講

義棟，専門学科棟，専攻科棟，附属施設が，また，学生の休息等のための福利厚生施設が配置されて

いる。運動施設としては，第一グラウンド，第二グラウンド，第一体育館，第二体育館，武道館，卓

球場，プール等があり，放課後のクラブ活動等にも大いに利用されている。運動施設は，これらの時

間外に一般市民にも開放されている。平成13年度から14年度にかけて，低学年棟の新営と高学年棟及

び管理棟の改修が行われ，これらの建物についてバリアフリー化も実施された。以上のように，教育

目的の実現と教育課程の実施のために施設・設備の整備がなされ，有効に活用されている。しかし，

現在の施設・設備のバリアフリー化はまだ一部にとどまっているため，今後全ての施設についてのサ

バリアフリー化を早急に検討・実施しなければならない。 

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュ

リティ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

情報処理教育センターが，情報処理の教育及び研究のために設置されている。ワークステーション，

パーソナルコンピュータでLANが構築され，学内LAN設備として各種サーバ類，ネットワーク管理機

器やウイルス対策用のシステム等が設置されている（資料８−１－①－８，資料８－１－②－１）。イ

ンターネットへは専用回線で TOPIC(東北学術研究インターネットコミュニティ)へ接続し，全国の大

学，高専及び研究機関はもとより，全世界と24時間情報のやりとりを行っている。また，平成19年

３月には校内LANスイッチの更新や無線LANのアクセスポイントの設置等を実施し，ネットワーク環

境の整備にも努めている。さらに，情報セキュリティポリシーも整備され（資料８－１－②－２），

適切なセキュリティ管理の下に置かれている。 
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資料８－１－②－１ 
 

情報処理教育センターの主な設備・システム（ネットワーク関連） 

設備・システム等 主な機器 

校内LANシステム ・Extreme Networks Alpine 3808 (1台) 

・Extreme Networks Alpine 3804（2台） 

・Extreme Networks Alpine 3802（8台） 

・校内情報コンセント (250組) 

ウィルス対策システム ・TrendMicro社製 Virus Wall 

・McAfee社製 Asap 

（出典：情報処理教育センター資料） 

 

資料８－１－②－２ 
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（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

校内 LAN 設備の定期的な更新等，ネットワーク環境の整備に努めている。また，複数のウイルス対

策システムの設置とともに，情報セキュリティポリシィも整備されている。以上のことから，本校で

は教育用の情報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され，活用されている。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整

備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

図書館は，学校の中で学習センターとしての役割を果たしており，教育及び研究に必要な情報資料

を中心に，授業に欠かせない参考図書，豊かな情操を養うための教養書や美術書などが，NDC（日本十

進分類法）により整理され，開架式書架に並べられており（資料８－２－①－１），その他の視聴覚

資料や新聞等も整備されている（資料８－２－①－２）。また，長岡技術科学大学からの高専支援に

よる電子ジャーナルコンソーシアム（資料８－１－①－６）の利用も可能になっている。 

 

資料８－２－①－１ 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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資料８－２－①－２ 

図書館視聴覚資料の所蔵状況 

ビデオ LD ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ CD-ROM DVD スライド 

772 52 213 132 16 16 

 

図書館購読新聞タイトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書係資料） 

 

購入図書の選定は，専門学科及び一般教科教員の図書館運営委員が担当しており，教育・研究に必

要な図書をバランス良く選定し購入している。また，図書館内にリクエストボックスを設置したり，

学生によるブックハンティングキャンペーン（資料８－２－①－３）により，学生の意見やニーズを

反映させ，図書館の利用促進を図っており，数多くの利用がなされている（資料８－２－①－４）。 

 

資料８－２－①－４ 

図書館利用状況（平成16年度実績による） 
 

延べ利用者数 貸 出 総 数 文献複写取り寄せ件数 

    49,841名      8,767冊     144件 

 

 

 

 

（出典：図書係資料） 

新 聞 名 新 聞 名 

日刊工業新聞 福島民報 

フジサンケイビジネスアイ 河北新報 

毎日新聞 スポーツ報知 

読売新聞 The Japan Times 

朝日新聞 Herald tribune 

日本経済新聞  

資料　 図書館利用者数と 貸出冊数

年度
入館者数
（ 人）

夜間入館者数
（ 人）

貸出冊数
（ 冊）

夜間貸出冊
数（ 冊）

Ｈ１ ２ 54, 038 4, 622 6, 865 1, 598

Ｈ１ ３ 61, 171 3, 672 7, 138 1, 508

Ｈ１ ４ 55, 870 2, 750 8, 322 1, 791

Ｈ１ ５ 46, 240 2, 480 9, 023 1, 727

Ｈ１ ６ 49, 841 2, 454 8, 737 1, 984

夜間時間は１ ７ ： １ ５ ～２ ０ ： １ ５
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資料８－２－①－３ 

 

（出典：図書係資料） 

 
 

（分析結果とその根拠理由） 

教育・研究上必要な図書や雑誌等の資料については，学生のニーズも踏まえて購入し，系統的に整

備している。その結果，図書館の利用者数や図書の貸出数はともに多く，有効に活用されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点  

【優れた点】 

・情報処理教育センターは３演習室体制を採ることにより，多くの学生に情報機器を開放している。 

・図書館内へのリクエストボックスの設置や学生によるブックハンティングキャンペーン等により，

学生の意見やニーズを反映させ，図書館の利用促進を図る独自の取り組みを行っている。 

 

【改善を要する点】 

・校内の施設・設備の改修等による耐震補強や老朽化対策，また，すべての施設・設備のバリアフ

リー化を早急に検討・実施する必要がある。 

 

 

（３）評価８の自己評価の概要  

本校の教育課程の実施に必要な教室，実験室，演習室，自習室，図書館，情報施設，自習・休憩施

設及び食堂等が十分整備され，有効に活用されている。平成18年3月に専攻科棟が竣工・完成したこと

で，さらに施設・設備が充実したが，実習工場や各学科の基盤的施設，体育施設，図書館，寮の施設・

設備等については一部老朽化が進み且つバリアフリー化未対応の箇所があり，早急な改修・整備が必

要である。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，従来から教務委員会がカリキュラムから成績評価までの教育全般を担当してきた（資料

９－１－①－１）。平成５年には教育水準の向上を目的に点検及び評価に関する検討委員会が設置さ

れた（資料９－１－①－２）。平成16年には専攻科の設置に伴って専攻科委員会（資料９－１－①－

３），またJABEE受審への対応のためにJABEE委員会（資料９－１－①－４），さらに教育改善への取

り組みを継続的に行うためにFD委員会（資料９－１－①－５）が設けている。また，学級担任連絡会

議（資料９－１－①－６）を定期的に開催して，クラス運営や学生指導について意見交換を行ってい

る。これらの取り組みは，全教員が組織的及び有機的に関わり，継続的に授業方法や教育環境に係る

問題点を把握して解決を図るシステムとして有効に機能している（資料９－１－①－７）。教育活動

の実態を示す資料としては，次の資料①から⑪までを収集している。 

①定期試験に係る資料 

（定期試験問題・模範解答・学生の答案コピー，小テスト・課題レポート，成績一覧等） 

②学生実験のレポート類 

③卒業研究及び特別研究の評価シート 

④卒業研究論文及び特別研究論文 

⑤教員個人データ（JABEE受審用） 

⑥学生による学習等達成度記録簿（学生による自己評価，コメント記入－担任） 

⑦授業科目の理解度評価シート(学生の自己評価，学習・教育目標の達成度記録票) 

⑧学生による授業評価アンケート用紙（各教員の授業に対する学生の評価結果） 

⑨学級委員長との話し合い議事録（学生からの要望と学校側の回答）（資料９－１－①－８） 

⑩学級担任会議議事録（資料９－１－①－９） 

⑪数学･物理担当者と専門学科教員との懇談会議事録（資料９－１－①－10） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育活動の実態を示す各種の資料（上記の資料①～⑪）を，学内の各担当部署で随時収集し，その

資料の管理やデータの分析を行うとともに，それらの結果をデータベースとして蓄積している。また，

それらの結果を基に点検・評価を行う各種委員会を設置しており，全教員に授業改善等への取り組み

等を促すシステムが構築されている。以上のことから，教育の状況について，教育活動の実態を示す

データや資料が適切に収集・蓄積され，評価を適切に実施できる体制が整備されている。 
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資料９－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

資料９－１－①－２

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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 資料９－１－①－３ 

 

 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料９－１－①－４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料９－１－①－５

（出典：福島工業高等専門学校規則集）

資料９－１－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料９－１－①－７

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：JABEE 委員会資料） 

福島高専の外部改善システム 

福島工業高等専門学校
点検及び評価検討委員会

独立行政法人
国立高専機構 大学評価・

学位授与機構
JABEE

中学校
高等学校

外部評価
参与会

後援会
（保護者）

福島高専
協力会

卒業生
（修了生）

文部科学省 総務省

認定評価
評価・報告

認証評価・専攻科評価

通知・勧告

評価
評価

意見・改善

意見・改善
意見・改善

アンケート・改善

アンケート・改善

福島高専の内部改善システム 

点検及び評価に関する検討委員会 運営会議

各種委員会

教員会議

専攻科会議

各学科会議

学級担任会議

寮生

学生会

寮生会

学生の動向調査

学生

進路状況
成績状況

生活指導状況
授業アンケート

学級委員長との懇談会
TOEIC結果

保護者懇談会
寮生保護者懇談会

後援会総会

一般教科
機械工学科
電気工学科
物質工学科
建設環境工学科
コミュニケーション情報学科
非常勤講師

PLAN

DOCHECK

ACTION
校 長（企画会）

後援会
（保護者）

教科連絡会議

教務委員会
学生委員会
寮務委員会
専攻科委員会
入学試験委員会
JABEE委員会
FD委員会
進路対策委員会
TOEIC委員会
図書委員会
広報委員会

参与会
（外部評価）

「教育理念（学習・教育目標を含む）」
「教育組織」，「学生の受入れ」，「教育内容・教育方法」

「学生支援」，「教育環境」，「財務」，「研究」
「教育の成果」，「外部サービス」

「改善システム」



福島工業高等専門学校 基準９ 

 364

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－①－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教員会議資料） 

資料 ９－１－①－９

 

 

（出典：教員会議資料） 
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資料９－１－①－10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：工学系学科と数学・物理科との話し合い議事録） 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生からの意見の聴取は，教員が学生と接する様々な場面で行われている。教育内容に係わる学生

の意見聴取のため，FD委員会が主体となり「授業評価アンケート」を実施している（資料９－１－②

－１～３）。各教員は，アンケート結果を基にして，授業の改善項目とその具体的な実現方法及び改

善状況をFD委員会に報告する。授業アンケートで評価が上位の教員の授業を一定期間公開し，教員相

互の授業参観を行い，授業方法等の改善に役立てている（資料９－１－②－４～７）。 

学生からの意見を聴取するもう一つの方法として，毎年度一回の「学級委員長との懇談会」を行っ

ている（資料９－１－②－８）。この懇談会には，教職員側から教務，学生，寮務，ＦＤなどの各委

員及び学生課職員が出席し，各クラスの代表（学級委員長）と各クラスから出された懇談テーマと要

望事項について活発な議論と意見交換を行っている。授業や学生生活全般にわたるこれらの話し合い

の結果は，その後各クラスの要望事項に対する学校側からの回答も含めて教務委員会で取りまとめら

れ，教員会議で報告されるとともに，学生に対しても各クラスへの資料配布の形で周知がなされてい

る（資料９－１－②－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の意見聴取のシステムとして，授業評価アンケート，学級委員長との懇談会などが実施されて

いる。学生からの意見・要望事項は，教務委員会が取りまとめを行い，関係の項目毎に教務，学生，

寮務，FDなどの各委員会で検討され，その回答結果を公表して，その後の授業や教育環境の改善に活

かす取り組みを行っている。特に，授業方法の改善等に関する要望事項については，各委員会での討

議や教員相互の授業評価などのFD活動の中でその改善に向けた取り組みが行われ，教育の状況に関す

る自己点検・評価が適切な形で反映されている。 
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資料９－１－②－１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－２

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－３ 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－４

 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－５

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－６

 

 

（出典：FD 委員会資料） 

資料９－１－②―７

（出典：FD委員会資料） 
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資料９－１―②―８

平成 18 年度 学級員長との懇談会開催通知 

平成 18 年 6 月 9 日 

  

学級委員長各位 

  

教務主事 

渡辺 博 

 

学級委員長との懇談会（開催通知） 

 

 平成１８年度の学級委員長との懇談会を下記の要領で実施したいと考えています。各クラスの 

学級委員長は出席してください。 

  

記 

  

日時：平成 18 年 6 月 21 日（水）15:15～17:15 

 

場所：第２ゼミ室（１～３年生）、第３ゼミ室（４・５年生） 

 

資料：資料は当日配布の予定 

 

備考：欠席などの連絡は川﨑教員宛にお願い致します。 

 

 

                                （出典：教務委員会資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福島工業高等専門学校 基準９ 

 374

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－②－９ 

 

（出典：教務委員会資料） 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられ

る。）の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されてい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

（１）参与会 

本校では，学外有識者の意見を取り入れて，教育，研究，学生支援，管理運営等の改善に資するた

め，平成12年度に外部評価委員会を設置したが，平成17年度には同委員会を参与会と改称し，第一回

の参与会（外部評価）を実施した（資料９－１－③－１）。参与会の委員（参与）には，近隣の大学，

高等専門学校関係者，地方自治体の関係者，教育関係者，地域産業経済関係者，本校卒業生などをバ

ランスに配慮して選出し委嘱した。参与会からの意見や提言の中で早急な検討を要する事項について

は，その後関係委員会等で速やかな審議を行い，改善策を立案して実施に移している（資料９－１－

③－２～３）。 

（２）保護者の意見の反映 

保護者からの直接的な意見聴取の機会として，年に２回（春季と秋季）開催の学級懇談会がある。

この懇談会では，学級担任が保護者と直接面談し，学生の学業成績や普段の生活状況などについて率

直な意見交換を行っている。また，これに加えて，平成17年度からは，保護者を対象とした公開授業

日を設け実施している（資料９－１－③－４～５）。 

（３）アンケート調査による企業等学外関係者からの意見聴取  

企業等学外関係者からの意見聴取として，平成16年度にJABEE委員会，平成19年度に認証評価小委

員会が，卒業（修了)生と企業等学外者を対象とするアンケート調査を実施した（資料９－１－③―

６～14）。これらのアンケート結果から，本校の卒業（修了）生を採用した企業からは，本校卒業

（修了）生の能力に高い満足度を持っていること，また採用時に重視する能力が本校の教育で学生に

求めている学力や資質・能力にほぼ一致していることも確認できた（資料９－１－③―15～16）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学外者の意見を積極的に取り入れるために，近隣の大学，高等専門学校関係者，地方自治体の関係

者，教育関係者，地域産業経済関係者，本校卒業生などを委員（参与）とする参与会を設置し，外部

評価を実施している。保護者との連携と情報共有を図るため，年２回の学級懇談会を開催し，また，

保護者対象の公開授業日を設けて，学校の教育内容やその取組状況を広く社会に公表し，改善のため

の意見聴取に努めている。卒業（修了）生や企業等学外者を対象としたアンケート調査を実施し，本

校の教育内容やその水準などについて意見を求めている。以上のような取り組みで得られた意見や提

言を自己点検・評価に適切な形で反映させ，継続的な改善を組織的に行うシステムを構築し運用して

いる。 
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資料９－１－③－１ 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料９－１－③－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：参与会報告書） 
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資料９－１－③－３

（出典：教員会議資料） 
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資料９－１－③－４

（出典：教務委員会資料） 
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資料９－１－③－５

 

 

 

 

（出典：教員会議資料） 
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充分
42

普通
96

不十分
24

（人）

教育内容

複数回答あり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役に立っている
79

普通
69

役に立っていない
14

（人）

社会での有用性

複数回答あり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料９－１－③－６

 

○卒業生を対象にした「教育内容」に関する質問： 

福島高専の教育について十分な内容，時間であったと思いますか。 

（出典：JABEE 委員会資料） 

資料９－１－③－７

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○卒業生を対象にした「社会での有用性」に関する質問： 

   福島高専で受けた教育は社会に出てから役に立っていますか。 

 

 

 

 

（出典：JABEE 委員会資料） 
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十分満足である
18

ある程度満足である
22

あまり満足でない
9

全く満足でない
0.1

（社）

プログラム修了生の社会人としての資質

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－③－８

○企業を対象にした「プログラム修了生の社会人としての資質」に関する質問：  

「産業技術システム工学」教育プログラムの学習・教育目標が達成されて 

いれば，貴社の新入社員としての資質は十分満足していると思われますか。 

 

 

 

（出典：JABEE委員会資料） 
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資料９‐１‐③－９

 

 

 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料９－１－③－10 

 

 

 

 

 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料９－１－③－11 

（出典：認証評価委員会資料） 

資料９－１－③－12 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料９－１－③－13 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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資料９－１－③－14 

 

資料９－１－③－15 

（出典：認証評価委員会資料） 
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本校卒業生(修了生）に対する評価(企業等)

十分に満足できる

ある程度満足できる

少し不満である

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26％ 

68％ 

6％ 

資料９－１－③－16 

 

（出典：認証評価委員会資料） 



福島工業高等専門学校 基準９ 

 389

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に 

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成16年度から，学生自らが記入する学習等の達成度記録簿（資料９－１－④－１）を導入した。

学生は目標と評価を記入し，クラス担任がコメントを記入して保管している。学習等達成度記録簿の

達成度は，本校の学習・教育目標の達成度評価（資料９－１－④－２）により，自らの姿勢や取り組

み状況を事前に確認させている。また学習への取り組み状況は，授業の理解度調査でも把握している

（資料９－１－④－３）。授業アンケートの結果は各教員に通知され，また,各クラスにも資料が配

付される。各教員は，集計されたアンケート結果（資料９－１－④－４～５）に基づいて，授業改善

報告書を作成している。授業評価アンケート上位者による公開授業やFD研修会が実施されている（資

料９－１－④－４，資料９－１－②―７）。教員相互で授業参観を行い，教授方法について点検・評

価を行っている。このような取り組みによって，教育方法や授業改善の取り組みに積極的に参加する

システムが構築され機能している（資料９－１－④－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生による授業評価アンケートを定期的に実施する体制が整っている。アンケートや相互の授業参

観，研修会等の実施などにより，教授方法の改善にとどまらず，関係科目間の連携や教育内容の見直

しなどの教育方法等の改善に向けた取り組みが継続的に行われている。 
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（その１） 秘

学科 氏 名

固定 - -

住所 携帯 - -

（１）高専で勉強したい内容
１年次 ４年次

（２）高専における勉学以外の目標
１年次 ４年次

（３）自己採点
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 年 卒業時

情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼ
ンテーション能力が身についたか？

モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力が身につい
たか？

情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探
究する能力が身についたか？

工学系科目－ビジネス系科目との協働（シナジー）効果により，複眼的な視野
を持って自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力が身についたか？

工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修
得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる能力が身についたか？

 地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理・教養
が身についたか？

各項目の細目はシラバスや本校ホームページに掲載してあるので、それらを見て総合的に採点してください。

結 果 等

（年月，点数等）

取 得 予 定
資 格 等 名

（４）資格等（英語検定，工業英語検定，TOEIC，秘書検定，日本漢字能力検定，ラジオ音響検定，ディジタル技術等）に関する目標

（ 年 月 等 ）

項　　　　　　　　　　　目

学 習 等 達 成 度 記 録 簿

（各学年の春に，100点満点で自己採点を行ってください。）

学 科 名

出 身 地

学籍番号

出身中学

E-メール

電話
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福島高専の学習・教育目標の達成度評価 ４年　建設環境工学科

　番　　　　氏名

(A) 地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために、倫理・教養を身
につける 学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 人類の幸福や豊かさについて考えることができる 社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ，文学，体育

2 人類の活動や文明が地球環境に与える影響について理解できる 体育，環境工学Ⅰ

3 世界の歴史・思想・文化や、それらに根ざした価値観などを理解し、ものごとを
多角的に見ることができる

社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ，文学，第２外国語Ⅰ，体育

4 人間社会と自然環境の調和を図る必要性を認識できる 体育，環境工学Ⅰ

5 科学技術が社会や自然に及ぼす影響・効果を理解し、技術者の社会的責任を自覚
するための深い倫理観を持つことができる

社会科学特講Ⅰ，環境工学Ⅰ

(B) 工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得
し、知識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける

学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 工学の基礎となる数学、自然科学に関する知識を修得し、活用できる 応用数学Ａ，応用数学Ｂ

2 それぞれの専攻分野の基盤となる専門基礎知識を修得し、活用できる 応用情報処理，応用測量，環境工学Ⅰ，鋼構造工学，構造解析学，交
通施設，コンクリート構造工学，施工法，システム工学，地域計画，
水処理工学，水理学，土質力学

3 情報処理に関する基礎知識を修得し、それを工学的諸問題の解決に応用できる 応用情報処理

4 設計・システム系、情報・論理系、材料・バイオ系、力学系、社会技術系の基礎
工学の知識と能力を身につけ、活用できる

4-1 設計・システム系

4-2 情報・論理系 応用情報処理

4-3 材料・バイオ系

4-4 力学系 鋼構造工学，構造解析学，コンクリート構造工学，水理学，土質力学

4-5 社会技術系 応用測量

5 それぞれの専攻分野の基盤となる専門基礎知識をベースに、より深い専門知識を
修得するとともに、異なる専門分野の知識を身につけ、活用できる

(C) 工学系科目−ビジネス系科目との協働（シナジー）効果により、複眼的な視野を
持って自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける

学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 各種の経営体の事業面・統治面・社会面・経済面に応じた管理、およびこれらを
遂行するのに必要な諸要素の管理に関する知識を修得し、活用できる

社会科学特講Ⅱ

2 製造業における生産の計画と管理に関わる概念技法およびシステム工学、情報科
学など生産管理の理論的基礎知識を修得し、活用できる

システム工学

3 ベンチャー企業をどのように育成していくのか、起業家、ビジネスプラン、支援
制度、ベンチャーキャピタルなどに関する知識を修得し、活用できる

社会科学特講Ⅰ，社会科学特講Ⅱ

4 科学技術をビジネスの世界で効果的に応用して経営のあり方に関する知識を修得
し、活用できる

社会科学特講Ⅱ

5 グローバルなビジネス社会で英語を実務的に運用できる 工学セミナー

6 自ら工夫して新しい産業技術を創造・開発し、産業システムを構築できる 社会科学特講Ⅱ，工学セミナー，実務研修，校外実習

(D) 情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決のみならず課題探究す
る能力を身につける

学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 数学、自然科学、専門基礎、専門の知識を総合的に利用し、それを実践的な問題
解決に応用できる

工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

2 問題解決のために必要な情報を収集し、解析するための情報処理技術および工学
的手段を修得し、活用できる

応用情報処理，工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・
演習

3 さまざまな知識を適切な情報源から得、それらの内容を識別した上で、蓄積・整
理できる

工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

4 新しい課題について、問題点を自ら発見できる 工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

5 新しい課題について、さまざまな観点から検討し、その結果を具体的に示すこと
ができる

工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

(E) モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより、創造的実践力を身につけ
る 学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 実験・実習・演習の工学的意義を理解し、それらの修得を通じて、自主的、継続
的、そして計画的に学習することができる

工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

2 設計・製造・計測・制御および情報処理など、知識と技術が結びついた生産活動
を行うことができる

応用情報処理，工学セミナー，鋼構造工学，システム工学，実務研
修，校外実習，工学基礎実験・演習

3 生産から消費・廃棄に至るプロセスを、ひとつのシステムとして認識できる

4 多様な産業技術システムを理解し、企画・基本設計・付加価値設計ができる 工学セミナー，実務研修，校外実習，工学基礎実験・演習

(F) 情報技術を活用して、国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼン
テーション能力を身につける

学習・教育目標を達成するための科目群 達成度

1 自分の考えを論理的、客観的に日本語の談話や文章で表現できる 工学セミナー，実務研修，校外実習

2 他者の意見や主張を的確に理解したうえで、問題点を指摘し討論できる 工学セミナー，実務研修，校外実習

3 情報技術を活用して作成した分かりやすいグラフや図などを用いて論理的に発表
し、質疑に対して的確に対応できる

工学セミナー，実務研修，校外実習

4 幅広い話題についての英語の談話を聞き、文章を読み、それらの内容を理解でき
る

英語，工学セミナー

5 幅広い話題について、英語の談話や文章で表現する基礎能力を身につけ、活用で
きる

英語

6 英語で書かれた論文などを正しく読解し、その内容を日本語で説明できる 英語，工学セミナー

この調査は，「福島高専の学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させ，その学習に反映させていること。」を評価する基礎資料となるもので
す。

右に示す「学習・教育目標を達成するための科目群」の理解度に基づき，各細目の総合的達成度を『10段階評価』で答えて下さい。
なお，網掛けの欄には記入する必要はありません。
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（出典：JABEE委員会資料） 
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（出典：理解度調査配布用紙（教務委員会））
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スコア 学校平均 順位

問１ 287 177 1

問２ 275 157 3

問３ 221 85 9

問４ 255 89 2

問５ 230 93 3

問６ 224 113 3

問７ 226 86 2

問８ 242 129 6

問９ 244 121 1

問１０ 244 157 3

問１１ 181 100 9

問１２ 136 81 22

総合 230.3 115.8 1

図4　平成16年度授業アンケート教官別集計データ　
質問項目別スコア及び総合評価

-300 -200 -100 0 100 200 300

スコア 学校平均

2 3 4

6 0 0

6.7 0.0 0.0

11 0 0

12.4 0.0 0.0

23 6 0

25.8 6.7 0.0

16 2 0

18.0 2.2 0.0

25 3 0

28.1 3.4 0.0

28 3 0

31.5 3.4 0.0

23 5 0

25.8 5.6 0.0

24 1 0

27.0 1.1 0.0

21 2 0

23.6 2.2 0.0

23 1 0

25.8 1.1 0.0

36 7 1

40.4 7.9 1.1

39 14 2

43.8 15.7 2.2

44 4 2

49.4 4.5 2.2

35 17 8

39.3 19.1 9.0

93.3

1

図3　平成16年度授業アンケート教官別集計データ　

回答番号
回答者数

％

質問項目別4段階評価構成比

83

60

67.4

71

79.8

61

68.5

71.9

66

74.2

61

68.5

64

39

38.2

45

50.6

34

29

32.6

43.8

65

73.0

78

87.6

58

65.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問１

問２

問３

問４

問５

問６

問７

問８

問９

問１０

問１１

問１２

問１３

問１４

1：そう思う 2：ある程度思う

3：あまり思わない 4：そう思わない

図 3 平成 17 年度授業アンケート教員別集計データ 

質問別 4 段階評価構成比 質問項目別スコア及び総合評価 
図４ 平成 17 年度授業アンケート教員別集計データ 
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授業評価アンケート結果（教員別集計結果） 

（出典：FD 委員会資料） 
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（出典：FD 委員会資料） 

Ｃ
学
生
に
よ
る
授
業
評
価

Ｄ 授業

Ｐ シラバス
A 授業の継続的改善

公開授業
授業参観
アンケート FD研修会

授業改善計画書の提示 改善報告書

相互授業参観 教員による授業評価

講演会 他校の授業見学

問題点の分析と改善策

校
長
に
よ
る

授
業
改
善
の
評
価

Ｃ

卒
業
生
に
よ
る

授
業
評
価

Ｃ

自己評価

すでに実施している項目 H17年度から実施する項目 H18年度から実施予定の項目
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（出典:JABEE 委員会資料） 
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改善

活動状況を，学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，学生による授業評価アンケートの集計結果を受けて，各教員にその評価結果に対する所

見と改善策をまとめ，FD委員会に提出させている。評価の高い教員の授業公開，教員間の相互授業参

観と評価などの取り組みも行われている（資料９－１－⑤－１～６）。アンケートの集計結果を前年

度と比較すると，「理解度を確認した授業」，「演習・宿題の効果」などの項目で学生の評価が上が

り，全体的には授業の評価は向上している（資料９－１－⑤－７～８）。 

一方，オフィスアワーの設定，コモンスペースの設置などで，学生の自主的学習への支援が行われ

ている。また，Webサイトへ教材や資料の公開を行うと同時に学習履歴などを管理する｢e-learningサ

イト｣の構築と運用も行われている（資料９－１－⑤－９～10）。 

個々の教員の教育・研究活動状況を把握する方法として，国立高等専門学校教員顕彰実施要項に基

づく評価とFD活動における評価を利用している。同要項に基づく評価は，教員による自己評価，教員

相互による評価，学生による教員の評価の３項目から構成されている。教員は教育，研究，学生指導，

管理運営，地域，自由エントリー部門の６分野について，貢献度を自己評価し申告している。このよ

うな教育研究活動の実績は，各教員への教育研究経費の配分にも反映されている（資料９－１－⑤－

10）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生による授業評価アンケートの集計結果に対して，全教員がその評価結果に対する所見と改善

点を提出している。その過程を通して，教員が自己の教育活動の問題点を摘出し，自己改善を図る

ことができる。授業公開や相互評価などを通して，実際に授業内容を見直し，授業方法の改善等を

具体的に図る取り組みを行っている。また，この様な個々の教員の改善活動状況は，学校として把

握されている。 

 

 

 

 

資料９－１－⑤－１

（出典：教員宛て配信メール（FD 委員会）） 
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（出典：FD委員会資料） 



福島工業高等専門学校 基準９ 

 397

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９－１－⑤－３

（出典：FD委員会資料） 
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（出典：FD委員会資料） 
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（出典：教員会議資料） 
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活動内容
授業評価
アンケート

公開授業 ＦＤ研修会
授業改善
計画書

相互授業参観
FD委員会
報告書

対応する
認証評価
基準

基準9-1-②
基準9-2-①

基準9-1-④
基準9-2-①

基準9-1-④
基準9-2-①

基準9-1-②
基準9-1-④
基準9-1-⑤
基準9-2-①

基準9-1-④
基準9-2-①

基準9-2-②

H14

年1回、全学
年・全科目につ
いて実施した

---------- ---------- ---------- ---------- ----------

H15

年1回、全学
年・全科目につ
いて実施した

○平成15年6月9日～
11日
○担当は、前年度の
授業評価アンケート
において総合的に高
スコアを獲得した教
員4名
○参加者数　延72名

平成15年6月18日
参加者数　77名

アンケートに基
づいた問題点の
分析と改善策の
提示（66名）

----------

公開授業・研修会
報告書を作成した

H16

年1回、全学
年・全科目につ
いて実施した

○平成16年7月5日～
15日
○担当は、前年度の
授業評価アンケート
において理解度を高
める授業構成要素に
おいて高スコアを獲
得した教員15名
○参加者数　延133名

平成16年10月1日
テーマ「理解度を
高める授業」
参加者数　71名

アンケートに基
づいた問題点の
分析と改善策の
提示（52名）

----------

公開授業・研修会
報告書を作成した

H17

年1回、全学
年・全科目につ
いて実施する

10月に全教員の公開
授業を実施する

12月に行う アンケートに基
づいた問題点の
分析と改善策を
提示する

11月に各科ごと
に行う

平成15年度と16年
度のアンケート結
果に基づき、授業
改善に関する分析
結果を発表した

公開授業・相互授
業参観・研修会報
告書を作成する

年
　
　
　
　
度
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その１　「全体・学科別教員平均値」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
質
問
項
目

授
業
時
間

聞
き
取
り
や
す
い
声

わ
か
り
や
す
い
説
明

板
書
の
読
み
取
り
や
す
さ

理
解
度
を
確
認
し
た
授
業

授
業
へ
の
参
加
を
促
す

授
業
の
進
め
方
に
工
夫

適
切
な
教
材
の
効
果

演
習
・
宿
題
の
効
果

シ
ラ
バ
ス
ど
お
り

授
業
内
容
へ
の
関
心

授
業
内
容
の
理
解

総
　
合

80 76 64 65 66 69 64 72 70 76 67 64 69

全体 77 71 60 59 61 65 61 68 67 74 63 60 66

常勤 78 73 61 61 62 67 61 69 68 74 64 61 67

非常勤 74 69 58 54 58 63 60 67 65 73 62 59 63

全体 69 61 50 49 55 60 50 56 56 68 55 52 57

常勤 67 59 44 46 51 60 46 53 54 66 51 49 54

非常勤 73 64 58 53 61 61 55 60 59 70 60 55 61

全体 78 69 61 59 59 60 60 64 65 71 61 57 64

常勤 78 71 62 61 61 62 61 64 64 71 63 59 65

非常勤 78 64 60 54 56 56 57 63 66 71 57 55 62

全体 71 63 52 51 55 58 58 65 63 71 59 54 60

常勤 71 65 52 53 56 60 56 64 63 70 58 53 60

非常勤 70 58 53 47 54 55 61 67 62 72 62 56 60

全体 82 75 64 64 66 69 68 75 73 79 70 66 71

常勤 84 78 67 68 69 72 68 76 76 80 71 67 73

非常勤 76 69 58 56 60 64 66 73 67 75 67 66 66

全体 82 75 58 56 60 69 61 72 67 76 65 62 67

常勤 82 78 61 58 63 69 62 74 70 77 68 65 69

非常勤 81 68 53 52 53 69 57 66 61 74 58 56 62

全体 80 77 66 66 64 71 64 71 70 76 66 63 69

常勤 82 79 69 70 68 72 67 73 73 77 68 65 72

非常勤 73 67 53 51 52 66 54 64 58 72 57 55 60

※「アンケート平均値」は母集団全体の平均値
※「教員平均値」は各教員平均値を用いて算出した集団ごとの平均値

全体・学科

アンケート平均値

一般教科

建設環境
工学科

物質
工学科

教
員
平
均
値

電気
工学科

機械
工学科

全教員

コミュニ
ケーション
情報学科

資料９－１－⑤－７

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：FD委員会資料） 
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その２　「前年度に対する変化値」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
質
問
項
目

授
業
時
間

聞
き
取
り
や
す
い
声

わ
か
り
や
す
い
説
明

板
書
の
読
み
取
り
や
す
さ

理
解
度
を
確
認
し
た
授
業

授
業
へ
の
参
加
を
促
す

授
業
の
進
め
方
に
工
夫

適
切
な
教
材
の
効
果

演
習
・
宿
題
の
効
果

シ
ラ
バ
ス
ど
お
り

授
業
内
容
へ
の
関
心

授
業
内
容
の
理
解

総
　
合

-0.3 2.0 2.0 2.3 2.6 1.9 2.2 2.5 2.7 2.7 1.2 1.0 1.9

87人 -0.3 -0.3 0.4 1.0 1.4 0.8 1.2 1.9 2.6 1.8 0.9 0.9 0.0

10人 -4.5 -7.3 -6.2 -5.9 -0.3 -2.7 -4.2 -5.1 -1.7 -1.9 -4.8 -3.0 -4.0

13人 0.4 -3.5 -2.8 -2.3 -0.6 -2.8 -2.2 0.7 -0.2 -0.8 -1.2 -1.1 -1.4

14人 -0.2 0.4 0.6 2.2 2.6 2.5 3.9 3.8 4.2 2.1 1.2 1.1 2.0

12人 -0.2 0.4 0.6 2.2 2.6 2.5 3.9 3.8 4.2 2.1 1.2 1.1 2.0

11人 1.9 6.2 8.0 7.8 6.7 5.9 6.5 7.3 7.9 4.9 7.4 5.7 6.3

27人 -0.9 -1.6 -1.6 -1.3 -2.0 -1.6 -0.9 -0.1 0.2 0.7 -1.4 -1.6 -1.0

28 28 35 35 33 29 40 43 42 41 33 33 35

26 21 20 21 29 30 23 23 27 25 30 27 28

33 38 32 31 25 28 24 21 18 21 24 27 24

全体・学科

改善が見られた人数

現状維持の人数

改善が見られなかった人数

アンケート平均の変化

教員平均の変化

機械工学科

電気工学科

物質工学科

コミ情報学科

一般教科

建設環境工学科

その３　「授業改善計画の検証」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
質
問
項
目

授
業
時
間

聞
き
取
り
や
す
い
声

わ
か
り
や
す
い
説
明

板
書
の
読
み
取
り
や
す
さ

理
解
度
を
確
認
し
た
授
業

授
業
へ
の
参
加
を
促
す

授
業
の
進
め
方
に
工
夫

適
切
な
教
材
の
効
果

演
習
・
宿
題
の
効
果

シ
ラ
バ
ス
ど
お
り

授
業
内
容
へ
の
関
心

授
業
内
容
の
理
解

合
計
（

ま
た
は
平
均
）

9 15 23 20 21 8 16 6 8 4 9 15 154

71 58 53 53 56 59 55 57 55 74 67 62 60

76 63 55 53 59 64 57 62 62 75 69 62 63

5.2 5.3 1.9 0.0 2.7 5.4 1.7 4.5 7.5 0.4 1.7 0.2 3.0

7 8 11 10 10 5 7 4 7 2 3 5 79

0 2 5 2 6 1 5 2 0 1 5 5 34

2 5 7 8 5 2 4 0 1 1 1 5 41

現状維持の人数

改善が見られた人数

改善が見られなかった人数

授業改善計画に
取り上げた人数

H16年度の平均値

H15年度の平均値

平均値の変化
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（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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（出典：管理システムログ） 
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（出典：教員配布資料） 
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

（観点に係る状況）  

教員の研究活動の情報は，地域環境テクノセンター報告書（資料９－１－⑥－１）や本校ホーム

ページの「教員紹介」に掲載し公表している（資料９－１－⑥－２）。「研究紀要」を毎年発行し研

究成果を公表するとともに（資料９－１－⑥－３～５），付録として発表論文や学会発表などの教員

の研究業績も掲載している（資料９－１－⑥－６）。これらの研究成果は,準学士課程の「卒業研

究」（資料９－１－⑥－７）や専攻科課程の「特別研究」（資料９－１－⑥－８～９）の指導に活か

され，準学士課程や専攻科課程の学生の学会発表も活発に行われている（資料９－１－⑥－10）。 

平成18年度から準学士課程２年生に「ミニ研究」の科目が導入され実施され，一般教科及び専門学

科の教員の指導の下で学生が課題研究に取り組んだ（資料９－１－⑥－11～12）。それらの取り組み

の成果は，高専機構発行の論文集「高専教育」にも報告された（資料９－１－⑥－13）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，教員の研究活動が活発に行われ，その活動の成果が準学士課程の「ミニ研究」や「卒業

研究」，及び専攻科課程の「特別研究」の指導に有効に活かされており，その研究の内容やレベル向

上の結果として，準学士課程や専攻科課程の学生による学会等での発表件数も増加している。以上の

ことから，教員の研究活動が教育の質の改善に寄与している。 
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（出典：地域環境テクノセンター報告書） 
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（出典：福島工業高等専門学校研究紀要）
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（出典：福島工業高等専門学校研究紀要） 
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（出典：福島工業高等専門学校研究紀要） 
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（出典：福島高専研究紀要） 

資料９－１－⑥－７

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図書館資料） 
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（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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（出典：専攻科特別研究論文集） 
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（出典：平成 18 年度年日本化学会東北大会プログラム） 
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（出典：ミニ研究ワーキンググループ資料） 
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（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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（出典：地域環境テクノセンター資料）
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施

されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，授業アンケート上位者による公開授業，授業方法の改善に関する研修会，「工学系学科

と数学・物理科の話し合い」などが行われている（資料９－１－②－６，資料９－１－①－10））。

また，各教員は授業アンケートの結果等を踏まえて，授業改善に取り組んでいることを学校に報告し

ている（資料９―１－⑤―１～４）。さらに，本校では年に１度，「教職員厚生補導研究会」を開催

し，教員意外に技術部や学生課の職員も参加して，学生の教育や生活指導等の問題についての議論を

行っている（資料９－２－①－１）。毎年新しく採用された教職員に対しては，新規採用者オリエン

テーションを開催し，年度当初の円滑な業務遂行を図っている（資料９－２－①－２）。さらに本校

では，平成18年度から教職員の教育研究活動のさらなる充実と高度化及び活性化等を目指して，学内

に新たに「福島高専教育研究談話会」の組織を立ち上げ，その中で教職員による各種研究集会や研修

会の出席報告，内地研究員及び在外研究員の報告，各教員の専門研究の発表等を行っている（資料９

－２－①－３）。また，外部の講習会やワークショップに参加した教員は，その出席報告をメールや

資料配信の形で全教職員に伝えている（資料９－２－①－４）。それ以外に，毎年，外部講師を招い

てのFD講演会の企画開催なども行われている（資料９－２－①－５～６）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業アンケートを実施し，その結果を基に授業公開及びFD研修会の実施，及び各教員の授業改善計

画の立案と実施報告書の作成提出までをシステムとして構築し機能させている（資料９－１－④－

６）。また，学生の教育と生活指導等を議論する「教職員厚生補導研究会」を毎年開催し，その活

動を通して教員の資質向上に取り組んでいる。さらに，外部講師によるFD講演会等を企画開催し，

教職員の意識改革を図っている。以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントについて，

組織として適切な方法で取り組んでいる。 
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（出典：学生支援係送信メール） 
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（出典：人事係送信メール） 
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（出典：福島工業高等専門学校ホームページ） 
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（出典：教員宛て送信メール） 

資料９－２－①－４ 



福島工業高等専門学校 基準９ 

 422

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教職員宛て送信メール（FD 委員会）） 
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（出典：FD 委員会議事録） 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 
 

（観点に係る状況）  

本校では，あらかじめ定められた改善システムにしたがって，継続的に教職員の意識や資質の改善

に取り組んでいる（資料９－１－①－７）。最近の教育及び教育環境の改善事例を以下に示す。 

１）学習指導要領の改訂に対応した新カリキュラムの策定と実施（教育制度改訂への対応）） 

 ２）授業アンケートを基にした授業改善計画と実施報告書の作成と収集（資料９－２－①－６） 

３）ミニ研究の導入（低学年時の研究活動，コミュニケーション能力の育成） 

４）学生相談室カウンセラーの増員（平成18年度から２名体制） 

５）学内設備の整備（コモンスペースの整備，ゼミ室の開放，専門棟の改修とバリアフリー化） 
 

（分析結果とその根拠理由）  

本校のファカルティ・ディベロップメントは，これまで継続的に行われ，着実に教育改善に結び

ついており，このことは学生による授業評価アンケートでの授業評価の向上にも現れている（資料

９－１－⑤－８）。以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授

業の改善に結びついている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・教職員の厚生補導研究会やFD研修会，教育研究談話会等を毎年定期的に開催し，その活動を通し

て，ファカルティ・ディベロップメントを着実に定着させ，教育の質の向上や授業改善等，教育

環境の改善に結びつけている。 
 

（改善を要する点）  

・有識者から意見を聴取する参与会を年に複数回開催し，本校の運営全般の改善に役立てる必要が

ある。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

本校における教育活動の実態を調べるために，各種の資料やデータがFD委員会，JABEE委員会，認

証評価委員会，点検及び評価に関する検討委員会等により収集され，それらのデータ分析と評価が適

切に実施できる体制が整備されている。学生からの意見聴取として，学生による授業評価アンケート

を実施している。この授業アンケートで示された学生からの意見や要望及び評価については，FD委員

会が結果を取りまとめ，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映できるように，改善計

画とその報告を授業担当者に義務づけている。 

学外者の意見を取り入れるために参与会を設置し，そこで示された意見や提言を自己点検・評価に

適切に反映させ，改善に向けた取り組みを行っている。各教員は，授業公開やアンケート結果を基に

授業の改善計画，実施報告を行っており，継続的な改善努力を促すシステムが運用されている。 

教員の研究活動は，準学士課程及び専攻科課程の学生の研究指導に有効に活かされ，教育にフィー

ドバックされている。本校ではファカルティ・ディベロップメントとして，厚生補導研究会，教育研

究談話会，FD講演会などを毎年定期的に開催しし，教員の資質向上に取り組んでいる。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 
 

（観点に係る状況）  

本校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するために必要な校地・校舎・設備等については，

平成16～平成18年度の本校の貸借対照表（資料10－１－①－１～３）ならびに固定資産付属明細（資

料10－１－①－４）に示されるように充足されている。また，収支決算状況については，収入収支決

算書（資料10－１－①－５）に示されるように債務が過大な状況にはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10－１－①－１

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額

［資産の部］ 4,360,593,178 ［負債の部］ 973,965,724

    流動資産 175,279,599     流動負債 890,229,113

        現金及び預金 174,946,284         運営費交付金債務 1,014,757

        未収学生納付金収入 253,800         預り寄附金 14,363,294

        未収入金 56,900         １年以内返済予定長期借入金 676,765,000

        前払費用 22,615         未払金 190,981,721

    固定資産 4,185,313,579         未払費用 6,750,671

        有形固定資産 4,182,153,686         預り金　 353,670

            建物 2,025,248,654     固定負債 83,736,611

            建物減価償却累計額 -257,478,299         資産見返負債 83,736,611

            構築物 363,634,150 　 　

            構築物減価償却累計額 -198,995,500 ［資本の部］ 3,386,543,327

            車両運搬具 1,703,269     資本金 3,814,842,114

            車両運搬具減価償却累計額 -378,504     資本剰余金 -428,298,787

            工具器具備品 131,456,945         資本剰余金 33,938,500

            工具器具備品減価償却累計額 -27,384,029             資本剰余金施設費 13,177,500

            土地 2,142,500,000             資本剰余金補助金等 18,507,000

            その他の有形固定資産 1,847,000             資本剰余金譲与 2,254,000

        無形固定資産 3,155,288         損益外減価償却累計額 -461,786,012

            ソフトウェア 2,748,288         損益外固定資産除売却差額 -119,366

            電話加入権 407,000         当期未処分利益 -331,909

        投資その他の資産 4,605

            長期前払費用 4,605

[本支店勘定] -84,127

    [本支店]機構本部 -84,127

　　　　　　　合　　　　　　　　　　　計 4,360,509,051 　　　　　　　合　　　　　　　　　　　計 4,360,509,051

貸借対照表（平成16年度　2004.4.1－2005.3.31）

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10－１－①－２

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額

［資産の部］ 4,701,117,628 ［負債の部］ 347,546,890

    流動資産 230,249,040     流動負債 268,439,416

        現金及び預金 229,204,283         運営費交付金債務 1,014,757

        未収学生納付金収入 592,200         預り寄附金 16,122,336

        前払費用 43,042         前受受託事業費等 20,790

        その他の流動資産 409,515         未払金 234,710,414

    固定資産 4,470,868,588         未払費用 15,016,649

        有形固定資産 4,468,645,103         預り金　 1,554,470

            建物 2,408,400,540     固定負債 79,107,474

            建物減価償却累計額 -351,735,305         資産見返負債 79,107,474

            構築物 392,747,566 　 　

            構築物減価償却累計額 -213,444,480 ［資本の部］ 4,353,818,520

            車両運搬具 1,703,269     資本金 3,814,842,114

            車両運搬具減価償却累計額 -757,008     資本剰余金 538,976,406

            工具器具備品 137,118,125         資本剰余金 1,126,326,544

            工具器具備品減価償却累計額 -54,207,604         損益外減価償却累計額 -575,199,130

            土地 2,142,500,000         損益外固定資産除売却差額 -12,151,008

            建設仮勘定 4,473,000

            その他の有形固定資産 1,847,000

        無形固定資産 2,213,018

            ソフトウェア 1,806,018

            電話加入権 407,000

        投資その他の資産 10,467

            長期前払費用 10,467

　 　

[本支店勘定] 247,782

    [本支店]機構本部 247,782

　　　　　　　合　　　　　　計 4,701,365,410 　　　　合　　　　　　　　計 4701365410

貸借対照表（平成１７年度　2005.4.1－2006.3.31）

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10－１－①－３

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額

［資産の部］ 4,614,156,113 ［負債の部］ 383,976,936
    流動資産 256,935,293     流動負債 295,120,315
        現金及び預金 256,254,055         運営費交付金債務 1,014,757
        未収学生納付金収入 169,200         預り寄附金 15,335,827
        前払費用 512,038         未払金 265,145,850
    固定資産 4,357,220,820         未払費用 13,101,712
        有形固定資産 4,356,240,959         預り金　 522,169
            建物 2,411,388,206     固定負債 88,856,621
            建物減価償却累計額 -453,675,608         資産見返負債 88,856,621
            建物減損損失累計額 0   
            構築物 392,747,566 ［資本の部］ 4,230,426,959
            構築物減価償却累計額 -229,741,271     資本金 3,814,842,114
            車両運搬具 1,703,269     資本剰余金 415,584,845
            車両運搬具減価償却累計額 -1,135,512         資本剰余金 1,126,326,544
            工具器具備品 166,696,494         損益外減価償却累計額 -697,542,257
            工具器具備品減価償却累計額 -76,876,685         損益外減損損失累計額 -296,000
            土地 2,142,500,000         損益外固定資産除売却差額 -12,903,442
            建設仮勘定 787,500
            その他の有形固定資産 1,847,000
        無形固定資産 974,748
            ソフトウェア 863,748
            電話加入権 111,000
        投資その他の資産 5,113
            長期前払費用 5,113

[本支店勘定] 247,782
    [本支店]機構本部 247,782

　　　　　　　合　　　　　　計 4,614,403,895 　　　　　　　合　　　　　　計 4,614,403,895

貸借対照表（平成１8年度　2006.4.1－2007.3.31）

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10－１－①－４

増減額 減少額 期末残高 減価償却累計額 差引当期末残高

建物 2,019,521,620 5,846,400 119,366 2,025,248,654 257,478,299 1,767,770,355

構築物 347,776,000 15,858,150 0 363,634,150 198,995,500 164,638,650

車両運搬具 1,703,269 0 0 1,703,269 378,504 1,324,765

工具器具備品 124,814,770 7,796,670 1,154,495 131,456,945 27,429,975 104,026,970

土地 2,142,500,000 0 0 2,142,500,000 0 2,142,500,000

美術品・収蔵品 1,847,000 0 0 1,847,000 0 1,847,000

計 4,638,162,659 29,501,220 1,273,861 4,666,390,018 484,282,278 4,182,107,740

ソフトウェア 3,690,558 0 0 3,690,558 942,270 2,748,288

電話加入権 407,000 0 0 407,000 0 407,000

計 4,097,558 0 0 4,097,558 942,270 3,155,288

長期前払費用 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

当期期首残高 増減額 減少額 期末残高 減価償却累計額 差引当期末残高

建物 1,767,770,355 394,852,848 11,700,962 2,408,400,540 351,735,305 2,056,665,235

構築物 164,638,650 29,444,096 330,680 392,747,566 213,444,480 179,303,086

車両運搬具 1,324,765 0 0 1,703,269 757,008 946,261

工具器具備品 104,026,970 5,661,180 0 137,118,125 54,207,604 82,910,521

土地 2,142,500,000 0 0 2,142,500,000 0 2,142,500,000

美術品・収蔵品 1,847,000 0 0 1,847,000 0 1,847,000

計 4,182,107,740 429,958,124 12,031,642 5,084,316,500 620,144,397 4,464,172,103

ソフトウェア 2,748,288 0 0 3,690,558 1,884,540 1,806,018

電話加入権 407,000 0 0 407,000 0 407,000

計 3,155,288 0 0 4,097,558 1,884,540 2,213,018

長期前払費用 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

当期期首残高 増減額 減少額 期末残高 減価償却累計額 差引当期末残高

建物 2,056,665,235 3,740,100 752,434 2,411,388,206 453,675,608 1,957,712,598

構築物 179,303,086 0 0 392,747,566 229,741,271 163,006,295

車両運搬具 946,261 0 0 1,703,269 1,135,512 567,757

工具器具備品 82,910,521 29,578,369 0 166,696,494 76,876,685 89,819,809

土地 2,142,500,000 0 0 2,142,500,000 0 2,142,500,000

美術品・収蔵品 1,847,000 0 0 1,847,000 0 1,847,000

計 4,464,172,103 33,318,469 752,434 5,116,882,535 761,429,076 4,355,453,459

ソフトウェア 1,806,018 0 0 3,690,558 2,826,810 863,748

電話加入権 407,000 0 296,000 111,000 0 111,000

計 2,213,018 0 296,000 3,801,558 2,826,810 974,748

長期前払費用 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

投資その他の
資産

資産の種類
平成18年度

有形固定資産

無形固定資産

平成17年度

平成17年度固定資産付属明細

平成18年度固定資産付属明細

資産の種類

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の
資産

無形固定資産

投資その他の
資産

平成16年度固定資産付属明細

資産の種類 法人承継資産
平成16年度

有形固定資産

（出典：総務課財務係資料）
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資料10－１－①－５ 

収入支出決算額（平成 16 年度）（単位：千円） 

収入 決算額 支出 決算額 

授業料 222,699 人件費 1,089,281

入学料・検定料 30,267 教育研究費 136,436

財産貸付料 9,753 教育研究支援経費 49,551

その他収入 967 一般管理経費 113,432

運営費交付金 1,125,361  

施設整備補助金 18,217 施設整備費 18,217

計 1,407,264 計 1,406,919

 

 

収入支出決算額（平成 17 年度）（単位：千円） 

収入 決算額 支出 決算額 

授業料 232,899 人件費 1,067,719

入学料・検定料 26,700 教育研究費 148,070

財産貸付料 8,258 教育研究支援経費 48,830

その他収入 1,113 一般管理経費 115,054

運営費交付金 1,110,703  

施設整備補助金 439,976 施設整備費 439,976

計 1,819,649 計 1,819,649

 

 

収入支出決算額（平成 18 年度）（単位：千円） 

収入 決算額 支出 決算額 

授業料 229,869 人件費 1,111,619

入学料・検定料 27,259 教育研究費 145,607

財産貸付料 8,430 教育研究支援経費 56,016

その他収入 2,008 一般管理経費 95,762

運営費交付金 1,141,438  

施設整備補助金 74,288 施設整備費 74,288

計 1,483,292 計 1,483,292

（出典：総務課財務係資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学校の目的に沿った教育・研究活動を安定して遂行できる資産を有しており，債務が過大ではない。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 
 

（観点に係る状況）  

学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための経常的収入については，収入の確保状

況（授業料等）（資料10－１－②－１）に示すように，法人化後は，授業料，入学検定料，入学料等

は本校の収入として計上されるが，大きな比重を占めているのは機構から配分される運営費交付金で

ある。しかしながら運営費交付金については毎年度減額されることがルール化されており，安定的な

財源を確保するには，例えば，概算要求事項として新規事業の取組・採択を外部資金として，収入の

確保状況（外部資金等）（資料10－１－②－２）に示すように企業等との共同研究費や企業からの受

託研究費，奨学寄付金，科学研究費補助金等の受入を積極的に行うことが必須となる。 

 

資料 10－１－②－１

収入の確保状況（授業料等）（平成 14～18 年度） 
 

授業料，入学検定料，入学料等収入決算額 （単位：千円） 

区  分 14 年度 15 年 度 16 年 度 17 年度 18 年度 

授 業 料 203,768 215,624 222,699 232,899 229,869 

入学料・検定料 24,075 24,018 30,267 26,700 27,259 

財 産 貸 付 料 4,293 4,451 9,753 8,258 8,430 

そ の 他 の 収 入 2,701 27,302 967 1,113 2,008 

計 234,837 271,395 263,686 268,970 267,566 

（注）その他の収入の平成 14 年度，平成 15 年度には財産処分収入を含む。 

（出典：総務課財務係資料）

 

資料 10－１－②－２

収入の確保状況（外部資金等）（平成 14～18 年度） 

外部資金受入額 （単位：千円） 

14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 
区  分 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

科学研究費補助金 3 2,700 4 6,600 4 2,500 3 3,800 10 9.590

科学研究費補助金 

（分担金） 
2 661 2 775 2 381 1 580 3 700

共同研究 4 5,840 2 1,550 2 1,600 5 3,375 8 6,401

受託研究 0 0 1 500 2 4,650 5 5,943 3 3,150

奨学寄附金 24 11,541 21 10,440 19 10,379 16 10,155 26 12,708

その他の補助金 1 500 1 200 1 250 3 1,084 3 540

計 34 21,242 31 20,065 30 20,120 33 24,937 53 33,089

（出典：総務課財務係資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 運営費交付金の他，企業との共同研究等外部資金の導入を積極的に進めており，学校の目的に沿っ

た教育研究活動を安定して遂行するための経常的収入が継続的に確保されている。また，外部資金等

についてもここ数年増加の傾向にあり，経常的収入の確保に努めている。 

 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

（観点に係る状況）  

収支計画は，校長のリーダーシップの下，機構及び本校の中期計画の年度計画に基づき，教育・研

究・社会貢献・学生指導・管理運営等の全般にわたる本校の取組の基本方針ならびに予算等について

の原案が作成され，企画会・運営会議での議論を経て，事務部ホームページにその議事要旨が報告さ

れる。（https://172.30.64.2/wiz/record.php） 

適切な収支に係る計画等が策定される手順について，平成18年度を例として，以下に説明を行う。 

まず，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，予算編成の基本方針が立てられる 

（資料 10－２－①－２）。その予算編成の基本方針は，審議事項として運営会議で検討される（資

料 10－２－①－３）。次に，予算配分計画が策定される（資料 10－２－①－４）。平成 18 年度予算

配分計画は，運営会議で審議し決定される（資料 10－２－①－５）。さらに，教職員に対して，事

務部ホームページに運営会議議事要旨として報告し周知される。 

（https://172.30.64.2/wiz/record.php） 
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資料 10－２－①－２

 

平成 18 年５月 30 日 

平成 18 年度予算編成の基本方針 

                                             福島工業高等専門学校 

 

１ ．予算方針の基本的考え方 

  独立行政法人国立高等専門学校機構の平成 18 年度年度計画は，社会の中に位置する本校として

も確実に実施・達成する必要があり，また本校の三つの教育理念の下に策定された中期計画の実現

を図るためにも，自主自律的な予算の編成を行う必要がある。 

 

２ ．効率化係数の取扱 

  機構の運営費は，高等専門学校基準により必要とされる最低限の教員の給与額及び特別教育研究

経費並びに特殊要因経費を除き，１％の効率化を図ることとされている。 

 これらの措置により，18 年度当初予算額は，前年度比総額で 19,357 千円。率で 1.5％の減額と

なっている。なお，前述した経費以外の経費は 16,751 千円。率で 6.5％減となっている。 

 

３ ．業務運営努力の取組 

常勤教職員の人件費を除く人件費，通信費，印刷製本費，定期刊行物，回線保守費等の経費から

6,777 千円（7.2％減）を削減する。 

 

４ ．各費目の算定方法と 取扱 

（１）人件費 

常勤教職員の人件費は当初見込額を一括管理の上執行する。 

（２）特殊要因経費 

退職手当，赴任旅費等の経費である特殊要因経費は当初見込額を一括管理の上執行する。 

 

（３）戦略推進経費 

  ① 中期計画推進経費 

基本方針１の予算方針の基本的考え方に基づき，本校の中期計画達成のための必要経費として，

10,000 千円（前年度同額）を計上する。 

なお，同経費は競争的資金と位置付け，各学科，専攻科，各種委員会，事務部門等からの申請に

基づき，校長のリーダーシップのもとに配分・執行するものとする。 

  ② 校長戦略経費 

校長のリーダーシップの下に重点的に執行する経費として 14,000 千円（対前年度比 2,900 千円

，17.2％減）を確保し計上する。 

また，年度途中で機構から追加配分があった場合は，原則として校長戦略経費として処理する。 

なお，同経費は競争的資金と位置付け，各学科，専攻科，各種委員会，事務部門及び個々の教職
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員からの申請に基づき，校長のリーダーシップのもとに配分・執行するものとする。 

  ③ 学科・専攻科戦略経費 

各学科長（一般教科を含む）・専攻科長のリーダーシップの下に執行する経費として 3,500 千円

（前年度同額）を計上する。 

なお，配分方法等は，原則として各学科長・専攻科長に委ねるものとする。 

  ④ 施設保全等経費 

緊急を要する施設の保全・修繕費として，8,000 千円を計上する。 

 （対前年度比 2,000 千円，20％減） 

（４）教員活動支援経費 

一の年度のポイント制（評価）を次年度の予算時に反映させることとする。よって，18 年度は

17 年度の評価に基づくものとし，3,800 千円（前年度同額）を計上する。 

（５）予備費 

      災害等予見しがたい事由に対処するため，7,000 千円を計上する。 

  （対前年度比 1,967 千円，21.9％減） 

 

５ ．まと め 

     ① 以上，基本方針（案）２から４の各項目に掲げる事項をベースとして，予算の戦略的か 

     つ計画的な配分を行うとともに，学校運営における効率的な予算の執行を行うこととす 

る。 

② 引続き，外部資金にかかるオーバーヘッドの取り扱い，光熱水費等を含む管理経費等の 

    議論を行うこととする。 

（出典：運営会議資料）

 

資料 10－２－①－３

平成 18 年度第３回運営会議議事録（抜粋） 

 

日  時  平成 18 年５月 30 日（火）18:00～20:00 

場  所    小会議室 

欠  席  春日 

特別出席  緑川教務主事補，山田学生主事補，早坂財務係長） 

事  項 

審議事項 

 （３）平成 18 年度予算編成の基本方針（案） 

・会計課長から，資料２（注；上記「平成 18 年度予算編成の基本方針」）に基づき， 

内容の説明があり，基本方針を了承した。 

（出典：運営会議資料）
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資料10－２－①－４ 

18年度
配分額

17年度
配分額

増△減額 備　　　　　　　　　　考

 a       千円  b       千円  a-b    千円

一般管理経費 89,223 95,555 △ 6,332 6.6%減

（ア）共通管理経費 63,894 64,014 △ 120

光熱水料 26,696 26,696 0 電気、ガス、水道（公共下水道料含む）

通信費 6,812 6,812 0 郵送用、電話料、ＮＨＫ受信料等

燃料費 7,626 7,626 0 暖房重油、灯油等

保守管理維持費 17,678 17,798 △ 120
保守管理維持費、維持修繕費、環境整備
費、修繕役務費、清掃等管理用品費、被服
費等

刊行物 1,696 1,696 0 新聞、雑誌、官報等の定期刊行物等

印刷製本費 2,403 2,403 0 要覧、学校便り等

広告活動費 97 97 0 学校ＰＲ経費

会議費 114 114 0

職員厚生費 772 772 0 健康診断等経費

（イ）一般事務費 3,036 3,036 0

備品費 176 176 0 事務用備品

消耗品費 2,860 2,860 0
複写機維持費、事務用品、事務用図書・
印刷費、印刷用紙類、トナー等

（ウ）賃金 3,832 3,832 0 非常勤職員

（エ）業務改善委託費 10,461 14,673 △ 4,212 警備、清掃、施設費保全等の委託業務

（オ）施設保全等経費 8,000 10,000 △ 2,000 施設保全（建物等維持補修費）

教育経費 96,827 101,927 △ 5,100 5.4%減

（ア）教育研究費 95,212 100,312 △ 5,100

（１）校長 1,709 1,709 0

（２）一般教科 10,259 10,259 0 教材費、設備費、研究費

（３）専門教科費 32,975 32,975 0

機械工学科 6,587 6,587 0

電気工学科 6,388 6,388 0

物質工学科 8,239 8,239 0

建設環境工学科 6,244 6,244 0

コミ情報学科 5,517 5,517 0

事　　　　　　　　　　　　項

教材費、設備費、研究費等（設備維持運営
費、卒業研究費等含む）

平 成 18 年 度 運 営 費 交 付 金 （ 旧 校 費 相 当 分 ） 予 算 配 分
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（４）専攻科費 1,089 1,089 0

（５）中期計画推進経費 10,000 10,000 0

（６）校長戦略経費 12,291 15,191 △ 2,900

（７）学科・専攻科戦略経費 3,500 3,500 0

（８）教員活動支援経費 3,800 3,800 0

（９）図書館費 4,925 4,925 0

図書購入費 2,584 2,584 0 学生用図書

図書館維持費 1,855 1,855 0 図書館運営経費（休日等開館経費含む）

研究紀要費 486 486 0

(10)情報処理教育センター経費 8,414 10,914 △ 2,500

センター経費 1,974 1,974 0 センター運営経費(休日等開館経費含む)

専用回線保守経費 6,440 8,940 △ 2,500
教育用ＣＡＤ，ＬＡＮ専用回線経費等
（校内ＬＡＮ設備保守廃止に伴う減）

(11)地域環境テクノセンター経費 2,488 2,488 0 旧環境科学・地域交流センター経費

(12)技術部 300 0 300

(13)授業用経費 2,457 2,457 0 消耗品費、備品費（視聴覚室経費含む）

(14)入学試験経費 473 473 0

(15)留学生経費 495 495 0

(16)ＬＬ教室経費 37 37 0

（イ）厚生補導経費 1,615 1,615 0

（１）寄宿舎費 918 918 0

（２）保険管理費 697 697 0

特別事業経費 608 1,058 △ 450 42.5%減

（１）公開講座経費 56 56 0

（２）高専祭経費 0 450 △ 450

（３）学校開放経費 552 552 0 体験入学デモ実験経費等

予備費 6,700 8,967 △ 2,267 21.9%減

193,358 207,507 △ 14,149合 計
 

（出典：総務課財務係資料） 
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資料 10－２－①－５

平成 18 年度第４回運営会議議事録（抜粋） 

 

日  時  平成 18 年６月７日（水）15:45～15:55 

場  所    小会議室 

欠  席  根岸 

特別出席  早坂財務係長 

事  項 

 審議事項 

 （１）平成 18 年度予算配分計画書（案） 

・会計課長から，資料２（注；上記「平成 18 年度運営費交付金（旧校費相当分）予算配分」

） に基づき，配分計画について説明があり，提案どおり了承された。 
 

（出典：運営会議資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画等が策定され，関

係者に明示されている。 

 
 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の収入の多くは，授業料，入学料・検定料などの自己収入と機構から配分される運営費交付金

などである。これら資金をもって本校の教育，研究，管理運営等全般にわたる経費に充当し，平成

16～平成 18 年度の本校における損益計算書（資料 10－２－②－１～３）に示されるように，収入予

算の範囲内で決算している。 
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勘定科目表示名称 明細金額 金額 合計金額

［経常費用］

    業務費

        教育・研究経費

            消耗品費 63,507,749

            備品費 15,060,585

            印刷製本費 2,423,132

            水道光熱費

                電気料 9,552,647

                ガス料 2,028,645

                水道料 6,292,762 17,874,054

            旅費交通費 23,042,763

            通信運搬費 2,578,262

            賃借料 2,823,911

            車両燃料費 2,907,333

            福利厚生費 0

            保守費 61,449

            修繕費 14,347,410

            損害保険料 0

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 316,369

            会議費 0

            委託調査研究費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            支払報酬

                諸謝金 1,182,560 1,182,560

            奨学費

                奨学交付金 15,075,600

                留学生給与 0 15,075,600

            減価償却費 18,553,168

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                傭船料 0

                特許出願費 0

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 6,792,789 6,792,789 186,547,134

損益計算書（平成１６年度　2004.4.1-2005.3.31）

資料10ー２ー②ー１

 



福島高等専門学校 基準10 

 438

        教育研究支援費

            消耗品費 10,237,457

            備品費 2,376,859

            印刷製本費 461,895

            水道光熱費

                電気料 1,910,527

                ガス料 508,347

                水道料 1,258,549 3,677,423

            旅費交通費 0

            通信運搬費 5,737,221

            賃借料 15,082,924

            車両燃料費 2,325,865

            福利厚生費 0

            保守費 4,756,438

            修繕費 21,000

            損害保険料 0

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 0

            会議費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            支払報酬

                諸謝金 0 0

            減価償却費 3,177,029

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 2,977,102 2,977,102 50,831,213

        受託研究費 0

            謝金 30,000

            旅費交通費 1,194,170

            人件費 280,000

            物件費 4,725,216

            減価償却費 0

            その他の受託研究費 6,615 6,236,001

        受託事業費

            謝金 0

            旅費交通費 0

            人件費 0

            物件費 76,230

            減価償却費 0

            その他の受託事業費 0 76,230

        教員人件費

            常勤教員給与

                常勤教員給与 441,435,568

                常勤教員賞与 169,494,133

                常勤教員賞与引当金繰入額 0

                常勤教員退職給付費用 639,000

                常勤教員法定福利費 8,962,968 620,531,669  
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            非常勤教員給与

                非常勤教員給与 25,781,720

                非常勤教員賞与 0

                非常勤教員賞与引当金繰入額 0

                非常勤教員退職給付費用 0

                非常勤教員法定福利費 0 25,781,720 646,313,389

        職員人件費

            役員報酬

                役員報酬 0

                役員賞与 0

                役員賞与引当金繰入額 0

                役員退職給付費用 0

                役員法定福利費 0 0

            常勤職員給与

                常勤職員給与 217,397,664

                常勤職員賞与 72,533,764

                常勤職員賞与引当金繰入額 0

                常勤職員退職給付費用 140,179,986

                常勤職員法定福利費 4,184,380 434,295,794

            非常勤職員給与

                非常勤職員給与 9,259,164

                非常勤職員賞与 703,493

                非常勤職員賞与引当金繰入額 0

                非常勤職員退職給付費用 72,030

                非常勤職員法定福利費 944,304 10,978,991 445,274,785

    一般管理費

        一般管理費

            消耗品費 15,112,855

            備品費 2,289,525

            印刷製本費 2,657,756

            水道光熱費

                電気料 7,642,370

                ガス料 1,686,054

                水道料 5,034,208 14,362,632

            旅費交通費 3,972,060

            通信運搬費 2,297,086

            賃借料 6,010,241

            車両燃料費 1,073,487

            福利厚生費 0

            保守費 9,999,744

            修繕費 13,604,170

            損害保険料 18,010

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 161,600

            会議費 0

            委託調査研究費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            諸謝金 0

            支払手数料

                銀行手数料 580,755  
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                その他手数料 59,640 640,395

            租税公課

                自動車重量税 126,000

                固定資産税 0

                収入印紙代 0

                消費税等 14,000

                その他の租税公課 0 140,000

            減価償却費 2,264,737

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                環境整備費 10,467,143

                移設撤去費 0

                雑役務費 12,588,686 23,055,829 97,660,127

    財務費用

        財務費用

            支払利息 0

            その他の財務費用 0 0

    雑損

        雑損 0

［経常費用］合計 1,432,938,879

［経常収益］

    ［経常収益］運営費交付金収益 1,108,022,334

    ［経常収益］授業料収益

        ［授業料収益］授業料収益 237,690,000

        ［授業料収益］講習料収益 37,200 237,727,200

    ［経常収益］入学金収益 23,180,400

    ［経常収益］検定料収益 7,425,000

    ［経常収益］受託研究等収益

        受託研究収益 4,650,000

        共同研究収益 1,600,001 6,250,001

    ［経常収益］受託事業等収益 76,230

    ［経常収益］補助金等収益 0

    ［経常収益］寄附金収益 10,207,980

    ［経常収益］施設費収益 5,040,000

    ［経常収益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 387,300

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金等戻入 0

        資産見返物品受贈額戻入 24,159,785 24,547,085

    ［経常収益］財務収益

        受取利息 629

        その他の財務収益 0 629

    ［経常収益］雑益

        財産貸付料収入 9,753,114

        文献複写料 0

        物品受贈益 0

        債権受贈益 0

        承継剰余金債務戻入 0

        その他の雑益 929,148 10,682,262

［経常収益］合計 1,433,159,121

経常利益 220,242  
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［臨時損失］

    ［臨時損失］固定資産除却損 552,151

    ［臨時損失］固定資産売却損 0

    ［臨時損失］災害損失 0

    ［臨時損失］その他の臨時損失 140,059,648

［臨時損失］合計 -140,611,799

［臨時利益］

    [臨時利益]固定資産売却益 0

    [臨時利益]貸倒引当金戻入 0

    [臨時利益]徴収不能引当金戻入 0

    [臨時利益]退職給付引当金戻入 0

    ［臨時利益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 0

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金戻入 0

        資産見返物品受贈額戻入 0 0

    [臨時利益]その他引当金戻入 0

    [臨時利益]その他の臨時利益 140,059,648

［臨時利益］合計 140,059,648

［当期純利益（純損失）］ -331,909

［目的積立金取崩額］ 0

［当期総利益（総損失）］ -331,909

（出典：総務課財務係資料）  

 

勘定科目表示名称 明細金額 金額 合計金額

［経常費用］

    業務費

        教育・研究経費

            消耗品費 61,074,272

            備品費 23,429,628

            印刷製本費 6,744,184

            水道光熱費

                電気料 9,719,587

                ガス料 2,372,772

                水道料 5,478,048 17,570,407

            旅費交通費 20,208,136

            通信運搬費 2,313,845

            賃借料 3,731,011

            車両燃料費 3,692,987

            福利厚生費 0

            保守費 0

            修繕費 38,161,229

            損害保険料 0

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 360,183

            会議費 0

            委託調査研究費 0

損益計算書（平成１７年度　2005.4.1－2006.3.31）
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            文献複写費 75,235

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            支払報酬

                諸謝金 1,804,290 1,804,290

            奨学費

                奨学交付金 17,067,150

                留学生給与 0 17,067,150

            減価償却費 18,007,473

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                傭船料 0

                特許出願費 0

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 7,462,461 7,462,461 221,702,491

        教育研究支援費

            消耗品費 6,715,781

            備品費 3,021,438

            印刷製本費 405,825

            水道光熱費

                電気料 1,943,915

                ガス料 512,649

                水道料 1,095,608 3,552,172

            旅費交通費 121,170

            通信運搬費 5,721,558

            賃借料 14,155,028

            車両燃料費 2,948,373

            福利厚生費 0

            保守費 4,959,570

            修繕費 2,241,000

            損害保険料 0

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 55,000

            会議費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            支払報酬

                諸謝金 0 0

            減価償却費 2,524,310

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 3,022,302 3,022,302 49,443,527

        受託研究費

            謝金 156,000

            旅費交通費 2,534,390  
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            人件費 496,920

            物件費 4,486,254

            減価償却費 0

            その他の受託研究費 644,036 8,317,600

        受託事業費

            謝金 0

            旅費交通費 130,230

            人件費 39,501

            物件費 1,019,271

            減価償却費 0

            その他の受託事業費 474,265 1,663,267

        教員人件費

            常勤教員給与

                常勤教員給与 454,027,694

                常勤教員賞与 175,070,662

                常勤教員賞与引当金繰入額 0

                常勤教員退職給付費用 91,803,067

                常勤教員法定福利費 10,885,960 731,787,383

            非常勤教員給与

                非常勤教員給与 23,522,310

                非常勤教員賞与 0

                非常勤教員賞与引当金繰入額 0

                非常勤教員退職給付費用 0

                非常勤教員法定福利費 246,426 23,768,736 755,556,119

        職員人件費

            役員報酬

                役員報酬 0

                役員賞与 0

                役員賞与引当金繰入額 0

                役員退職給付費用 0

                役員法定福利費 0 0

            常勤職員給与

                常勤職員給与 206,669,742

                常勤職員賞与 68,626,425

                常勤職員賞与引当金繰入額 0

                常勤職員退職給付費用 23,409,672

                常勤職員法定福利費 4,796,663 303,502,502

            非常勤職員給与

                非常勤職員給与 8,488,086

                非常勤職員賞与 1,258,123

                非常勤職員賞与引当金繰入額 0

                非常勤職員退職給付費用 72,030

                非常勤職員法定福利費 1,085,520 10,903,759 314,406,261

    一般管理費

        一般管理費

            消耗品費 13,379,332

            備品費 1,973,538

            印刷製本費 4,786,332

            水道光熱費

                電気料 7,775,672

                ガス料 1,825,256

                水道料 4,382,439 13,983,367

            旅費交通費 4,796,981  
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            通信運搬費 2,334,867

            賃借料 4,416,283

            車両燃料費 1,263,560

            福利厚生費 549,776

            保守費 9,009,945

            修繕費 4,409,828

            損害保険料 47,928

            広告宣伝費 52,500

            行事費 0

            諸会費 163,600

            会議費 0

            委託調査研究費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            諸謝金 30,000

            支払手数料

                銀行手数料 703,815

                その他手数料 72,450 776,265

            租税公課

                自動車重量税 134,800

                固定資産税 1,660,600

                収入印紙代 0

                消費税等 0

                その他の租税公課 0 1,795,400

            減価償却費 2,905,434

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                環境整備費 10,617,400

                移設撤去費 42,000

                雑役務費 9,326,685 19,986,085 86,661,021

    財務費用

        財務費用

            支払利息 0

            その他の財務費用 0 0

    雑損

        雑損 0

［経常費用］合計 1,437,750,286

［経常収益］

    ［経常収益］運営費交付金収益 1,096,368,500

    ［経常収益］授業料収益

        ［授業料収益］授業料収益 249,966,300

        ［授業料収益］講習料収益 0 249,966,300

    ［経常収益］入学金収益 20,050,200

    ［経常収益］検定料収益 6,649,500

    ［経常収益］受託研究等収益

        受託研究収益 4,942,600

        共同研究収益 3,375,000 8,317,600

    ［経常収益］受託事業等収益 1,663,267

    ［経常収益］補助金等収益 0

    ［経常収益］寄附金収益 9,337,607

    ［経常収益］施設費収益 27,419,956  
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    ［経常収益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 2,127,470

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金等戻入 0

        資産見返物品受贈額戻入 21,309,747

        特許権仮勘定見返運営費交付金戻入 0 23,437,217

    ［経常収益］財務収益

        受取利息 3,957

        その他の財務収益 0 3,957

    ［経常収益］雑益

        財産貸付料収入 8,257,837

        文献複写料 0

        物品受贈益 0

        債権受贈益 0

        承継剰余金債務戻入 0

        その他の雑益 1,109,097 9,366,934

［経常収益］合計 1,452,581,038

経常利益 14,830,752

［臨時損失］

    ［臨時損失］固定資産除却損 14,830,752

    ［臨時損失］固定資産売却損 0

    ［臨時損失］災害損失 0

    ［臨時損失］その他の臨時損失 0

［臨時損失］合計 -14,830,752

［臨時利益］

    [臨時利益]固定資産売却益 0

    [臨時利益]貸倒引当金戻入 0

    [臨時利益]徴収不能引当金戻入 0

    [臨時利益]退職給付引当金戻入 0

    ［臨時利益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 0

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金戻入 0

        資産見返物品受贈額戻入 0 0

    [臨時利益]その他引当金戻入 0

    [臨時利益]その他の臨時利益 0

［臨時利益］合計 0

［当期純利益（純損失）］ 0

［目的積立金取崩額］ 0

［当期総利益（総損失）］ 0

（出典：総務課財務係）  

 

勘定科目表示名称 明細金額 金額 合計金額

［経常費用］

    業務費

        教育・研究経費

            消耗品費 53,251,130

            備品費 18,123,308

            印刷製本費 4,364,922

資料10ー２ー②ー３
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            水道光熱費

                電気料 9,941,734

                ガス料 2,684,058

                水道料 4,177,295 16,803,087

            旅費交通費 21,945,443

            通信運搬費 2,139,876

            賃借料 935,292

            車両燃料費 3,228,456

            福利厚生費 0

            保守費 2,787,405

            修繕費 86,265,870

            損害保険料 0

            広告宣伝費 0

            行事費 0

            諸会費 462,853

            会議費 0

            委託調査研究費 0

            文献複写費 78,097

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            業務委託費 0

            支払報酬

                諸謝金 1,957,770 1,957,770

            奨学費

                奨学交付金 18,709,350

                留学生給与 0 18,709,350

            減価償却費 14,696,071

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                傭船料 0

                特許出願費 0

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 8,510,693 8,510,693 254,259,623

        教育研究支援経費

            消耗品費 4,981,936

            備品費 1,999,410

            印刷製本費 580,125

            水道光熱費

                電気料 1,988,345

                ガス料 563,150

                水道料 835,457 3,386,952

            旅費交通費 60,640

            通信運搬費 4,359,202

            賃借料 16,936,920

            車両燃料費 2,567,669

            福利厚生費 0

            保守費 1,387,420

            修繕費 1,123,500

            損害保険料 0

            広告宣伝費 15,750  
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            行事費 0

            諸会費 55,000

            会議費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            業務委託費 0

            支払報酬 0

                諸謝金 0 0

            減価償却費 2,212,696

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                移設撤去費 0

                損害賠償費 0

                雑役務費 2,184,976 2,184,976 41,852,196

        受託研究費

            国又は地方公共団体

                謝金 0

                旅費交通費 0

                人件費 0

                物件費 0

                減価償却費 0

                その他の受託研究費 0 0

            その他

                謝金 1,236,900

                旅費交通費 327,500

                人件費 0

                物件費 1,585,600

                減価償却費 0

                その他の受託研究費 34,967 3,184,967 3,184,967

        共同研究費

            国又は地方公共団体

                謝金 198,000

                旅費交通費 510,920

                人件費 0

                物件費 2,371,780

                減価償却費 0

                その他の共同研究費 420,000 3,500,700

            その他

                謝金 60,000

                旅費交通費 616,950

                人件費 699,340

                物件費 1,488,743

                減価償却費 0

                その他の共同研究費 0 2,865,033 6,365,733

        受託事業費

            国又は地方公共団体

                謝金 0

                旅費交通費 0

                人件費 0

                物件費 0

                減価償却費 0  
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                その他の受託事業費 0 0

            その他

                謝金 0

                旅費交通費 0

                人件費 0

                物件費 565,530

                減価償却費 0

                その他の受託事業費 480,900 1,046,430 1,046,430

        教員人件費

            常勤教員給与

                常勤教員給与 443,219,786

                常勤教員賞与 173,144,895

                常勤教員賞与引当金繰入額 0

                常勤教員退職給付費用 129,846,584

                常勤教員法定福利費 9,862,070 756,073,335

            非常勤教員給与

                非常勤教員給与 19,035,210

                非常勤教員賞与 0

                非常勤教員賞与引当金繰入額 0

                非常勤教員退職給付費用 0

                非常勤教員法定福利費 85,544 19,120,754 775,194,089

        職員人件費

            役員報酬

                役員報酬 0

                役員賞与 0

                役員賞与引当金繰入額 0

                役員退職給付費用 0

                役員法定福利費 0 0

            常勤職員給与

                常勤職員給与 204,239,385

                常勤職員賞与 69,328,141

                常勤職員賞与引当金繰入額 0

                常勤職員退職給付費用 53,389,510

                常勤職員法定福利費 4,374,271 331,331,307

            非常勤職員給与

                非常勤職員給与 5,171,804

                非常勤職員賞与 982,617

                非常勤職員賞与引当金繰入額 0

                非常勤職員退職給付費用 71,820

                非常勤職員退職給付引当金繰入額 0

                非常勤職員法定福利費 674,412 6,900,653 338,231,960

    一般管理費

        一般管理費

            消耗品費 12,811,082

            備品費 1,403,180

            印刷製本費 4,956,749

            水道光熱費

                電気料 7,953,390

                ガス料 2,071,011

                水道料 3,341,838 13,366,239

            旅費交通費 4,261,760

            通信運搬費 2,576,474

            賃借料 1,273,356  
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            車両燃料費 1,164,307

            福利厚生費 536,965

            保守費 12,795,819

            修繕費 10,545,632

            損害保険料 59,647

            広告宣伝費 460,950

            行事費 0

            諸会費 221,600

            会議費 107,539

            委託調査研究費 0

            支払派遣費 0

            プログラム開発費 0

            業務委託費 0

            諸謝金 41,600

            支払手数料

                銀行手数料 792,855

                その他手数料 0 792,855

            租税公課

                自動車重量税 126,000

                固定資産税 1,557,700

                収入印紙代 0

                消費税等 0

                その他の租税公課 0 1,683,700

            減価償却費 2,975,055

            貸倒損失 0

            貸倒引当金繰入額 0

            徴収不能引当金繰入額 0

            雑費

                環境整備費 21,968,717

                移設撤去費 0

                雑役務費 8,871,345 30,840,062 102,874,571

    財務費用

        財務費用

            支払利息 0

            その他の財務費用 0 0

    雑損

        雑損 0

［経常費用］合計 1,523,009,569

［経常収益］

    ［経常収益］運営費交付金収益 1,123,754,089

    ［経常収益］授業料収益

        ［授業料収益］授業料収益 241,962,105

        ［授業料収益］講習料収益 57,600 242,019,705

    ［経常収益］入学金収益 20,642,400

    ［経常収益］検定料収益 6,616,500

    ［経常収益］受託研究等収益

        受託研究収益

            国又は地方公共団体 0

            その他 3,150,000 3,150,000

        共同研究収益

            国又は地方公共団体 3,500,700

            その他 2,900,000 6,400,700 9,550,700

    ［経常収益］受託事業等収益  
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        国又は地方公共団体 0

        その他 1,046,430 1,046,430

    ［経常収益］補助金等収益 0

    ［経常収益］寄附金収益 15,615,446

    ［経常収益］施設費収益 73,500,000

    ［経常収益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 4,312,575

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金戻入 1,055,886

        資産見返物品受贈額戻入 14,515,361

        特許権仮勘定見返運営費交付金戻入 0

        特許権仮勘定見返補助金等戻入 0 19,883,822

    ［経常収益］財務収益

        受取利息 3

        その他の財務収益 0 3

    ［経常収益］雑益

        財産貸付料収入 8,430,374

        文献複写料 0

        物品受贈益 0

        債権受贈益 0

        承継剰余金債務戻入 0

        間接経費収入 0

        その他の雑益 1,950,103 10,380,477

［経常収益］合計 1,523,009,572

経常利益 3

［臨時損失］

    ［臨時損失］固定資産除却損 0

    ［臨時損失］固定資産売却損 0

    ［臨時損失］災害損失 0

    ［臨時損失］減損損失 0

    ［臨時損失］その他の臨時損失 4,473,000

［臨時損失］合計 -4,473,000

［臨時利益］

    [臨時利益]固定資産売却益 0

    [臨時利益]貸倒引当金戻入 0

    [臨時利益]徴収不能引当金戻入 0

    [臨時利益]退職給付引当金戻入 0

    ［臨時利益］資産見返負債戻入

        資産見返運営費交付金等戻入 0

        資産見返補助金等戻入 0

        資産見返寄附金戻入 0

        資産見返物品受贈額戻入 0 0

    [臨時利益]その他引当金戻入 0

    [臨時利益]その他の臨時利益 4,473,000

［臨時利益］合計 4,473,000

［当期純利益（純損失）］ 3

［目的積立金取崩額］ 0

［当期総利益（総損失）］ 3

（出典：総務課財務係資料）  
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（分析結果とその根拠理由）  

 収支の状況において，過大な支出超過となっていない。 

 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成 16 年度の資源配分は，一部競争的資金を除き，学科間・教員間に著しい差を設けることなく

配分を行ったが，平成 17 年度より校長のリーダーシップの下で「予算編成の基本方針」を策定し，

この方針を受けて中期計画推進経費，校長戦略経費，学科・専攻科戦略経費，教員活動支援経費等の

競争的配分経費の予算を確保し，各学科・教員などからのプロポーザルに基づく資源配分方式に改め

た（観点 10－２－① 参照）。 

主な教育研究経費の事項と予算額（当初予算額）（資料 10－２－③－１）に示すように，適切な

資源配分に係る計画が策定されている。 
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資料10－２－③－１ 

主な教育研究経費の事項と予算額（当初予算額）         単位：千円 

教育研究経費の事項 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

一般教科，専門教科，専攻科経費    

（教員研究費，技術部研究費含む） 
59,659 44,323 44,623

中期計画推進経費                 

(学科・専攻科戦略経費，教員活動支

援経費含む） 

0 17,000 17,300

校長戦略経費 17,514 16,900 14,000

附属施設経費 21,940 18,327 15,827

学生支援経費                     

（授業用経費，学生指導経費等） 
6,918 5,077 5,077

教育用電子計算機経費 6,804 5,980 5,920

非常勤講師経費 27,771 27,493 27,218

教員研究旅費等 7,242 7,112 6,627

計 147,848 142,212 136,592

（出典：総務課財務係資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

校長のリーダーシップのもと「予算編成の基本方針」を策定し，競争的資金として「戦略推進経

費」を設け，プロポーザルに基づく配分方式を採用するなど，適切な資源配分が行われている。ただ

し，実験・研究設備の更新や新規導入の経費等については予算化は厳しい状況にあり，今後予算確保

の方策等について創意工夫が必要である。 

 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

高専機構として一つの財務会計システムが構築されており，全高専統一の会計処理が行われている。

財務諸表については，高専機構会計規則，独立行政法人通則法に基づき作成され，公表することとな

っている。本校における「収入支出決算額」については，各年度の「学校要覧」に掲載しているほか

（資料10－３－①－1），ホームページでも公開している。 

（http://www.fukushima-nct.ac.jp/m01_gaiyo/yoran.html） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 財務諸表は独立行政法人通則法に基づき公表されており，本校の「収入支出決算額」についても，

学校要覧，ホームページ等を用いて適切な形で公開されている。 

 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

国立学校当時から，会計経理事務の適正を期すべく，学内規則に基づき内部監査を実施し，また外

部監査として文部科学省実施監査，会計検査院の実施検査等を受けてきた。平成 14 年度に茨城高専

との間で相互監査を実施し，さらに法人化後の平成 16 年度に本校以外の 10 高専と機構に対して「平

成 16 年度事業監事監査」が実施された。 

福島工業高等専門学校会計監査実施規則（資料 10－３－②－１）によって行われた，平成 16 年 11

月 24 日（資料 10－３－②－２），平成 17 年 11 月 18 日（資料 10－３－②－３）及び平成 18 年 11

月 13 日（資料 10－３－②－４）の会計監査結果報告書（定時）の結果によれば，「監査事項及び監

査実施細目」はすべて「適」であった。 
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資料10－３－①－１
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（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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資料10－３－②－１
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（出典：総務課財務係資料） 
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資料10－３－②－２ 
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（出典：総務課財務係資料） 

 



福島高等専門学校 基準10 

 460

資料10－３－②－３ 
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（出典：総務課財務係資料） 
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資料10－３－②－４ 
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（出典：総務課財務係資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 会計監査結果報告書（定時）に示されるように，財務に対して，内部会計監査は適正に行われてい

る。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・校長のリーダーシップの下に戦略推進経費を設け，これを競争的資金として審査の上重点的な配分

を行い，教育研究活動の活性化を図っている。 

・独自の教員業績評価システムを構築し、その評価結果を積極的に予算配分（教員活動支援経費）に

反映させ，教育研究環境の醸成に取り組んでいる。 

 

（改善を要する点） 

・既定配分予算の中で，実験・研究設備の更新や新規導入ための経費の予算化は困難な状況にあり，

今後予算の配分やその確保策についてさらなる創意工夫が必要である。 

 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

 本校の目的に沿った教育研究活動を将来にわたって安定して遂行できる資産を有しており，また，

学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続的に確保されている。

今後は，運営費交付金のほかに外部資金を獲得するなどして，なお一層教育研究活動を安定して遂行

できるよう努めなければならない。 

 学校の目的を達成するための活動の財務上の基盤として，適切な収支に係る計画が策定され且つ関

係者に明示されており，収支の状況に関して過大な支出超過とはなっていない。また，各学科・教員

などからのプロポーザルに基づく資源配分方式により，適切な資源配分を行っている。 

 これらに係わる財務諸表等についても，学校要覧，ホームページ等により適切な形で公表されてお

り，財務に対して内部会計監査が適正に行われている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育目的を達成するため，校長及び主事（教務，学生，寮務の３主事）が置かれ，学校教育 

法第70条の７，学校教育法施行規則第72条３（資料11－１－①－１）及び福島工業高等専門学校学則

第９条の規定（資料11－１－①－２）に基づき，その職務，役割が定められている。校務の円滑な運

営を図るため，福島工業高等専門学校組織規則（資料11－１－①－３）が制定され，校長直属の下に

副校長（教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長），校長補佐（企画担当，評価担当，地域連携担

当），専攻長，学科長等が配置され，また，事務組織として事務部が組織されている（資料11－１－

①－４）。この組織の下に，校長が主宰する企画会と校長の諮問に応じて審議・計画・立案を行う機

関として，運営会議，教員会議，専攻科会議及び各種委員会が設置されており，それぞれの役割は委

員会等の規則に明確に規定されている（資料11－１－①－６～７）。 

 各種委員会等からの学校運営に係る案件については，企画会で検討され整理・調整の上，本校の意

志決定機関である運営会議の審議を経て，最終的に校長の判断により決定し，教員会議等で周知され

る体制が採られている。本校では，企画会，運営会議を中心に委員会等が適切に配置されており，校

長のリーダーシップの下で効果的に意志決定が行える態勢となっている。 

 企画会は毎週定例，運営会議，教員会議・専攻科会議は定例で月１回程度開催されるが，緊急課題

等がある場合はと臨時に開催することとしている。以下に，企画会等の構成員及び役割等を示す。 

企画会は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の指示に基づき，本校全体に係る

重要事項について企画・立案し，調整する機能を有し，他の委員会も含め調整できる機能を有してお

り，そのため，校長が全体を把握しながらリーダーシップを発揮できる体制となっている（資料11－

１－①－６）。 

運営会議は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の諮問に応じ，学則等重要な

規則の制定・改廃，組織運営，施設等将来構想等に関することなど学校運営に関わる重要事項につい

て審議・調整をする機関として位置づけられており，会議は校長が招集し議長となり運営されている。

（資料11－１－①－７）。 

教員会議は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の諮問に応じ，本校の教育

に関する各種事項について審議し，会議は校長が招集し議長となり運営されている。 

専攻科会議は，(資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，専攻科に関する事項について審議

を行い，会議は校長が招集し議長となり運営されている。 
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資料 11－１－①－１

学校教育法（第 70 条の７抜粋） 
 

第70条の７ 高等専門学校には、校長、教授、准教授・助教、助手及び事務職員を置かなければなら

ない。ただし、教育上の組織編成として適切と認められる場合には、准教授、助教又は助手を置かな

いことができる。 

②高等専門学校には、前項のほか、講師、技術職員その他必要な職員を置くことができる。 

③校長は、校務を掌り、所属職員を監督する。 

④教授は、専攻分野について、教育上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績を有する者であっ

て、学生を教授する。 

⑤准教授は、専攻分野について、教育上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する者であっ

て、学生を教授する。 

⑥助教は、専攻分野について、教育上又は実務上の知識及び能力有する者であって、学生を教授す

る。 

⑦助手は、その所属する組織における教育の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

⑧講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 

学校教育法施行規則（第 72 条の３抜粋）  
 

第72条の３ 高等専門学校には、教務主事及び学生主事を置くものとする。 

②高等専門学校には、寮務主事を置くことができる。 

③教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

④学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除

く。）掌理する 

⑤寮務主事は、校長の命を受け、寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

  

資料 11－１－①－２ 

 

福島工業高等専門学校学則（第９条抜粋） 
 

第９条 本校に教務主事、学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除

く。）掌理する 

４ 寮務主事は、校長の命を受け、寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

 

 



福島工業高等専門学校 基準11 

 467

 資料 11－１－①－３ 

福島工業高等専門学校組織規則 

                                                            （昭和６２年３月７日） 

                                                            （規 則 第 １１ 号 ） 

                                       （最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 9 号） 

  （目的） 

 第１条 この規則は、福島工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第１１条の規定に基づ

き、本校の組織に関する事項を定め、もって校務の円滑な運営をはかることを目的とする。 

   （主事） 

 第２条 主事の職務は、学則第９条第２項から第４項の規定に定めるところによる。 

   （副校長） 

 第２条の２ 本校に、副校長を置くことができる。 

 ２ 副校長は、校長の命により校長の職務を補佐するとともにその一部を処理する。 

 ３ 副校長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （校長補佐） 

 第２条の３ 本校に、校長補佐を置くことができる。 

 ２ 校長補佐は、校長の命により特定の事項に関することを掌理する。 

 ３ 校長補佐は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （主事補） 

 第３条 本校に、次の主事補を置く。 

   （１）教務主事補 

   （２）学生主事補 

   （３）寮務主事補 

 ２  主事補は、主事の職務を助ける。 

 ３  主事補は、教授、准教授又は講師をもって充て、校長が命ずる。 

   （専攻科長） 

 第４条 本校専攻科に、専攻科長を置く。 

 ２ 専攻科長は、専攻科に関することを掌理する。 

 ３ 専攻科長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （専攻長） 

 第５条 本校専攻科の各専攻に、専攻長を置く。 

 ２ 専攻長は、専攻科長の職務を補佐する。 

 ３ 専攻長は、その専攻を担当する教員をもって充て、校長が命ずる。 

   （学科長） 

 第６条 本校に、次の学科長を置く。 

    （１）機械工学科長 

（２）電気工学科長  

（３）物質工学科長 

（４） 建設環境工学科長 
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   （５） コミュニケーション情報学科長 

   （６） 一般教科長 

  ２  学科長は、当該学科の運営及び連絡調整に関し、次の事項をつかさどる。 

   （１） 学科の教育計画及び実施に関すること。 

   （２） 学科の所属教員の教育及び研究活動の調整に関すること。 

   （３） 学科の所属教員の服務に関すること。 

   （４） 学科の運営に関し必要と認めたこと。 

  ３  学科長は、教授をもって充て、校長が命ずる。  

    （教科主任） 

  第７条  一般教科に、次の教科主任を置く。 

   （１） 国語教科主任 

   （２） 社会科主任                                

（３）数学教科主任  

   （４） 物理教科主任 

   （５） 保健・体育教科主任 

   （６） 英語教科主任 

  ２  教科主任は、一般教科長のもとで当該学科の運営に関し、連絡調整にあたる。 

  ３  教科主任は、教授、准教授又は講師をもって充て、校長が命ずる。 

    （学年主任） 

  第８条  本校に、次の学年主任を置く。 

  ２  学年主任は、当該学年の運営に関し、連絡調整を行う。 

  ３  学年主任は、当該学年の学級担任のうちから、校長が命ずる。 

    （学級担任） 

  第９条  本校に、次の学級担任を置く。 

  ２  学級担任は、当該学級の運営及び学生の指導にあたる。 

  ３  学級担任は、教授、准教授又は講師のうちから、校長が命ずる。 

    （図書館） 

  第１０条  本校に、図書館を置く。 

  ２ 図書館に関する規則は、別に定める。 

     （共同利用施設） 

  第１１条 本校に共同利用施設として情報処理教育センターを置く。 

  ２ 情報処理教育センターに関する規則は、別に定める。 

     （地域環境テクノセンター） 

  第１１条の２ 本校に、地域環境テクノセンターを置く。 

  ２ 地域環境テクノセンターに関する規則は、別に定める。 

    （技術部） 

第１１条の３ 本校に、技術部を置く。 

  ２ 技術部に関する規則は、別に定める。 
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  （会議） 

  第１２条 本校の学則の制定改廃、予算及び概算の方針その他管理運営に関する事項並びに教務、

学生の厚生補導に関する事項について、校長の諮問に応ずるため、次の会議を置く。 

   （１） 運営会議 

   （２） 教員会議 

   （３） 専攻科会議  

  ２ 会議の組織及び運営等については、別に定める。 

   （委員会） 

  第１３条  校長の命を受けて、運営に必要な諸問題を審議するため、本校に各種委員会を置く。 

  ２  各種委員会に関して必要な事項は、別に定める。 

   （任期） 

  第１４条 任期は、特別に定めるものを除き、原則として１年とする。ただし、第４条から第７条

に掲げる任期は、２年とする。 

       附 則（昭和 62 年 4 月 1 日規則第 11 号） 

１  この規則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

２  福島工業高等専門学校組織規程（昭和 41 年 4 月 6 日規則第 10 号）は、廃止する。 

       附 則（平成 6 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成６年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 7 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 8 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 9 年 3 月 31 日規則第 9 号） 

    この規則は、平成９年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 9 年 7 月 10 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成９年７月１０日から施行する。 

       附 則（平成 10 年 3 月 31 日規則第 6 号） 

    この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 13 年 3 月 19 日規則第 4 号） 

    この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 15 年 3 月 21 日規則第 11 号） 

    この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 6 号） 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。    

       附 則（平成 17 年 3 月 1 日規則第 53 号） 

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 18 年 3 月 30 日規則第 14 号） 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11―１―①―４ 

福島工業高等専門学校組織図 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 

 

資料11－１－①－４ 

福島工業高等専門学校組織図 
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資料11－１－①－５

企画会、運営会議、教員会議、専攻科会議の構成員 

 

企画会 運営会議 教員会議 専攻科会議 

校長 校長 校長 校長 

各主事 各主事 教授 教務主事 

校長補佐 校長補佐 准教授 学生主事 

専攻科長 専攻科長 講師 専攻科長 

地域ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 専攻長 助手 専攻長 

事務部長 各学科長 事務部長 担当の教授 

各課長 図書館長 各課長 担当の准教授 

 情報処理教育センター長  担当の講師 

 地域環境テクノセンター長  事務部長 

 JABEE 委員長  各課長 

 一般教科教授の内から

校長が指名した者 1 名

  

 事務部長   

 各課長   

 

 

（出典：総務課資料）
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資料 11－１－①－６

福島工業高等専門学校企画会規則 

（平成１６年４月１日）

（規 則 第 １４ 号）

（最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 19 号）

 （趣旨） 

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校企画会（以下「企画会」という。）の組織及び運営に

ついて定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 企画会は、校長を補佐するとともに、校長の指揮に基づき、本校全体に係る重要事項につ

いて企画・立案し、調整することを目的とする。 

 （組織） 

第３条 企画会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

  (1) 校長 

  (2) 教務主事、学生主事及び寮務主事 

  (3) 校長補佐 

   (4)  専攻科長 

   (5)  地域環境テクノセンター長 

(6) 事務部長、総務課長及び学生課長 

(7) その他校長が必要と認めた者 

 （会議） 

第４条 校長は、企画会を招集し、その議長となる。 

２ 企画会は、原則として、毎月２回程度開催する。ただし、必要がある場合は、臨時に開催する

ことができる。 

  （構成員以外の出席） 

第５条 校長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させ、説明又は意見を聞くことができ

る。 

 （庶務） 

第６条 企画会の庶務は、総務課において処理する。 

 （雑則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、企画会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定める。  

      附 則 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

      附 則(平成１７年３月１日規則第５４号) 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

      附 則(平成１８年３月３０日規則第１８号) 

    この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
附 則(平成１９年３月２８日規則第１１号) 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－①－７

福島工業高等専門学校運営会議規則 

（平成１３年３月１９日）

（規  則   第  ５  号）

（最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 18 号）

 （趣旨） 

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則（昭和 62 年規則第 11 号）第１２条第２項の規

定に基づき、福島工業高等専門学校運営会議（以下「運営会議」という。）の組織及び運営につい

て定めるものとする。 

 （審議事項） 

第２条 運営会議は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項を審議する。 

  (1)  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

  (2)  予算の方針に関する事項      

  (3)  施設整備計画に関する重要事項 

  (4)  管理運営に関する重要事項 

  （5） 法人文書、個人情報の開示、不開示に関する事項 

   (6)  組織、運営及び施設等将来構想に関する事項 

   (7)  その他校長が必要と認めた事項 

 （組織） 

第３条 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

  (1)  校長 

   (2)  教務主事、学生主事及び寮務主事 

   (3)  校長補佐 

   (4)  専攻科長及び各専攻長 

   (5)  各学科長 

   (6)  図書館長 

   (7)  情報処理教育センター長及び地域環境テクノセンター長 

   (8)  JABEE 委員長 

   (9)  一般教科教授のうちから校長が指名した者１名 

  (10)  事務部長、総務課長及び学生課長 

  （会議） 

第４条 校長は、会議を招集し、その議長となる。 

  （専門部会） 

第５条 運営会議に特定の事項を調査、検討するために必要があるときは、専門部会を置くことがで

きる。 

２ 専門部会の委員は、校長が委嘱する。 

  （構成員以外の出席） 

第６条 校長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

 （庶務） 
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第７条 運営会議の庶務は、総務課において処理する。 

    附 則 

 この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

     附 則 （平成 16 年 4 月 1 日規則第 4 号） 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

     附 則 （平成 17 年 3 月 1 日規則第 55 号） 

 この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

      附 則 （平成 17 年 9 月 28 日規則第 6 号） 

 この規則は、平成１７年 9 月 28 日から施行する。 

   附 則 （平成 18 年 3 月 30 日規則第 18 号） 
１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。 

２ 福島工業高等専門学校将来計画検討委員会（平成 9 年 7 月 10 日規則第 1 号）は、廃止する。 

附 則 （平成 19 年 3 月 28 日規則第 12 号） 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，校長直属の下に，主事，校長補佐，専攻科長，学科長，各種センター長，事務部長 

等が適切に人員配置されており，それぞれの立場で役割分担がなされている。校長補佐体制及び各種

委員会組織等も整備され，学内の各部門における課題等が迅速に企画・立案，実行される体制となっ

ており，その意志決定のシステム構築は明確である。平成16年度における専攻科設置，独法化に伴う

中期目標・計画の作成・実行，ＪＡＢＥＥによる教育プログラムの受審（平成17年度），将来構想等

の検討など，重要事項の対応については，それぞれの所管する組織が効率的に機能し実行されている。 

 このようにそれぞれの組織の役割に応じた対応が可能なシステムが構築されており，校長，各主事，

委員会等の役割も明確であり，企画会，運営会議を中心として効果的な意志決定が行える態勢となっ

ている。学校運営における校長のリーダーシップも十分発揮できる体制となっている。 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，多岐にわたる校務を迅速かつ適確に処理するため，より機能的な充実した組織づ

くりを目指し改善を行ってきた。 

各種委員会は，機能的な学校運営を実現するために，それぞれの機能分担を明確にしたうえで校

長の諮問に応じ，各種事項の審議，企画及び立案を行うことで組織されており，企画会，運営会議，

教員会議・専攻科会議等は定例会議を開催し，その他の委員会も定期的に，または必要に応じ

て開催し，課題等の解決に臨機に対応している。 

各種委員会（企画会，運営会議，教員会議，専攻科会議を除く。）の主な所掌事項は（資料11

－１－②－１）のとおりである。また，構成メンバーは，「平成19年度役職者及び各種委員会等名

簿」（資料11－１－②－２）のとおりであり，業務内容に適切に対応している。 
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事務組織については，高等専門学校設置基準第10条（資料11－１－②－３），福島工業高等専門学

校学則第10条（資料11－１－②－４）及び福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則（資料

11－１－②－５）に基づき事務部が設置されており，役割分担も明確になっている。事務部は各種委

員会等の構成員として参画し，委員会等の庶務も所掌しており，管理運営を円滑に行うため適切に役

割を分担し効果的に活動している。 

事務部としては，度重なる定員削減に対応して，課，係等の業務分担の見直しや事務の効率化を図

りつつ本校の校務運営（教育研究）をサポートしてきた。特に独法化後の学校運営については，人員

削減，予算削減等厳しい状況下にあり，本校としてもこれらに対応すべく事務組織の見直しを行い，

平成18年４月から会計課に地域連携担当の専門職員を，学生課に入試担当の専門職員を配置し，さら

に，平成19年４月からは，１部２課制を組織したところである。 

なお，事務部運営のための会議として，係長等連絡会（事務部長，各課長，係長等で組織）が置か

れ，事務部間の連絡調整を行いながら諸問題の解決に当たるとともに，各種委員会等からの種々の案

件についても事務部の立場から検討を加え，意見等を反映させている（資料11－１－②－６）。 
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資料11－１－②－１

 

各種委員会等の主な所掌事項一覧 

 

□ 教務委員会：教育課程の編成、授業計画、学生の試験、履修、その他教務に関すること 

□ 学生委員会：学生の生活指導、厚生補導、授業料等の減免、その他学生に関すること 

□ 寮務委員会：寄宿舎の管理運営、寮生の生活指導、その他寮生に関すること。 

 

□ 点検及び評価検討委員会：点検評価の実施計画、実施並びに結果の報告等評価に関すこと。     

□ 入学試験委員会：入学者の募集、入学者の選抜試験、その他入学試験に関すること。 

□ 進路対策委員会：学生の就職・進学等の指導、支援並びに卒業生への情報提供等支援に関すること。 

□ 専攻科委員会：専攻科の教育課程の編成、授業計画、入学試験、進路等専攻科全般に関すること。 

□ 広報委員会：各種広報の管理、広報誌の発行、ホームページの掲載等に関すること。  

□ 安全衛生委員会：教職員の安全及び衛生の維持向上等に関すること。 

□ 国際交流委員会：外国人留学生の受け入れ及び指導、国際交流事業等に関すること。 

□ ＦＤ委員会：教員の教育（授業）に関する資質と能力の向上を図るための取組み等に関すること。 

□ ＪＡＢＥＥ委員会：技術者教育プログラムの認定申請、受審準備、対応等に関すること。 

□ 認証評価委員会：認証評価受審申請、準備・応等に関すること。 

 

□ 図書館運営委員会： 図書館の管理運営及び図書の選択廃棄等に関すること。 

□ 情報処理教育センター運営委員会：センターの管理運営、情報処理教育・研究及びネットワークの保守等

に関すること。 

□ 地域環境テクノセンター運営委員会：センターの運営・管理、地域連携・協力、研究論文集等の編集及び

情報管理等に関すること。 

□ 組換えＤＮＡ実験安全委員長：実験計画の指針及び規則との適合性審査、安全確保等に関すること。    

□ セクシャル・ハラスメント防止対策委員会：セクシャル・ハラスメントの防止排除対策、問題発生への 

対応等に関すること。 

□ 情報セキュリティ委員会：情報セキュリティ・ポリシーの策定、運用等に関すること。 

□ ＴＯＥＩＣ実施委員会：ＴＯＥＩＣテストの実施に関すること。 

□ 知的財産委員会：教職員の知的財産権の取得支援、知的財産権及び技術経営等に関する人材育成、その他

知的財産権に関すること。 

 

□ 技術部運営委員会：技術部の運営、職員配置、教育研究支援業務等に関すること。 

□ 学生相談室：学生の修学、進路及び精神衛生上の諸問題に関すること。 

 

（出典：総務課資料） 
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資料11－１－②－２

平成19度役職者及び各種委員会等名簿 

 

平成１９年度

役職及び各種役員等名簿

福島工業高等専門学校
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平成19度役職者及び各種委員会等名簿（抜粋） 

９．運営会議 　 委　員（物質工学科） 天野　仁司

校　　長 奈良　宏一 　〃　（建設環境工学科） 緑川　猛彦

教務主事 根岸　嘉和 　〃　（コミ情報学科） 芥川　一則

学生主事 根本　信行 　〃　 総 務 課 長

寮務主事 山ノ内正司

校長補佐（企画担当）， １０．企画会

　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司 校　　長 奈良　宏一

　 〃   （評価担当） 渡辺　　博 教務主事 根岸　嘉和

　 〃 　（地域連携担当), 学生主事 根本　信行

（地域センター長） 伊藤　正義 寮務主事 山ノ内正司

機械・電気システム工学専攻長 校長補佐（企画担当），

　（情報センター長） 大槻　正伸 　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司

物質・環境システム工学専攻長 校長補佐（評価担当） 渡辺　　博

　（ＪＡＢＥＥ委員長） 青柳　克弘 　 〃 　（地域連携担当),

ビジネスコミュニケーション学 （地域センター長） 伊藤　正義

専攻長（コミ情報学科長） 田代　　均 コミ情報学科長 田代　　均

一般教科長 西山　公紀 事務部長 細川　　勉

機械工学科長 石垣　義尚 総務課長 本橋せつ子

電気工学科長 春日　　健 学生課長 佐藤　　広

物質工学科長 井上　和人

建設環境工学科長 金子　研一 １１．点検及び評価に関する検討委員会

図書館長 内山　昭代 校　　長 奈良　宏一

一般教科(理系) 山野　和一 教務主事 根岸　嘉和

事務部長 細川　　勉 学生主事 根本　信行

総務課長 本橋せつ子 寮務主事 山ノ内正司

学生課長 佐藤　　広 校長補佐（企画担当），

　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司

９－１．施設整備等有効活用に関する専門部会 　 〃   （評価担当） 渡辺　　博

専門部会長 山ノ内正司 　 〃 　（地域連携担当),

部　　　員(一般教科) 秋山　秀博 （地域センター長） 伊藤　正義

　　〃　　(機械工学科) 石垣　義尚 機械・電気システム工学専攻長

　　〃　　(電気工学科) 山本　敏和 　，（情報センター長） 大槻　正伸

　　〃　　(物質工学科), 物質・環境システム工学専攻長

(教務主事補) 内田　修司 　，（ＪＡＢＥＥ委員長） 青柳　克弘

　　〃　(コミ情報学科), ビジネスコミュニケーション学

(図書館長) 内山　昭代 専攻長，（コミ情報学科長） 田代　　均

　　〃　　（学生主事補）　松尾　忠利 一般教科長 西山　公紀

　　〃　　（寮務主事補）　齊藤　充弘 機械工学科長 石垣　義尚

　　〃　　（情報セ長）　 大槻　正伸 電気工学科長 春日　　健

　　〃　　（地域環境セ長）伊藤　正義 物質工学科長 井上　和人

　　〃 事 務 部 長 建設環境工学科長 金子　研一

　　〃 総 務 課 長 一般教科(理系） 山野　和一

　　〃 学 生 課 長 事務部長 細川　　勉

総務課長 本橋せつ子

９－２．将来計画検討ワーキンググループ 学生課長 佐藤　　広

ＷＧ長（専攻科長） 佐東　信司

委　員（一般教科） 笠井　　哲

　〃　（　 〃　 ） 井川　　治

　 　〃　（機械工学科） 篠木　政利

　〃　（電気工学科） 大槻　正伸  
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１２．教務委員会 １５．専攻科委員会

　 委員長（主　事） 根岸　嘉和 委員長(専攻科長) 佐東　信司

委　員（主事補） 川﨑　俊郎 委　員(専 攻 長） 大槻　正伸

　〃　（　〃　） 内田　修司 　〃 （〃，JABEE委員長） 青柳　克弘

　〃　（　〃　） 緑川　猛彦 　〃 （　 〃　 ） 田代　　均

　〃  井川　　治 　〃　(教務主事補) 緑川　猛彦

　〃  一色　誠太   〃  (学生主事補) 松尾　忠利

　〃  鈴木　晴彦 　〃 山本　敏和

　〃  遠原　智文 　〃 押手　茂克

　〃  学 生 課 長 　〃 森田　年一

　〃  学・ 専門員 　〃 渡部　順一

　〃  教 務 係 長 　〃 井川　　治

　〃 学 生 課 長

１３．学生委員会 　〃  学・ 専門員

委員長（主　事） 根本　信行 　〃  教 務 係 長

委　員（主事補） 西浦　孝治

　〃　（　〃　） 松尾　忠利 １６．入学試験委員会

　〃　（　〃　） 山田　貴浩 委 員 長（校　　長） 奈良　宏一

　〃　（　〃　） 青木　寿博 副委員長（教務主事） 根岸　嘉和

　〃  根本　昌樹 　 委　　員（学生主事） 根本　信行

　〃  石原　万里 　 〃 　（寮務主事） 山ノ内正司

　〃  平尾　篤利 　 〃 　（一般教科長） 西山　公紀

　〃  伊藤　　淳 　 〃 　（機械工学科長） 石垣　義尚

　〃  羽切　正英 　 〃 　（電気工学科長） 春日　　健

　〃  菊地　卓郎 　 〃 　（物質工学科長） 井上　和人

　〃  田村　綾子 　 〃（建設環境工学科長）金子　研一

　〃  森川　　治 　 〃（コミ情報学科長） 田代　　均

　〃  松本　行真 　 〃 高野　克宏

　〃  学 生 課 長 　 〃 森川　　治

　〃  学生支援係長 　 〃　 吉村　忠晴

　 〃 事 務 部 長

１４．寮務委員会 　 〃 学 生 課 長

委員長（主　事） 山ノ内正司

委　員（主事補） 道上　達広 １６－１．入学試験実施専門部会

　〃　（　〃　） 中山　悟視 専門部会長 高野　克宏

　〃　（　〃　） 齊藤　充弘 部　　　員 宮澤　泰彦

　〃　（　〃　） 渡部美紀子 　　〃 松本　匡以

　〃  坂内　昌徳 　　〃 小泉　康一

　〃  高橋　　章 　　〃 押手　茂克

　〃  鈴木　茂和 　　〃 森田　年一

　〃  小泉　康一 　　〃 松江　俊一

　〃  三浦靖一郎

　〃  柴田　公彦 １６－２．入学者対策専門部会

　〃  梅澤　洋史 専門部会長 森川　　治

　〃  高荒　智子 部　　　員 山野　和一

　〃  松江　俊一 　　〃 松本　匡以

　〃  学 生 課 長 　　〃 濱﨑　真一

　〃  寮 務 係 長 　　〃 鴨下　祐也

　　〃 原田　正光

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料 11－１－②－３ 

高等専門学校設置基準（第 10 条抜粋） 

  （事務職員等） 

第10条  高等専門学校には、その運営のために必要な相当数の事務職員その他の職員を置かなけれ 

ばならない｡ 

 

 

  

資料 11－１－②－４

福島工業高等専門学校学則（第 10 条抜粋） 

 

第10条 本校に庶務、会計、教務及び学生の厚生補導、施設等に関する事務を処理するため、事務

部を置く。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
 

  

資料 11－１－②－５ 
 

福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則 

（昭和６２年３月２３日）

（規 則 第 ２２ 号）

（最終改正   平成19年3月28日規則第1号）

第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規則は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成 16 年独立行政法

人国立高等専門学校機構規則第 1 号）第５条第６項及び独立行  政法人国立高等専門学校機構の本部事

務局の組織等に関する規則（平成 16 年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 4 号）第１１条並び

に福島工業高等専門学校学則第１１条の規定に基づき，本校の組織及び事務分掌の範囲を定めることを

目的とする。 

 

第２章  事務組織 

 （事務部） 

第２条 本校に，事務部を置く。 

 （課） 

第３条 事務部に，次の２課を置く。 

 総務課 

 学生課 

 （係） 

第４条 事務部の課に，係を置く。 
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 （事務部長） 
第５条 事務部に，事務部長を置く。 

２ 事務部長は，事務職員をもって充てる。 

３ 事務部長は，校長の命を受けて，事務部の事務を処理する。 
 

 

 （課長） 

第６条 課に，課長を置く。 

２ 課長は，事務職員をもって充てる。 

３ 課長は，上司の命を受けて，課の事務を処理する。 

 （課長補佐） 

第６条の２ 課に課長補佐を置くことができる。 

２ 課長補佐は，事務職員をもって充てる。 

３ 課長補佐は，課長を補佐する。この場合において次条第３項に規定する事務の処理を併せもつこと

を妨げるものではない。 

 （専門員） 

第６条の３ 課に専門員を置くことができる。 

２ 専門員は，事務職員をもって充てる。 

３ 専門員は，上司の命を受けて，高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理す

る。 

 （係長） 

第７条 係に，係長を置き，必要に応じ主任を置くことができる。 

２ 係長及び主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。 

３ 係長は，上司の命を受けて，係の事務を処理する。 

４ 主任は，係長を助け，係の事務を処理する。 

 （専門職員） 

第７条の２ 課に専門職員を置くことができる。 

２ 専門職員は，事務職員をもって充てる。 

３ 専門職員は，上司の命を受けて，専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理する。

 

第３章 事務分掌 

 （総務課の事務分掌） 

第８条 総務課に，課長補佐及び次の７係を置く。 

     総務係 
     企画・広報係 

     地域連携係   

     人事係 

     財務係 
調達係  
施設管理係 

 
 
 
以下 略 

 
 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料 11－１－②－６ 

係 長 連 絡 会 
 

 

 

 

 

 

 

 （出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

各種委員会等の役割については，委員会規則等に示され明確化されている。また，事務組織におい 

ても，事務部組織及び事務分掌規則に明示されており，双方の役割は適切に明確に分担されている。 

企画会，運営会議をはじめ各種委員会も含めて連携・協力が図られ，効果的な活動がなされている。

また，事務組織においても，各種会委員会への支援体制が有効に機能し，効果的な活動が行われてい

る。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では学校の管理運営が円滑に行われるように，会議（企画会，運営会議，教員会議，専攻科会

議），各種委員会等（教務委員会，学生委員会他）を組織するため諸規則を制定しており（資料11－

１－③－１），これらの規則は継続的に改正等が加えられている。規則の制定，改正等が必要となる

場合は，運営会議で審議され，校長決裁を経て教員会議等で報告し，全教職員には随時事務部ホーム

ページ上で周知している（資料11－１－③－２)。規則の制定内容は，観点11－１－①で示した資料

の学校組織規則（資料11－１－①－３)，企画会規則(資料11－１－①－６）及び運営会議規則(資料

11－１－①－７)に明示されている。 
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資料 11－１－③－１ 

  

管理運営関係規則一覧 
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（出典：福島工業高等専門 
 

（出典：福島工業高等専門学校事務部ホームページ）
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資料 11－１－③－２ 

教職員への規則制定，改正等の周知資料 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校事務部ホームページ） 
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（分析結果とその根拠理由） 

管理運営に関する諸規定については，その都度見直し改善が行われ，効果的な活動が行えるように

整備がなされている。教職員への周知については，事務部ホームページ上で周知されている。 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 
 

（観点に係る状況） 

本校では，外部機関等の有識者による参与会（外部評価）を設置し（資料11－２－①－１），学校

運営全般にわたる状況について点検評価を受け，その評価の状況及び委員の意見・提言等については

報告書にまとめ公表している。委員の意見等については，管理運営に反映すべく学内組織にフィード

バックさせる体制として，点検及び評価に関する検討委員会を設置している（資料11－２－①－２）。  

外部評価等の意見・提言等については，学内組織に周知の上，対応や改善について見直し等を行い，

企画会，運営会議等で検討審議し，管理運営に適切に反映されるよう対応している。 

具体例として，平成17年度に実施した参与会（外部評価）では，教員業績評価システムについての

提言があり（資料11－２－①－３），運営会議，教員会議等で「参与会が指摘した改善提案」の内容

を報告し（資料11－２－①－４），平成18年度の企画会，運営会議等において教員業績評価システム

の評価項目や評価方法等の改善・見直しを行い（資料11－２－①－５），教員個々の自己改善が可能

な，また本校の戦略目標の設定及びその修正に役立つシステムにすべく改善を図ったところである

（11－２－①－６）。なお，この教員業績評価システムによる評価結果は，学内予算配分にも反映さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福島工業高等専門学校 基準11 

 488

資料11－２－①－１ 

福島工業高等専門学校参与会規則 

（平成１７年７月２６日）

（規   則   第  ４  号）

（最終改正   平成19年3月28 規則 第15号）

 （趣旨） 

第１条 福島工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究活動等の状況について、外部の有

識者による検証（以下「外部評価」という。）を行い、もって本校の教育 研究体制等の改善に資する

ことを目的として、福島工業高等専門学校参与会（以下「参与会」という。）を置く。 

 （評価事項） 

第２条 参与会は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて外部評価を行う。 

 (1)  教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する事項 

 (2)  教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価に関する事項 

 (3)  その他本校の運営に関する事項 

 （組織） 

第３条 参与会は、次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱した参与若干名をもって組織する。 

 (1)  大学又は高等専門学校等の教育研究機関の関係者 

 (2)  地方自治体の関係者及び県内の教育関係者 

 (3)  地域産業経済界の関係者 

 (4) 本校を卒業又は修了した者 

 (5)  その他高等専門学校に関し広くかつ高い見識を有する者 

 （任期） 

第４条 参与の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

２ 前項の参与に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会長） 

第５条 参与会に、会長を置き、校長が指名する。 

２  会長に事故があるときは、校長が指名する参与がその職務を代行する。 

 （運営） 

第６条 参与会の会議は、校長が招集し、会長がその議長となる。 
 （意見の聴取） 

第７条 会長が必要と認めたときは、参与会に参与以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 

 （事務） 

第８条 参与会の事務は、総務課において処理する。 

 （雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、参与会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

   附 則 

１ この規則は、平成１７年７月２６日から施行する。 
２ 福島工業高等専門学校外部評価実施細則（平成12年細則第１号）は廃止する。 

 
附 則（平成 19 年 3 月 28 日規則 15 号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11－２－①－２

福島工業高等専門学校点検及び評価に関する規則 

（平成５年１２月９日）

（規 則 第 １ 号）

（最終改正   平成19年3月28日規則第16号）

  （目的）                               

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則(昭和 62 年規則第 11 号)第１３条第２項に基づ

き、本校の教育研究水準の向上を図り、かつ、本校の目的及び社会的使命を達成するため、本校の教

育活動等の状況について自ら行う点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）に関し、必要な事

項を定めることを目的とする。 

  （検討委員会） 

第２条 本校に、次の各号に掲げる事項を行うため、福島工業高等専門学校点検及び評価 検討委員会

（以下「検討委員会」という。）を置く。 

  （１）点検及び評価に関する基本方針並びに実施計画等の策定に関すること。 

  （２）点検及び評価の実施並びに結果に関する報告書の作成及び公表に関すること。 

  （３）その他点検及び評価に関する必要な事項 

 （組織） 

第３条 検討委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  （１）校長 

  （２）教務主事、学生主事及び寮務主事 

  （３）校長補佐 

  （４）専攻科長 

  （５）各学科長 

  （６）一般教科教授のうちから校長が指名した者１名 

 （７）事務部長、総務課長及び学生課長 

（８）その他校長が指名した者 

  （委員長） 

第４条 検討委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

  （構成員以外の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

  （実施組織） 

第６条 点検及び評価を行う組織等（以下「実施組織」という。）は、次のとおりとする。 

  （１）各学科及び一般教科 

  （２）専攻科 

  （３）検討委員会が指定する各種委員会 

  （４）事務部 

  （点検評価事項） 



福島工業高等専門学校 基準11 

 490

第７条 検討委員会は、次の各号に掲げる事項について、点検及び評価を行う。 

  （１）教育理念及び教育目標に関すること。 

  （２）教育活動に関すること。 

  （３）研究活動に関すること。 

  （４）施設設備に関すること。 

  （５）国際交流に関すること。 

  （６）生涯学習への対応に関すること。 

  （７）社会との交流に関すること。 

  （８）その他検討委員会が必要と認める事項 

２ 前項各号に係る具体的な点検項目は、検討委員会が別に定める。 

  （点検及び評価の実施） 

第８条 検討委員会及び実施組織は、別に定める点検項目により、点検及び評価を行うものとする。 

２ 実施組織は、点検及び評価の結果を検討委員長に報告するものとする。 

３ 検討委員長は、実施組織からの報告に基づき、点検及び評価の総括を行い、改善すべき事項を付し

て校長に報告するものとする。 

  （報告書の作成及び公表） 

第９条 校長は、取りまとめた点検及び評価の結果を報告書として公表するものとする。 

  （点検及び評価結果の対応） 

第１０条 校長は検討委員会が行った点検及び評価の結果に基づき、改善が必要と認められるものにつ

いては、関係する実施組織にその改善策の検討を付託するものとする。 

  （庶務） 

第１１条 検討委員会の庶務は、総務課において処理する。 

  （細則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、点検及び評価に関し必要な細則は、校長が別に定める。 

   附 則 

  この規則は、平成５年１２月９日から施行する。 

   附 則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 8 号） 

  この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 17 年 3 月 1 日規則第 56 号） 

  この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 18 年 3 月 30 日規則第 17 号） 

  この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成 19 年 3 月 28 日規則第 16 号） 

  この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）

 



福島工業高等専門学校 基準11 

 491

資料11－２－①－３ 

 

平成18年1月「参与会報告書」  
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 「参与会報告書」質疑応答（抜粋） 

 

６）研究活動について 
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（出典：「参与会報告書（外部評価）」） 

 



福島工業高等専門学校 基準11 

 494

資料11－２－①－４ 

平成17年度第16回運営会議議事要旨 

（参与会提言等の報告事項（４）） 
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平成17年度第16回運営会議資料 

（改善提案 ２）「教育組織・教育体制について」） 
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平成17年度第16回運営会議資料 

（改善提案 13）「教員の研究成果について」） 

 

(出典：運営会議会議録) 
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平成17年度第15回教員会議議事要旨 

(教員への周知事項６） 
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平成17年度第15回教員会議議事要旨 

（教員への周知事項６） 

 

 

（出典：教員会議会議録） 
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資料11－２－①－５ 

 

平成18年度第１回企画会議事要旨 

（参与会提言に対する対応事項（１）） 
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平成18年度第１回企画会資料 

（参与会提言に対する対応事項(１)) 

 
 

（出典：企画会会議録） 
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平成１８年度第１回運営会議議事録 

（参与会提言に対する対応事項(１)） 
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平成18年度第１回運営会議議資料 

 

 

 

（出典：運営会議会議録） 
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資料11－２－①－６ 

平成18年度第４回運営会議議事録 

（提言に対する対応改善案の決定） 

 

平成18年度第４回運営会議資料 
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平成18年度第４回運営会議資料 
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平成18年度第４回運営会議資料 

 

 

 

（出典：運営会議会議録） 
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平成19年度教育業績評価システム調査表 

 

 

 

 

 

　点　数 記　　　　　　　入　　　　　　　欄 素　点 評価点 配分点

　６・５・４

5

6

6

5

3

3

　 ⑧企業訪問 5

   ⑨卒業生への就職・進学支援 3

5

★⑪教育活動の表彰 3

3

3

6・10

62

３・２・１

　 ②車両指導（車両通学・違法駐車・道交法） ３・２・１

 　③容儀指導（頭髪・ピアス・制服・履物等） ３・２・１

　 ④マナー・礼儀指導 ３・２・１

　  　（携帯電話、公衆道徳、言葉遣い、挨拶）

   ⑤ボランティア活動支援 ２・１

　 ⑥遅刻・欠席・欠課指導 ２・１

　 ⑦掃除指導 ２・１

　 ⑧アルバイト指導 ２・１

　 ⑨クラス運営指導 ２・１

　 ⑩クラブ・愛好会指導 ３・２・１

   ⑪試合・大会・コンテスト成果 ３・２・１

★⑫協会・連盟等の役員 ２・１

　 ⑬合宿指導 ２・１

　 ⑭寮当直指導 ３・２・１

　 ⑮寮行事指導 ２・１

★⑯学生相談室担当 3

 　⑰ｾｸｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ担当・ｽｸｰﾙｾｷｭﾘﾃｨｰ活動 2

42

5

5

3

3

３・２・１

２・１

2

３・２

3

3

３・２・１

3

3

3

3

3

50

3

3

3

3

3

3

3

3

 　⑨社会活動への参画、指導 3

27

3

3

3

3

　 ⑤メディアによる本校PR活動等 5

3

3

23

　

204

注１）原則として、過去２年間を対象とする。ただし★の付してある項目については、過去１年間を対象とする。　　　　　　　

計１６項目

★⑮受託研究の取組

　(３主事、校長補佐、専攻科長、学科長、センター長、主事補、担任）

★②役職該当

★①３委員会委員に該当（各員）

合計５事項・６３項目・（貢献度配分係数１００）

★⑦委員会等への自薦参加

★⑬在学生の海外研修・留学支援

★⑪科学研究費の申請・採択

★⑫寄附金・委任経理金の有無

計１４項目

★⑭学内表彰・大臣表彰

★⑩学会賞等の受賞

★②技術士の資格取得

　　    　　　　　　　　　　　　(筆頭著者又は責任者、共著、翻訳）

★⑤著作・論文（査読付）の発表

★⑨学会、研究会等の役員

★⑧学会発表（国際学会、国内学会）

★⑭共同研究の取組（外国含む）

★⑬その他外部資金の獲得

（Ｃ）研究（貢献度配分係数２０）

★⑦学会・研究会・セミナー等への参画

★①学位の取得

　　    　　　　　　　　　　　　(筆頭著者又は責任者、共著、翻訳）

★④特許権の有無

★③著作権の有無

　　　　　　　　　　(３主事、校長補佐、専攻科長、学科長）

計7項目

 　②学校開放の支援

★③公開講座の担当

　 ④生涯学習のための参画、指導

　　　平成１９年度　教育業績評価システム調査表（規定部分：ポイント制に基づく評価）　　　別紙２

　　事　　　　　　項

計９項目

 　⑧ボランティア活動

　 ⑤企業、民間団体等への支援

 　⑥産官学連携事業への参画

★⑦技術相談担当

★④管理運営への参画

（Ｅ）管理運営（貢献度配分係数１０）

★②補習授業の実施（遅進学生・大学編入学）

★①担当単位数（専攻科を含む）

（Ａ）教育（貢献度配分係数３５）

（学科名）　　　　        　　　　　　　　　　　　　    コード欄 □□□　　 （氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コード欄 □□□

   ③顕著な教育成果

★⑥教育研修会等への参加

　 ⑫留学生への支援

   ④独自の教材等の開発（工夫状況）「資料添付」

   ⑤教育方法の改善

★⑦公開授業等の実施・評価及び参加

   ⑩インターンシップ参加奨励

計１７項目

★⑯プロジェクト研究分担

注２）コード欄には、記入しないで下さい。

（Ｂ）学生指導（貢献度配分係数２０）

　 ①違法行為指導（飲酒、喫煙、ギャンブル）

★③役職該当（本年度の主事補）

　 ⑥本校の広報活動

★①出前授業の担当

（Ｄ)地域貢献（貢献度配分係数１５）

★⑥紀要・その他月刊誌への掲載　
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平成19年度教育業績評価システム調査表 

 

 

 

（出典：平成19年度教育業績評価実施伺書） 

 

　点　数 記　　　　　　　入　　　　　　　欄 素　点 評価点

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

１０・７・５

１０・７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

５・３・１

5

3

３・１

７・５・３

②高専機構「創造性を育む」を指導 ７・５・３

③三大コンテスト指導（ロボコン、プロコン、デザコン） ５・３・１

④他のコンテスト指導 ５・３・１

⑤学生の学会発表等を指導 ７・５・３

⑥課外活動を指導 ５・３・１

⑦卒研・ミニ研等を指導 ５・３・１

⑧その他の企画 ５・３・１

⑨

⑩

⑪

10

14

１０・６

１０・６

１０・６

１０・６

１０・６

１４・１２・１０・８・６

１０・８・６

１０・８・６

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

５・３・１

５・３・１

10
8

５・３

５・３

５・３

３・１

５・３

⑥委員会委員の職務附加による貢献

⑨

⑨共同研究の実施

⑧国際会議等にて研究発表の実施

注２）コード欄には、記入しないで下さい。

④

①新たな企画を実施

（４)地域貢献

⑦その他

（５）入学者対策

⑥

注１）原則として、過去1年間を対象とする。　　

②論文掲載（英文）（筆頭業者、責任著者等を明記）

①論文掲載（和文）（筆頭業者、責任著者等を明記）

⑥寄付金の受け入れ（３０万以上）

⑦その他外部資金の受け入れ（３０万以上）

②「高専教育」掲載

①効果的な授業方法の開発等

⑫

⑩学会賞等の受賞

④共同研究の受け入れ（３０万以上）

③専攻科教育に新たな工夫等

⑥特別教育研究経費に採択

⑫ＴＯＥＩＣ公開テストの実施

④モノづくり教育に新たな発案等

③科学研究費補助金の採択（３０万以上）

（１）教　育

平成１９年度　教員業績評価システム調査表（自由部分：自己申告事項の例）　　　　　　　別紙３

　　事　　　　　　項 　　(例）

（学科名）　　　　        　　　　　　　　　　　　　    コード欄 □□□　　 （氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コード欄 □□□

⑬

⑤受託研究の受け入れ（３０万以上）

⑤現代ＧＰに採択

⑦学修単位化への尽力

⑩自学自習用教材の開発

（２）学生指導

①機構表彰の被表彰者を指導

⑰

（３）研　究

⑯

⑭

（６）管理運営

⑤

⑤

②共同テーマの設定の実践

③

④

③入試委員会活動への貢献

②入試広報に係る成果

①新たな入学者選抜方法等の発案・導入

⑧

⑪その他の企画

⑱

⑧e-Learning教材の開発等

⑨海外協定校締結に尽力

⑪シナジー教育の実践例の発案等

⑮インターンシップ指導に尽力

⑬学生評価（ベスト１０）

⑭学生評価（ベスト２０）

①三主事の職務附加による貢献

②校長補佐の職務附加による貢献

⑤委員会委員長の職務附加による貢献

③学科長の職務附加による貢献

④専攻科長の職務附加による貢献

⑩

①

②

（７）その他の本校の個性化・活性化・教育研究の高度化への貢献

③
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，外部機関等の有識者による外部評価委員会（参与会）を設置し，平成12年度と平成17年

度に外部評価を実施しており，その評価結果については外部評価報告書として公表されている。外部

からの意見･提言等については，積極的にその意見等を取り入れ，学校運営に反映させてきた。学内

組織「点検及び評価検討委員会」を通してフィードバックさせる体制が機能し，具体例で示したとお

り適切に管理運営に反映されている。 

 

 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，平成５年に福島工業高等専門学校点検及び評価に関する規則を制定して点検及び評価に

関する検討委員会を設置し，平成8年度に初めて自己点検・評価を実施した。その後，平成12年度，

平成17年度に自己点検・評価を実施し（資料11－３－①－１），外部有識者による外部評価（参与

会）を受けてきた。実施状況については，評価結果をその都度報告書にまとめて公表してきている

（資料11－３－①－２）。また，平成18年10月には第三者評価として「JABEE審査」を受審し，平成

19年６月に認定を受けたところである（資料11－３－①－３）。本校では，平成16年度に専攻科が設

置され，教育と研究の領域が大学の学部に準ずるまで拡大し，学生及び教員の成果は地域からも期待

されていることから，本校の中期計画に沿った教育・研究水準の向上と社会への説明責任を継続的に

果たすため，今後とも，定期的に「自己点検・評価」と「外部評価」を実施し公表していくこととし

ている。 
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資料11－３－①－１ 

 

平成12年度～平成17年度における「自己点検・評価」報告書（平成17年８月） 
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（出典：平成12年度～平成17年度における「自己点検・評価」報告書） 
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資料11－３－①－２ 

 
「自己点検・評価」報告書（平成 17 年８月作成）配布先等一覧 

 

配   付   先 部  数 

文部科学省 （高等教育局専門教育課） ５ 

国立高等専門学校機構 （総務課） ５ 

高等専門学校 （国立、公立、私立高専） ６２ 

外部評価用 （参与会委員） １８ 

国立国会図書館 （国内資料課） ５ 

大学 （近隣国公立大学、私立大学） ８ 

学内配付  （教職員） １２０ 

保存用  （本校図書館） ２ 

予備  （事務資料用、来訪者用、次回作成資料用） ７５ 

合   計 ３００ 

 

 

 

「参与会報告書」（平成 18 年 1 月作成）配布先等一覧 

 

配   付   先 部  数 

文部科学省 （高等教育局専門教育課） ５ 

国立高等専門学校機構 （総務課） ５ 

大学・学位授与機構 １ 

高等専門学校 （国立、公立、私立高専） ６２ 

大学 （近隣国公立大学、私立大学） ７ 

参与会委員 ９ 

国立国会図書館 （国内資料課） ５ 

学内配付  （教職員） １３０ 

保存用  （本校図書館） ２ 

予備  （事務資料、来訪者用、次回作成資料用） ７４ 

合   計 ３００ 

 

 

 （注）「自己点検・評価」報告書」、「参与会報告書」は、 

本校ホームページ（ＵＲＬ http://www.fukushima-nct.ac.jp）に掲載済 

 

（出典：総務課資料） 
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資料11－３－①－３ 

JABEE審査認定証 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，平成８年度，平成12年度，平成17年度に「自己点検・評価」を実施しているが，その都

度点検及び評価に関する検討委員会において評価項目や実施方法等を検討し，総合的に自己点検・評

価を行えるようにシステムが構築されている。実施内容についても「自己点検・評価報告書」，「外

部評価報告書」として作成されており，外部に公表されている。 
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観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，点検及び評価に関する検討委員会が実施する「自己点検・評価」及び外部有識者が実施

する「外部評価（参与会）」の評価結果，後援会総会，協力会総会，保護者との懇談会や学級委員長

（学生）との懇談会等での意見・提言等についても学内の会議等で報告し（資料11－３－②－１），

関係組織にフィードバックさせ，改善が必要な場合は改善策を検討し具体化を図ることができるシス

テムとして「福島高専の内部改善システム」が構築されており（資料11－３－②－２），いわゆるＰ

ＤＣＡサイクルが実行されている。その具体例としては，観点11－２－①で記述したように，参与会

（外部評価）の評価結果（教員業績評価システムに対する提言等）について，点検及び評価に関する

検討委員会から企画会，運営会議，教員会議等へ報告がなされ，関係組織にフィードバックされて，

具体的改善策を検討し改善を図っている（資料11－２－①－３～８）。また，学生の意見等を学校運

営に反映させるため，学級委員長との懇談会を開催して意見交換を行い，その意見や提案等を関係組

織で検討し改善を図っている。これらの結果報告は，教員会議で行われ，教員へ周知されるとともに，

各教室にも資料を配付・掲示して学生に周知されている（資料11－３―②－３）。 
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資料11－３－②－１ 

平成17年度第８回運営会議議事要旨 

（事項(６)の③） 
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平成17年度第７回教員会議議事要旨 

（事項９の②） 
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平成17年度第７回教員会議議事要旨 

（事項９の②） 

 
（出典：教員会議会議録） 
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福島工業高等専門学校改善システム                資料11－３－②－２ 

（出典：JABEE点検書）  

福島高専の外部改善システム 

福島工業高等専門学校
点検及び評価検討委員会

独立行政法人
国立高専機構 大学評価・

学位授与機構
JABEE

中学校
高等学校

外部評価
参与会

後援会
（保護者）

福島高専
協力会

卒業生
（修了生）

文部科学省 総務省

認定評価
評価・報告

認証評価・専攻科評価

通知・勧告

評価
評価

意見・改善

意見・改善
意見・改善

アンケート・改善

アンケート・改善

福島高専の内部改善システム 

点検及び評価に関する検討委員会 運営会議

各種委員会

教員会議

専攻科会議

各学科会議

学級担任会議

寮生

学生会

寮生会

学生の動向調査

学生

進路状況
成績状況

生活指導状況
授業アンケート

学級委員長との懇談会
TOEIC結果

保護者懇談会
寮生保護者懇談会

後援会総会

一般教科
機械工学科
電気工学科
物質工学科
建設環境工学科
コミュニケーション情報学科
非常勤講師

PLAN

DOCHECK

ACTION
校 長（企画会）

後援会
（保護者）

教科連絡会議

教務委員会
学生委員会
寮務委員会
専攻科委員会
入学試験委員会
JABEE委員会
FD委員会
進路対策委員会
TOEIC委員会
図書委員会
広報委員会

参与会
（外部評価）

「教育理念（学習・教育目標を含む）」
「教育組織」，「学生の受入れ」，「教育内容・教育方法」

「学生支援」，「教育環境」，「財務」，「研究」
「教育の成果」，「外部サービス」

「改善システム」
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資料11－３－②－３

平成17年度第５回教員会議議事要旨 

（ ◎報告事項（２）） 
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平成17年度第５回教員会議資料 

（管理運営関係部分の抜粋） 
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平成17年度第５回教員会議資料 
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平成17年度第５回教員会議資料 

(出典：教員会議会議録) 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，評価・改善システムが整備されており，そのシステムが効果的に機能し，委員会等組織

の見直し，専攻科の設置，教員に対する評価システムの改善，JABEE受審等の結果に成果として表れ

てきている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・学内組織としての企画会，運営会議，教員会議，専攻科会議及び各種委員会等が管理運営組織と

して整備され且つ機能的に配置されており，校長のリーダーシップの下で効果的な意志決定が行

われている。 

・校長を補佐する体制として，副校長（主事，専攻科長）４名，校長補佐３名が配置され，また，

企画会，運営会議，各種委員会等には事務部も構成員として参画しており，校長を支援する体制

が全学的に整備されている。 

・外部有識者による外部評価においても，評価結果を公表して内部組織にフィードバックさせ，管

理運営に反映させるシステムが構築されている。 

 

（改善を要する点） 

・ 有識者から意見を聴取する参与会と，評価を主たる任務とする外部評価を別組織とし，参与会

は年に複数回開催し，本校の運営全般の改善に役立てるなど，さらなる改善が必要である。 

・外部評価を学校運営にさらに反映させるために「福島高専改善システム」を組織化して有効に機 

能させることが必要である。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 本校の管理組織については，校長をトップに学校教育法施行規則の規定に基づく「主事」や 

学内規則に基づく「校長補佐」，「専攻科長」，「専攻長」，「学科長」，事務部長等の人員

配置の下に組織されている。また，本校の運営組織としては，校長，企画会，運営会議，教員

会議・専攻科会議，各種委員会等が系列的に組織され，それぞれ関係する規則等も整備され役

割が明確になっている。 

本校では，運営会議を本校の意志決定機関として位置付けており，学校運営における意志決定 

が効果的に行えるよう体制が整っている。さらに，校長指揮の下に学校全体に係る重要事項の

企画・立案，調整を担当する企画会を配置し，校長が全体を把握しリーダーシップを発揮でき

る態勢がとられており，管理運営組織として効果的に機能している。評価に関しては，平成５年

度に点検及び評価に関する規則を制定し，点検及び評価に関する検討委員会を中心に平成８年度，平

成12年度，平成17年度に自己点検評価を実施している。平成12年度，平成17年度には外部評価も受け 

，評価結果についてはその都度報告書を作成し外部に公表しており，評価に基づく意見や提言等につ 

いては，学内に構築されているシステムを通して検討され，改善が図られている。 

本校の評価システムとしては，自己点検・評価，外部有識者による外部評価（参与会）のほか，後 

援会総会，保護者懇談会，協力団体・企業・卒業生等からのアンケート評価，学生による評価等があ

り，これらの評価結果や意見・提言等についても学校運営に反映させているが，さらに充実させるた
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めに「福島高専改善システム」を有効に機能させるための組織化が重要である。また，参与会の開催

数を多くして外部の意見を積極的に取り入れることが必要となる。 
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